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オ
リ
ジ
ナ
ル
注
附 

             



 
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
本
篇
は
、
遠
い
昔
、
ネ
ッ
ト
を
始
め
た
ば
か
り
の
二
〇
〇
六
年
九
月
三
日
に
平
凡
社

「
南
方
熊
楠
選
集
」
を
底
本
と
し
て
サ
イ
ト
版
で
電
子
化
し
て
い
る
の
だ
が
、
今
回
は
全
く
の
零
か
ら
始

め
て
（
底
本
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
「
南
方
隨
筆
」
初
版
）
、
し
か
も
詳
注
附

き
で
改
め
て
電
子
化
に
入
る
。
こ
の
一
括
縦
書
ル
ビ
版
に
際
し
て
は
、
冒
頭
か
ら
再
度
読
み
直
し
、
読
点

が
な
く
て
読
み
難
い
箇
所
に
、
読
点
を
特
異
的
に
打
っ
た
り
、
読
点
で
は
落
ち
着
か
な
い
箇
所
を
句
点
に

代
え
た
（
そ
の
際
に
は
句
読
点
が
独
自
に
打
た
れ
て
あ
る
選
集
も
参
考
に
し
た
）
。
段
落
で
注
を
挟
ん
だ

時
は
、
そ
の
後
を
一
行
空
け
た
。
欧
文
書
名
（
趣
味
でT

im
es N

ew
 R

o
m

an
 

と
し
た
）
の
ダ
ブ
ル
・
ク
ォ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ー
ク
は
ダ
ブ
ル
で
は
縦
書
で
は
上
手
く
表
記
さ
れ
な
い
の
で
、
総
て
「′

」
に
代
え
た
。 

 

底
本
の
本
篇
内
に
は
漢
籍
か
ら
の
引
用
が
多
数
あ
る
が
、
殆
ん
ど
が
白
文
で
、
一
般
的
読
者
に
は
戸
惑

う
箇
所
が
か
な
り
あ
ろ
う
か
と
思
う
。
幸
い
、
所
持
す
る
平
凡
社
「
南
方
熊
楠
選
集
」
第
三
巻
で
は
、
概

ね
、
訓
読
が
な
さ
れ
て
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
参
考
に
本
文
内
或
い
は
後
注
で
訓
読
し
て
お
い
た
。
但
し
、

選
集
の
訓
読
に
は
無
批
判
に
は
従
わ
ず
、
独
自
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
示
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。 

 

な
お
、
分
割
版
（
ブ
ロ
グ
・
カ
テ
ゴ
リ
「
南
方
熊
楠
」
内
）
で
は
、
分
割
し
た
関
係
上
、
注
に
そ
れ
以

前
の
各
個
ブ
ロ
グ
版
に
リ
ン
ク
さ
せ
た
注
を
附
し
て
あ
る
。
こ
れ
を
除
去
す
る
こ
と
も
考
え
た
が
、
寧
ろ
、

ネ
ッ
ト
に
繋
げ
た
パ
ソ
コ
ン
で
読
ま
れ
る
場
合
に
は
、
こ
の
中
で
前
を
探
す
よ
り
も
、
楽
で
あ
ろ
う
と
考

え
、
そ
の
ま
ま
と
し
て
あ
る
。 

 

そ
う
し
て
、
注
作
業
の
中
で
、
底
本
は
お
ろ
か
（
本
書
は
全
体
的
に
誤
植
が
か
な
り
あ
り
、
不
審
箇
所
も

多
い
）、
参
考
に
し
た
平
凡
社
「
南
方
熊
楠
選
集
」
第
三
巻
も
、
さ
す
れ
ば
、
所
持
し
な
い
そ
の
親
本
で
あ

る
同
社
の
「
南
方
熊
楠
全
集
」
も―

―

南
方
熊
楠
が
自
身
が
誤
っ
た
か
、
は
た
ま
た
、
編
集
者
が
誤
っ
た
か

―
―

有
意
な
不
審
点
や
、
決
定
的
な
誤
謬
を
、
多
数
、
発
見
し
た
。
そ
れ
ら
は
注
の
中
で
そ
れ
を
示
し
、
可

能
な
限
り
、
引
用
原
典
に
当
た
っ
て
、
本
文
内
或
い
は
注
で
指
摘
又
は
修
正
を
施
し
た
。
さ
れ
ば
、
個
人
的

に
は
、
ユ
ビ
キ
タ
ス
を
最
大
限
活
用
し
て
行
っ
た
こ
の
私
の
電
子
化
注
は
、
少
な
く
と
も
、
ネ
ッ
ト
上
に
存

在
す
る
本
論
考
の
電
子
テ
ク
ス
ト
注
で
は
、
最
も
信
頼
し
て
戴
い
て
よ
い
物
に
仕
上
が
っ
た
と
自
負
し
て
い

る
。
私
は
南
方
熊
楠
の
研
究
者
で
は
な
く
、
単
な
る
在
野
人
に
過
ぎ
な
い
。
彼
に
関
わ
る
論
文
は
僅
か
し
か

所
持
し
て
い
な
い
か
ら
、
或
い
は
、
本
論
考
に
つ
い
て
既
に
こ
れ
ら
の
誤
り
は
精
査
さ
れ
て
い
る
の
か
も
知

れ
ぬ
。
し
か
し
、
私
が
「
我
々
は
、
今
ま
で
、
こ
れ
ほ
ど
誤
っ
た
内
容
を
読
ま
さ
れ
て
い
た
の
か
？
」
と
激

し
く
驚
く
に
至
っ
た
こ
と
は
重
大
で
あ
る
。
拙
作
を
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
よ
り
正
確
な
本
篇
が
読
ま
れ
る
よ

う
に
な
る
こ
と
を
、
私
は
心
か
ら
願
う
も
の
で
あ
る
。【
二
〇
二
一
年
十
二
月
二
十
七
日 

藪
野
直
史
】］ 

   

http://yab.o.oo7.jp/kumagou.html
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1871244
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat6375957/index.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat6375957/index.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat6375957/index.html


  
 

 
 

 
 

 

牛
王
の
名
義
と
烏
の
俗
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一 

 

鄕
土
硏
究
に
出
た
「
守
札
考
」
の
中
に
、
淸
原
君
は
、
牛ご

王わ
う

の
名
の
起
原
を
論
じ
て
「
要
す
る
に
牛
王

の
符
は
、
牛
黃
な
る
靈
藥
を
密
敎
で
其
儀
軌
に
收
用
し
一
種
の
加
持
を
作
成
し
た
事
か
ら
起
つ
た
者
で
あ

ら
う
」
と
言
は
れ
た
。
乃
ち
舊
說
に
牛
王
は
牛
玉
で
有
て
、
又
、
牛
黃
、
牛
寶
と
も
稱
し
、
牛
膽
の
中
か

ら
得
る
所
の
最
も
貴
き
藥
で
あ
る
、
之
を
印
色
と
し
て
符
の
上
に
印
す
る
よ
り
牛
王
寶
印
と
稱
す
と
云
ふ

に
據
つ
た
も
の
だ
（
鄕
土
硏
究
三
卷
四
號
一
九
七
、
一
九
九
頁
）
。
和
漢
三
才
圖
會
三
七
に
、
牛
黃
俗
云

宇
之
乃
太
末
と
有
り
。
田
邊
附
近
下し

も

芳
養

は

や

村
字
ガ
ケ
と
云
ふ
部
落
の
大
將
、
予
と
年
來
相
識
の
者
の
話
に
、

牛
の
腹
よ
り
、
極
め
て
貴
き
黃
色
の
物
、
稀ま

れ

に
出
で
、
芬
香
、
比
類
無
し
、
ゴ
ー
イ
ン
と
名
く
、
と
云
ふ

た
の
は
、
牛
王
印
の
訛
り
だ
ら
う
。
東
鑑
に
、
建
保
五
年
五
月
二
十
五
日
、
將
軍
實
朝
、
年
來
所
持
の
牛

玉
を
壽
福
寺
の
長
老
行
勇
律
師
に
布
施
せ
し
事
を
載
す
。
格
別
上
品
で
大
き
い
牛
黃
だ
つ
た
物
か
。
又
、

牛
膽
中
よ
り
得
る
、
極
て
香
し
き
牛
黃
の
外
に
、
韋
皮

な
め
し
が
は

の
樣
な
臭
有
る
牛
の
毛
玉

け

だ

ま

て
ふ
物
を
膓
か
ら
出
す

事
有
り
。
和
漢
三
才
圖
會
に
、
俗
間
有
牛
寶
、
形
如
玉
石
、
外
面
有
毛
、
蓋
此
如
狗
寶
鮓
荅
之
類
、
牛
之

病
塊
、
與
牛
黃
一
類
二
種
也
、
庸
愚
賣
僧
輩
、
爲
靈
物
、
或
以
重
價
索
之
、
其
惑
甚
哉
、
と
云
へ
る
は
是

だ
。
此
邊
で
、
之
を
懷
中
す
れ
ば
勝
負
事
に
運
强
い
、
と
云
ふ
。
實
朝
が
布
施
し
た
の
は
此
毛
玉
か
と
も

思
ふ
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：『
鄕
土
硏
究
に
出
た
「
守
札
考
」
』
『
郷
土
研
究
』
に
清
原
貞
雄
著
「
守
札
考
（
上
）」

（
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
六
月
発
行
）
及
び
同
翌
月
号
「
守
札
考
（
下
）
」
が
載
る
こ
と
が
国
立
国
会

図
書
館
「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
こ
ち
ら
で
確
認
出
来
た
。
「
鄕
土
硏
究
三
卷
四
號
」

と
あ
る
の
は
前
者
。 

「
牛
王
」
清
原
氏
の
論
文
名
か
ら
、
こ
こ
は
熊
野
神
社
・
手
向
山
八
幡
宮
・
京
都
八
坂
神
社
・
高
野
山
・

東
大
寺
・
東
寺
・
法
隆
寺
な
ど
の
諸
社
寺
で
出
す
厄
難
除
け
の
護
符
「
牛
王
（
玉
）
宝
印
」
（
中
世
の
も

の
が
「
玉
」
が
多
い
）
の
こ
と
。
図
柄
は
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
が
、
七
十
五
羽
の
鴉
を
図
案
化
し
た
「
熊

野
牛
王
」
は
有
名
（
私
は
熊
野
三
社
総
て
の
そ
れ
を
書
斎
に
配
し
て
あ
る
。
私
の
ブ
ロ
グ
の
マ
イ
・
フ
ォ

ト
の
「S

C
U

L
P

T
IN

G
 IN

 T
IM

E
 

写
真
帖
と
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
」
を
見
ら
れ
た
い
。
上
段
の
一
番
左

が
熊
野
速
玉
大
社
（
新
宮
）
の
も
の
、
中
央
が
一
番
の
お
気
に
入
り
の
熊
野
那
智
大
社
、
一
番
右
が
熊
野
本

宮
大
社
の
も
の
で
あ
る
）。
そ
の
裏
は
誓
紙
や
起
請
文
を
書
く
際
に
神
か
け
た
も
の
と
す
る
た
め
に
用
い
た
。 

「
和
漢
三
才
圖
會
三
七
に
、
牛
黃
俗
云
宇
之
乃
太
末
」
（
う
し
の
た
ま
）
「
と
有
り
」
私
の
「
和
漢
三
才
圖

會
卷
第
三
十
七 

畜
類 

牛
黃
（
ご
わ
う
・
う
し
の
た
ま
） 

（
ウ
シ
の
結
石
な
ど
）
」
の
原
文
・
訓
読

及
び
オ
リ
ジ
ナ
ル
注
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

https://crd.ndl.go.jp/reference/modules/d3ndlcrdentry/index.php?page=ref_view&id=1000285443
https://crd.ndl.go.jp/reference/modules/d3ndlcrdentry/index.php?page=ref_view&id=1000285443
https://onibi.cocolog-nifty.com/photos/sculpting_in_time/index.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/photos/sculpting_in_time/index.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/02/post-78f2.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/02/post-78f2.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/02/post-78f2.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/02/post-78f2.html


「
田
邊
附
近
下
芳
養
村
字
ガ
ケ
」
現
在
の
和
歌
山
県
田
辺
市
芳は

養や

町
ち
ょ
う

の
、
こ
の
旧
崖
地
区
（
グ
ー
グ
ル
・

マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
。
以
下
同
じ
）。 

「
東
鑑
に
建
保
五
年
五
月
二
十
五
日
將
軍
實
朝
年
來
所
持
の
牛
玉
を
壽
福
寺
の
長
老
行
勇
律
師
に
布
施
せ

し
事
を
載
す
」
建
保
五
（
一
二
一
七
）
年
五
月
大
の
二
十
五
日
の
条
に
、 

 
 

 

＊ 

廿
五
日
壬
丑 

於
御
持
佛
堂
。
被
供
養
文
殊
像
。
導
師
壽
福
寺
長
老
。
而
將
軍
以
年
來
御
所
持
牛
玉
爲
御

布
施
。
廣
元
朝
臣
不
可
然
之
由
。
雖
傾
申
。
不
能
御
許
容
云
々
。 

（
廿
五
日
壬
丑 

御
持
佛
堂
に
於
い
て
、
文
殊
像
を
供
養
せ
ら
る
。
導
師
は
壽
福
寺
長
老
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：
退
耕
行
勇
。］。
而
う
し
て
、
將
軍
、
年
來
の
御
所
持
の
牛ぎ

う

玉
ぎ
よ
く

を
以
つ
て
御
布
施
と
爲
す
に
、
廣
元
朝

臣
、「
然
る
べ
か
ら
ざ
る
」
の
由
、
傾

か
た
ぶ

け
申
す
と
雖
も
、
御
許
容
に
能
は
ず
と
云
々
。） 

 
 

 

＊ 

大
江
広
元
は
、
畜
生
の
体
内
か
ら
得
た
物
を
梵
珠
菩
薩
に
供
儀
す
る
こ
と
を
、
「
宜
し
く
な
い
」
と
進
言

し
た
の
で
あ
る
。 

「
香
し
き
」「
か
ぐ
は
し
き
」。 

「
和
漢
三
才
圖
會
俗
間
有
牛
寶…

…

」
先
の
私
の
リ
ン
ク
先
を
見
ら
れ
た
い
が
、 

 
 

 

＊ 

△
按
ず
る
に
、
俗
間
、
牛
寳

う
し
の
た
ま

有
り
、
形
、
玉
石
の
ご
と
く
、
外
靣
に
毛
あ
り
。
蓋
し
、
此
れ
、
狗
寳

い
ぬ
の
た
ま

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
和
漢
三
才
圖
會
卷
第
三
十
七 

畜
類 

狗
寳
（
い
ぬ
の
た
ま
） 
（
犬
の
体
内
の

結
石
）
」
を
参
照
。
］
の
ご
と
く
に
し
て
、
「
鮓
荅

さ

と

う

」
の
類
ひ
な
り
。
牛
の
病

び
や
う

塊か
い

た
る
牛
黃
と
は
、
一
類
に

し
て
二
種
な
り
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
別
種
の
も
の
で
あ
る
」
の
意
。「
牛
黃
」
を
特
別
視
す
る
習
慣
に
よ

る
も
の
。］
。
傭
愚

お
ろ
か
も
の

・
賣
僧

ま

い

す

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
マ
イ
」
「
ス
」
と
も
に
唐
音
。
仏
法
を
種
に
金
品
を
不
当

に
得
る
僧
。
禅
宗
か
ら
起
こ
っ
た
語
で
、
後
に
単
に
人
を
騙
す
者
の
意
に
も
転
じ
た
。
］
の
輩

や
か
ら

、
靈
物

れ
い
も
つ

と

爲な

し
、
或
い
は
重
き
價

あ
た
ひ

を
以
つ
て
之
れ
を
索も

と

む
。
其
れ
、
惑

ま
ど
ひ

の
甚
し
き
か
な
。 

 
 

 

＊ 

で
、
寺
島
良
安
は
効
能
を
全
く
認
め
て
い
な
い
こ
と
が
判
る
。
な
お
、
こ
う
し
た
「
鮓
荅
」
（
各
種
獣
類

の
胎
内
結
石
或
い
は
悪
性
・
良
性
の
腫
瘍
や
免
疫
シ
ス
テ
ム
が
形
成
し
た
異
物
等
を
称
し
た
も
の
）
に
つ

い
て
は
、
「
和
漢
三
才
圖
會
卷
第
三
十
七 

畜
類 

鮓
荅
（
へ
い
さ
ら
ば
さ
ら
・
へ
い
た
ら
ば
さ
ら
） 

（
獣
類
の
体
内
の
結
石
）」
を
参
照
さ
れ
た
い
。］ 

  

曾
我
物
語
卷
七
第
八
章
、
三
井
寺
の
智
興
大
師
重
病
の
時
、
そ
の
弟
子
證
空
、
こ
れ
に
代
り
、
死
な
ん

と
て
、
晴
明
を
請
う
て
請
じ
て
祀
り
替
へ
し
む
る
と
こ
ろ
に
、
「
晴
明
、
禮
拜
恭
敬
（
ら
い
は
い
く
ぎ
や

う
）
し
て
、
云
々
、
既
に
祭
文
に
及
び
け
れ
ば
、
牛
王

○

○

の
渡わ

た

る
と
見
え
て
、
種
々
の
さ
ん
せ
ん
、
幣
帛
、

https://www.google.com/maps/place/%E5%B4%96%E9%9B%86%E4%BC%9A%E6%89%80/@33.7520957,135.3444457,14z/data=!4m5!3m4!1s0x60070a4eaf9af53b:0xbcd88e1edc651e86!8m2!3d33.7531073!4d135.3505507
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/02/post-ed72.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/02/post-ed72.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/02/post-a7e6.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/02/post-a7e6.html


或
は
空
に
舞
上
が
り
て
舞
遊
び
、
或
は
壇
上
を
跳
り
廻
る
、
繪
像
の
大
聖
不
動
明
王
は
利
劒
を
振
り
給
ひ

け
れ
ば
、
其
時
、
晴
明
、
座
を
立
て
、
珠
數
を
以
て
證
空
の
頭
を
撫
で
、
平
等
大
慧
一
乘
妙
典
、
と
言
ひ

け
れ
ば
、
則
ち
、
上
人
の
苦
惱
さ
め
て
、
證
空
に
移
り
け
り
」
と
出
づ
。
爰
に
牛
王
と
云
へ
る
は
牛
黃
で

は
分
ら
ず
、
假
令
、
牛
黃
。
又
、
牛
王
寶
印
と
す
る
も
、
文
の
前
後
よ
り
推
す
と
、
牛
黃
、
又
、
牛
王
寶

印
其
物
を
指
さ
ず
し
て
、
其
物
の
精
靈
、
乃
ち
、
牛
黃
神
、
又
、
牛
王
寶
印
神
と
も
稱
す
べ
き
者
を
意
味

し
、
修
法
成
就
の
際
、
右
樣
の
神
が
渡
り
降
る
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
く
だ
る
」
。
］
と
同
時
に
、
供
物
が

自
ら
動
き
出
す
こ
と
、
恰
も
今
日
の
稻
荷
下
げ
に
、
彌
よ
、
神
が
降
る
時
、
幣
帛
、
搖ゆ

れ

廻
る
如
く
だ
つ
た

の
で
あ
ら
う
。
例
せ
ば
、
唐
譯
不
空
羂
索
神
變
眞
言
經
に
見
え
た
藥
精
味
神
が
、
狀
如
天
形
、
衆
寶
衣
服

備
莊
嚴
、
身
手
便
執
持
俱
延
枝
果
、
無
垢
藥
精
大
毒
威
云
々
、
力
能
人
吸
奪
精
氣
。
そ
れ
を
畏
れ
ず
に
、

持
眞
言
者
が
咒
を
誦
し
打
ち
伏
せ
る
と
、
藥
精
の
身
か
ら
、
甘
露
を
出
す
。
そ
れ
を
採
つ
て
眼
と
身
に
塗

れ
ば
、
金
色
仙
と
成
り
得
、
又
藥
精
の
髮
を
取
つ
て
繩
と
し
て
腰
に
繫か

く

れ
ば
、
何
處
に
行
く
も
障
礙
無
し

と
有
り
。
芳
賀
博
士
も
予
も
出
處
を
見
出
だ
し
得
ぬ
が
、
今
昔
物
語
四
に
靂
旦
國
王
前
に
阿
竭
陀
藥
來
る

話
あ
り
（
鄕
硏
究
一
卷
六
號
三
六
四
頁
及
九
號
五
五
二
頁
參
照
）
。
徒
然
草
に
大
根
が
人
と
現
じ
て
人
の

急
難
を
救
ふ
譚
出
で
、
歐
州
の
曼
陀
羅
花

マ

ン

ド

ラ

ゴ

ラ
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. d

e G
u
b
ern

atis, ′L
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lo

g
ie d
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tes,′ 1
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ii, p
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1
3
 seq

q
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）
、
印
度
の
ツ
ラ
シ
草
（
同
書
同
卷
三
六
五
頁
）
、
チ
エ
ロ
キ
ー
印
甸
人
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：
「
イ
ン
ジ
ア
ン
」
。
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
。
］
の
人
參
（R

ep
o
rts o

f th
e B

u
reau

 o
f A

m
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 E
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n
o
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g
y, 

X
IX
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2
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）
等
、
何
れ
も
植
物
な
が
ら
、
人
體
に
象
れ
る
根
、
又
、
全
體
を
具
し
、
靈
妙
の
精
神
を
有
す

と
信
ぜ
ら
れ
、
そ
れ
程
に
は
無
い
が
、
熊
野
で
疝
氣
等
の
妙
藥
と
傳
へ
ら
る
ゝ
「
つ
ち
あ
け
び
」
（
山
の

神
の
錫
杖
と
方
言
で
呼
ぶ
）
も
、
之
を
見
出
だ
し
た
卽
時
、
採
ら
ず
に
歸
宅
し
て
復
往
く
と
、
隱
れ
去
つ

て
見
え
ぬ
と
言
ふ
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
曾
我
物
語
卷
七
第
八
章
、
三
井
寺
の
智
興
大
師
重
病
の
時…

…

」
国
立
国
会
図
書

館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
武
笠
三
校
訂
「
義
経
記
・
曽
我
物
語
」
（
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
有
朋

堂
書
店
刊
。
貞
享
四
（
一
六
八
七
）
年
刊
本
が
底
本
）
で
示
す
と
、
当
該
条
は
「
八 

泣
不
動
（
な
き
ふ

ど
う
）
の
事
」
で
あ
る
が
、
前
の
「
七 

三
井
寺
の
智
興
大
師
の
事
」
か
ら
読
ま
な
い
と
判
ら
な
い
。
軍

記
物
に
よ
く
あ
る
、
あ
る
事
態
や
ケ
ー
ス
に
対
し
て
同
様
の
例
を
示
す
に
、
ず
っ
と
過
去
に
遡
っ
た
事
例

を
引
き
合
い
に
出
し
て
語
る
と
こ
ろ
の
一
種
の
「
語
り
の
脱
線
」
的
部
分
で
、
蘇
我
兄
弟
の
仇
討
ち
と
は

無
関
係
で
あ
る
。
こ
の
話
は
、「
宝
物
集
」（
巻
三
）
、「
発
心
集
」
（
巻
六
）、
「
義
経
記
」
（
巻
五
）
な
ど
に

も
見
え
、
陰
陽
師
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
安
倍
晴
明
（
延
喜
二
一
（
九
二
一
）
年
～ 

寛
弘
二
（
一
〇
〇
五
）
年
）

が
登
場
す
る
か
ら
か
、
か
な
り
メ
ジ
ャ
ー
な
話
で
あ
る
。
読
ん
で
戴
け
れ
ば
判
る
が
、
智
興
大
師
が
重
病

に
陥
り
、
晴
明
を
呼
ぶ
が
、
助
け
る
た
め
に
は
、
身
代
わ
り
と
な
る
死
者
が
必
要
と
述
べ
、
智
興
の
弟
子
證

空
が
名
乗
り
出
て
、
病
い
が
證
空
に
移
る
に
（
熊
楠
は
こ
こ
ま
で
し
か
書
い
て
い
な
い
）
、
證
空
が
持
仏
の

不
動
尊
に
祈
っ
た
と
こ
ろ
、
絵
像
が
血
の
涙
を
流
し
て
、「
我
、
汝
の
身
に
代
わ
ら
ん
。」
と
言
い
、
智
興
も

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1223289/326
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1223289/326
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1223289/326
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1223289/326
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1223289/324


證
空
も
無
事
で
あ
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。 

「
智
興
大
師
」
阿
闍
梨
智
興
内な

い

供
奉

ぐ

ぶ

（
？
～
安
和
三
（
九
七
〇
）
年
）
。
平
安
初
期
の
僧
。
「
内
供
」
は
宮

中
の
道
場
で
天
皇
に
奉
仕
し
て
御
斎
会
の
読
師
や
修
法
を
勤
め
た
僧
職
。 

「
さ
ん
せ
ん
」
「
散
錢
」
で
あ
ろ
う
。
私
の
所
持
す
る
王
堂
本
「
曾
我
物
語
」
で
は
「
き
ん
せ
ん
さ
ん
ぐ
」

で
「
金
錢
」（「
さ
ん
ぐ
」
は
「
散
供
」
で
あ
ろ
う
）
で
あ
る
が
、「
散
錢
」
で
も
問
題
な
い
。 

「
稻
荷
下
げ
」
稲
荷
信
仰
の
内
で
も
民
間
の
巫
者
は
、
稲
荷
神
を
守
護
神
と
し
て
祀
り
、
「
稲
荷
下
げ
」

「
稲
荷
降お

ろ

し
」
と
称
さ
れ
る
託
宣
を
行
う
こ
と
が
多
い
。 

「
不
空
羂
索
神
變
眞
言
經
」
不
空
羂
索
観
音
を
説
く
経
典
。
大
小
約
六
十
種
ほ
ど
の
色
々
な
儀
軌
か
ら
構

成
さ
れ
て
お
り
、
「
大
日
経
」
以
前
に
成
立
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
初
期
密
教
経
典
で
、
七
〇
九
年
頃

に
菩
提
流
志
に
よ
っ
て
漢
訳
さ
れ
た
も
の
（
こ
ち
ら
の
木
村
秀
明
氏
の
論
文
「
『
不
空
羂
索
神
変
真
言
経
』

「
護
摩
安
穏
品
」
所
説
の
護
摩
儀
軌
」
（P

D
F

・
『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
平
成
一
六
（
二
〇
〇
四
）
年
十

二
月
）
に
拠
っ
た
）。 

「
藥
精
味
神
」
不
詳
。
古
代
イ
ン
ド
の
薬
を
司
る
荒
神
か
。 

「
狀
如
天
形…

…

」
平
凡
社
選
集
の
訓
読
を
参
考
（
無
批
判
に
は
従
わ
な
い
）
に
読
み
下
す
。 

 
 

 

＊ 

狀
か
た
ち

、
天
の
形
の
ご
と
く
、
衆
寶
の
衣
服
、
備

つ
ぶ
さ

さ
に
莊
嚴
に
し
て
、
身
・
手
に
は
便

す
な
は

ち
、
俱
延
枝
果

ぐ

え

ん

し

く

わ

を
執

り
持
ち
、
無
垢
な
る
藥
精
は
大
毒
威
あ
り
て
云
々
、
力
は
能
く
人
の
精
氣
を
吸
ひ
奪
ふ
。 

 
 

 

＊ 

「
金
色
仙
」
「
こ
ん
し
き
せ
ん
」
と
読
ん
で
お
く
。
道
教
の
最
上
級
の
仙
薬
金
丹
を
含
ん
で
不
老
不
死
の

一
切
の
傷
を
身
に
受
け
る
こ
と
の
な
い
フ
ル
・
メ
タ
ル
・
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
み
た
よ
う
な
神
仙
と
な
る
こ
と
か
。 

「
芳
賀
博
士
」
国
文
学
者
芳
賀
矢
一
（
慶
応
三
（
一
八
六
七
）
年
～
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
）
。
越
前

国
福
井
生
ま
れ
。
父
芳
賀
真
咲
も
国
学
者
で
あ
っ
た
。
第
一
高
等
中
学
校
か
ら
帝
国
大
学
文
科
大
学
を
卒

業
。
明
治
三
一
（
一
八
九
八
）
年
に
東
京
帝
国
大
学
助
教
授
、
翌
年
か
ら
ド
イ
ツ
に
留
学
し
、
文
献
学
を

学
び
、
明
治
三
四
（
一
九
〇
一
）
年
に
帰
国
し
て
東
京
帝
国
大
学
教
授
と
な
っ
た
。
二
年
後
に
は
文
学
博

士
を
取
得
し
て
い
る
。
南
方
熊
楠
と
は
東
京
帝
大
予
備
門
で
の
同
級
生
で
あ
り
（
熊
楠
は
明
治
一
八
（
一

八
八
五
）
年
十
二
月
二
九
日
に
期
末
試
験
で
代
数
一
課
目
だ
け
が
合
格
点
に
達
し
な
か
っ
た
た
め
、
落
第

し
、
予
備
門
を
中
退
し
た
）
、「
今
昔
物
語
集
」
の
研
究
な
ど
で
交
流
が
あ
っ
た
。 

「
今
昔
物
語
四
に
靂
旦
國
王
前
に
阿
竭
陀
藥
來
る
話
あ
り
」
「
今
昔
物
語
集
」
巻
第
四
の
「
震
旦
國
王
前

阿
竭
陀
藥
來
語
第
三
十
二
」
（
震し

ん

旦だ
ん

の
國
王
の
前
に
阿
竭
陀
藥

あ

か

だ

や

く

來
た
れ
る
語こ

と

第
三
十
二
）
で
あ
る
（
「
新
日

本
古
典
文
学
大
系
」
版
（
第
一
巻
・
今
野
達
校
注
・
一
九
九
九
年
）
を
参
考
に
用
い
、
漢
字
は
正
字
化
し

た
。
□
は
欠
字
）。 

 
 

 

＊ 

http://echo-lab.ddo.jp/Libraries/%E5%8D%B0%E5%BA%A6%E5%AD%A6%E4%BB%8F%E6%95%99%E5%AD%A6%E7%A0%94%E7%A9%B6/%E5%8D%B0%E5%BA%A6%E5%AD%B8%E4%BD%9B%E6%95%99%E5%AD%B8%E7%A0%94%E7%A9%B6%E7%AC%AC53%E5%B7%BB%E7%AC%AC1%E5%8F%B7/Vol.53%20,%20No.1(2004)088%E6%9C%A8%E6%9D%91%20%E7%A7%80%E6%98%8E%E3%80%8C%E3%80%8E%E4%B8%8D%E7%A9%BA%E7%BE%82%E7%B4%A2%E7%A5%9E%E5%A4%89%E7%9C%9F%E8%A8%80%E7%B5%8C%E3%80%8F%E3%80%8C%E8%AD%B7%E6%91%A9%E5%AE%89%E7%A9%8F%E5%93%81%E3%80%8D%E6%89%80%E8%AA%AC%E3%81%AE%E8%AD%B7%E6%91%A9%E5%84%80%E8%BB%8C%E3%80%8D.pdf
http://echo-lab.ddo.jp/Libraries/%E5%8D%B0%E5%BA%A6%E5%AD%A6%E4%BB%8F%E6%95%99%E5%AD%A6%E7%A0%94%E7%A9%B6/%E5%8D%B0%E5%BA%A6%E5%AD%B8%E4%BD%9B%E6%95%99%E5%AD%B8%E7%A0%94%E7%A9%B6%E7%AC%AC53%E5%B7%BB%E7%AC%AC1%E5%8F%B7/Vol.53%20,%20No.1(2004)088%E6%9C%A8%E6%9D%91%20%E7%A7%80%E6%98%8E%E3%80%8C%E3%80%8E%E4%B8%8D%E7%A9%BA%E7%BE%82%E7%B4%A2%E7%A5%9E%E5%A4%89%E7%9C%9F%E8%A8%80%E7%B5%8C%E3%80%8F%E3%80%8C%E8%AD%B7%E6%91%A9%E5%AE%89%E7%A9%8F%E5%93%81%E3%80%8D%E6%89%80%E8%AA%AC%E3%81%AE%E8%AD%B7%E6%91%A9%E5%84%80%E8%BB%8C%E3%80%8D.pdf


 
今
は
昔
、
震
旦
の
□
□
代
に
國
王
、
在ま

し

ま
し
け
り
。
一
人
の
皇
子

わ

う

じ

有
り
。
形
、
端
正
に
し
て
、
心
□
□

也
。
然
れ
ば
、
□
□
□
□
父
の
王
、
此
の
皇
子
を
悲
し
み
愛
し
給
ふ
事
、
限
り
無
し
。 

 

而
る
に
、
皇
子
、
身
に
重
き
病
ひ
を
受
け
て
、
月
來

つ
き
ご
ろ

經
た
る
に
、
國
王
、
此
れ
を
歎
き
て
、
天
に
仰
ぎ

て
、
祈
請
し
、
藥
を
以
つ
て
療
治
す
と
云
へ
ど
も
、
煩
ふ
事
、
彌

い
よ
い

よ
增
さ
り
て
、
𡀍い

ゆ
る
事
、
無
し
。 

 

其
の
時
に
、
大
臣
と
し
て
、
止
む
事
無
き
醫
師
有
り
。
而
る
に
、
國
王
、
此
の
大
臣
と
極
め
て
、
中
、

惡
し
く
し
て
、
敵

か
た
き

の
如
し
。
然
れ
ば
、
此
の
皇
子
の
病
ひ
を
も
、
此
の
大
臣
に
は
、
問
は
れ
ず
。 

 

然
り
と
云
へ
ど
も
、
此
の
大
臣
、
醫
道
に
極
め
た
る
に
依
り
て
、
國
王
、
皇
子
の
病
ひ
、
問
は
む
が
爲

に
、
年
來

と
し
ご
ろ

の
怨あ

た

を
思
ひ
、
弱
り
給
ひ
て
、
忽
ち
に
大
臣
を
召
す
。 

 

大
臣
、
喜
び
を
成
し
て
參
り
ぬ
。 

 

國
王
、
大
臣
に
出
で
會
ひ
て
、
語
り
て
宣
は
く
、 

「
年
來
、
互
ひ
に
怨
を
成
し
て
、
親
し
ま
ず
と
云
へ
ど
も
、
皇
子
、
身
に
病
ひ
を
受
け
て
煩
ふ
に
、

諸
も
ろ
も
ろ

の
醫
師
を
召
し
て
、
療
治
せ
し
む
る
に
、
𡀍
ゆ
る
事
、
無
し
。
然さ

れ
ば
、
年
來
の
怨
を
忘
れ
て
、
汝
を
呼

ぶ
。
速
か
に
、
此
の
皇
子
の
病
ひ
を
療
治
し
て
𡀍
え
し
め
よ
。」 

と
。 

 

大
臣
、
答
へ
て
云
は
く
、 

「
實

ま
こ
と

に
、
年
來
、
敕
命
を
蒙

か
う
ぶ

ら
ず
、
暗
夜

や
み
の
よ

に
向
へ
る
が
如
し
。
今
、
此
の
仰
せ
を

奉
う
け
た
ま

は
る
、
夜
の
曉あ

け
た
る
が
如
し
。
然
れ
ば
、
速
か
に
御
子

み

こ

の
御
病
ひ
を
見
る
べ
し
。」 

と
云
ふ
に
隨
ひ
て
、
大
臣
を
呼
び
入
れ
て
、
皇
子
の
病
ひ
を
見
し
む
。 

 

大
臣
、
皇
子
を
見
て
云
は
く
、 

「
速
か
に
藥
を
以
て
療
す
べ
し
。」 

と
云
ひ
て
、
出
で
ぬ
。
卽
ち
、
藥
を
以
つ
て
、
大
臣
、
參
り
て
云
は
く
、 

「
此
れ
を
服ぶ

く

せ
し
め
給
は
ば
、
御
病
ひ
、
卽
ち
、
𡀍
ゆ
べ
し
。」 

と
。 

 

國
王
、
此
れ
を
聞
き
て
、
喜
び
乍
ら
、
此
の
藥
を
取
り
て
、
見
て
、
宣
は
く
、 

「
此
の
藥
の
名
を
ば
、
何
と
か
云
ふ
。」 

と
。
早
う
、
大
臣
の
構
へ
け
る
樣や

う

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
事
前
に
医
師
大
臣
が
内
心
で
企
ん
で
思
っ
た
こ
と

に
よ
れ
ば
。］、 

『
此
れ
は
、
藥
に
は
非
ず
し
て
、
人
、
此
れ
を
服
し
つ
れ
ば
、
忽
ち
に
死
ぬ
る
毒
を
、
「
藥
ぞ
」
と
云
ひ

て
、
此
の
次つ

い

で
に
、
年
來
の
怨
を
酬
い
て
、
皇
子
を
殺
さ
む
。』 

と
思
ひ
て
、
毒
を
持も

て
來
た
れ
る
を
、
國
王
の
、
藥
の
名
を
問
ひ
給
ふ
時
に
、
大
臣
、
思
ひ
繚

あ
つ
か

ひ
て
［
や

ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
ど
き
っ
と
し
て
、
あ
れ
こ
れ
と
思
案
に
迷
っ
て
。］、 

『
何
が
云
は
ま
し
。』 



と
思
ふ
に
、
只
、
何
と
も
な
く
、 

「
此
れ
な
む
、『
阿
竭
陀
藥
』
と
申
す
。」 

と
。 

 

國
王
、「
阿
竭
陀
藥
」
と
聞
き
給
ひ
て
、 

「
其
の
藥
は
、
服
す
る
人
、
死
ぬ
る
事
、
無
か
ん
な
り
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
死
ぬ
こ
と
は
な
い
そ
う
だ
。
］
。

『
皷
に
塗
り
て
打
つ
に
、
其
の
音
を
聞
く
人
、
皆
、
病
ひ
を
失
ふ
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
病
が
癒
え
る
。
］

事
、
疑
ひ
無
し
。』
と
聞
く
。
況
や
、
服
せ
ら
む
人
、
何な

ど
か
病
ひ
を
𡀍
ざ
ら
む
。」 

と
深
く
信
じ
て
、
皇
子
に
服
せ
し
め
つ
。 

 

其
の
後
、
皇
子
の
病
ひ
、
立
ち
所
に
𡀍
ぬ
。
大
臣
は
既
に
家
に
還
り
て
、 

『
御
子
は
、
卽
ち
、
死
ぬ
ら
む
。』 

と
思
ひ
居
た
る
間
に
、 

「
卽
ち
、
𡀍
ぬ
。」 

と
聞
き
て
、
怪
し
び
思
ふ
事
、
限
り
無
し
。 

 

國
王
は
、
大
臣
の
德
に
依
り
て
、
皇
子
の
病
ひ
𡀍
ぬ
る
事
を
、
喜
び
思
ひ
給
ふ
。 

 

而
る
程
に
、
日
、
晚
れ
ぬ
。
夜
に
入
り
て
、
國
王
の
居
給
へ
る
傍
ら
を
、
叩
く
者
、
有
り
。 

 

國
王
、
怪
し
び
で
、 

「
何
ぞ
の
者
の
、
か
く
は
、
叩
く
ぞ
。」 

と
問
ひ
給
へ
ば
、 

「
阿
竭
陀
藥
の
參
れ
る
也
。」 

と
云
ふ
。 

 

國
王
、 

『
奇
異
也
。』 

と
思
ひ
給
ひ
乍
ら
、
叩
く
所
を
開
け
た
れ
ば
、
端
正
な
る
、
若
き
男
女

な
ん
に
よ

、
來
た
れ
り
。 

 

國
王
の
御
前
に
居
て
、
語
り
て
云
は
く
、 

「
我
れ
は
、
此
れ
、
阿
竭
陀
藥
也
。
今
日
、
大
臣
の
持
て
參
り
て
服
せ
し
め
つ
る
藥
は
、
極
め
た
る
毒
也
。

服
す
る
人
、
忽
ち
に
命
を
失
ふ
者
也
。
大
臣
、
御
子
を
殺
さ
む
が
爲
に
、
毒
を
『
藥
ぞ
。
』
と
名
付
て
、

服
せ
し
め
つ
る
に
、
王
の
、『
此
の
藥
の
名
を
ば
、
何い

か

が
云
ふ
。』
と
問
は
せ
給
つ
る
に
、
大
臣
、
申
す
べ

き
方は

う

無
き
に
依
り
て
、
只
、
心
に
非
ず
、『
此
れ
、
阿
竭
陀
藥
也
。
』
と
申
し
つ
る
を
、
王
、
深
く
信
じ
て
、

服
せ
し
め
給
は
む
と
爲す

る
程
に
、『
阿
竭
陀
藥
ぞ
。
』
と
云
ふ
音こ

ゑ

の
、
髴

ほ
の
か

に
聞
え
つ
る
に
依
り
て
、
『
然
ら

ば
、
阿
竭
陀
藥
を
服
す
る
人
は
、
忽
ち
に
死
ぬ
る
也
け
り
と
知
ら
し
め
さ
れ
じ
。
』
と
思
ふ
に
依
り
て
、

我
が
、
忽
ち
に
來
り
、
代
は
り
て
、
服
せ
ら
れ
奉
る
也
。
然
れ
ば
、
御
病
は
立
所
に
𡀍
え
給
ひ
ぬ
る
也
。

此
の
事
を
申
さ
む
が
爲
に
、
我
れ
、
來
れ
る
也
。」 



と
云
て
、
卽
ち
、
失
せ
ぬ
。 

 

國
王
、
此
の
事
を
聞
き
給
て
、
肝
・
心
を
碎
く
が
如
し
。 

 

先
づ
大
臣
を
召
し
て
、
此
の
由
を
問
は
る
る
に
、
隱
し
得
ず
し
て
顯
れ
ぬ
。 

 

然
れ
ば
、
大
臣
の
首
を
、
斬
ら
れ
ぬ
。 

 

其
の
後
、
御
子
、
身
に
病
ひ
無
く
し
て
、
久
し
く
持た

も

ち
け
り
。
此
れ
、
阿
竭
陀
藥
を
服
せ
る
に
依
り
て

也
。 

 

然
れ
ば
、
諸
の
事
は
、
只
、
深
く
、
信
を
成
す
べ
き
也
け
り
。
信
を
成
せ
る
に
依
り
て
、
病
を
𡀍
や
す

事
、
此
く
の
如
く
と
な
む
、
語
り
傳
へ
た
る
と
や
。 

 
 

 

＊ 

「
徒
然
草
に
大
根
が
人
と
現
じ
て
人
の
急
難
を
救
ふ
譚
出
で
」
同
書
第
六
十
八
段
の
大
根
好
き
の
男
の
不

思
議
な
話
。
「
怪
談
老
の
杖
卷
之
一 

杖
の
靈
異
」
の
私
の
注
で
電
子
化
し
て
あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。 

「
歐
州
の
曼
陀
羅
花

マ

ン

ド

ラ

ゴ

ラ

」
ナ
ス
目
ナ
ス
科
マ
ン
ド
ラ
ゴ
ラ
属 M

a
n

d
ra

g
o
ra

 

の
植
物
。
マ
ン
ド
レ
イ
ク

（M
an

d
rak

e

）
と
も
呼
ぶ
。
別
名
そ
の
根
は
時
に
人
形

ひ
と
が
た

を
呈
し
、
西
洋
の
妖
し
げ
な
呪
術
書
に
よ
く
出
て

く
る
。
当
該
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、
『
古
く
か
ら
薬
草
と
し
て
用
い
ら
れ
た
が
、
魔
術
や
錬
金
術
の
原
料
と

し
て
登
場
す
る
。
根
茎
が
幾
枝
に
も
分
か
れ
、
個
体
に
よ
っ
て
は
人
型
に
似
る
。
幻
覚
、
幻
聴
を
伴
い
』
、

『
時
に
は
死
に
至
る
神
経
毒
が
根
に
含
ま
れ
る
』
。
『
人
の
よ
う
に
動
き
、
引
き
抜
く
と
悲
鳴
を
上
げ
て
』
、

そ
の
声
を
『
ま
と
も
に
聞
い
た
人
間
は
発
狂
し
て
死
ん
で
し
ま
う
と
い
う
伝
説
が
あ
る
。
根
茎
の
奇
怪
な

形
状
と
劇
的
な
効
能
か
ら
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
、
上
記
の
伝
説
が
つ
け
加
え
ら
れ
、
魔
術
や
錬

金
術
を
元
に
し
た
作
品
中
に
、
悲
鳴
を
上
げ
る
植
物
と
し
て
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
絞
首
刑
に
な
っ
た
受

刑
者
の
男
性
が
激
痛
か
ら
射
精
し
た
精
液
か
ら
生
ま
れ
た
と
い
う
伝
承
も
あ
り
』、
『
形
状
が
男
性
器
を
彷

彿
と
さ
せ
る
』
と
も
言
う
。
『
ま
た
』
、『
こ
の
植
物
の
ヘ
ブ
ラ
イ
語
「
ド
ゥ
ダ
イ
ー
ム
」
は
、
「
女
性
か
ら

の
愛
」
を
指
す
ヘ
ブ
ラ
イ
語
「
ド
ー
ド
」
と
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
』
、
『
多
産
の
象
徴
と
見
ら
れ
た
』
。

『
南
方
熊
楠
は
、
周
密
な
ど
の
書
い
た
中
国
の
文
献
に
登
場
す
る
「
押
不
蘆
」
な
る
植
物
が
、
麻
酔
の
効

果
ら
し
き
描
写
、
犬
に
よ
っ
て
抜
く
な
ど
マ
ン
ド
レ
イ
ク
と
類
似
し
て
い
る
点
、
ペ
ル
シ
ャ
語
で
は
マ
ン

ド
レ
イ
ク
を
指
し
て
「
ヤ
ブ
ル
ー
」
と
言
っ
て
い
る
、
ま
た
、
パ
レ
ス
チ
ナ
辺
で
「
ヤ
ブ
ロ
ー
チ
ャ
ク
」

と
言
っ
て
い
る
点
か
ら
、
こ
れ
は
恐
ら
く
宋
代
末
期
か
ら
漢
代
初
期
に
か
け
て
の
期
間
に
、
ア
ラ
ビ
ア
半

島
か
ら
伝
播
し
た
マ
ン
ド
ラ
ゴ
ラ
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
と
指
摘
し
』
、
『
雑
誌
『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』
に
、
そ

の
自
生
地
が
メ
デ
ィ
ナ
で
あ
る
と
想
定
し
た
文
を
発
表
し
』
て
い
る
。
一
方
、
『
古
代
ギ
リ
シ
ャ
で
は

「
愛
の
リ
ン
ゴ
」
と
呼
ば
れ
、
ウ
ェ
ヌ
ス
へ
捧
げ
ら
れ
』
、『
ま
た
、
ウ
ェ
ヌ
ス
神
話
に
お
け
る
「
黄
金
の

リ
ン
ゴ
」
が
マ
ン
ド
レ
イ
ク
で
あ
る
と
す
る
説
も
あ
る
』
と
も
あ
る
。
『
マ
ン
ド
レ
イ
ク
は
地
中
海
地
域

か
ら
中
国
西
部
に
か
け
て
に
自
生
す
る
』
『
薬
用
と
し
て
は
』M

a
n
d
ra

g
o
ra

 o
fficin

a
ru

m
 

・M
a
n
d
ra

g
o
ra

 

a
u
tu

m
n
a
lis 

・M
a
n
d
ra

g
o
ra

 ca
u
lescen

s 

の
『
三
種
が
知
ら
れ
て
い
る
。
と
も
に
根
に
ヒ
ヨ
ス
キ
ア
ミ
ン
』

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/02/post-754310.html
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9E%E3%83%B3%E3%83%89%E3%83%AC%E3%82%A4%E3%82%AF
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9E%E3%83%B3%E3%83%89%E3%83%AC%E3%82%A4%E3%82%AF
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9E%E3%83%B3%E3%83%89%E3%83%AC%E3%82%A4%E3%82%AF


（h
y
o
scy

am
in

e

）
・
『
ト
ロ
パ
ン
ア
ル
カ
ロ
イ
ド
』
（T

ro
p
an

e 
alk

alo
id

s

）
・
『
ク
ス
コ
ヒ
グ
リ
ン
』

（C
u
sco

h
y
g
rin

e

）
『
な
ど
数
種
の
ア
ル
カ
ロ
イ
ド
を
含
』
み
、
『
麻
薬
効
果
を
持
ち
、
古
く
は
鎮
痛
薬
、

鎮
静
剤
、
瀉
下
薬
（
下
剤
・
便
秘
薬
）
と
し
て
使
用
さ
れ
た
が
、
毒
性
が
強
く
、
幻
覚
、
幻
聴
、
嘔
吐
、

瞳
孔
拡
大
を
伴
い
、
場
合
に
よ
っ
て
は
死
に
至
る
た
め
』
、『
現
在
』
じ
ゃ
『
薬
用
に
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。
複
雑
な
根
か
ら
は
人
型
の
よ
う
に
な
る
の
も
あ
り
、
非
常
に
多
く
細
か
い
根
を
張
る
事
か

ら
』
、
『
強
引
に
抜
く
際
に
は
大
変
に
力
が
必
要
で
、
根
を
ち
ぎ
り
な
が
ら
抜
く
と
』
、
実
際
に
『
か
な
り

の
音
が
す
る
』
と
あ
る
。
私
は
さ
ん
ざ
ん
種
々
の
本
で
読
ん
で
き
た
の
で
頗
る
既
知
で
あ
る
。
よ
り
詳
し

く
は
、
リ
ン
ク
先
に
ま
だ
書
か
れ
て
い
る
の
で
読
ま
れ
た
い
。 

「A
. d

e G
u
b
ern

atis, ′L
a M

y
th

o
lo

g
ie d

es P
lan

tes,′ 1
8
8
2
, to

m
. ii, p

. 2
1
3
 seq

q
.

」
イ
タ
リ
ア
の
文
献
学
者

コ
ォ
ウ
ト
・
ア
ン
ジ
ェ
ロ
・
デ
・
グ
ベ
ル
ナ
テ
ィ
ス
（C

o
u
n
t A

n
g
elo

 D
e G

u
b
ern

atis 

一
八
四
〇
年
～
一

九
一
三
年
）
の
「
植
物
の
神
話
」。「In

tern
et arch

iv
e

」
こ
ち
ら
で
当
該
原
文
箇
所
が
見
ら
れ
る
。
右
ペ
ー

ジ
下
方
で
あ
る
。 

「
印
度
の
ツ
ラ
シ
草
（
同
書
同
卷
三
六
五
頁
）
」
同
前
の
こ
こ
。
右
ペ
ー
ジ
の
中
央
附
近
に
「tu

lasi

」
と

い
う
単
語
が
盛
ん
に
見
出
さ
れ
る
。
こ
れ
は
「tu

lsi

」
と
も
綴
り
、
そ
も
そ
も
が
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
で
「
ト

ゥ
ル
シ
ー
」
、
和
名
は
カ
ミ
メ
ボ
ウ
キ
（
神
目
箒
）
で
、
キ
ク
亜
綱
シ
ソ
目
シ
ソ
科
メ
ボ
ウ
キ
属
カ
ミ
メ

ボ
ウ
キ O

cim
u
m

 ten
u
iflo

ru
m

 

。
ア
ジ
ア
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
熱
帯
を
原
産
と
し
、
栽
培
品
種
や
帰
化

植
物
と
し
て
世
界
各
地
に
広
が
っ
た
植
物
で
、
芳
香
を
有
す
る
。
英
語
で
は
「
ホ
ー
リ
ー
バ
ジ
ル
」
（h

o
ly

 

b
asil

：
聖
な
る
バ
ジ
ル
）
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
バ
ジ
ル
の
一
種
。
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
で
は
最
も
神
聖
な
植
物

と
さ
れ
、
ア
ー
ユ
ル
ベ
ー
ダ
の
中
心
と
な
る
薬
草
で
、
古
代
か
ら
栽
培
さ
れ
て
き
た
。 

「
チ
エ
ロ
キ
ー
印
甸
人
の
人
參
（R

ep
o
rts o

f th
e B

u
reau

 o
f A

m
erican

 E
th

n
o
lo

g
y, X

IX
, 4

2
5

）」
掲
載
誌

は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
研
究
所
の
『
ア
メ
リ
カ
民
族
学
局
紀
要
』
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

「C
h
ero

k
ee carro

t

」
で
検
索
し
て
み
た
が
、
特
殊
な
種
な
の
か
ど
う
か
、
よ
く
判
ら
な
い
。
ま
あ
、
本
邦

産
の
人
参
も
人
形
を
呈
す
る
こ
と
は
ま
ま
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
ニ
ン
ジ
ン
の
そ
う
し
た
も
の
を
チ
ェ
ロ
キ

ー
族
が
神
聖
な
も
の
或
い
は
呪
的
な
も
の
と
し
て
使
用
し
た
可
能
性
は
大
い
に
あ
ろ
う
。 

「
つ
ち
あ
け
び
」
（
山
の
神
の
錫
杖
と
方
言
で
呼
ぶ
）」
単
子
葉
植
物
綱
キ
ジ
カ
ク
シ
目
ラ
ン
科
ツ
チ
ア
ケ

ビ
属
ツ
チ
ア
ケ
ビ C

yrto
sia

 sep
ten

trio
n
a
lis 

。
土
木
通
。
か
な
り
強
烈
な
赤
い
実
（
茎
と
も
に
）
を
熟
す

（
私
は
見
た
こ
と
が
な
い
。
人
気
の
な
い
山
中
で
こ
れ
を
見
た
ら
、
ち
ょ
っ
と
慄
っ
と
す
る
と
思
う
）
。

当
該
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、
『
森
林
内
に
生
育
す
る
ラ
ン
科
』O

rch
id

aceae

『
植
物
で
あ
る
』
が
、
同
科
の

植
物
と
し
て
も
、
『
腐
生
植
物
（
菌
従
属
栄
養
植
物
）
と
し
て
も
』
、
『
非
常
に
草
た
け
が
高
く
、
大
き
く

赤
い
果
実
が
つ
く
こ
と
か
ら
』、
『
人
目
を
引
く
。
日
本
固
有
種
。
別
名
は
ヤ
マ
シ
ャ
ク
ジ
ョ
ウ
（
山
錫
杖
）

等
』。
な
お
、
双
子
葉
植
物
綱
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
目
ア
ケ
ビ
科 L

ard
izab

alo
id

eae 

亜
科

L
ard

izab
aleae

連
ア
ケ

ビ
属
ア
ケ
ビ A

keb
ia

 q
u
in

a
ta

 

と
は
何
の
関
係
も
な
い
植
物
で
あ
る
。『
地
上
部
に
は
葉
な
ど
は
無
く
、
地

https://archive.org/details/lamythologiedesp02degu/page/212/mode/2up
https://archive.org/details/lamythologiedesp02degu/page/364/mode/2up
https://archive.org/details/lamythologiedesp02degu/page/364/mode/2up
https://archive.org/details/lamythologiedesp02degu/page/364/mode/2up
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%84%E3%83%81%E3%82%A2%E3%82%B1%E3%83%93
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%84%E3%83%81%E3%82%A2%E3%82%B1%E3%83%93
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%84%E3%83%81%E3%82%A2%E3%82%B1%E3%83%93


面
か
ら
鮮
や
か
な
黄
色
の
花
茎
が
伸
び
、
高
さ
は
』
一
『
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
。
秋
に
な
る
と
』、
『
花
茎

の
上
部
に
果
実
が
つ
き
、
熟
す
る
と
長
さ
が
』
十
『
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
も
な
り
、
茎
を
含
め
て
全
体
が

真
っ
赤
に
な
る
』
。
纏
ま
っ
て
『
発
生
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
』
。
『
和
名
は
地
面
か
ら
生
え
る
ア
ケ
ビ
の

意
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
果
実
は
熟
し
て
も
裂
開
せ
ず
、
形
状
以
外
は
』
、『
さ
ほ
ど
似
な
い
。
果
実

に
は
糖
分
が
含
ま
れ
』、
『
人
間
に
も
微
か
な
甘
味
は
感
じ
ら
れ
る
が
、
タ
ン
ニ
ン
が
多
量
に
含
ま
れ
、
化

学
薬
品
の
よ
う
な
強
烈
な
異
臭
と
苦
味
も
あ
り
、
食
用
に
は
な
ら
な
い
。
民
間
で
は
「
土
通
草
（
ど
つ
う

そ
う
）
」
と
呼
ば
れ
、
強
壮
・
強
精
薬
と
さ
れ
る
。
薬
用
酒
の
材
料
に
用
い
ら
れ
る
が
、
薬
用
効
果
に
つ

い
て
の
正
式
な
報
告
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
採
集
す
る
と
』
、『
時
間
の
経
過
と
と
も
に
黒
変
す
る
。
種
子
は

ラ
ン
科
と
し
て
は
比
較
的
大
き
く
、
肉
眼
で
形
状
が
わ
か
る
』
。
『
光
合
成
を
行
う
葉
を
持
た
ず
、
養
分
の

す
べ
て
を
共
生
菌
に
依
存
し
て
い
る
』
。
茸
の
ナ
ラ
タ
ケ
（
楢
茸
：
菌
界
担
子
菌
門
菌
蕈
亜
門
真
正
担
子

菌
綱
ハ
ラ
タ
ケ
目
キ
シ
メ
ジ
科
ナ
ラ
タ
ケ
属
ナ
ラ
タ
ケ 

亜
種
ナ
ラ
タ
ケ A

rm
illa

ria
 m

ellea
 
su

b
sp

. 

N
ip

p
o
n
ica

 

）
『
と
ラ
ン
菌
根
を
形
成
し
、
栄
養
的
に
寄
生
し
て
い
る
。
地
下
に
は
太
い
地
下
茎
が
あ
っ
て
、

長
く
横
に
這
う
。
地
下
茎
に
は
鱗
片
状
の
葉
（
鱗
片
葉
）
が
つ
い
て
い
る
』
。
『
初
夏
に
花
茎
を
地
上
に
伸

ば
す
。
花
茎
は
高
さ
が
』
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
に
『
達
し
、
全
体
が
黄
色
ま
た
は
濃

い
ピ
ン
ク
色
で
、
鱗
片
葉
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
あ
ち
こ
ち
に
枝
を
出
し
て
複
総
状
花
序
と
な
り
、

枝
の
先
端
に
花
を
咲
か
せ
る
。
花
は
』
三
『
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
近
く
に
な
り
、
全
体
に
ク
リ
ー
ム
色
で
肉

厚
で
あ
る
』
。
『
果
実
は
秋
に
成
熟
す
る
。
果
実
は
楕
円
形
、
多
肉
質
で
、
熟
す
る
に
つ
れ
て
重
く
垂
れ
下

が
り
、
多
数
の
ウ
イ
ン
ナ
ー
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
ぶ
ら
下
げ
た
よ
う
な
姿
に
な
る
。
果
実
は
肉
質
の
液
果
で
あ

る
。
そ
の
点
で
バ
ニ
ラ
』（
ラ
ン
科
バ
ニ
ラ
属
バ
ニ
ラ V

a
n
illa

 p
la

n
ifo

lia
 

）『
な
ど
と
共
通
し
て
お
り
、
こ

れ
ら
は
や
や
近
縁
と
も
言
わ
れ
る
』
。『
腐
生
ラ
ン
類
は
非
常
に
生
育
環
境
が
限
定
さ
れ
る
も
の
が
多
い
が
、

ツ
チ
ア
ケ
ビ
は
森
林
内
で
あ
れ
ば
比
較
的
ど
こ
に
で
も
出
現
し
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
等
で
も
見
か

け
る
こ
と
が
あ
る
』
。『
通
常
、
ラ
ン
科
植
物
は
埃
種
子
と
呼
ば
れ
る
非
常
に
微
小
な
種
子
を
大
量
に
風
に

乗
せ
る
種
子
散
布
を
行
っ
て
い
る
が
』
、
二
〇
一
五
『
年
の
京
都
大
学
の
研
究
に
よ
り
』
、
『
ヒ
ヨ
ド
リ
な

ど
の
鳥
に
よ
る
ツ
チ
ア
ケ
ビ
の
種
子
散
布
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
世
界
で
初
め
て
の
ラ
ン
科
植
物

に
お
け
る
動
物
に
よ
る
種
子
散
布
の
報
告
で
あ
る
』
と
あ
る
。
］ 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
は
底
本
で
は
、
こ
こ
の
右
ペ
ー
ジ
後
ろ
か
ら
二
行
目
か
ら
で
あ
る
が
、
底
本
の
経

典
引
用
に
複
数
の
致
命
的
な
誤
字
や
、
読
点
位
置
の
不
審
が
夥
し
く
あ
っ
た
た
め
、
選
集
も
参
考
に
し
つ
つ
、

サ
イ
ト
「S

A
T

大
蔵
経D

B

」
で
原
経
典
を
確
認
の
上
、
訂
し
た
。
あ
ま
り
に
多
く
、
五
月
蠅
く
な
る
だ
け

な
の
で
、
ど
こ
を
校
合
し
て
訂
し
た
か
は
指
摘
し
な
い
。
万
一
、
不
審
が
あ
る
向
き
は
、
底
本
と
比
較
し
つ

つ
、
読
ま
れ
た
い
。］ 

 

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1871244/85
https://21dzk.l.u-tokyo.ac.jp/SAT2018/master30.php


 
然
し
な
が
ら
予
は
件
の
曾
我
物
語
に
見
え
た
修
法
成
就
の
時
渡
り
來
て
尊
前
に
供
へ
た
物
を
動
か
す
牛

王
を
牛
黃
や
牛
王
寶
印
の
精
靈
と
見
る
よ
り
は
、
牛
王
て
ふ
特
別
な
鬼
神
と
見
る
を
一
層
實
に
近
い
と
惟お

も

ふ
。
淸
原
君
が
言
は
れ
た
通
り
（
鄕
土
硏
究
三
卷
一
九
八
頁
）
、
牛
の
勝
妙
な
る
者
乃
ち
牛
群
の
首
魁
を

牛
王
と
云
ふ
は
諸
經
に
屢
々
見
え
、
例
せ
ば
佛
說
生
經
四
に
、
時
水
牛
王
、
與
衆
眷
屬
、
有
所
至
湊
、
獨

在
其
前
、
顏
貌
姝
好
、
威
神
巍
々
、
名
徳
超
異
、
忍
辱
和
雅
、
行
止
安
詳
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
選
集
版
訓

読
文
等
を
参
考
に
し
つ
つ
、
書
き
下
し
て
を
試
み
る
。
「
時
に
水
牛
王
は
、
衆お

ほ

く
の
眷
屬
と
與と

も

に
至
り
湊あ

つ

ま
る
所
あ
り
て
、
獨
り
其
の
前
に
在
り
。
顏
貌
は
姝し

ゆ

好か
う

に
し
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
見
目
麗
し
く
て
。
］、

威
神
は
巍
々
た
り
、
名
德
は
異ほ

か

を
超

ぬ
き
ん

で
て
、
忍
辱
に
し
て
和
雅
、
行
止

た

ち

ゐ

は
安
詳

お
ち
つ
き

た
り
」
。］
と
、
田
邊
中
の

藝
妓
ど
も
が
南
方
君
を
讃
め
る
樣
に
矢
鱈
に
述
べ
て
有
り
、
北
凉
譯
大
般
涅
槃
經
十
二
に
は
、
如
轉
輪
王
、

主
兵
大
臣
、
常
在
前
導
、
王
隨
後
行
、
亦
如
魚
王
蟻
王
䗍
王
牛
王
、
商
主
在
前
行
時
如
、
是
諸
衆
悉
皆
隨

從
、
無
捨
離
者
、
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
同
前
。「
轉
輪
王
の
主
兵
・
大
臣
、
常
に
前
導
に
あ
つ
て
、
王
は
後

に
隨
ひ
て
行
く
が
ご
と
く
、
亦
、
魚
王
・
蟻
王
・
䗍
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
螺
」
に
同
じ
。
］
王
・
牛
王
、

商
主
の
前
に
在
り
て
行
く
時
の
ご
と
く
、
是
く
の
ご
と
く
、
諸
衆
、
悉
皆

こ
と
ご
と

く
隨
從
し
、
捨
離
す
る
者
な

し
。
」
。
］
と
、
吹
く
法
螺
か
ら
吼
ゆ
る
牛
ま
で
も
そ
れ
ぞ
れ
王
有
る
由
を
說
か
れ
た
。
十
誦
律
四
十
に
、

佛
、
芻
摩
國
に
在
て
五
陰
法
を
說
い
た
時
、
諸
比
丘
持
鉢
著
露
地
、
天
魔
變
作
大
牛
身
、
來
向
鉢
、
有
一

比
丘
、
遙
見
牛
來
向
鉢
、
語
比
座
、
比
丘
言
。
看
此
大
牛
來
向
我
鉢
、
不
破
我
鉢
耶
、
佛
語
諸
比
丘
、
此

非
牛
。
是
魔
所
作
、
欲
壞
汝
等
心
、
佛
言
、
從
今
房
舍
中
、
應
作
安
鉢
處
。
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
同
前
。

「
諸
比
丘
、
鉢
を
持
ち
て
露
地
に
著お

く
。
天
魔
、
變
じ
て
、
大
牛
の
身
と
作な

り
、
來
た
り
て
鉢
に
向
か
ふ
。

一
比
丘
有
り
、
遙
か
に
牛
の
來
た
り
て
鉢
に
向
か
ふ
を
見
、
比
座

と

な

れ
る
比
丘
に
語
り
て
言
は
く
、
『
看
よ
、

此
の
大
牛
、
來
た
り
て
我
が
鉢
に
向
か
ふ
。
我
が
鉢
を
破わ

ら
ず
や
。
』
と
。
佛
、
諸
比
丘
に
語
り
て
い
は

く
、
『
此こ

は
牛
に
あ
ら
ず
。
是こ

は
魔
の
作
す
所
に
し
て
、
汝
等
の
心
を
壞や

ぶ

ら
ん
と
欲
す
る
な
り
。』
と
。
佛
、

言
は
く
、
『
今
よ
り
、
房
舍
中
に
鉢
を
安お

く
處
を
作な

す
べ
し
。
』
と
」
。
］
同
律
二
一
に
、
佛
在
王
舍
城
、
是

時
諸
鬪
將
婦
、
婿
征
行
久
、
與
非
人
通
、
是
諸
非
人
、
形
體
不
具
。
或
象
頭
、
馬
頭
、
牛
頭
、
獼
猴
頭
、

鹿
頭
、
贅
頭
、
平
頭
、
頭
七
分
現
。
生
子
亦
如
是
、
諸
母
愛
故
、
養
畜
育
長
大
、
不
能
執
作
、
驅
棄
諸
子
、

詣
天
祠
論
議
堂
出
家
、
舍
是
諸
處
、
覓
飮
食
遊
行
云
々
。［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
同
前
。
「
佛
、
王
舍
城
に
在

り
。
是
の
時
、
諸
鬪
將
の
婦
、
婿

を
つ
と

の
征
行
す
る
こ
と
久
し
く
、
非
人
と
通
ず
。
こ
の

諸
も
ろ
も
ろ

の
非
人
は
、
形

體
、
不
具
に
し
て
、
或
い
は
象
頭
・
馬
頭
・
牛
頭
・
獼
猴

び

こ

う

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
猿
。
］
頭
・
鹿
頭
・
贅ぜ

い

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
疣い

ぼ

・
瘤こ

ぶ

の
意
。
］
頭
・
平
頭
と
、
頭

か
し
ら

七
分と

ほ

り
に
現
ず
。
生
ま
れ
し
子
も
亦
、
是
く
の

ご
と
し
。
諸
母
の
愛
す
る
故
に
、
養
ひ
畜か

ひ
て
長
大
と
な
り
し
も
、
執
り
作

あ
つ
か

ふ
こ
と
、
能
は
ず
、
諸

こ
れ
ら

の

子
を
驅
棄

お
ひ
は
ら

ひ
て
、
天
祠
論
議
堂
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
諸
宗
教
の
寺
院
の
意
で
あ
ろ
う
。
］
に
詣い

た

り
て
出
家

せ
し
め
、
是
れ
を
諸
處
に
舍お

く
に
、
飮
食
を
覓も

と

め
て
遊
行
す
。
云
々
。
」
。
］
出
征
軍
將
の
不
在
に
其
妻
共

が
牛
馬
頭
等
の
非
人
と
通
じ
て
其
樣
な
異
體
で
遊
び
好
き
の
子
を
生
ん
だ
の
だ
。
非
人
は
英
語
ア
ウ
ト
、



キ
ヤ
ス
ト
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
現
代
英
語
で
は
、o

u
tcast

で
あ
る
か
ら
読
点
は
不
要
。「
社
会
か
ら
の
け
者

と
さ
れ
た
人
・
見
放
さ
れ
た
人
」
の
意
。
所
謂
、
「
不
可
触
賤
民
」
。
］
の
義
で
人
類
に
齒

よ
は
ひ

せ
ら
れ
ぬ
賤
民

で
、
人
種
も
印
度
高
等
の
人
々
と
違
ひ
、
頭
が
畜
生
諸
種
に
似
て
居
た
だ
ら
う
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
を

つ
た
だ
ら
う
」
。
］
。
牛
頭
馬
頭
の
鬼
な
ど
い
ふ
も
是
等
か
ら
出
た
ら
し
い
。
佛
、
在
世
、
既
に
天
魔
が
大

牛
身
を
現
じ
た
と
云
ふ
か
ら
見
る
と
、
牛
形
の
鬼
類
を
信
ず
る
事
古
く
梵
土
に
在
つ
た
の
で
、
そ
れ
が
佛

敎
に
隨
順
せ
る
者
を
牛
王
と
云
つ
た
の
だ
ら
う
。
今
日
も
錫
蘭

せ
い
ろ
ん

で
は
、
牛
群
每
に
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
底

本
「
牛
群
母
に
」
。
誤
植
と
断
じ
て
訂
し
た
。
「
每つ

ね

に
」
と
読
む
。
選
集
は
そ
う
な
っ
て
い
る
。］
一
聖

牛

ひ
じ
り
の
う
し

有
り
て
其
繁
榮
を
司
ど
り
、
其
角
を
羽
束

は
ね
た
ば

で
飾
り
、
又
、
小
鈴
を
加
ふ
る
事
有
り
。
常
に
衆
牛
を
牧
場
に

導
く
。
每
朝
牛
舍
を
出
る
時
、
土
人
、
聖
牛
に
向
か
ひ
、
必
ず
衆
牛
を
監
守
し
、
牸
輩

め
う
し
ど
も

を
し
て
群
に
離
れ

ず
最
好

い

と

よ

き
牧
場
に
導
い
て
乳
汁
多
く
生
じ
し
め
玉
へ
と
請
ふ
（B

alfo
u
r, ′T

h
e C

y
clo

p
aed

ia o
f In

d
ia,′ 1

8
8
5
, 

v
o
l. i, p

.5
1
2

）。
印
度
人
が
牛
を
最
上
の
神
獸
と
し
て
尊
崇
恭
敬
す
る
は
誰
も
知
る
所
で
、
殊
に
之
を
シ
ヴ

ア
大
神
の
使
ひ
物
と
し
、
優
待
到
ら
ざ
る
無
き
樣
子
と
理
由
は A

.d
e 

G
u
b
en

atis, 

‘Z
o
o

lo
g
ical 

M
y
th

o
lo

g
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8
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1
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o
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p
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u
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m
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o
l. 

ii, p
p
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4
4
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を
見
れ
ば
判
る
。
既
に
之
を
神
視
す
る
か
ら
、
隨
つ
て
之
を
神
同
樣
の
役
目
に
立
つ
る
事
も

多
く
、
マ
ヌ
の
法
典
に
牡
牛
を
裁
判
の
標
識
と
し
、
諸
神
世
間
の
法
を
濫
す
者
を
ヴ
リ
シ
ヤ
ラ
卽
ち
殺
牡

牛
者
と
看
做
す
と
有
り
。
今
日
も
シ
ヴ
ァ
の
騎
る
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
の
る
。
］
純
白
き
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：「
ま
し
ろ
き
」。］
牛
（
名
は
ナ
ン
ヂ
）
は
裁
判
の
標
識
と
云
ふ
者
有
り
（B

alfo
u
r, v

o
l. ii, p

.1
0
5

7

）。

予
が
曾
て
睹み

た
他
人
の
地
面
を
取
り
込
む
印
度
人
を
戒
む
る
爲
、
其
家
内
の
婦
女
が
牡
牛
に
犯
さ
る
ゝ
所

を
彫
つ
た
石
碑
の
事
既
に
本
誌
に
述
べ
置
い
た
（
鄕
硏
一
卷
六
一
四
頁
）
。
地
面
の
境
標
を
建
る
印
度
人

の
誓
言
に
は
牛
の
生
皮

な
ま
が
は

又
は
自
分
の
忰
を
援ひ

い
て
證
と
す
る
。
他
に
又
、
牛
の
尾
を
持
て
誓
ふ
事
も
あ
る

（B
alfo

u
r, v

o
l. iii, p

.2

）。
シ
ヴ
ア
は
、
卽
ち
佛
經
に
所
謂
摩
醯
首
羅

マ

ヘ

ス

ヴ

ア

ラ

王
、
又
、
大
自
在
天
、
又
、
大
天
で
、

佛
敎
諸
他
の
敎
に
專
奉
す
る
諸
神
を
尊
奉
す
る
所
か
ら
、
胎
藏
界
曼
荼
羅
に
も
入
り
、
觀
音
廿
八
部
衆
中

に
も
在
れ
ば
、
速
疾
立
驗
摩
醯
首
羅
天
說
阿
尾
奢
法
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
そ
く
し
つ
り
ふ
け
ん
ま
け
し

ゆ
ら
て
ん
せ
つ
あ
び
し
や
ほ
ふ
」
。
］
な
ど
が
一
切
經
中
に
あ
り
、
爪
哇
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ジ
ャ
ワ
」
。
］

の
佛
迹
は
實
に
佛
敎
と
大
天
敎
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
部
派
仏
教
の
一
つ
で
あ
る
大
衆
部

だ

い

し
ゅ

ぶ

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

釈
尊
が
没
し
て
百
年
後
、
摩
訶
提
婆

ま

か

だ

い

ば

大
天

だ
い
て
ん

が
出
て
、
五
事
（
最
高
の
修
行
者
た
る
阿
羅
漢
も
誘
い
に
よ
っ

て
不
浄
を
漏
ら
し
、
煩
悩
の
汚
れ
に
染
ま
ら
な
い
も
の
の
、
無
知
で
あ
り
、
た
め
ら
い
疑
う
こ
と
が
あ
り
、

悟
っ
た
こ
と
を
自
覚
で
き
な
い
者
が
あ
る
こ
と
、
聖
道
は
苦
を
叫
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
こ
と
な
ど
を

立
項
し
た
も
の
）
を
提
議
し
、
こ
れ
に
賛
同
し
た
比
丘
達
が
、
従
来
の
保
守
的
な
修
行
僧
た
ち
か
ら
分
れ

て
結
成
し
た
部
派
（
保
守
的
な
修
行
僧
た
ち
の
部
派
を
「
上
座
部
」
と
呼
ぶ
）
。
生
死
・
涅
槃
は
、
結
局

の
と
こ
ろ
仮
り
の
呼
称
で
あ
っ
て
、
衆
生
の
心
性
は
、
も
と
も
と
清
浄
で
あ
る
が
、
煩
悩
に
穢
さ
れ
て
い

る
と
い
う
説
を
説
い
た
。
大
乗
仏
教
の
萌
芽
を
こ
の
中
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
以
上
は
「
ブ
リ
タ
ニ
カ



国
際
大
百
科
事
典
」
に
拠
っ
た
。
］
の
融
和
せ
し
を
示
す
。
又
佛
敎
に
も
印
度
敎
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
ヒ

ン
ド
ゥ
ー
教
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
］
に
も
あ
る
閻
魔

ヤ

マ

王
や
、
そ
れ
か
ら
化
成
さ
れ
た
ら
し
い
瑜
伽
宗
の
大

威
德
明
王
は
、
孰
れ
も
靑
牛
乃
ち
水
牛
に
騎
る
。
此
二
尊
は
屢
ば
西
藏
の
佛
畫
に
見
る
よ
り
推
す
と
、
衞

藏
圖
識
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ゑ
い
ざ
う
ず
し
き
」
。
清
の
馬
掲
と
盛
縄
祖
が
著
わ
し
た
地
誌
。
二
冊
。
序

に
は
一
七
九
二
年
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
が
あ
る
。
上
冊
で
は
成
都
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
に
至
る
道
程
が
、
下
冊
で
は

チ
ベ
ッ
ト
の
地
誌
が
、
地
図
や
住
民
を
描
い
た
図
と
と
も
に
記
さ
れ
た
も
の
。
］
に
見
え
た
牛
魔
王
や
吾

邦
の
牛
鬼
の
傳
說
は
多
少
そ
れ
に
緣
有
る
の
で
無
か
ら
う
歟
。
日
吉
社
神
道
祕
密
記
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

安
土
桃
山
時
代
の
天
正
一
〇
（
一
五
八
二
）
年
に
日
吉
大
社
の
禰
宜
祝
部
行
丸

は
ふ
り
べ
ゆ
き
ま
る

が
同
社
の
伝
承
を
纏
め
た

も
の
。
］
に
、
一
牛
尊
石
〔
八
王
子
〕
御
殿
之
下
牛
尊
ヲ

石
上
ニ

安
ス

ㇾ
之
ヲ

と
有
つ
て
、
地
圖
に
牛
尊
ハ

牽

牛
ナ
リ

、
寵
御
前
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
不
詳
。
］
ハ

織
女
ナ
リ

と
有
る
は
牛
王
に
關
係
無
い
が
、
序
で
に
書
き

付
け
て
置
く
。
實
は
此
解
說
は
後
日
の
附
會
で
、
其
初
は
何
尊
か
の
使
い
物
た
る
牛
の
像
を
石
上
に
安
じ

た
の
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
西
晉
譯
修
行
道
地
經
六
に
、
織
女
三
星
地
獄
に
屬
す
と
有
れ
ば
、
牽
牛
も
閻
魔

の
騎
乘

の
り
も
の

か
。
兎
に
角
佛
敎
に
混
じ
て
印
度
敎
の
事
相
も
隨
分
多
く
本
邦
に
傳
は
つ
た
か
ら
、
牛
を
裁
判
の

標
識
と
し
て
誓
言
の
證
據
に
立
つ
る
印
度
の
風
を
傳
へ
て
、
何
尊
か
の
使
ひ
物
た
る
牛
を
牛
王
と
稱
し
、

其
牛
王
の
印
を
据
ゑ
若
く
は
据
ゑ
ら
れ
た
と
信
ず
る
物
を
、
誓
言
に
も
引
け
ば
、
門
戶
に
貼
つ
て
辟
邪
の

符
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ま
も
り
」。］
と
も
做し

た
の
で
あ
ら
う
。 

 

類
聚
名
物
考
十
三
に
垂
加
文
集
の
跋
よ
り
、
御
靈
八
所
云
々
、
當
社
者
嘉
（
垂
加
の
俗
名
嘉
右
衞
門
）

之
牛
王
神
也
と
引
け
り
。
是
は
例
の
生
土

う
ぶ
す
な

を
訛
つ
て
牛
王
と
成
つ
た
と
い
ふ
說
に
隨
う
た
の
か
。
又
似
た

事
な
が
ら
、
誓
文
を
書
く
時
に
牛
王
と
し
て
名
を
援
く
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ひ
く
」
。
］
神
と
云
ふ
事
か
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「B

alfo
u
r, ′T

h
e C

y
clo

p
aed

ia o
f In

d
ia, ′ 1

8
8
5
, v

o
l. i, p

.5
1
2

」
エ
ド
ワ
ー
ド
・
グ
リ
ー

ン
・
バ
ル
フ
ォ
ア
（E

d
w

ard
 G

reen
 B

alfo
u
r 

一
八
一
三
年
～
一
八
八
九
年
）
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
外

科
医
で
東
洋
学
者
。
イ
ン
ド
に
於
け
る
先
駆
的
な
環
境
保
護
論
者
で
、
マ
ド
ラ
ス
と
バ
ン
ガ
ロ
ー
ル
に
博

物
館
を
設
立
し
、
マ
ド
ラ
ス
に
は
動
物
園
も
創
設
し
、
イ
ン
ド
の
森
林
保
護
及
び
公
衆
衛
生
に
寄
与
し
た
。

彼
は
イ
ン
ド
に
関
す
る

C
y
clo

p
aed

ia

（
百
科
全
書
）
を
出
版
し
、
そ
の
幾
つ
か
の
版
は
一
八
五
七
年
以
降

に
出
版
さ
れ
て
い
る
。「In

tern
et arch

iv
e

」
の
原
本
の
こ
ち
ら
の
左
ペ
ー
ジ
冒
頭
に
当
該
内
容
が
出
る
。 

「A
.d

e G
u
b
en

atis, 

‘Z
o
o
lo

g
ical M

y
th

o
lo

g
y,′ 1

8
7
1
, v

o
l. i, p

p
. 1

-8
9

本
書
電
子
化
で
複
数
回
既
出
既
注

だ
が
、
再
掲
し
て
お
く
と
、
イ
タ
リ
ア
の
文
献
学
者
コ
ォ
ウ
ト
・
ア
ン
ジ
ェ
ロ
・
デ
・
グ
ベ
ル
ナ
テ
ィ
ス

（C
o
u
n
t A

n
g
elo

 D
e G

u
b
ern

atis 

一
八
四
〇
年
～
一
九
一
三
年
）
の
「
動
物
に
関
す
る
神
話
学
」
。

「In
tern

et arch
iv

e

」
の
第
一
巻
「9

」
ペ
ー
ジ
は
こ
こ
。 

「D
u
b
o
is,  ′H

in
d
u
 M

an
n
ers, C

u
sto

m
s an

d
 C

erem
o
n
ies,′ 1

8
9
7
, v

o
l. ii, p

p
. 6

4
4

-6
 

」
作
者
は
イ
ン
ド
で

布
教
活
動
に
従
事
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
師
ジ
ャ
ン
・
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
・
デ
ュ
ボ
ア
（Jean

-

A
n
to

in
e D

u
b
o
is 

一
七
六
五
年
～
一
八
四
八
年
）
。
「In

tern
et arch

iv
e

」
で
は
後
代
の
合
巻
し
か
な
い
の

https://archive.org/details/cyclopaediaofind01balfuoft/page/512/mode/2up
https://archive.org/details/zoologicalmytho00gubegoog/page/n42/mode/2up


で
、
当
該
部
を
探
す
の
は
諦
め
た
。 

「B
alfo

u
r, v

o
l. ii, p

.1
0
5
7

」
同
前
で
こ
こ
の
右
ペ
ー
ジ
左
部
分
の
下
方
に
出
現
す
る
。 

「
予
が
曾
て
睹み

た
他
人
の
地
面
を
取
り
込
む
印
度
人
を
戒
む
る
爲
、
其
家
内
の
婦
女
が
牡
牛
に
犯
さ
る
ゝ

所
を
彫
つ
た
石
碑
の
事
既
に
本
誌
に
述
べ
置
い
た
（
鄕
硏
一
卷
六
一
四
頁
）
」
こ
れ
は
本
書
の
後
に
載
る

「
今
昔
物
語
の
研
究
」
の
一
節
。
短
い
の
で
、
そ
こ
だ
け
引
く
。
但
し
、
こ
れ
は
Ｒ
指
定
だ
な
。 

 
 

 

＊ 

大
英
博
物
館
宗
敎
部
の
祕
所
に
、
牡
牛
が
裸
女
を
犯
す
所
を
彫
つ
た
石
碑
が
有
つ
た
。
元
と
印
度
で
田
地

の
境
界
に
立
た
物
で
、
若
し
一
方
の
持
主
が
、
他
の
地
面
を
取
込
む
と
、
家
婦
が
此
通
り
の
恥
辱
に
逢
ふ

て
う
警
戒
だ
そ
う
な
。
滅
多
に
見
せ
ぬ
物
だ
が
、
予
特
許
を
得
て
、
德
川
賴
倫
・
前
田
正
名
・
鎌
田
榮

吉
・
野
間
口
兼
雄
諸
氏
に
見
せ
た
。
十
誦
律
六
二
に
、
佛
比
丘
が
、
象
・
牛
・
馬
・
駱
駝
・
驢
・
騾
［
や

ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ら
ば
」
。
］
・
猪
・
羊
・
犬
・
猿
猴
・
麞
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
く
じ
か
」
。
］
・
鹿
・
鵝
・

雁
・
孔
雀
・
鷄
等
に
於
る
婬
慾
罪
を
判
ち
居
る
。
西
曆
紀
元
頃
「
ヴ
ァ
チ
ア
」
梵
士
作
色
神
經
［
や
ぶ
ち

ゃ
ん
注
：
「
カ
ー
マ
・
ス
ー
ト
ラ
」
の
こ
と
。
］
（
ラ
メ
イ
ン
ツ
ス
佛
譯
、
一
八
九
一
年
板
、
六
七
－
八
頁
）

に
、
根
の
大
小
に
從
ひ
、
男
を
兎
・
特
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
を
う
し
」
。
］
、
駔
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
を

う
ま
」
。
］
、
女
を
麇
・
騲
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
め
う
ま
」
。
］
・
象
と
三
等
宛
に
別
ち
、
交
互
配
偶
の
優
劣

を
論
じ
居
る
が
、
別
に
畜
姦
の
事
、
見
え
ず
。
本
邦
に
は
上
古
、
畜
犯
す
を
國
津
罪
の
一
に
算
へ
、
今
も

外
邦
と
同
じ
く
、
頑
疾
の
者
、
罕
に
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ま
れ
に
」
。
］
犬
を
犯
す
有
る
を
聞
け
ど
、
根

岸
鎭
衞
の
「
耳
袋
」
初
卷
に
、
信
州
の
人
牝
馬
と
語
ひ
し
由
出
せ
る
外
に
、
大
畜
を
犯
せ
し
者
有
る
を
聞

か
ず
、
或
書
に
人
身
御
供
に
立
た
る
素
女
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
き
む
す
め
」
。
］
を
、
馬
頭
神
、
來
り
享

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
う
け
」
。］
、
終
り
て
其
女
水
に
化
せ
し
由
記
し
た
れ
ど
、
其
本
據
確
か
な
ら
ず
。
但

し
、
人
が
獸
裝
を
成
て
姦
を
行
ふ
事
は
、
羅
馬
の
ネ
ロ
帝
を
首
め
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
は
じ
め
」
。
］
其

例
乏
し
か
ら
ぬ
（
ヂ
ユ
フ
ワ
ル
卷
二
、
頁
三
二
二
。
十
誦
律
卷
五
六
。
「
ル
ヴ
ユ
ー
・
シ
ア
ン
チ
フ
ヰ
ク
」

一
八
八
二
年
一
月
十
四
日
號
に
載
せ
た
る
「
ラ
カ
ツ
サ
ニ
ユ
」
動
物
罪
惡
論
三
八
頁
）
。
要
す
る
に
、
吾

國
に
婦
女
が
牛
馬
等
と
姦
せ
し
證
左
ら
し
き
者
無
け
れ
ば
、
偶
ま
夫
の
根
、
馬
の
大
き
さ
で
常
住
せ
ん
こ

と
を
願
ひ
し
話
あ
り
と
も
、
本
邦
固
有
の
者
で
無
く
、
外
よ
り
傳
へ
た
か
、
突
然
作
り
出
し
た
か
だ
ら
う
。 

 
 

＊ 「
牛
の
尾
を
持
て
誓
ふ
事
も
あ
る
（B

alfo
u
r, v

o
l. iii, p

.2

）」
同
前
原
本
の
こ
ち
ら
の
左
ペ
ー
ジ
中
央
や
や

下
に
出
る
。 

「
類
聚
名
物
考
」
江
戸
中
期
の
類
書
（
百
科
事
典
）
で
全
三
百
四
十
二
巻
（
標
題
十
八
巻
・
目
録
一
巻
）
。

幕
臣
で
儒
者
で
あ
っ
た
山
岡
浚
明

ま
つ
あ
け

（
享
保
一
一
（
一
七
二
六
）
年
～
安
永
九
（
一
七
八
〇
）
年
：
号
は
明

阿
。
賀
茂
真
淵
門
下
の
国
学
者
で
、
「
泥
朗
子
」
の
名
で
洒
落
本
「
跖せ

き

婦
人
伝
」
を
書
き
、「
逸
著
聞
集
」

を
著
わ
し
て
い
る
）
著
。
成
立
年
は
未
詳
で
、
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）
年
か
ら
翌
々
年
に
か
け
て
全
七

https://archive.org/details/cyclopaediaofind02balfuoft/page/1056/mode/2up
https://archive.org/details/cyclopaediaofind02balfuoft/page/1056/mode/2up
https://archive.org/details/cyclopaediaofind02balfuoft/page/1056/mode/2up
https://archive.org/details/cyclopindiaeast03balfuoft/page/2/mode/2up
https://archive.org/details/cyclopindiaeast03balfuoft/page/2/mode/2up
https://archive.org/details/cyclopindiaeast03balfuoft/page/2/mode/2up


冊
の
活
版
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
画
像
で
同
刊
本
を
視

認
し
た
と
こ
ろ
、
こ
こ
に
発
見
し
た
（
巻
十
三
の
「
神
祇
部
」
の
「
御
靈
八
所
社
」
終
り
の
方
に
出
る
。 

「
垂
加
文
集
」
儒
者
で
神
道
家
と
し
て
吉
川
神
道
を
発
展
さ
せ
た
垂
加
神
道
を
創
始
し
た
山
崎
闇
斎
（
元

和
四
（
一
六
一
九
）
年
～
天
和
二
（
一
六
八
二
）
年
）
の
詩
文
集
。］ 

  

予
は
熊
野
牛
王
の
外
の
牛
王
を
見
た
事
無
い
故
、
何
と
も
言
ひ
得
ぬ
が
、
熊
野
の
牛
王
は
幼
時
度
々
見

も
す
れ
ば
、
小
學
校
で
紛
失
品
あ
る
ご
と
に
牛
王
を
呑
ま
す
と
威
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
槪
略
の
容
體
を
覺

え
居
る
。
烏

か
ら
す

を
何
羽
點
じ
有
つ
た
か
記
憶
せ
ぬ
が
、
先
は
倭
漢
三
才
圖
會
に
書
い
た
通
り
の
者
だ
つ
た
。

盜
人
な
ど
を
檢
出
す
る
に
は
、
こ
れ
を
燒
い
て
灰
と
し
、
水
で
服
む
と
、
熊
野
の
社
に
居
る
烏
が
燒
い
た

數
だ
け
死
ぬ
。
其
罰
が
有
罪

う

ざ

い

の
本
人
に
中
つ
て
、
卽
座
に
血
を
吐
く
、
と
か
聞
い
た
。
血
を
吐
く
の
が
怖

く
て
、
牛
王
を
呑
ま
す
と
云
ふ
と
、
呑
む
ど
こ
ろ
か
牛
王
の
影
を
も
見
ぬ
う
ち
既は

や

く
罪
人
が
自
白
す
る
を

常
と
し
た
。
支
那
で
狼
巾

ら
う
き
ん

を
炙あ

ぶ

つ
て
盜
を
見
出
し
（
酉
陽
雜
俎
續
集
八
）
、
朝
鮮
人
や
オ
ツ
セ
テ
人
が
、

猫
を
殺
す
べ
し
、
と
威
し
て
、
竊ぬ

す

ま
れ
た
物
を
取
返
し
（
人
類
學
雜
誌
三
〇
卷
一
號
二
四
頁
、
中
島
生
の

寄
書
、
同
卷
三
號
一
○
八
頁
な
る
拙
文
を
見
よ
）
、
西
阿
非
利
加
の
ビ
ニ
人
が
妖
巫
を
露あ

ら

は
す
に
、
イ
ニ

イ
樹
皮
の
擣つ

き

汁し
る

を
呑
ま
せ
、
嘔
く
者
を
無
罪
嘔
か
ぬ
者
を
有
罪
と
す
る
（D

en
n
ett, ′A

t th
e B

ack
 o

f th
e 

B
lack

 M
an

's M
in

d
,′ 1

9
0
6
, p

.1
9
1

）
な
ど
似
た
例
だ
。
西
鶴
か
自
笑
・
其
碩
か
誰
か
の
戯
曲
、
何
れ
に
し

て
も
帝
國
若
し
く
は
續
帝
國
文
庫
中
に
出
版
さ
れ
た
物
に
も
、
遊
女
が
起
請
す
る
每
に
烏
が
死
ぬ
る
を
歎

つ
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
か
こ
つ
」
。
］
詞
が
有
つ
た
と
記
憶
す
る
。
之
に
近
似
し
た
例
、
西
鶴
の
萬
の
文

反
古
三
卷
三
章
に
、
盲
僧
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
め
く
ら
ほ
ふ
し
」
。
］
の
懴
悔
話
を
載
せ
、
在
俗
の
時
、

紙
店
を
營
む
所
へ
、
武
士
買
物
に
來
た
り
大
金
を
店
頭
に
遺
れ
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
わ
す
れ
」
。
］
去
り

し
が
。
頓
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
や
が
て
」
。
］
氣
付
い
て
尋
ね
來
る
を
、
慾
に
眼
が
暮
れ
て
、
無
し
、

と
答
へ
通
す
。
詮
方
無
く
立
歸
り
、
良
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
や
や
」
。
］
有
て
、
又
、
彼
武
士
、
烏
一
羽

生
き
た
る
を
持
來
り
、
行
末
を
見
よ
、
と
云
ひ
な
が
ら
、
其
烏
の
兩
目
を
脇
指
で
鑿
出
（
ほ
り
だ
）
し
抛

付
け
て
往
つ
た
が
、
後
に
其
侍
は
自
殺
し
た
と
知
る
、
其
よ
り
店
主
、
不
運
續
き
到
り
、
盲
目
の
乞
食
僧

と
成
つ
た
と
有
る
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
烏

か
ら
す

を
何
羽
點
じ
有
つ
た
か
記
憶
せ
ぬ
」
私
は
熊
野
三
山
（
熊
野
本
宮
大
社
・
熊
野

速
玉
大
社
・
熊
野
那
智
大
社
）
を
総
て
参
詣
し
、
三
種
の
熊
野
牛
王
符

く

ま

の

ご

お

う

ふ

総
て
を
戴
き
、
今
、
こ
の
書
斎
に

飾
っ
て
あ
る
。
サ
イ
ト
「
み
熊
野
ネ
ッ
ト
」
の
て
つ
氏
の
「
熊
野
牛
王
宝
印
」
の
解
説
で
は
、
時
代
に
よ

っ
て
カ
ラ
ス
の
数
は
増
減
す
る
が
、
現
在
の
牛
王
符
で
は
、
本
宮
は
八
十
八
羽
、
那
智
は
七
十
二
羽
、
新

宮
は
四
十
八
羽
の
烏
文
字
で
五
つ
の
文
字
が
表
わ
さ
れ
て
あ
る
と
あ
る
（
当
時
も
確
認
し
た
が
、
今
回
、

再
度
、
確
認
し
て
見
た
と
こ
ろ
、
三
社
と
も
、
こ
の
数
で
正
し
い
。
リ
ン
ク
先
に
は
熊
楠
の
言
っ
て
い
る

話
が
「
神
に
か
け
て
誓
う
誓
約
書
に
」
の
項
に
記
さ
れ
て
あ
る
）
。
私
の
ブ
ロ
グ
・
フ
ォ
ト

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/898153/107
https://www.mikumano.net/keyword/goo.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/photos/sculpting_in_time/index.html
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」
を
見
ら
れ
た
い
。
一
番
右
が
熊
野
本
宮
大
社
の
そ
れ
、
中
央
が
熊
野
那
智

大
社
の
そ
れ
、
一
番
左
が
熊
野
速
玉
大
社
（
新
宮
）
の
そ
れ
で
あ
る
。 

「
支
那
で
狼
巾

ら
う
き
ん

を
炙あ

ぶ

つ
て
盜
を
見
出
し
（
酉
陽
雜
俎
續
集
八
）
」
同
巻
の
「
支
動
」
の
以
下
。
「
中
國
哲
學

書
電
子
化
計
劃
」
の
こ
ち
ら
の
影
印
本
画
像
を
参
考
に
電
子
化
し
た
（
一
部
の
漢
字
は
正
字
化
し
た
）。 

 
 

 

＊ 

予
幼
時
、
嘗
見
說
郞
巾
、
謂
狼
之
筋
也
。
武
宗
四
年
、
官
市
郞
巾
。
予
夜
會
客
、
悉
不
知
郞
巾
何
物
、
亦

有
疑
是
狼
筋
者
。
坐
老
僧
泰
賢
云
、
「
涇
帥
段
祐
宅
在
昭
國
坊
、
嘗
失
銀
器
十
餘
事
。
貧
道
時
爲
沙
彌
、

每
隨
師
出
入
段
公
宅
、
段
因
令
貧
道
以
錢
一
千
詣
西
市
賈
胡
求
郞
巾
。
出
至
修
竹
南
街
金
吾
鋪
、
偶
問
官

健
朱
秀
、
秀
答
曰
、
『
甚
易
得
、
但
人
不
識
耳
。
』
。
遂
于
古
培
摘
出
三
枚
、
如
巨
蟲
、
兩
頭
光
、
帶
黃
色
。

祐
得
、
卽
令
集
奴
婢
環
庭
炙
之
。
蟲
心
慄
蠕
動
、
有
一
女
奴
臉
唇
※
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
※
」
＝
「
月
」

＋
「
閏
」。］
動
、
詰
之
、
果
竊
器
而
欲
逃
者
。」。 

 
 

 

＊ 

少
々
、
疲
弊
し
て
い
る
の
で
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
訓
読
す
る
力
が
出
な
い
。
こ
こ
は
掟
破
り
で
、
所
持
す
る

平
凡
社
「
東
洋
文
庫
」
の
今
村
与
志
雄
氏
の
訳
に
な
る
「
酉
陽
雜
俎
」
の
第
五
巻
（
一
九
八
一
年
刊
）
の

訳
を
示
す
。〔 

〕
は
今
村
先
生
の
割
注
。 

 
 

 

《
引
用
開
始
》 

 

わ
た
し
は
、
幼
少
の
と
き
、
か
つ
て
、
郎
巾
は

狼
お
お
か
み

の
筋
の
こ
と
だ
と
き
か
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。 

 

武
宗
の
四
年
〔
会
昌
四
年
、
八
四
四
〕
、
官
で
郎
巾
を
買
い
あ
げ
た
。
わ
た
し
は
、
そ
の
夜
、
客
と
会

合
し
た
が
、
だ
れ
ひ
と
り
、
郎
巾
が
ど
う
い
う
物
か
知
ら
な
か
っ
た
し
、
狼
筋
で
あ
ろ
う
か
と
疑
う
人
も

い
た
。
座
中
の
老
僧
、
泰
賢
が
話
し
だ
し
た
。 

「
涇け

い

帥す
い

の
段
祐
の
屋
敷
は
、
昭
国
坊
に
あ
り
ま
す
が
、
か
つ
て
銀
器
を
十
余
点
、
紛
失
し
ま
し
た
。
愚
僧

は
、
そ
の
と
き
、
沙
弥
で
し
た
。
い
つ
も
師
に
し
た
が
っ
て
段
公
の
屋
敷
に
出
入
り
し
て
お
り
ま
し
た
。

段
は
、
そ
れ
で
愚
僧
に
い
い
つ
け
て
銭
一
千
も
た
せ
、
西
市
の
胡こ

人
の
商
人
の
と
こ
ろ
に
い
か
せ
、
郎
巾

を
求
め
さ
せ
ま
し
た
。
外
へ
出
て
、
修
竹
の
南
街
、
金
吾
鋪ほ

ま
で
き
ま
し
た
。
た
ま
た
ま
、
官
健
の
朱
秀

に
た
ず
ね
ま
し
た
ら
、
来
秀
は
、 

『
た
い
へ
ん
筒
単
に
手
に
入
る
。
た
だ
、
人
が
知
ら
な
い
だ
け
だ
』 

と
い
い
ま
し
た
。
そ
の
ま
ま
、
古
い
培ば

い

〔
塚
〕
か
ら
、
大
き
な
虫
の
よ
う
な
も
の
を
三
つ
、
つ
ま
み
出
し

ま
し
た
。
両
端
に
光
が
あ
り
、
黄
色
を
帯
び
て
い
ま
し
た
。 

 

段
祐
は
、
そ
れ
を
入
手
す
る
と
、
す
ぐ
さ
ま
、
男
女
の
奴
隷
を
集
め
さ
せ
、
中
庭
を
と
り
ま
か
せ
て
こ

れ
を
火
に
焼
か
せ
ま
し
た
。
虫
は
、
ふ
る
え
て
う
ご
め
き
ま
し
た
。
す
る
と
、
一
人
の
女
奴
隷
の
顔
と
唇

が
ピ
ク
ピ
ク
動
き
ま
し
た
。
問
い
た
だ
し
ま
す
と
、
案
の
定
、
銀
器
を
盗
ん
で
逃
げ
よ
う
と
し
て
い
た
者

で
し
た
」 

https://onibi.cocolog-nifty.com/photos/sculpting_in_time/index.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/photos/sculpting_in_time/hongu.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/photos/sculpting_in_time/nati.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/photos/sculpting_in_time/nati.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/photos/sculpting_in_time/nati.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/photos/sculpting_in_time/nati.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/photos/sculpting_in_time/hayatama.html
https://ctext.org/library.pl?if=gb&file=51877&page=91
https://ctext.org/library.pl?if=gb&file=51877&page=91


 
 

 

《
引
用
終
了
》 

以
下
、
今
村
先
生
の
「
郎
巾
」
の
注
で
あ
る
。
ち
ゃ
ん
と
南
方
熊
楠
の
本
篇
を
注
に
引
い
て
あ
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
も
う
、
引
用
せ
ず
ん
ば
な
ら
ず
で
あ
る
（
一
部
を
略
し
た
）
。『
案
ず
る
に
、
宋
の
銭
易
『
南

部
新
書
』（
辛
）
に
よ
る
と
、「
狼
の
形
状
は
、
狗
に
似
て
い
て
、
蒼
赤
色
の
も
の
が
、
も
っ
と
も
獰ど

う

猛
で

あ
る
。
声
を
た
て
る
た
び
に
、
身
体
の
竅あ

な

が
み
な
、
沸
き
た
つ
。
腿あ

し

に
筋
が
あ
り
、
大
き
さ
は
、
雞
卵
ほ

ど
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
筋
が
、
身
体
中
に
、
ま
る
で
織
り
、
絡か

ら

げ
た
よ
う
に
ゆ
き
わ
た
っ
て
い
る
。
も
し
、

盗
み
を
犯
し
て
白
状
し
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
、
こ
の
筋
を
焼
き
、
煙
で
い
ぶ
せ
ば
、
盗
ん
だ
者
の
手

を
奇
怪
な
形
に
ひ
き
つ
ら
せ
る
云
云
」
』
。
『
銭
易
の
『
南
部
新
書
』
は
、
段
成
式
の
『
酉
陽
雑
俎
』
か
ら

引
い
た
と
思
わ
れ
る
条
が
多
い
。
彼
は
、
『
酉
陽
雑
俎
』
の
愛
読
者
で
あ
っ
た
ら
し
い
』
。
『
な
お
、
南
方

熊
楠
は
、
熊
野
の
牛
王
を
扱
っ
た
論
考
「
牛
王
の
名
義
と
鳥
の
俗
信
」
で
、
牛
王
を
呑
ま
す
と
い
う
と
、

物
を
盗
ん
だ
罪
人
が
自
白
す
る
習
俗
を
あ
げ
、
「
支
那
で
狼
巾

ろ
う
き
ん

を
灸あ

ぶ

っ
て
盗
を
見
出
し
朝
鮮
人
や
オ
ッ
セ

テ
人
が
猫
を
殺
す
べ
し
と
威
し
て
竊ぬ

す

ま
れ
た
物
を
取
返
し
、
西
亜
非
利
加
の
ビ
ニ
人
が
妖
巫
を
露
は
す
に

イ
ニ
イ
樹
皮
の
擣つ

き

汁じ
る

を
呑
ま
せ
、
嘔
く
者
を
無
罪
、
嘔
か
ぬ
者
を
有
罪
と
す
る
な
ど
似
た
例
だ
」
と
い
う

（
『
南
方
熊
楠
全
集
』
三
「
論
考
」
一
、
一
九
五
二
年
一
月
、
乾
元
社
刊
、
東
京
）
。
』
と
あ
る
。
他
に
も

注
が
あ
る
。
是
非
、
買
っ
て
読
ま
れ
た
い
。
私
の
愛
読
書
の
一
つ
で
あ
る
。 

「
朝
鮮
人
や
オ
ツ
セ
テ
人
が
猫
を
殺
す
べ
し
と
威
し
て
竊ぬ

す

ま
れ
た
物
を
取
返
し
（
人
類
學
雜
誌
三
〇
卷
一

號
二
四
頁
、
中
島
生
の
寄
書
、
同
卷
三
號
一
○
八
頁
な
る
拙
文
を
見
よ
）
」「
人
類
學
雜
誌
三
〇
卷
一
號
二

四
頁
、
中
島
生
の
寄
書
」
は
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
三
月
発
行
の
そ
れ
で
、
中
島 
生
と
署
名
す
る
論
文

「
朝
鮮
舊
慣
調
査
（
五
）
」
で
、
サ
イ
ト
「J-S

T
A

G
E

」
の
こ
こ
で
当
該
論
文
が
見
ら
れ
（P

D
F

）
、
そ
の

3

コ
マ
目
の
「
十
六
、
其
他
風
紀
に
關
す
る
土
地
特
有
の
慣
行
」
の
「
三
」
に
出
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

そ
こ
で
は
呪
的
生
物
と
し
て
『
猫
及
鰍
』
（
か
じ
か
）
『
を
蒸
殺
す
べ
し
と
、
吹
聽
』
（
＝
詛
言
・
呪
言
し

て
脅
す
こ
と
）
『
す
る
の
慣
例
あ
り
』
と
あ
る
。
南
方
熊
楠
の
論
文
は
選
集
に
よ
っ
て
論
文
名
は
「
猫
を

殺
す
と
告
て
盜
品
を
取
戾
す
こ
と
」
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
、
上
記
の
「J-S

T
A

G
E

」
で
は
電
子
化
さ

れ
て
い
な
い
が
、
実
は
本
底
本
の
「
俗
傳
」
パ
ー
ト
の
こ
こ
に
あ
る
。
短
い
が
、
フ
ラ
イ
ン
グ
は
し
た
く

な
い
の
で
、
必
要
な
部
分
だ
け
引
用
す
る
と
、
『
朝
鮮
に
此
琴
行
は
る
と
は
予
に
は
初
耳
だ
が
ト
ラ
ン
ス

カ
ウ
カ
シ
ア
の
オ
ツ
セ
テ
人
も
然
す
る
。
竊
盗
に
遇
ふ
と
方
士
に
贈
物
し
て
俱
に
心
當
り
の
家
に
赴
き
、

方
士
一
猫
を
擁
へ
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
か
か
へ
て
」
。
］
、
「
汝
此
人
の
物
を
抜
盜
ん
で
返
さ
ず
ば
汝
の

祖
先
の
魂
此
猫
に
苦
し
め
ら
る
ゝ
ぞ
」
と
詛
ふ
。
す
る
と
其
家
の
人
果
し
て
盜
み
居
ら
ば
懼
れ
て
盜
品
を

屹
度
返
す
。
又
盜
人
は
誰
と
心
當
り
無
く
ば
、
家
每
に
斯
く
行
ひ
廻
れ
ば
、
迚
も
遁
れ
ぬ
所
と
盜
人
進
で

罪
を
自
白
す
る
。
オ
ツ
セ
テ
人
は
猫
犬
驢
を
怪
畜
と
し
、
他
人
に
困
め
ら
れ
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
く

る
し
め
ら
れ
て
」
。
］
不
平
を
訴
へ
ん
と
す
る
者
、
前
方
の
祖
先
の
墓
上
に
、
猫
か
犬
か
驢
を
一
疋
殺
し
、

彼
の
祖
先
某
々
の
爲
に
殺
す
、
と
喚
は
る
。
其
上
、
前
方
が
何
と
か
方
付
け
ず
に
置
け
ば
、
名
ざ
ゝ
れ
た

https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1911/30/1/30_1_22/_pdf/-char/ja
https://www.jstage.jst.go.jp/browse/ase1911/30/3/_contents/-char/ja
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1871244/177


祖
先
ど
も
の
魂
が
殺
さ
れ
た
と
同
種
の
畜
と
成
る
。
是
れ
、
子
孫
に
取
て
大
不
祥
な
れ
ば
、
斯
く
し
て
祖

先
を
詛
は
れ
た
者
、
急
ぎ
來
つ
て
損
害
を
償
ひ
、
和
平
を
求
む
る
と
云
ふ
』
と
あ
る
の
を
指
す
。
「
ト
ラ

ン
ス
カ
ウ
カ
シ
ア
」
は
「
ザ
カ
フ
カ
ス
」
（
カ
フ
カ
ス
の
彼
方
）
に
同
じ
で
、
大
カ
フ
カ
ス
山
脈
の
南
側

の
地
域
を
指
す
呼
称
。
現
在
の
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
・
ア
ル
メ
ニ
ア
・
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
三
共
和
国
に
相
当

す
る
。
他
に
「
外
カ
フ
カ
ス
」
「
南
カ
フ
カ
ス
」
と
も
称
し
、
こ
の
熊
楠
の
音
写
は
英
語
の
そ
れ
「
ト
ラ

ン
ス
コ
ー
カ
シ
ア
」
（T

ran
scau

casia

）
を
用
い
た
も
の
で
あ
る
。
「
オ
ツ
セ
テ
人
」
は
主
に
ジ
ョ
ー
ジ
ア

の
構
成
民
族
の
一
つ
で
あ
る
オ
セ
ッ
ト
人
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
オ
セ
ッ
ト
人
（О

сети
н

:O
setin

）
は
カ
フ

カ
ー
ス
地
方
の
山
岳
地
帯
に
住
む
イ
ラ
ン
系
民
族
で
、
主
な
居
住
地
域
は
カ
フ
カ
ー
ス
山
脈
を
ま
た
い
で

南
北
に
広
が
り
、
ロ
シ
ア
連
邦
の
北
オ
セ
チ
ア
共
和
国
と
（
旧
「
グ
ル
ジ
ア
」
）
ジ
ョ
ー
ジ
ア
国
の
南
オ

セ
チ
ア
自
治
州
に
分
か
れ
て
い
る
。
総
人
口
は
お
よ
そ
六
十
万
人
で
、
オ
セ
チ
ア
人
と
も
呼
ば
れ
る
。
詳

し
く
は
参
照
し
た
当
該
ウ
ィ
キ
を
見
ら
れ
た
い
。 

「
西
阿
非
利
加
の
ビ
ニ
人
」
不
詳
。
た
だ
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
で
使
わ
れ
る
言
語
の
一
つ
に
「B

in
i

」
語
と

い
う
の
が
あ
る
こ
と
を
学
術
論
文
で
見
出
せ
た
の
み
で
あ
る
。
但
し
、
次
注
参
照
。 

「
イ
ニ
イ
」
如
何
な
る
木
本
植
物
か
は
判
ら
な
い
が
、
熊
楠
の
示
し
た
「D

en
n
ett, ′A

t th
e B

ack
 o

f th
e 

B
lack

 M
an

's M
in

d
,′ 1

9
0
6
, p

.1
9
1

」
の
原
本
を
「In

tern
et arch

iv
e

」
で
確
認
出
来
た
。
当
該
ペ
ー
ジ
は
こ

こ
で
、「C

H
A

P
T

E
R

 X
IX

」
の
「B

IN
I C

U
S

T
O

M
S

」（
ビ
ニ
族
の
慣
習
）
の
冒
頭
に
出
て
い
る
。 

 
 

＊ 

T
H

E
 B

in
i call a w

izard
 A

Z
E
 b

u
t th

e Jak
ri w

o
rd

 is O
L

O
T

C
H

O
 w

h
ich

 is n
o
t v

ery
 d

ifferen
t fro

m
 th

e w
o
rd

 

u
sed

 b
y
 th

e B
A

V
IL

I, i.e., N
D

O
T

C
H

I. A
 p

erso
n
 accu

sed
 o

f w
itch

craft is g
iv

en
 th

e b
ark

 o
f th

e I N
Y

I p
o
u
n
d
ed

 

u
p
 to

g
eth

er w
ith

 w
ater. If th

e accu
sed

 v
o
m

its h
e is co

n
sid

ered
 in

n
o
cen

t, if h
e d

o
es n

o
t th

e p
o
iso

n
 

g
en

erally
 k

ills h
im

, an
d
 h

is g
u
ilt is th

u
s p

ro
v
ed

. 

 
 

＊ 

即
ち
、
名
前
の
英
語
転
写
の
綴
り
は
「IN

Y
I

」
で
あ
る
。 

「
自
笑
」
初
代
八
文
字
自
笑
（
？
～
延
享
二
（
一
七
四
五
）
年
）
の
こ
と
。
書
肆
で
浮
世
草
子
作
者
。
安

藤
氏
。
八
文
字
屋
は
慶
安
（
一
六
四
八
年
～
一
六
五
二
年
）
頃
、
京
で
古
浄
瑠
璃
の
正
本
屋
と
し
て
開
業

し
、
そ
の
二
代
目
（
或
い
は
三
代
目
と
も
）
が
初
代
自
笑
。
初
代
自
笑
は
元
禄
（
一
六
八
八
年
～
一
七
〇

四
年
）
初
め
に
家
業
を
継
い
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
間
も
な
く
始
め
た
絵
入
狂
言
本
の
刊
行
に
よ
り
、
家
業

を
大
い
に
伸
展
さ
せ
、
他
店
を
リ
ー
ド
す
る
に
至
っ
た
。
浄
瑠
璃
を
執
筆
し
て
い
た
江
島
其
磧

き

せ

き

（
寛
文
六

（
一
六
六
六
）
年
～
享
保
二
〇
（
一
七
三
五
）
年
：
浮
世
草
子
作
者
。
本
名
は
村
瀬
権
之
丞
。
京
の
誓
願
寺

通
柳
馬
場
角
の
裕
福
な
餅
屋
の
村
瀬
正
孝
の
子
で
あ
っ
た
が
、
七
十
作
以
上
の
浮
世
草
子
作
品
を
書
き
、
元

禄
末
期
以
降
で
は
、
最
も
売
れ
た
浮
世
草
子
作
者
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
出
る
よ
う
に
江
島
「
其
碩
」
と
も
書

い
た
よ
う
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
出
る
の
は
彼
の
こ
と
で
あ
る
。
西
鶴
以
後
の
浮
世
草
子
界
の
第
一
人
者
で
、

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AA%E3%82%BB%E3%83%83%E3%83%88%E4%BA%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AA%E3%82%BB%E3%83%83%E3%83%88%E4%BA%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AA%E3%82%BB%E3%83%83%E3%83%88%E4%BA%BA
https://archive.org/details/cu31924029887472/page/n241/mode/2up
https://archive.org/details/cu31924029887472/page/n241/mode/2up


寧
ろ
、
西
鶴
以
上
に
同
時
代
、
及
び
、
後
世
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
三
十
四
歳
の
時
、
当
時
の
有
力
な

版
元
で
あ
っ
た
こ
の
八
文
字
屋
自
笑
の
書
肆
か
ら
元
禄
一
二
（
一
六
九
九
）
年
に
刊
行
し
た
役
者
評
判
記

「
役
者
口
三
味
線
」
が
成
功
を
お
さ
め
て
、
以
後
、
旺
盛
な
執
筆
活
動
を
展
開
し
た
）
こ
れ
が
大
当
た
り
と

な
っ
て
、
そ
の
様
式
は
明
治
に
至
る
ま
で
「
評
判
記
」
の
定
型
と
な
り
、
八
文
字
屋
は
「
役
者
評
判
記
」

を
金
看
板
と
し
て
、
長
く
出
版
し
続
け
た
。
ま
た
、
二
年
後
に
は
、
そ
の
成
功
に
乗
じ
て
、
其
磧
に
浮
世

草
子
を
執
筆
さ
せ
、
「
け
い
せ
い
色
三
味
線
」
を
刊
行
。
其
磧
が
無
署
名
で
著
述
し
て
い
た
め
、
宝
永
五

（
一
七
〇
八
）
年
か
翌
年
頃
か
ら
は
、
其
磧
の
著
作
に
対
し
て
「
八
文
字
自
笑
」
と
い
う
作
者
と
し
て
の

署
名
す
る
よ
う
に
な
る
。
同
七
年
、
其
磧
が
、
書
肆
江
島
屋
を
開
業
す
る
こ
ろ
か
ら
、
其
磧
と
確
執
を
生

じ
、
其
磧
は
こ
れ
ま
で
の
作
品
は
自
作
で
あ
る
と
主
張
し
、
一
方
、
八
文
字
屋
で
は
代
わ
り
の
代
作
者
な

ど
を
得
て
争
っ
た
が
、
江
島
の
方
の
本
屋
は
失
敗
し
た
こ
と
も
あ
り
、
享
保
四
（
一
七
一
九
）
年
に
は
、

其
磧
と
連
名
で
和
解
を
宣
言
、
以
後
の
作
品
に
は
連
名
で
作
者
を
名
乗
っ
た
。
元
文
元
（
一
七
三
六
）
年

に
其
磧
が
没
し
た
後
は
、
多
田
南
嶺
を
代
作
者
に
迎
え
て
い
る
。
自
笑
は
作
者
と
し
て
、
ど
の
程
度
ま
で

作
品
創
作
に
関
わ
っ
た
か
は
疑
問
だ
が
、
そ
の
商
才
で
、
浮
世
草
子
に
「
八
文
字
屋
本
」
時
代
を
築
い
た

名
書
肆
で
あ
っ
た
（
自
笑
の
部
分
は
主
に
「
朝
日
日
本
歴
史
人
物
事
典
」
に
拠
っ
た
）。 

「
遊
女
が
起
請
す
る
每
に
烏
が
死
ぬ
る
を
歎
つ
詞
が
有
つ
た
と
記
憶
す
る
」
先
に
注
し
た
が
、
サ
イ
ト

「
み
熊
野
ネ
ッ
ト
」
の
て
つ
氏
の
「
熊
野
牛
王
宝
印
」
の
解
説
中
に
、
『
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
遊
女
と

客
が
取
り
交
わ
す
誓
紙
に
ま
で
熊
野
牛
王
が
使
わ
れ
、
「
誓
紙
書
く
た
び
三
羽
づ
つ
熊
野
で
烏
が
死
ん
だ

げ
な
」
と
小
唄
に
歌
わ
れ
ま
し
た
。
「
三
千
世
界
の
烏
を
殺
し
、
主
と
朝
寝
が
し
て
み
た
い
」
と
い
う
粋

な
都
々
逸
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
都
々
逸
、
幕
末
の
志
士
・
高
杉
晋
作
の
作
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
』
と
あ

る
、
前
者
の
部
分
を
指
す
。 

「
西
鶴
の
萬
の
文
反
古
三
卷
三
章
に
、
盲
僧
の
懴
悔
話
を
載
せ…

…

」
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
「
日
本
古
典
全
集
」
の
「
西
鶴
集 

上
」
（
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
刊
）
の
「
萬
（
よ
ろ

づ
）
の
文
反
古
（
ふ
み
ほ
う
ぐ
）」
の
巻
三
の
「
㊂
代
筆
は
浮
世
の
闇
」
で
全
文
が
読
め
る
。 

 

以
下
は
追
加
注
記
っ
ぽ
い
内
容
で
あ
る
た
め
か
、
底
本
で
は
段
落
全
体
が
一
字
下
げ
と
な
っ
て
い
る
。
］ 

  

畠
山
箕
山
の
色
道
大
鏡
六
に
、
「
起
請
文
を
書
く
料
紙
は
、
先
づ
熊
野
牛
王
を
も
つ
て
本
と
す
、
中
村

屋
の
鳳
子
小
藤
は
、
白
紙
な
し
に
二
月
堂
の
牛
王
七
枚
張
り
に
し
て
細
字
に
こ
れ
を
書
く
、
上
林
家
の
二

世
薰

か
ほ
る

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
読
み
は
マ
マ
。
］
儉
子
も
白
紙
な
し
に
三
山
の
牛
王
九
枚
綴
に
し
て
書
け
り

云
々
。
明
曆
の
頃
、
中
京
の
何
某
、
傾
城
に
起
請
書
か
す
る
爲
に
、
怖
ろ
し
き
鬼
形
の
牛
王
を
新
た
に
彫

せ
て
之
を
用
ゆ
、
尤
も
作
意
働
き
て
面
白
し
故
あ
り
と
覺
ゆ
」
と
有
り
。
是
等
牛
王
は
、
も
と
起
請
を
背

か
ば
、
牛
形
の
鬼
に
罰
せ
ら
る
べ
し
と
云
ふ
意
か
ら
起
こ
つ
た
證
た
る
べ
き
に
や
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
畠
山
箕
山
の
色
道
大
鏡
」
畠
山
箕
山

き

ざ

ん

（
寛
永
三
（
一
六
二
六
）
年
～
宝
永
元
（
一

https://www.mikumano.net/keyword/goo.html
https://www.mikumano.net/keyword/goo.html
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1217344/207
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1217344/207
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1217344/207
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1217344/207
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1217344/207


七
〇
四
）
年
）
は
俳
人
・
鑑
定
家
。
本
姓
は
藤
本
。
箕
山
は
号
。
京
の
裕
福
な
紅
屋
に
生
ま
れ
、
松
永
貞

徳
に
俳
諧
を
学
び
、
古
筆
目
利
き
を
嗜
ん
だ
。
二
十
歳
の
頃
。
京
坂
の
廓
を
は
じ
め
と
し
て
、
諸
国
の
遊

里
の
見
聞
を
一
書
に
す
る
こ
と
を
志
し
、
承
応
三
（
一
六
五
四
）
年
頃
に
本
宅
を
処
分
し
た
の
を
機
に
、

「
深
秘
決
談
抄
」
の
編
集
に
着
手
し
、
「
色
道
の
大
祖
」
を
以
っ
て
任
じ
た
。
こ
れ
が
延
宝
六
（
一
六
七

八
）
年
に
成
稿
を
み
た
「
色
道
大
鏡
」
で
、
自
己
の
見
聞
を
も
と
に
、
疑
わ
し
い
事
柄
は
、
古
老
や
、
そ

の
道
の
達
人
に
質
し
て
執
筆
さ
れ
た
、
他
に
類
を
見
な
い
遊
里
百
科
事
典
と
し
て
知
ら
れ
る
。
他
に
「
顕

伝
明
名
録
」
な
ど
の
著
が
あ
る
（
「
朝
日
日
本
歴
史
人
物
事
典
」
に
拠
っ
た
）
。
以
上
の
起
請
文
の
話
は
、

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
同
書
の
写
本
の
同
巻
の
「
第
二 

起
詞
文 

付 

血
書
」

の
こ
こ
の
四
行
目
か
ら
載
る
が
、
熊
楠
は
途
中
を
各
所
で
省
略
し
て
い
る
。 

「
明
曆
」
一
六
五
五
年
～
一
六
五
八
年
。］ 

  

烏
を
神
鳥
と
す
る
事
本
邦
に
限
ら
ず
、
希
臘
に
神
ア
ポ
ロ
烏
に
化な

る
話
有
り
。
女
神
ジ
ユ
ノ
は
烏
を
使

者
と
し
、
次
に
孔
雀
に
改
め
た
。
印
度
に
は
ラ
マ
ヤ
ナ
ム
に
、
神
軍
鬼
軍
と
戰
ふ
て
敗
走
す
る
時
、
烏
來

つ
て
閻
魔

ヤ

マ

を
助
く
。
其
報
酬
に
葬
饌
を
烏
の
得
分
と
し
、
烏
之
を
享
る
時
、
死
人
の
靈
樂
土
［
や
ぶ
ち
ゃ

ん
注
：
原
文
は
「
藥
土
」
。
選
集
で
訂
し
た
。］
に
往
き
得
と
定
む
。
希
臘
の
古
諺
に
、
死
ぬ
事
を
烏
の
許

に
往
く
と
言
つ
た
。
今
日
も
波
斯
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ペ
ル
シ
ヤ
」
。
］
や
孟
買
（
ボ
ン
ベ
ー
［
や
ぶ
ち

ゃ
ん
注
：
イ
ン
ド
の
ボ
ン
ベ
イ
の
こ
と
。
］
）
の
パ
ー
シ
ー
人
や
西
藏
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
チ
ベ
ッ
ト
。
］

人
は
、
死
屍
を
支
解
し
、
又
、
全
體
の
ま
ま

禿

鵰

ヴ
ア
ル
チ
ユ
ー
ル

に
食
は
す
（
衞
藏
圖
識
卷
下
、
又 

S
v

en
 

H
ed

in
, ′T

ran
s-H

im
alay

a,′1
9
0
9
, p

p
. 3

7
1
-3

7
2

；E
n
cy

c. B
rit. 1

1
th

 ed
., v

o
l. x

x
. p

. 8
6
7

）。
必
ず
烏
腹
に
葬

る
を
期
せ
ず
と
も
、
熱
地
で
死
屍
や
半
死
の
人
畜
が
鳥
獸
に
食
は
れ
終
る
に
任
す
事
多
き
は
、
予
も
、
親

ら
、
賭
た
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
み
づ
か
ら
、
み
た
」
。
］
。
殊
に
惡
疫
流
行
し
て
埋
葬
に
人
手
乏
し
き
時
、

然
り
。
雍
州
府
志
に
、
京
都
紫
野
古
阿
彌
谷
に
林
葬
行
は
れ
、
死
人
を
石
上
に
置
去
り
、
狐
狸
の
食
ふ
に

任
せ
し
由
を
載
せ
、
元
亨
釋
書
に
、
某
皇
后
、
遺
命
し
て
、
五
體
を
野
に
棄
し
め
給
ひ
し
と
見
え
、
發
心

集
に
は
、
死
せ
し
と
思
ひ
て
野
に
棄
て
た
る
病
女
の
兩
眼
を
、
烏
が
食
ふ
た
譚
有
り
。
是
等
よ
り
も
ず
つ

と
古
く
、
埋
葬
の
法
簡
略
に
過
ぎ
た
地
方
に
は
、
烏
等
に
人
屍
を
食
る
ゝ
事
珍
し
か
ら
ず
。
烏
、
亦
、
人

の
將
に
死
な
ん
と
す
る
を
能
く
知
つ
て
其
邊
を
飛
廻
り
、
或
は
鳴
い
て
群
を
集
む
る
よ
り
、
之
を
死
を
予

告
す
る
鳥
、
又
、
死
を
司
る
神
使
な
ど
言
ふ
に
及
ん
だ
の
で
あ
ら
う
。
十
五
年
前
、
予
、
熊
野
の
勝
浦
に

在
り
し
時
、
平
見

ひ

ら

み

と
云
ふ
所
の
一
松
に
烏
來
り
鳴
く
と
、
必
ず
近
き
内
に
死
人
有
り
て
、
少
し
も
錯

あ
や
ま

り
無

し
と
。
斯
る
事
に
一
向
無
頓
着
な
老
人
の
經
驗
譚
を
聞
い
た
。
さ
れ
ば
、
本
邦
で
烏
を
使
ひ
物
と
す
る
は

必
し
も
熊
野
の
神
達
に
限
ら
ず
、
信
州
諏
訪
の
宮
（
諏
訪
大
明
神
繪
詞
上
）
、
江
州
日
吉
山
王
（
山
王
利

生
記
一
）
、
隱
岐
の
燒
火
山
（
隱
州
視
聽
合
記
二
）
、
越
後
の
伊
夜
彥
明
神
（
東
洋
口
碑
大
全
一
〇
一
〇

頁
）
、
肥
前
の
安
滿
嶽
（
甲
子
夜
話
二
三
及
八
七
）
、
其
他
例
多
か
る
べ
き
が
、
熊
野
は
伊
奘
册
尊
御
陵
の

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2554144/6
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2554144/6
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2554144/7


有
る
地
で
、
古
く
よ
り
、
死
に
、
緣
、
有
り
、
中
世
本
宮
を
現
世
の
淨
土
と
し
た
る
樣
子
は
源
平
盛
衰
記

等
に
見
え
、
今
も
妙
法
山
を
、
近
郡
の
死
人
の
靈
が
枕

ま
く
ら

飯め
し

出
來
る
間
に
、
必
ず
、
一
た
び
詣
る
べ
き
所
と

す
る
な
ど
、
佛
法
渡
來
前
よ
り
死
靈
に
大
關
係
有
る
地
と
し
た
な
る
べ
く
、
固
よ
り
其
地
、
烏
鵜
［
や
ぶ

ち
ゃ
ん
注
：
選
集
は
『
烏
鴉
』
と
す
る
が
、
採
ら
な
い
。
鵜
は
黒
く
、
古
え
は
同
類
と
考
え
た
可
能
性
を

否
定
出
来
な
い
か
ら
で
あ
る
。
］
多
か
つ
た
の
で
、
前
述
閻
魔
と
烏
と
の
關
係
、
ま
た
佛
說
に
冥
界
後
生

の
事
を
記
す
る
に
必
ず
烏
の
事
有
る
（
例
せ
ば
正
法
念
處
經
七
に
、
邊
地
夷
人
其
國
法
の
儘
に
姉
妹
と
婬

す
る
者
、
死
し
て
合
地
獄
に
生
じ
、
烏
丘
山

う

き

う
せ

ん

の
鐵
烏
に
苦
め
ら
れ
、
沙
門
に
し
て
梵
行
し
な
が
ら
涅
槃
行

を
笑
ふ
者
、
命
終
つ
て
大
紅
蓮
獄
に
墮
ち
、
烏
に
眼
と
舌
根
を
拔
き
、
耳
を
割
き
、
身
を
分
散
さ
る
。
大

勇
菩
薩
分
別
業
報
略
經
に
强
顏
少
羞
恥
、
無
節
多
言
說
、
隨
業
獲
果
報
、
後
受
烏
鳥
身
）
等
よ
り
、
佛
典

渡
來
後
、
熊
野
の
烏
は
、
一
層
、
死
と
死
後
の
裁
判
に
關
係
厚
く
信
ぜ
ら
る
ゝ
に
及
ん
だ
ゞ
ら
う
。
支
那

に
も
、
洞
庭
有
神
鴉
、
客
帆
過
、
必
飛
噪
求
食
、
人
以
肉
擲
空
中
哺
之
、
不
敢
捕
也
（
五
雜
俎
九
）
と
有

る
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
女
神
ジ
ユ
ノ
」
ロ
ー
マ
神
話
最
大
の
女
神
で
、
女
性
の
結
婚
生
活
を
守
護
し
、
主

に
結
婚
・
出
産
を
司
る
と
さ
れ
た
ユ
ー
ノ
ー
（
ラ
テ
ン
語
：Ju

n
o

）
の
英
語
読
み
。
主
神
ユ
ー
ピ
テ
ル
の

妻
。
女
性
の
守
護
神
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
月
と
も
関
係
す
る
。
神
権
を
象
徴
す
る
美
し
い
冠
を
被
っ
た
荘

厳
な
姿
で
描
か
れ
る
。
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
ヘ
ー
ラ
ー
と
同
一
視
さ
れ
る
。 

「
ラ
マ
ヤ
ナ
ム
」
古
代
イ
ン
ド
の
大
長
編
叙
事
詩
「
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
」
。
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
聖
典
の
一
つ

で
あ
り
、
「
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
」
と
並
ぶ
イ
ン
ド
二
大
叙
事
詩
の
一
つ
で
あ
る
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
で
書

か
れ
、
全
七
巻
、
総
行
数
は
聖
書
に
も
並
ぶ
四
万
八
千
行
に
も
及
ぶ
。
成
立
は
紀
元
後
三
世
紀
頃
で
、
詩

人
ヴ
ァ
ー
ル
ミ
ー
キ
が
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
神
話
と
古
代
の
英
雄
で
あ
る
コ
ー
サ
ラ
国
の
ラ
ー
マ
王
子
の
伝

説
を
編
纂
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
言
及
さ
れ
る
鴉
に
つ
い
て
は
、
既
に
「
南
方
熊
楠 

本
邦
に
於

け
る
動
物
崇
拜
（1

0

：
烏
）」
で
注
し
て
お
い
た
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

「
支
解
」
「
肢
解
」
と
も
書
く
。
人
体
の
両
手
・
両
足
を
切
り
離
す
こ
と
。
実
際
の
刑
罰
と
し
て
も
こ
の

語
が
あ
る
が
、
こ
こ
は
、
速
や
か
に
鳥
獣
に
食
さ
れ
て
あ
の
世
に
行
け
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
処
理
で
あ

る
。 

「
衞
藏
圖
識
」
清
の
馬
掲
（
少
雲
）
と
盛
縄
祖
（
梅
渓
）
が
著
わ
し
た
も
の
で
、
乾
隆
五
七
（
一
七
九
二
）

年
の
序
が
あ
る
。
上
巻
に
は
成
都
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
に
至
る
道
程
が
、
下
巻
に
は
チ
ベ
ッ
ト
地
誌
が
、
地
図

や
住
民
を
描
い
た
図
と
と
も
に
記
さ
れ
て
あ
る
。
熊
楠
は
「
下
卷
」
と
す
る
が
、
早
稲
田
大
学
図
書
館

「
古
典
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
こ
こ
の
、
同
書
の
「
識
略
上
卷
」
の
こ
こ
（P

D
F

）
の
「2

6

」
コ
マ
目

の
「
喪
葬
」
の
中
に
、
「
塲
縛
於
柱
剖
其
肉
喂
犬
為
地
葬
其
骨
以
石
臼
搗
成
粉
和
麪
搓
團
亦
喂
犬
或
飼
諸
鷹

謂
之
天
葬
居
以
為
大
幸
」
の
文
字
列
が
見
出
せ
る
。
「
喂
」
は
「
家
畜
に
餌
を
与
え
る
」
の
意
で
あ
る
。
こ

こ
が
熊
楠
の
指
す
内
容
と
思
わ
れ
る
。 

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/12/post-d9c7c7.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/12/post-d9c7c7.html
https://www.wul.waseda.ac.jp/kotenseki/html/ru05/ru05_01515/index.html
https://www.wul.waseda.ac.jp/kotenseki/html/ru05/ru05_01515/index.html
https://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/ru05/ru05_01515/ru05_01515_0002/ru05_01515_0002.pdf


「

禿

鵰

ヴ
ア
ル
チ
ユ
ー
ル

」v
u
ltu

re

。
こ
こ
は
旧
大
陸
の
タ
カ
目
タ
カ
科
ハ
ゲ
ワ
シ
亜
科 A

eg
y

p
iin

ae 

の
ハ
ゲ
ワ
シ
類
を

指
す
。 
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」
中
央
ア
ジ
ア
探
検
で
知
ら
れ
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

地
理
学
者
ス
ヴ
ェ
ン
・
ア
ン
デ
シ
ュ
・
ヘ
デ
ィ
ン
（S

v
en

 A
n
d
ers H

ed
in

 

一
八
六
五
年
～
一
九
五
二
年
）

の
一
九
〇
九
年
刊
の
「
ト
ラ
ン
ス
・
ヒ
マ
ラ
ヤ―

―

チ
ベ
ッ
ト
で
の
発
見
と
冒
険
」
（T

ra
n
s-

H
im

a
la

ya
 :D

isco
veries a

n
d
 A

d
ven

tu
res in

 T
ib

et

）。
書
名
は
、
彼
が
、
発
見
し
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
の
北
に

あ
っ
て
こ
れ
と
平
行
し
、
カ
ラ
コ
ル
ム
山
脈
に
連
な
る
山
脈
の
名
。
「In

tern
et arch

iv
e

」
で
二
〇
一
〇
年

版
他
を
見
た
と
こ
ろ
、
当
該
ペ
ー
ジ
が
‘D

IS
P

O
S

A
L

 O
F

 T
H

E
 D

E
A

D

’
（「
遺
体
の
廃
棄
」）
の
章
で
文

字
通
り
の
内
容
が
記
さ
れ
て
あ
る
。 

「E
n
cy

c. B
rit. 1

1
th

 ed
., v

o
l. x

x
. p

. 8
6
7

」「In
tern

et arch
iv

e

」
で
当
該
部
を
見
る
と
、
前
の8

6
6

か
ら
始

ま
る
「P

arsee

」
（
パ
ル
シ
ー
教
徒
：
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
迫
害
を
避
け
て
イ
ン
ド
に
逃
げ
た
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー

教
の
人
々
を
指
す
）
の
項
の
記
載
の
中
に
、
鳥
葬
の
場
と
し
て
知
ら
れ
る
「to

w
er o

f silen
ce

」（「
沈
黙
の

塔
」）
で
粉
砕
さ
れ
た
遺
体
を
「v

u
ltu

res

」（
ヴ
ァ
ル
チ
ュ
ー
ル
：
ハ
ゲ
ワ
シ
。
こ
の
場
合
は
鳥
綱
タ
カ
目

タ
カ
科
シ
ロ
エ
リ
ハ
ゲ
ワ
シ
属
イ
ン
ド
ハ
ゲ
ワ
シ G

yp
s in

d
icu

s 
）
が
喰
ら
う
シ
ー
ン
が
記
さ
れ
て
あ
る
。

私
は
小
学
校
四
年
生
の
時
に
図
書
室
に
あ
っ
た
「
世
界
の
謎
」
（
と
い
う
書
名
だ
っ
た
よ
う
に
記
憶
す
る
）

の
中
で
、
こ
の
「
沈
黙
の
塔
」
の
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
写
真
を
見
た
時
の
驚
愕
を
今
も
鮮
明
に
思
い
出
す
。
誰

も
い
な
い
冬
の
昼
休
み
の
陽
射
し
の
中
だ
っ
た…

…

。 

「
雍
州
府
志
」
（
よ
う
し
ゅ
う
ふ
し
：
現
代
仮
名
遣
）
は
医
師
で
歴
史
家
で
も
あ
っ
た
黒
川
道
祐

ど
う
ゆ
う

（
元
和

九
（
一
六
二
三
）
年
～
元
禄
四
（
一
六
九
一
）
年
）
に
よ
っ
て
天
和
二
（
一
六
八
二
）
年
か
ら
貞
享
三

（
一
六
八
六
）
年
に
か
け
て
書
か
れ
た
、
山
城
国
（
現
在
の
京
都
府
南
部
）
に
関
す
る
本
邦
初
の
総
合
的

体
系
的
地
誌
。
全
十
巻
。
以
下
の
「
京
都
紫
野
古
阿
彌
谷
」
の
そ
れ
は
、
「
卷
九
」
の
「
補
遺
」
の
「
古

蹟
ノ

門 

愛
宕
ノ

郡
」
の
冒
頭
も
「
古
阿
彌
ガ
谷
」
と
し
て
出
る
。
「
国
文
学
研
究
資
料
館
」
の
「
電
子
史

料
館
」
の
こ
ち
ら
で
原
本
画
像
が
見
ら
れ
る
。
訓
点
附
き
で
読
み
易
い
。
こ
こ
は
、
京
の
三
大
風
葬
地
と

し
て
化
野

あ
だ
し
の

・
鳥
部
野
・
蓮
台
野
が
知
ら
れ
、
上
記
ン
リ
ン
ク
先
で
も
現
在
の
北
区
紫
野
東
蓮
台
野
町
や
、

そ
の
南
東
直
近
に
大
徳
寺
が
記
さ
れ
て
あ
る
か
ら
、
大
内
裏
北
方
外
に
当
た
る
こ
の
附
近
で
あ
る
。 

「
元
亨
釋
書
」
（
げ
ん
こ
う
し
ゃ
く
し
ょ
：
現
代
仮
名
遣
）
は
漢
文
体
で
記
さ
れ
た
日
本
初
の
本
格
仏
教

通
史
で
、
臨
済
僧
虎
関
師
錬
（
弘
安
元
（
一
二
七
八
）
年
～
興
国
七
／
貞
和
二
（
一
三
四
六
）
年
）
が
鎌

倉
末
期
の
元
亨
二
（
一
三
二
二
）
年
に
完
成
さ
せ
、
朝
廷
に
上
呈
さ
れ
た
。
全
三
十
巻
。
「
某
皇
后
遺
命

し
て
五
體
を
野
に
棄
し
め
給
ひ
し
」
は
、
「
南
方
熊
楠 

本
邦
に
於
け
る
動
物
崇
拜
（1

0

：
烏
）
」
で
も
そ

う
だ
っ
た
が
、
今
回
、
ま
た
、
か
な
り
頑
張
っ
て
探
し
た
が
、
ど
こ
に
あ
る
の
か
不
詳
。 

「
發
心
集
に
は
、
死
せ
し
と
思
ひ
て
野
に
棄
て
た
る
病
女
の
兩
眼
を
烏
が
食
ふ
た
譚
有
り
」
「
南
方
熊
楠 

本
邦
に
於
け
る
動
物
崇
拜
（1

0

：
烏
）」
の
私
の
注
で
電
子
化
し
て
あ
る
。 

https://archive.org/details/in.ernet.dli.2015.46925/page/n573/mode/2up
https://archive.org/details/in.ernet.dli.2015.46925/page/n573/mode/2up
https://archive.org/details/vol20/page/n909/mode/2up
https://archive.org/details/vol20/page/n909/mode/2up
https://archive.org/details/vol20/page/n909/mode/2up
http://base1.nijl.ac.jp/iview/Frame.jsp?DB_ID=G0003917KTM&C_CODE=0257-031301&IMG_SIZE=1000%2C800&PROC_TYPE=null&SHOMEI=%E3%80%90%E9%9B%8D%E5%B7%9E%E5%BA%9C%E5%BF%97%E3%80%91&REQUEST_MARK=null&OWNER=null&BID=null&IMG_NO=382
http://base1.nijl.ac.jp/iview/Frame.jsp?DB_ID=G0003917KTM&C_CODE=0257-031301&IMG_SIZE=1000%2C800&PROC_TYPE=null&SHOMEI=%E3%80%90%E9%9B%8D%E5%B7%9E%E5%BA%9C%E5%BF%97%E3%80%91&REQUEST_MARK=null&OWNER=null&BID=null&IMG_NO=382
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92603-8244+%E4%BA%AC%E9%83%BD%E5%BA%9C%E4%BA%AC%E9%83%BD%E5%B8%82%E5%8C%97%E5%8C%BA%E7%B4%AB%E9%87%8E%E6%9D%B1%E8%93%AE%E5%8F%B0%E9%87%8E%E7%94%BA/@35.0450915,135.7388938,16.75z/data=!4m5!3m4!1s0x6001a81c6e36f9dd:0xfaf704c2d5af6b7e!8m2!3d35.0462605!4d135.7399579
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92603-8244+%E4%BA%AC%E9%83%BD%E5%BA%9C%E4%BA%AC%E9%83%BD%E5%B8%82%E5%8C%97%E5%8C%BA%E7%B4%AB%E9%87%8E%E6%9D%B1%E8%93%AE%E5%8F%B0%E9%87%8E%E7%94%BA/@35.0450915,135.7388938,16.75z/data=!4m5!3m4!1s0x6001a81c6e36f9dd:0xfaf704c2d5af6b7e!8m2!3d35.0462605!4d135.7399579
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92603-8244+%E4%BA%AC%E9%83%BD%E5%BA%9C%E4%BA%AC%E9%83%BD%E5%B8%82%E5%8C%97%E5%8C%BA%E7%B4%AB%E9%87%8E%E6%9D%B1%E8%93%AE%E5%8F%B0%E9%87%8E%E7%94%BA/@35.0450915,135.7388938,16.75z/data=!4m5!3m4!1s0x6001a81c6e36f9dd:0xfaf704c2d5af6b7e!8m2!3d35.0462605!4d135.7399579
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/12/post-d9c7c7.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/12/post-d9c7c7.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/12/post-d9c7c7.html


「
平
見

ひ

ら

み

」
和
歌
山
県
東
牟
婁
郡
太
地
町
太
地
の
こ
の
附
近
で
あ
ろ
う
。
こ
の
半
島
の
根
っ
こ
か
ら
陸
側
が

現
在
の
東
牟
婁
郡
那
智
勝
浦
町
で
あ
る
。 

「
隱
岐
の
燒
火
山
」「
た
く
ひ
や
ま
」。
西
ノ
島
の
こ
こ
に
あ
る
。 

「
隱
州
視
聽
合
記
」
（
い
ん
（
或
い
は
「
お
ん
」
）
し
ゅ
う
し
ち
ょ
う
が
っ
き
：
現
代
仮
名
遣
）
は
寛
文
七

（
一
六
六
七
）
年
に
記
さ
れ
た
隠
岐
国
地
誌
。
全
四
巻
・
地
図
一
葉
。
か
な
り
読
み
難
い
写
本
で
あ
る
が
、

早
稲
田
大
学
図
書
館
「
古
典
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
あ
る
そ
れ
（P

D
F

）
の
「6

7

」
コ
マ
目
最
終
行
か

ら
次
に
か
け
て
の
「
知
夫
郡
燒
火
山
緣
起
」
の
中
に
、
山
中
に
二
羽
の
み
栖
ん
で
い
る
鴉
が
神
使
で
あ
る

こ
と
が
載
っ
て
い
る
。
個
人
ブ
ロ
グ
「
ハ
ッ
シ
ー
２
７
の
ブ
ロ
グ
」
の
「
焼
火
神
社
」
の
記
事
中
に
、

『
こ
の
焼
火
神
社
の
お
使
は
二
羽
の
烏
だ
と
さ
れ
て
い
て
、
二
十
四
日
と
二
十
八
日
（
こ
の
方
は
山
神
の

お
祭
）
に
は
、
山
神
の
木
に
い
る
と
い
う
二
羽
の
烏
の
た
め
に
お
供
え
を
鍋
の
蓋
の
上
に
載
せ
て
供
え
て

お
く
と
、
い
つ
の
間
に
か
烏
が
食
べ
て
し
ま
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
烏
が
い
つ
も
二
羽
で
、
こ
ど
も

が
生
ま
れ
る
と
』
、
『
も
と
の
親
は
ど
こ
か
へ
行
っ
て
し
ま
う
と
伝
え
て
い
る
こ
と
も
、
紀
州
や
薩
摩
の
伝

承
と
全
く
一
致
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
烏
の
こ
と
は
漢
文
で
書
か
れ
た
縁
起
書
に
も
出
て
い
る
』

と
あ
る
。 

「
越
後
の
伊
夜
彥
明
神
」
「
い
や
ひ
こ
み
や
う
じ
ん
」。
現
在
の
正
式
名
称
は
彌
彦
（
い
や
ひ
こ
）
神
社
。

新
潟
県
西
蒲
原
郡
弥
彦

や

ひ

こ

村
弥
彦
（
地
名
は
差
別
化
し
て
読
み
方
が
違
う
）
に
あ
る
。
主
祭
神
は

天

香

山

命

あ
め
の
か
ご
や
ま
の
み
こ
と

で
あ
る
が
、
地
名
か
ら
「
伊
夜
日
古
大
神
」
と
も
呼
ぶ
。 

「
東
洋
口
碑
大
全
一
〇
一
〇
頁
」
「
大
全
」
は
「
た
い
ぜ
ん
」
と
読
む
。
巌
谷
小
波
編
で
大
正
二
（
一
九

一
三
）
年
博
文
館
刊
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
全
篇
が
読
め
る
。
当
該
箇
所
は
こ

こ
（
標
題
は
前
ペ
ー
ジ
で
「
八
一
二 

烏
の
使
者
」）
。
但
し
、
大
上
段
に
振
り
か
ぶ
っ
て
興
味
を
そ
そ
ら

せ
る
題
名
の
割
に
は
、
各
篇
の
内
容
が
ち
ょ
っ
と
軽
量
に
過
ぎ
、
恐
ら
く
私
だ
っ
た
ら
、
買
っ
て
損
し
た

と
感
ず
る
タ
イ
プ
の
全
書
で
あ
る
。 

「
肥
前
の
安
滿
嶽
（
甲
子
夜
話
二
三
及
八
七
）
」
本
注
の
た
め
に
、
急
遽
、
二
篇
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
で
ブ
ロ

グ
で
電
子
化
し
て
お
い
た
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。 

「
妙
法
山
」
那
智
勝
浦
町
に
あ
る
妙
法
山
。
那
智
山
の
一
角
を
占
め
る
。
山
腹
に
妙
法
山
阿
弥
陀
寺
が
あ

「
枕

ま
く
ら

飯め
し

」
死
者
の
枕
元
に
供
え
る
盛
り
切
り
の
飯
。
人
の
死
後
直
ち
に
、
お
椀
の
蓋
す
り
切
り
の
米
を
、

研
が
ず
に
、
古
式
で
は
日
常
の
竃
と
は
別
に
臨
時
の
竃
を
設
け
、
鍋
・
釜
に
蓋
を
せ
ず
に
炊
き
、
炊
い
た

だ
け
を
茶
碗
に
盛
る
な
ど
の
作
法
が
あ
る
。
茶
碗
は
死
者
が
生
前
に
常
用
し
た
も
の
を
使
い
、
箸
を
一
本

か
二
本
、
飯
の
上
に
突
き
立
て
た
り
、
一
本
を
立
て
、
一
本
を
横
に
挿
す
例
も
あ
る
。
飯
の
一
部
を
小
さ

な
握
り
飯
に
し
て
上
に
の
せ
、
「
散
飯

さ

ば

」
と
呼
ぶ
地
方
も
あ
る
。
日
常
の
食
事
で
、
一
膳
飯
や
箸
を
立
て

る
こ
と
を
忌
む
の
は
、
こ
の
枕
飯
を
連
想
す
る
た
め
で
あ
る
。
枕
飯
は
祭
壇
に
移
し
、
葬
列
で
は
お
膳
に

乗
せ
て
相
続
人
の
妻
が
持
つ
。
墓
前
に
供
え
る
の
が
一
般
で
、
埋
葬
し
た
上
に
霊
屋

た

ま

や

を
設
け
る
場
合
は
、

https://d.docs.live.net/4d009d9a961de7be/デスクトップ/〒649-5171%20和歌山県東牟婁郡太地町太地５９４
https://www.google.com/maps/place/%E7%84%BC%E7%81%AB%E5%B1%B1/@36.0576852,132.6582413,9.25z/data=!4m5!3m4!1s0x3557d0971b1423d5:0xb13c05e201d65651!8m2!3d36.0747637!4d133.0315525
https://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/ru04/ru04_01811/ru04_01811.pdf
https://09270927.at.webry.info/202011/article_4.html
https://www.google.com/maps/place/%E5%BD%8C%E5%BD%A6%E7%A5%9E%E7%A4%BE/@37.6463595,138.4222059,9.5z/data=!4m5!3m4!1s0x5ff4ef6ee5f883d5:0x65920da6ba5f943d!8m2!3d37.7066837!4d138.8259422
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/950433/549
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/950433/549
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/12/post-5a326c.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/12/post-5a326c.html
https://www.google.com/maps/search/+%E5%A6%99%E6%B3%95%E5%B1%B1/@33.6412242,135.8671369,13.25z
https://www.google.com/maps/search/+%E5%A6%99%E6%B3%95%E5%B1%B1/@33.6412242,135.8671369,13.25z
https://www.google.com/maps/search/+%E5%A6%99%E6%B3%95%E5%B1%B1/@33.6412242,135.8671369,13.25z


そ
の
中
に
入
れ
る
。
枕
団
子
を
伴
う
こ
と
が
多
い
。 

「
正
法
念
處
經
七
に
、
邊
地
夷
人
其
國
法
の
儘
に
姉
妹
と
婬
す
る
者
、
死
し
て
合
地
獄
に
生
じ
、
烏
丘
山

う

き

う
せ

ん

の
鐵
烏
に
苦
め
ら
れ
、
沙
門
に
し
て
梵
行
し
な
が
ら
涅
槃
行
を
笑
ふ
者
、
命
終
つ
て
大
紅
蓮
獄
に
墮
ち
、

烏
に
眼
と
舌
根
を
拔
き
耳
を
割
き
身
を
分
散
さ
る
」
こ
れ
は
原
文
か
ら
抜
粋
し
て
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
纏
め

た
も
の
。
「
大
蔵
経
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
「
正
法
念
處
經
」
の
ガ
イ
ド
・
ナ
ン
バ
ー

「T
0

7
2

1
_.1

7
.0

0
3

5
b

2
7

」
以
下
の
か
な
り
長
い
パ
ー
ト
に
相
当
す
る
。 

「
强
顏
少
羞
恥
、
無
節
多
言
說
、
隨
業
獲
果
報
、
後
受
烏
鳥
身
」
訓
読
す
る
。
「
强
顏

き
や
う
が
ん

に
し
て
、
羞
恥
、

少
な
く
、
無
節
に
し
て
、
言
說
、
多
け
れ
ば
、
業が

ふ

に
隨
ひ
て
果
報
を
得
て
、
後
に
烏
鳥

う

て

う

の
身
を
受
く
。」。 

「
洞
庭
有
神
鴉
、
客
帆
過
、
必
飛
噪
求
食
、
人
以
肉
擲
空
中
哺
之
、
不
敢
捕
也
」
同
前
。
「
洞
庭
に
神し

ん

鴉あ

あ
り
。
客
帆
、
過
ぐ
れ
ば
、
必
ず
、
飛
び
噪
ぎ
て
、
食
を
求
む
。
人
、
肉
を
以
つ
て
擲
て
ば
、
空
中
に
之

れ
を
哺く

ら

ふ
。
敢
へ
て
捕
え
ざ
る
な
り
。」 

「
五
雜
俎
」
「
五
雜
組
」
と
も
表
記
す
る
。
明
の
謝
肇
淛

し
ゃ
ち
ょ
う
せ
い

が
撰
し
た
歴
史
考
証
を
含
む
随
筆
。
全
十
六
巻

（
天
部
二
巻
・
地
部
二
巻
・
人
部
四
巻
・
物
部
四
巻
・
事
部
四
巻
）
。
書
名
は
元
は
古
い
楽
府

が

ふ

題
で
、
そ

れ
に
「
各
種
の

彩
い
ろ
ど
り

を
以
っ
て
布
を
織
る
」
と
い
う
自
在
な
対
象
と
考
証
の
比
喩
の
意
を
掛
け
た
。
主
た

る
部
分
は
筆
者
の
読
書
の
心
得
で
あ
る
が
、
国
事
や
歴
史
の
考
証
も
多
く
含
む
。
一
六
一
六
年
に
刻
本
さ

れ
た
が
、
本
文
で
、
遼
東
の
女
真
が
、
後
日
、
明
の
災
い
に
な
る
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
見
解
を
記
し
て
い

た
た
め
、
清
代
に
な
っ
て
中
国
で
は
閲
覧
が
禁
じ
ら
れ
て
し
ま
い
、
中
華
民
国
に
な
っ
て
や
っ
と
復
刻
さ

れ
て
一
般
に
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
数
奇
な
経
緯
を
持
つ
。］ 

  

且
つ
夫
れ
梵
土
に
在
て
は
烏
と
牛
と
の
間
に
深
緣
有
り
。
バ
ル
フ
ヲ
ー
ル
の
印
度
事
彙
（
上
出
、
卷
一
、

頁
八
四
四
）
に
、
印
度
の
大
黑
烏
（
學
名
コ
ル
ヴ
ス
、
ク
ル
ミ
ナ
ツ
ス
）
は
水
牛
有
る
處
に
必
ず
有
つ
て

其
背
に
駐と

ま
り
、
小
ミ
ナ
烏
と
協
力
し
て
牛
蝨
を
除
く
と
見
ゆ
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
動
物
志
九
卷
六
章

に
、
埃
及
ニ
ル
河
に
小
蛭
多
く
て
鱷
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
わ
に
」
。「
鰐
」
に
同
じ
。
］
の
喉
に
入
り
之
を

苦
し
む
。
ト
ロ
キ
ル
ス
て
ふ
小
鳥
、
鱷
口
に
入
つ
て
其
蛭
を
食
ふ
。
鱷
之
を
德
と
し
每
に
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：
「
つ
ね
に
」
。
］
口
を
滿
開
し
て
烏
の
入
る
に
便
に
す
と
有
る
は
、
今
日
も
目
擊
し
得
る
事
實
で
、
印

度
の
烏
と
牛
と
の
關
係
に
似
て
居
る
。
古
波
斯
の
ミ
ツ
ラ
敎
は
日
神
ミ
ツ
ラ
を
祀
り
牛
と
鴉
を
聖
禽
と
し

た
。
烏
と
牛
は
本
邦
で
は
雙
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ふ
た
つ
」
。
］
な
が
ら
主
と
し
て
著
し
く
黑
く
人
里
離

れ
ぬ
動
物
た
る
所
へ
、
印
度
に
も
斯
く
二
者
親
密
の
關
係
有
る
を
傳
承
し
て
、
烏
形
を
點
じ
て
牛
王
寶
印

を
作
成
し
た
の
で
あ
ら
う
。
而
し
て
、
烏
を
援ひ

い
て
誓
言
す
る
事
は
古
雅
典
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
古
ア

テ
ネ
」
。
］
に
も
有
つ
た
由
、
グ
ベ
ル
ナ
チ
ス
が
ア
リ
ス
ト
フ
ア
ネ
ス
の
詩
を
引
い
て
言
は
れ
た

（G
u
b
ern

atis, ′Z
o
o
lo

g
ical M

y
th

o
lo

g
y,′ v

o
l. ii. p

. 2
5
2

）。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
バ
ル
フ
ヲ
ー
ル
の
印
度
事
彙
（
上
出
、
卷
一
、
頁
八
四
四
）」
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の

https://21dzk.l.u-tokyo.ac.jp/SAT/ddb-sat3.php?mode=detail&useid=0721_,17,0035&key=%E9%82%8A%E5%9C%B0%E5%A4%B7%E4%BA%BA
https://21dzk.l.u-tokyo.ac.jp/SAT/ddb-sat3.php?mode=detail&useid=0721_,17,0035&key=%E9%82%8A%E5%9C%B0%E5%A4%B7%E4%BA%BA


外
科
医
で
東
洋
学
者
エ
ド
ワ
ー
ド
・
グ
リ
ー
ン
・
バ
ル
フ
ォ
ア
（E

d
w

ard
 G

reen
 B

alfo
u
r 

一
八
一
三
年

～
一
八
八
九
年
：
イ
ン
ド
に
於
け
る
先
駆
的
な
環
境
保
護
論
者
で
、
マ
ド
ラ
ス
と
バ
ン
ガ
ロ
ー
ル
に
博
物

館
を
設
立
し
、
マ
ド
ラ
ス
に
は
動
物
園
も
創
設
し
、
イ
ン
ド
の
森
林
保
護
及
び
公
衆
衛
生
に
寄
与
し
た
）

が
書
い
た
イ
ン
ド
に
関
す
る

C
y
clo

p
aed

ia

（
百
科
全
書
）
の
幾
つ
か
の
版
は
一
八
五
七
年
以
降
に
出
版
さ

れ
て
い
る
。「In

tern
et arch

iv
e

」
の′T

h
e C

yclo
p
a
ed

ia
 o

f In
d
ia

 ′

（
一
八
八
五
年
刊
第
一
巻
）
の
原
本
の
こ

ち
ら
の
左
ペ
ー
ジ
左
欄
に
当
該
内
容
が
出
る
。 

「
印
度
の
大
黑
烏
（
學
名
コ
ル
ヴ
ス
、
ク
ル
ミ
ナ
ツ
ス
）」
上
記
原
本
で
は
、「C

o
rv

u
es cu

lm
in

ates

」（
当

時
は
学
名
を
斜
体
に
す
る
習
慣
は
な
か
っ
た
）
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
ス
ズ
メ
目
カ
ラ
ス
科
カ
ラ
ス
属
イ
ン

デ
ィ
ア
ン
ジ
ャ
ン
グ
ル
ク
ロ
ウ
（
和
名
は
な
い
よ
う
な
の
で
、
英
名
「In

d
ian

 Ju
n
g

le C
ro

w

」
を
カ
タ
カ

ナ
音
写
で
示
し
た
。
南
方
熊
楠
の
命
名
が
最
初
な
ら
「
イ
ン
ド
（
ノ
）
オ
オ
ク
ロ
ガ
ラ
ス
」
と
な
ろ
う
か
）

C
o
rvu

s cu
lm

in
a
tu

s 

で
あ
る
。
英
文
の
同
種
の
ウ
ィ
キ
を
参
照
し
た
。 

「
小
ミ
ナ
烏
」
原
本
で
は
「th

e sm
all m

in
ah

 (A
crid

o
th

eres tristis)

」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
ア
ジ
ア
産
鳥

類
の
一
種
の
ス
ズ
メ
目
ム
ク
ド
リ
科
ハ
ッ
カ
チ
ョ
ウ
属
イ
ン
ド
ハ
ッ
カ
（
印
度
八
哥
）A

crid
o

th
eres 

tristis 

で
あ
る
。
当
該
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、『
開
け
た
疎
林
に
い
る
雑
食
性
の
鳥
で
、
強
い
縄
張
り
の
習
性

を
持
つ
イ
ン
ド
ハ
ッ
カ
は
、
都
市
の
環
境
に
も
非
常
に
よ
く
適
応
し
て
い
る
』
。『
イ
ン
ド
ハ
ッ
カ
の
分
布

域
は
急
速
に
拡
大
し
て
お
り
』、
「IU

C
N

（
国
際
自
然
保
護
連
合
）
種
の
保
存
委
員
会
（S

p
ecies S

u
rv

iv
al 

C
o
m

m
issio

n
: S

S
C

）」
は
、
二
〇
〇
〇
年
に
、
本
種
に
つ
い
て
、「
非
常
に
侵
略
的
な
外
来
種
の
一
つ
で
あ

り
、
地
球
上
に
お
い
て
、
そ
の
上
位
百
種
の
中
で
も
、
わ
ず
か
上
位
三
種
の
鳥
類
の
内
の
一
種
」
と
し
て

『
発
表
し
た
よ
う
に
、
イ
ン
ド
ハ
ッ
カ
は
生
物
多
様
性
な
ら
び
に
農
業
や
人
的
利
益
に
対
し
て
影
響
を
与

え
て
』
お
り
、
『
特
に
、
本
種
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
生
態
系
に
深
刻
な
脅
威
を
も
た
ら
し
て
』
い
て
、

『
そ
れ
は
「
最
重
大
有
害
種
／
問
題
」（T

h
e M

o
st S

ig
n
ifican

t P
est/P

ro
b

lem

） 

な
ど
と
名
付
け
ら
れ
て

い
る
』
と
あ
る
。
一
方
で
『
イ
ン
ド
ハ
ッ
カ
（
英: C

o
m

m
o
n
 M

y
n
a

）
は
、
イ
ン
ド
文
化
の
重
要
な
モ
チ

ー
フ
と
し
て
』
、『
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
お
よ
び
プ
ラ
ー
ク
リ
ッ
ト
の
文
学
の
双
方
に
見
ら
れ
る
』
と
あ
る
ほ

ど
に
古
代
か
ら
の
共
生
者
で
あ
る
。 

「
牛
蝨
」「
う
し
じ
ら
み
」
。
ウ
シ
ジ
ラ
ミ
類
は
、
例
え
ば
本
邦
で
は
発
生
時
に
は
農
林
水
産
省
に
届
け
出

が
必
要
な
種
と
し
て
、
昆
虫
綱
咀
顎
目
シ
ラ
ミ
亜
目 

ケ
モ
ノ
ジ
ラ
ミ
科 

ヘ
マ
ト
ピ
ナ
ス
属
ヘ
マ
ト
ピ
ナ

ス
・
ユ
ー
リ
ス
テ
ル
ナ
ス H

a
em

a
to

p
in

u
s eu

rystern
u
s 

・
ヘ
マ
ト
ピ
ナ
ス
・
ク
ォ
ー
ド
リ
ペ
ル
タ
ー
サ
ス 

H
a
em

a
to

p
in

u
s q

u
a
d
rip

ertu
su

s 

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。 

「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
動
物
志
九
卷
六
章
に
、
埃
及
ニ
ル
河
に
小
蛭
多
く
て
鱷
の
喉
に
入
り
之
を
苦
し
む
。

ト
ロ
キ
ル
ス
て
ふ
小
鳥
、
鱷
口
に
入
つ
て
其
蛭
を
食
ふ
。
鱷
之
を
德
と
し
每
に
口
を
滿
開
し
て
烏
の
入
る

に
便
に
す
」
「
ニ
ル
河
」
は
ナ
イ
ル
川
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
所
持
す
る
一
九
六
九
年
岩
波
書
店
刊
島
崎

三
郎
訳
「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
全
集
」
第
八
巻
の
当
該
部
を
見
る
に
、
「
蛭
」
な
ど
と
は
言
っ
て
い
な
い

https://archive.org/details/cyclopaediaofind01balfuoft/page/844/mode/2up
https://archive.org/details/cyclopaediaofind01balfuoft/page/844/mode/2up
https://en.wikipedia.org/wiki/Indian_jungle_crow
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%89%E3%83%8F%E3%83%83%E3%82%AB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%89%E3%83%8F%E3%83%83%E3%82%AB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%89%E3%83%8F%E3%83%83%E3%82%AB


（
吸
着
性
寄
生
生
物
が
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
海
産
魚
類
の
よ
う
な
節
足
動
物
で
あ
る

可
能
性
や
小
型
の
魚
類
が
い
て
も
お
か
し
く
な
い
）
し
、
微
妙
に
対
象
様
態
の
表
現
も
違
う
。
引
用
し
て

お
く
。〔 
〕
は
訳
者
の
補
足
。 

 
 

 

《
引
用
開
始
》 

 

ワ
ニ
が
口
を
大
き
く
開
け
る
と
、
チ
ド
リ
〔
ワ
ニ
ド
リ
〕
は
口
の
中
へ
と
び
込
ん
で
歯
を
き
れ
い
に
す

る
。
チ
ド
リ
は
〔
口
の
中
で
〕
餌
を
取
り
、
ワ
ニ
は
そ
の
お
蔭
を
こ
う
む
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る

の
で
、
チ
ド
リ
を
害
せ
ず
、
チ
ド
リ
を
外
で
出
し
た
い
と
思
う
と
、
頸
を
動
か
し
て
警
告
し
、
か
ま
な
い

よ
う
に
す
る
の
で
あ
る
。 

 
 

 

《
引
用
終
了
》 

「
ミ
ツ
ラ
敎
」
ミ
ト
ラ
教
（
英
語
：M

ith
raism

）
は
古
代
ロ
ー
マ
で
隆
盛
し
た
太
陽
神
ミ
ト
ラ
ス
（
ミ
ス

ラ
ス
）
を
主
神
と
す
る
密
儀
宗
教
。
古
代
の
イ
ン
ド
・
イ
ラ
ン
に
共
通
す
る
ミ
ス
ラ
（
ミ
ト
ラ
）
神
の
信

仰
で
あ
っ
た
も
の
が
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の
文
化
交
流
に
よ
っ
て
、
地
中
海
世
界
に
入
っ
た
後
、
形
を
変
え
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。 

紀
元
前
一
世
紀
に
は
、
牡
牛
を
屠
る
ミ
ト
ラ
ス
神
が
地
中
海
世
界
に

現
わ
れ
、
紀
元
後
二
世
紀
ま
で
に
は
、
ミ
ト
ラ
教
と
し
て
、
よ
く
知
ら
れ
る
密
儀
宗
教
と
な
っ
て
い
た
。

ロ
ー
マ
帝
国
治
下
で
一
世
紀
か
ら
四
世
紀
に
か
け
て
興
隆
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
起

源
や
実
体
に
つ
い
て
は
不
明
な
部
分
が
多
い
（
以
上
は
当
該
ウ
ィ
キ
に
拠
っ
た
）。 

「
牛
と
鴉
を
聖
禽
と
し
た
」
同
前
の
ウ
ィ
キ
に
、
ミ
ト
ラ
ス
神
に
よ
る
聖
牛
供
儀
の
場
面
を
描
く
場
合
、

種
々
の
ア
イ
テ
ム
が
付
随
す
る
が
、
そ
の
一
つ
に
『
カ
ラ
ス
』
『
の
シ
ン
ボ
ル
を
伴
う
』
も
の
が
あ
る
と

あ
り
、
ま
た
、
ミ
ト
ラ
教
で
は
信
者
組
織
は
七
つ
の
位
階
を
持
つ
と
し
て
そ
の
筆
頭
を
「
大
烏
」
と
呼
ん

だ
と
あ
る
。 

「
グ
ベ
ル
ナ
チ
ス
が
ア
リ
ス
ト
フ
ア
ネ
ス
の
詩
を
引
い
て
言
は
れ
た
（G

u
b
ern

atis, 
′Z

o
o
lo

g
ical 

M
y
th

o
lo

g
y, ′ v

o
l. ii. p

. 2
5
2

）」
本
書
電
子
化
で
複
数
回
既
出
既
注
だ
が
、
再
掲
し
て
お
く
と
、
イ
タ
リ
ア

の
文
献
学
者
コ
ォ
ウ
ト
・
ア
ン
ジ
ェ
ロ
・
デ
・
グ
ベ
ル
ナ
テ
ィ
ス
（C

o
u

n
t A

n
g
elo

 D
e G

u
b
ern

atis 

一
八

四
〇
年
～
一
九
一
三
年
）
の
「
動
物
に
関
す
る
神
話
学
」。「In

tern
et arch

iv
e

」
の
第
二
巻
原
本
の
当
該
部

は
こ
こ
。］ 

  

追
記 

長
門
本
平
家
物
語
五
に
、
藤
原
成
經
硫
黃
が
島
に
流
さ
れ
し
を
、
其
情
婦
で
淸
盛
に
仕
え
た
伯

耆
局
、
慕
う
て
止
ま
ず
。
豫
ね
て
心
懸
け
居
た
鳩
脇
八
幡
宮
中
の
馬
場
執
印
淸
道
奇
貨
置
く
べ
し
と
考

へ
、
成
經
方
へ
伴
ひ
や
る
べ
し
と
し
て
、
彼
婦
人
同
道
で
大
隅
に
下
り
說
け
ど
も
、
三
年
間
隨
は
ぬ
内
、

成
經
と
再
會
し
た
譚
有
り
。
此
女
、
童
名
牛
王
殿
と
有
る
。
是
は
佛
典
に
牛
王
、
蟻
王
、
烏
王
、
馬
王
な

ど
有
る
、
牛
群
中
の
王
を
指
す
名
で
、
起
請
の
牛
王
と
は
關
せ
ぬ
だ
ら
う
。
俊
寬
の
侍
童
有
王
の
外
に
蟻

王
て
ふ
名
の
少
年
も
有
つ
た
と
記
憶
す
る
。
類
聚
名
物
考
卅
九
に
、
徒
然
草
、
上
太
秦
殿
に
侍
り
け
る
女

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9F%E3%83%88%E3%83%A9%E6%95%99
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9F%E3%83%88%E3%83%A9%E6%95%99
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9F%E3%83%88%E3%83%A9%E6%95%99
https://archive.org/details/cu31924092293962/page/n265/mode/2up
https://archive.org/details/cu31924092293962/page/n265/mode/2up


房
の
名
、
ひ
さ
ゝ
ち
・
こ
と
つ
ち
・
は
ふ
は
ら
・
お
と
う
し
、
同
考
に
、
ひ
さ
ゝ
ち
は
膝
幸
、
こ
と
つ
ち

は
如
槌
の
意
、
は
ふ
は
ら
は
、
腹
の
大
く
垂
て
、
地
を
匍
ふ
如
く
に
見
ゆ
る
故
、
云
ふ
な
ら
ん
、
乙
牛
は

字
の
如
く
、
小
さ
き
を
云
歟
と
記
す
。
是
等
は
單
に
下
女
共
を
牛
の
健
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
す
こ
や

か
」。
］
に
し
て
能
く
働
く
に
比
べ
て
號
け
た
者
だ
ら
う
。 

（
大
正
五
年
鄕
土
硏
究
三
卷
十
一
號
） 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
牛
王
殿
」
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
明
治
三
六
（
一
九
〇
六
）

年
国
書
刊
行
会
編
の
長
門
本
「
平
家
物
語
」
の
こ
ち
ら
の
左
ペ
ー
ジ
上
段
十
一
行
目
に
出
る
。 

「
俊
寬
の
侍
童
有
王
の
外
に
蟻
王
て
ふ
名
の
少
年
も
有
つ
た
と
記
憶
す
る
」
い
る
。
複
数
の
作
品
で
確
認

出
来
る
。 

「
類
聚
名
物
考
」
既
出
既
注
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
画
像
で
同
刊
本
を
視
認
し

た
と
こ
ろ
、
こ
こ
に
発
見
し
た
。
左
ペ
ー
ジ
下
段
後
方
か
ら
次
の
ペ
ー
ジ
に
か
け
て
で
あ
る
。］ 

     
 

 
 

 
 

 
 

 

二 

 

人
間
は
勝
手
極
ま
る
者
で
、
烏
が
定
刻
に
鳴
い
て
晨
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
あ
し
た
」
。
朝
。
］
を
告
げ

る
と
、
露
宿
す
る
者
は
寒
夜
の
過
ぐ
る
を
欣
び
、
流
連
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
り
う
れ
ん
」
で
も
よ
い
が
、

「
ゐ
つ
づ
け
」
と
も
当
て
訓
す
る
。
遊
興
に
耽
っ
て
家
に
帰
る
の
を
忘
れ
る
こ
と
を
言
う
。
］
す
る
者
は

飽
か
ぬ
別
れ
の
近
づ
く
を
哀
し
む
。
「
柹
食
ひ
に
く
る
は
烏
の
道
理
か
な
」
で
、
實
は
烏
の
知
つ
た
事
で

無
い
。
謝
在
杭
の
言
に
、
鴉
鳴
俗
云
主
有
凶
事
、
故
女
子
小
人
聞
其
聲
必
唾
之
、
卽
縉
紳
中
亦
有
忌
之
者

矣
、
夫
使
人
預
知
有
凶
、
而
愼
言
謹
動
、
思
患
預
防
、
不
亦
吾
之
忠
臣
哉
。
時
鳥
な
ど
も
、
初
音
を
厠
で

聞
け
ば
禍
有
り
、
芋
畑
で
聞
け
ば
福
有
り
。
故
に
其
鳴
く
頃
高
貴
の
厠
に
は
芋
の
鉢
植
を
入
れ
て
置
く
と

夏
山
雜
談
に
出
る
由
（
嬉
遊
笑
覽
八
に
引
く
、
予
の
藏
本
に
は
此
事
見
え
ず
）
。
グ
リ
ム
の
獨
逸
鬼
神
誌

（
一
八
四
四
年
ギ
ヨ
ツ
チ
ン
ゲ
ン
板
、
六
三
七
頁
）
に
、
最
初
烏
は
後
世
程
惡
鳥
と
謂
れ
な
ん
だ
と
有
る

と
同
時
に
、
氏
の
獨
逸
童
話
に
、
水
汲
み
に
出
て
歸
り
遲
い
子
供
を
、
其
父
が
烏
に
成
れ
と
詛
ふ
と
忽
ち

皆
烏
に
成
つ
た
譚
有
る
を
見
る
と
、
歐
州
で
も
い
と
古
く
よ
り
烏
を
機
會

を

り

と
相
場

さ

う

ば

に
依
つ
て
、
或
は
吉
祥

或
は
凶
鳥
と
し
た
ら
し
い
。
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
ヂ
ア
・
ブ
リ
タ
ン
ニ
カ
十
一
板
廿
二
卷
に
、
鴉
は
鳥
類
中

最
も
高
く
發
育
し
た
者
で
、
膽
勇
明
敏
智
慧
三
つ
な
が
ら
他
鳥
に
傑
出
す
と
有
る
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
柹
食
ひ
に
く
る
は
烏
の
道
理
か
な
」
ブ
ロ
グ
「
日
本
語
学
校
か
ら
こ
ん
に
ち
は 

～
水
野
外
語
学
院
～
」
の
こ
ち
ら
に
よ
れ
ば
、
不
確
定
な
が
ら
、
日
本
人
の
僧
と
し
て
初
め
て
「
禅
」
を

「Z
E

N

」
と
し
て
欧
米
に
伝
え
た
禅
師
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
る
円
覚
寺
管
長
の
釈
宗
演
（
安
政
六
（
一
八

六
〇
）
年
～
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
）
の
句
と
す
る
。 

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/991256/95
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/991256/95
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/898153/324
https://blog.goo.ne.jp/mizunogaigogakuin/e/c5b53c08e913096951d489abb5c3613e/?st=1
https://blog.goo.ne.jp/mizunogaigogakuin/e/c5b53c08e913096951d489abb5c3613e/?st=1
https://blog.goo.ne.jp/mizunogaigogakuin/e/c5b53c08e913096951d489abb5c3613e/?st=1
https://blog.goo.ne.jp/mizunogaigogakuin/e/c5b53c08e913096951d489abb5c3613e/?st=1


「
謝
在
杭
の
言
に…

…

」
明
朝
の
文
人
・
官
人
で
あ
っ
た
謝
肇
淛

ち
ょ
う
せ
い

（
一
五
六
七
年
～
一
六
二
四
年
）
の
字

（
あ
ざ
な
）
。
歴
史
考
証
を
含
む
随
筆
「
五
雑
組
」
全
十
六
巻
の
作
者
と
し
て
知
ら
れ
、
他
に
「
文
海
披

沙
」
・
「
文
海
披
沙
摘
録
」
等
を
著
し
て
い
る
。
以
下
の
引
用
は
、
そ
の
「
五
雑
組
」
の
巻
七
に
あ
る
。

「
中
國
哲
學
書
電
子
化
計
劃
」
の
こ
ち
ら
で
影
印
本
の
当
該
箇
所
が
視
認
出
来
る
。
以
下
、
訓
読
し
て
お

く
。 

 
 

 

＊ 

 

鴉
か
ら
す

鳴
く
を
、
俗
に
「
凶
事
有
る
を

主
つ
か
さ
ど

る
」
と
云
ふ
。
故
に
女
子
・
小
人
は
、
其
の
聲
を
聞
け
ば
、
必

ず
、
之
れ
に
唾
す
。
卽
ち
、
縉
紳
の
中
に
も
、
亦
、
之
れ
を
忌
む
者
有
り
。
夫
れ
、
人
を
し
て
、
預

あ
ら
か

じ
め
、

凶
あ
る
を
知
り
て
、
言
を
愼
し
み
、
動
を
謹い

ま

し
め
、

患
わ
ざ
は
ひ

を
思
ひ
て
、
預
じ
め
、
防
が
し
む
れ
ば
、
亦
、

吾
れ
の
忠
臣
な
ら
ず
や
。 

 
 

 

＊ 

な
お
、
私
の
寺
島
良
安
の
「
和
漢
三
才
圖
會
第
四
十
三 
林
禽
類 

慈
烏
（
か
ら
す
） 

（
ハ
シ
ボ
ソ
ガ

ラ
ス
）」
で
も
、
こ
の
一
部
が
引
か
れ
て
あ
る
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。 

「
夏
山
雜
談
」
（
な
つ
や
ま
ざ
う
だ
ん
）
は
幕
臣
で
国
学
者
の
小
野
高
尚

た
か
ひ
さ

（
寛
政
一
一
（
一
八
〇
〇
）
年

～
享
保
五
（
一
七
二
〇
）
年
）
の
随
筆
。
幸
い
に
し
て
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

写
本
が
あ
り
、
偶
然
に
開
い
た
場
所
に
当
該
部
が
あ
っ
た
。
こ
こ
の
左
丁
の
四
～
五
行
目
で
あ
る
。 

「
嬉
遊
笑
覽
」
国
学
者
喜
多
村
信の

ぶ

節よ

（
天
明
三
（
一
七
八
三
）
年
～
安
政
三
（
一
八
五
六
）
年
）
の
代
表

作
。
諸
書
か
ら
江
戸
の
風
俗
習
慣
や
歌
舞
音
曲
な
ど
を
中
心
に
社
会
全
般
の
記
事
を
集
め
て
二
十
八
項
目

に
分
類
叙
述
し
た
十
二
巻
付
録
一
巻
か
ら
な
る
随
筆
で
、
文
政
一
三
（
一
八
三
〇
）
年
の
成
立
。
思
う
に
、

熊
楠
は
同
巻
の
冒
頭
の
「
卷
八
」
の
「
忌
避
」
の
パ
ー
ト
の
み
を
探
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
実
は
私
も
先

ほ
ど
は
そ
こ
ば
か
り
見
て
い
た
）
。
実
は
そ
の
後
の
「
方
術
」
の
パ
ー
ト
に
あ
っ
た
（
所
持
す
る
岩
波
文
庫

版
で
確
認
）
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
「
嬉
遊
笑
覧 

下
」（
成
光
館
出
版
部
昭
和

七
（
一
九
三
二
）
年
刊
行
）
の
こ
こ
か
ら
次
の
ペ
ー
ジ
か
け
て
編
者
に
よ
る
頭
書
き
「
厠
に
て
郭
公
を
聞

く
」
と
す
る
中
に
あ
り
、
当
該
部
は
次
の
ペ
ー
ジ
の
二
～
三
行
目
で
あ
る
。 

「
グ
リ
ム
の
獨
逸
鬼
神
誌
」
不
詳
。
発
行
年
と
出
版
地
か
ら
は
「D

eu
tsch

e M
yth

o
lo

g
ie

」（「
ド
イ
ツ
伝
説

集
」）
か
？ 

「
氏
の
獨
逸
童
話
に
、
水
汲
み
に
出
て
歸
り
遲
い
子
供
を
、
其
父
が
烏
に
成
れ
と
詛
ふ
と
忽
ち
皆
烏
に
成

つ
た
譚
」
『
「
南
方
隨
筆
」
版 

南
方
熊
楠
「
詛
言
に
就
て
」 

オ
リ
ジ
ナ
ル
注
附 

（
８
）
』
で
注
し
た

が
、
再
掲
し
て
お
く
。
「
七
羽
の
カ
ラ
ス
」
で
あ
る
。
多
言
語
の
対
訳
が
載
る
「
グ
リ
ム
童
話
」
の
卓
抜

な
サ
イ
ト
「g

rim
m

sto
ries.co

m

」
の
こ
ち
ら
で
読
め
る
。］ 

  

爰
に
い
ふ
鴉
は
英
語
で
ラ
ヴ
エ
ン
吾
邦
で
從
來
「
は
し
ぶ
と
が
ら
す
」
に
宛
て
ゝ
居
る
。
實
は
「
わ
た

https://ctext.org/library.pl?if=gb&file=36171&page=42#%E9%B4%89
https://ctext.org/library.pl?if=gb&file=36171&page=42#%E9%B4%89
https://ctext.org/library.pl?if=gb&file=36171&page=42#%E9%B4%89
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/11/post-20c8.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/11/post-20c8.html
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2540092/55
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1123104/145
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1123104/145
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1123104/145
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1123104/145
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1123104/146
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/07/post-b841e0.html
https://www.grimmstories.com/ja/grimm_dowa/nanaha_no_karasu
https://www.grimmstories.com/ja/grimm_dowa/nanaha_no_karasu


り
が
ら
す
」
、
學
名
コ
ル
ヴ
ス
、
コ
ラ
ク
ス
が
ラ
ヴ
ヱ
ン
に
正
當
す
る
。
「
わ
た
り
が
ら
す
」
は
北
亞
細
亞

（
吾
が
千
島
に
も
有
り
）
と
全
歐
州
、
西
半
球
で
は
北
氷
洋
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
底
本
で
は
「
北
米
洋
」

で
あ
る
が
、
同
種
の
分
布
範
囲
か
ら
選
集
の
「
北
氷
洋
」
を
採
っ
た
。
］
よ
り
ガ
テ
マ
ラ
國
ま
で
棲
み
、

烏
屬
中
尤
も
分
布
廣
い
物
だ
。
又
此
篇
に
烏
と
書
く
は
英
語
で
ク
ロ
ウ
、
本
邦
で
普
通
に
「
は
し
ぼ
そ
が

ら
す
」
に
宛
て
ゝ
居
る
。
英
國
で
も
ク
ロ
ウ
と
呼
だ
は
、
成
る
程
「
は
し
ぼ
そ
」
だ
が
、
今
日
は
正
名
ル

ク
、
學
名
コ
ル
ヴ
ス
、
フ
ル
ギ
レ
グ
ス
た
る
べ
き
者
（
吾
國
の
「
み
や
ま
が
ら
す
」
に
近
い
）
を
ク
ロ
ウ

と
云
ひ
居
る
。
本
草
綱
目
に
烏
鴉
を
四
種
に
分
つ
。O
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に
、
そ
の
四
種

を
釋
し
て
、
紅
嘴
鴉
、
又
、
山
烏
、
又
、
鷁げ

き

と
は
英
語
で ch

o
u
g
h
 

是
は
嘴
細
長
く
て
鉤ま

が

り
脚
と
嘴
が
紅
い
。

英
語
で

紅

脚

烏

レ
ツ
ド
・
レ
グ
ド
・
ク
ロ
ウ

と
も
い
ふ
。
學
名
ピ
ロ
コ
ラ
ク
ス
、
グ
ラ
ク
ル
ス
、
次
の
燕
烏
、
又
、
鬼
雀
は
學
名

コ
ル
ヴ
ス
、
ト
ル
ク
ワ
ツ
ス
、
此
二
種
は
日
本
に
無
い
ら
し
い
。
次
に
慈
烏
、
又
、
慈
鴉
、
又
、
寒
鴉
、

又
、
孝
烏
は
英
名
ブ
ラ
ツ
ク
・
ジ
ヤ
ク
ド
ー
、
學
名
コ
ル
ヴ
ス
、
ネ
グ
レ
ク
ツ
ス
だ
ろ
と
有
る
。
故
小
川

氏
の
日
本
鳥
類
目
錄
に
大
阪
長
崎
產
と
有
る
が
、
和
名
を
擧
げ
ぬ
を
見
る
と
日
本
に
少
な
い
者
歟
。
次
に

鴉
烏
、
又
、
烏
鴉
、
又
、
大
嘴
鴉
は
「
は
し
ぼ
そ
」
と
ル
ク
と
「
わ
た
り
が
ら
す
」
を
併
稱
す
る
ら
し
い

と
云
ふ
。
扨
、
本
草
に
は
見
え
ぬ
が
、
カ
ル
ガ
地
方
で
老
鴰

ラ
ヲ
ク
ワ

と
呼
ぶ
の
が
日
本
の
「
は
し
ぶ
と
が
ら
す
」

と
同
物
ら
し
い
。
廣
韻
に
、
鴉
は
烏
の
別
名
、
格
物
論
に
烏
は
鴉
の
別
名
に
て
、
種
類
又
繁
、
有
小
而
多

羣
、
腹
下
白
者
、
爲
鴉
鳥
、
有
小
嘴
而
白
、
比
他
鳥
微
小
長
、
而
反
哺
其
母
者
、
爲
慈
烏
、
大
喙
及
白
頸
、

而
不
能
反
哺
者
、
南
人
謂
之
鬼
雀
、
又
謂
之
老
鴉
、
鳴
則
有
凶
咎
。
是
と
モ
レ
ン
ド
ル
フ
の
釋
と
合
せ
攷

ふ
る
に
、
支
那
で
專
ら
其
鳴
く
を
忌
む
烏
は
日
本
に
無
い
燕
烏
で
、
反
哺
の
孝
で
名
高
い
慈
烏
は
、
大
阪

長
崎
等
に
有
る
も
、
今
に
日
本
名
も
付
か
ぬ
程
尋
常
見
ら
れ
ぬ
者
、
從
つ
て
自
分
の
孝
行
は
口
ば
か
り
で
、

偶
々
四
十
九
歲
迄
飮
み
續
け
て
孝
を
勵
む
吾
輩
を
見
る
も
、
徒
ら
に
嘲
笑
す
る
者
、
世
間
、
皆
、
然
り
だ
。

其
か
ら
、
鴉
烏
、
又
、
烏
鴉
は
大
嘴
と
も
云
は
る
ゝ
か
ら
、
訓
蒙
圖
彙
や
倭
漢
三
才
圖
會
や
須
川
氏
譯
の

具
氏
博
物
學
等
に
烏
を
「
は
し
ぼ
そ
」、
鴉
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
底
本
は
「
烏
」
だ
が
、
選
集
で
訂
し
た
。
］

を
「
は
し
ぶ
と
」
と
し
居
る
が
、
其
實
支
那
の
鴉
烏
、
又
、
烏
鴉
は
、
主
と
し
て
本
邦
の
「
は
し
ぼ
そ
」

に
當
る
。
本
邦
の
「
は
し
ぶ
と
」
は
支
那
の
大
嘴
鴉
、
乃
ち
「
は
し
ぼ
そ
」
よ
り
一
層
嘴
が
太
い
。
比
較

上
附
ら
れ
た
名
で
、
學
名
を
、
ボ
ナ
パ
ル
ト
親
王
が
コ
ル
ヴ
ス
、
ヤ
ポ
ネ
ン
シ
ス
と
附
け
た
は
日
本
に
專

ら
固
有
な
が
ら
、
又
ワ
グ
レ
ル
が
コ
ル
ヴ
ス
、
マ
ク
ロ
リ
ン
ク
ス
と
附
け
た
は
「
は
し
ぶ
と
」
を
其
儘
直

譯
し
た
の
だ
ろ
。
斯
く
本
家
本
元
の
支
那
で
烏
と
鴉
を
通
用
し
た
り
、
烏
鴉
と
か
寒
鴉
と
か
老
鴉
と
か
種

別
も
多
き
に
、
普
通
の
書
史
に
は
一
々
何
種
の
烏
と
判
つ
て
書
か
ず
、
本
邦
に
も
地
方
に
よ
り
「
は
し
ぶ

と
」
多
く
又
「
は
し
ぼ
そ
」
が
多
い
。
此
二
つ
の
外
に
、
烏
の
一
類
で
日
本
で
「
か
ら
す
」
と
名
の
附
く

鳥
が
、
小
川
氏
の
目
錄
を
一
瞥
し
て
も
十
一
種
有
る
。
本
草
啓
蒙
に
、
熊
野
烏
は
一
名
那
智
烏
、
大
さ



白
頭
鳥

ひ

よ

ど

り

の
如
く
全
身
黑
く
、
頂
毛
立
つ
て
、
白
頭
鳥
の
如
し
と
有
る
か
ら
、
牛
王
に
印
し
た
烏
は
「
は
し

ぼ
そ
」
で
も
「
は
し
ぶ
と
」
で
も
無
い
特
種
と
見
え
る
。
一
八
五
一
年
板
モ
ニ
ヤ
ー
、
ウ
ヰ
リ
ア
ム
ス
の

英
梵
字
典
に
、
ク
ロ
ウ
の
梵
名
三
十
ば
か
り
、
ラ
ヴ
ヱ
ン
の
を
十
三
出
せ
る
が
、
是
又
支
那
同
樣
多
種
に

涉
つ
た
名
で
混
雜
も
少
な
か
ら
じ
と
察
す
る
。
印
度
の
家
邊
に
多
き
烏

ク
ロ
ウ

は
學
名
コ
ル
ヴ
ス
、
ス
プ
レ
ン
デ

ン
ス
、
是
は
其
羽
が
特
に
光
る
か
ら
で
、
經
律
異
相
二
十
一
に
引
い
た
野
狐
經
に
、
野
狐
が
烏
を
讃
め
て
、

唯
尊
在
樹
上
、
智
慧
最
第
一
、
明
照
十
方
、
如
積
紫
磨
金
と
有
る
も
過
譽
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ほ
め
す

ぎ
」
。
］
で
無
い
。
水
牛
と
仲
善
い
烏
の
事
は
、
上
に
述
べ
た
。

鴉
ラ
ヴ
ヱ
ン

に
相
當
す
る
印
度
種
は
、
先
づ
「
わ

た
り
が
ら
す
」
の
多
少
變
つ
た
者
ら
し
い
。
其
か
ら
濠
州
や
阿
非
利
加
南
北
亞
米
利
加
の
烏
や
烏
と
通
稱

さ
る
ゝ
物
は
、
又
そ
れ
ぞ
れ
異
つ
て
居
る
。
一
口
に
烏
、
又
、
鴉
、
ク
ロ
ウ
、
又
、
ラ
ヴ
ヱ
ン
と
云
ふ
物

の
實
際
、
斯
く
込
入
つ
て
居
る
所
へ
、
佛
經
を
漢
譯
す
る
輩
は
ク
ロ
ウ
（
梵
名
カ
ー
カ
）
ラ
ヴ
ヱ
ン
（
梵

名
カ
ー
カ
ー
ラ
）
の
區
別
も
せ
ず
、
烏
鴉
通
用
で
遣
つ
て
除
け
た
ら
し
く
、
飜
譯
名
義
集
な
ど
に
烏
鴉
の

梵
名
の
沙
汰
一
向
見
え
ぬ
。
こ
ん
な
次
第
だ
か
ら
、
本
篇
に
は
、
本
邦
の
「
は
し
ぼ
そ
」
は
素
よ
り
支
那

の
本
文
の
譯
經
の
烏
、
又
英
文
で
ク
ロ
ウ
及
び
ル
ク
と
有
る
「
か
ら
す
」
を
一
切
烏
と
書
き
、
本
邦
の
「
は

し
ぼ
そ
」
と
支
那
の
本
文
や
譯
經
の
鴉
、
又
英
文
で
ラ
ヴ
ヱ
ン
と
有
る
「
か
ら
す
」
を
凡
て
鴉
と
書
い
て
置

く
。
動
物
學
上
の
議
論
で
無
く
、
要
は
口
碑
や
風
俗
に
關
す
る
語
を
書
く
の
だ
か
ら
、
た
ゞ
烏

ク
ロ
ウ

と

鴉
ラ
ヴ
ヱ
ン

が

別
物
と
さ
へ
判
れ
ば
足
る
ん
ぢ
や
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
太
字
は
底
本
で
は
傍
点
「
ヽ
」
。
ま
た
、
複
数
の
「
ラ
ヴ
ヱ
ン
」
は
実
は
出
て
く
る
つ

ど
、
か
な
り
表
記
が
異
な
っ
て
い
る
の
だ
が
（「
ン
」
が
「
ン

」
だ
っ
た
り
、
「
ヱ
」
が
「
エ
」
だ
っ
た
り
と

グ
チ
ャ
グ
チ
ャ
で
あ
る
）
総
て
「
ラ
ヴ
ヱ
ン
」
で
統
一
に
し
た
（
因
み
に
選
集
で
は
総
て
『
ラ
ヴ
ェ
ン
』
で

あ
る
）。 

『
爰
に
い
ふ
鴉
は
英
語
で
ラ
ヴ
エ
ン
わ
が
邦
で
從
來
「
は
し
ぶ
と
が
ら
す
」
に
宛
て
ゝ
居
る
。
實
は
「
わ

た
り
が
ら
す
」、
學
名
コ
ル
ヴ
ス
、
コ
ラ
ク
ス
が
ラ
ヴ
ヱ
ン
に
正
當
す
る
。「
わ
た
り
が
ら
す
」
は
北
亞
細

亞
（
吾
が
千
島
に
も
有
り
）
』
「rav

en

」
（
音
写
す
る
と
「
レ
ェ
イ
ヴ
ェ
ン
」
が
近
い
）
は
熊
楠
の
言
う
よ

う
に
、
鳥
綱
ス
ズ
メ
目
カ
ラ
ス
科
カ
ラ
ス
属
ワ
タ
リ
ガ
ラ
ス C

o
rvu

s co
ra

x 

で
を
指
し
、
現
在
の
千
島
を

失
っ
て
い
る
状
態
で
は
、
本
邦
に
は
分
布
し
な
い
種
で
あ
る
。
以
下
の
分
布
域
は
当
該
ウ
ィ
キ
に
あ
る
世

界
の
分
布
地
図
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

「
ガ
テ
マ
ラ
國
」
メ
キ
シ
コ
の
南
に
あ
る
中
米
の
現
在
の
グ
ア
テ
マ
ラ
共
和
国
（
ス
ペ
イ
ン
語
：

R
ep

ú
b
lica d

e G
u
atem

ala

）
の
こ
と
。 

『
此
篇
に
烏
と
書
く
は
英
語
で
ク
ロ
ウ
本
邦
で
普
通
に
「
は
し
ぼ
そ
が
ら
す
」
に
宛
て
ゝ
居
る
』
「cro

w

」

は
カ
ラ
ス
の
総
称
。
英
和
辞
書
に
よ
れ
ば
、
大
型
の
も
の
は
「rav

en

」
、
中
型
を
「cro

w

」
、
小
型
を 

「jack
d
aw

」
或
い
は
「ro

o
k

」
と
一
般
に
呼
ん
で
い
る
と
す
る
。
さ
て
、
日
本
で
「
カ
ラ
ス
」
と
い
え
ば
、

通
常
は
「carrio

n
 cro

w

」
＝
ハ
シ
ボ
ソ
ガ
ラ
ス
を
指
す
が
、
実
は
ス
ズ
メ
目
カ
ラ
ス
科
カ
ラ
ス
属
ハ
シ
ボ

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%AF%E3%82%BF%E3%83%AA%E3%82%AC%E3%83%A9%E3%82%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%AF%E3%82%BF%E3%83%AA%E3%82%AC%E3%83%A9%E3%82%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%AF%E3%82%BF%E3%83%AA%E3%82%AC%E3%83%A9%E3%82%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%AF%E3%82%BF%E3%83%AA%E3%82%AC%E3%83%A9%E3%82%B9#/media/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Corvus_corax_map.jpg
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%AF%E3%82%BF%E3%83%AA%E3%82%AC%E3%83%A9%E3%82%B9#/media/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Corvus_corax_map.jpg


ソ
ガ
ラ
ス C

o
rvu

s co
ro

n
e

（
嘴
細
烏
。
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
東
部
と
西
部
の
み
に
分
布
）
も
ハ
シ
ブ
ト
ガ

ラ
ス
ス
ズ
メ
目
カ
ラ
ス
科
カ
ラ
ス
属
ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス C

o
rvu

s m
a
cro

rh
yn

ch
o
s

（
嘴
太
烏
。
本
邦
で
単
に

「
カ
ラ
ス
」
と
言
っ
た
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
東
部
の
み
に
分
布
）
も
ア
ジ
ア
に
し
か
棲
息
せ
ず
、
イ
ギ
リ
ス

や
ア
メ
リ
カ
に
は
棲
息
し
て
い
な
い
。
博
物
誌
は
私
の
「
和
漢
三
才
圖
會
第
四
十
三 

林
禽
類 

慈
烏

（
か
ら
す
） 

（
ハ
シ
ボ
ソ
ガ
ラ
ス
）
」
、
及
び
、
「
和
漢
三
才
圖
會
第
四
十
三 

林
禽
類 

大
觜
烏
（
は

し
ぶ
と
） 

（
ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス
）」
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

『
英
國
で
も
ク
ロ
ウ
と
呼
だ
は
成
る
程
「
は
し
ぼ
そ
」
だ
が
、
今
日
は
正
名
ル
ク
、
學
名
コ
ル
ヴ
ス
、
フ

ル
ギ
レ
グ
ス
た
る
べ
き
者
（
吾
國
の
「
み
や
ま
が
ら
す
」
に
近
い
）
を
ク
ロ
ウ
と
云
ひ
居
る
』
あ
る
英
語

辞
書
で
は
確
か
に
イ
ギ
リ
ス
で
は
イ
ギ
リ
ス
の
棲
息
し
な
い
ハ
シ
ボ
ソ
ガ
ラ
ス
を
「cro

w

」
と
呼
ぶ
と
も

あ
っ
た
が
、
現
行
で
は
、
英
語
「ro

o
k

」
は
、
熊
楠
は
近
縁
種
み
た
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
が
、
本

邦
に
も
分
布
す
る
、
ず
ば
り
、
カ
ラ
ス
属
ミ
ヤ
マ
ガ
ラ
ス C

o
rvu

s fru
g
ileg

u
s 

を
指
す
。「
和
漢
三
才
圖
會

第
四
十
三 

林
禽
類 

山
烏
（
や
ま
が
ら
す
） 

（
ミ
ヤ
マ
ガ
ラ
ス
）」
も
参
照
さ
れ
た
い
。 

「
本
草
綱
目
に
烏
鴉
を
四
種
に
分
つ
」
幸
い
寺
島
が
「
和
漢
三
才
圖
會
第
四
十
三 

林
禽
類 

慈
烏
（
か

ら
す
） 

（
ハ
シ
ボ
ソ
ガ
ラ
ス
）
」
で
引
い
て
い
る
の
で
、
和
訳
し
て
お
く
と
、 

①
「
慈
烏
」（
じ
う
）。
小
型
で
純
黒
。
嘴
が
小
さ
く
、
反
哺

は

ん

ぽ

（
伝
説
で
、
成
体
に
な
る
と
、
自
分
に
し
て
呉

れ
た
よ
う
に
親
に
給
餌
す
る
を
こ
と
を
言
う
。）
す
る
。 

②
「
鴉
烏
」（
あ
う
）。「
慈
烏
」
に
似
る
が
、
大
き
く
、
觜
や
腹
下
が
白
い
。
反
哺
を
し
な
い
。 

③
「
燕
烏
」（
え
ん
う
）。「
鴉
烏
」
に
似
て
、
大
き
く
、
項

う
な
じ

が
白
い
。 

④
「
山
烏
」（
さ
ん
う
）。「
鴉
烏
」
に
似
て
、
小
さ
く
、
嘴
が
赤
い
。
穴
居
す
る
。 

と
な
る
。
中
国
と
い
う
条
件
と
後
の
熊
楠
の
解
説
か
ら
、
こ
れ
は
、 

①
「
慈
烏
」
＝
カ
ラ
ス
属
コ
ク
マ
ル
ガ
ラ
ス C

o
rvu

s d
a
u

u
ricu

s

（
種
小
名
は
ダ
ウ
ー
リ
ア
地
方
（
ダ
ウ
ー

ル
族
の
根
拠
地
と
さ
れ
る
。
バ
イ
カ
ル
湖
の
東
に
相
当
す
る
）
に
由
来
し
、
朝
鮮
半
島
・
中
国
・
台
湾
・
日

本
・
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
・
ロ
シ
ア
東
部
に
分
布
す
る
。
本
邦
に
は
越
冬
の
た
め
、
本
州
西
部
、
特
に
九

州
に
飛
来
す
る
冬
鳥
で
、
稀
に
北
海
道
・
本
州
東
部
・
四
国
に
も
飛
来
す
る
こ
と
が
あ
る
。
全
長
三
十
三
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
本
邦
に
飛
来
す
る
カ
ラ
ス
属
で
は
最
小
種
で
あ
る
。
全
身
は
黒
い
羽
毛
で
覆
わ
れ
、
側

頭
部
に
灰
色
の
羽
毛
が
混
じ
る
。
頸
部
か
ら
腹
部
の
羽
毛
が
白
い
淡
色
型
と
、
全
身
の
羽
毛
が
黒
い
黒
色
型

が
い
る
。
嘴
は
細
く
短
い
。） 

②
「
鴉
烏
」
＝
ハ
シ
ボ
ソ
ガ
ラ
ス
・
ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス
・
カ
ラ
ス
属
ワ
タ
リ
ガ
ラ
ス C

o
rvu

s co
ra

x

（
ユ
ー

ラ
シ
ア
大
陸
全
域
・
北
米
大
陸
に
分
布
す
る
。
本
邦
で
は
北
海
道
に
於
い
て
冬
の
渡
り
鳥
と
し
て
、
例
年
。

観
察
さ
れ
る
。
ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス
よ
り
も
一
回
り
大
き
く
、
全
長
六
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。） 

③
「
燕
烏
」
＝
カ
ラ
ス
属
ク
ビ
ワ
ガ
ラ
スC

o
rvu

s to
rq

u
a
tu

s 

（
英
名
も
文
字
通
り
「C

o
lla

red
 cro

w

」
で

あ
る
。
中
国
・
台
湾
に
分
布
（
本
邦
に
は
棲
息
し
な
い
）。
英
文
の
当
該
種
の
ウ
ィ
キ
の
写
真
を
見
ら
れ
た

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/11/post-20c8.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/11/post-20c8.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/11/post-7692.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/11/post-7692.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/11/post-10e3.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/11/post-10e3.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/11/post-10e3.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/11/post-10e3.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/11/post-20c8.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/11/post-20c8.html
https://en.wikipedia.org/wiki/Collared_crow


い
） 

④
「
山
烏
」
＝
カ
ラ
ス
科
ベ
ニ
ハ
シ
ガ
ラ
ス
属
ベ
ニ
ハ
シ
ガ
ラ
ス

P
ica

 p
yrrh

o
co

ra
x

（
中
国
東
北
部
で
は

や
や
標
高
の
低
い
草
原
に
群
れ
で
見
ら
れ
る
。
本
邦
に
は
棲
息
し
な
い
。
全
身
の
羽
衣
は
光
沢
の
あ
る
黒
色

で
、
嘴
が
赤
く
、
細
長
く
、
し
か
も
下
方
に
湾
曲
し
て
先
が
尖
る
。
足
も
赤
色
で
あ
る
。） 

に
比
定
し
て
よ
い
と
私
は
思
う
。 

「O
.F

.v
o
n
 M

o
llen

d
o
rff

」
ド
イ
ツ
の
動
物
学
者
（
専
門
は
有
肺
類
（
カ
タ
ツ
ム
リ
類
）
）
オ
ッ
ト
ー
・
フ

ラ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
メ
レ
ン
ド
ル
フ
（O

tto
 F

ran
z v

o
n
 M

ö
llen

d
o
rff 

一
八
四
八
年
～
一
九
〇
三
年
）。 

 

「T
h
e V

erteb
rata o

f th
e P

ro
v
in

ce o
f C

h
ih

li w
ith

 N
o
tes o

n
 C

h
in

ese Z
o

o
lo

g
ical N

o
m

en
clatu

re

」「
河
北

省
の
脊
椎
動
物
と
中
国
の
『
動
物
命
名
規
約
』
に
関
す
る
注
記
」
。
当
該
資
料
を
ネ
ッ
ト
上
に
見
出
す
こ

と
は
出
来
な
か
っ
た
。 

「
紅
嘴
鴉
又
山
烏
鷁げ

き

と
は
英
語
で ch

o
u
g

h

」
ベ
ニ
ハ
シ
ガ
ラ
ス
。
英
語
で
は
事
実
、
単
に
「ch

o
u

g
h

」

（
チ
ャ
フ
）
或
い
は
「R

ed
-b

illed
 C

h
o
u
g
h

」（「
赤
い
嘴
を
持
っ
た
チ
ャ
フ
」
）
と
呼
ぶ
。
因
み
に
、
学
名

の
「p

yrrh
o
co

ra
x 

」
（
ピ
ュ
ロ
コ
ラ
ッ
ク
ス
）
も
ギ
リ
シ
ア
語
で
「
炎
色
の
カ
ラ
ス
」
の
意
で
あ
る
。
「
學

名
ピ
ロ
コ
ラ
ク
ス
、
グ
ラ
ク
ル
ス
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
リ
ン
ネ
が
最
初
に
同
種
に
命
名
し
た
シ
ノ
ニ
ム

で
あ
る

C
o
rvu

s g
ra

cu
lu

s L
. 

を
指
す
（
英
文
学
術
論
文
で
確
認
済
み
）。
但
し
、
こ
の
熊
楠
の
言
う
通
り

の
そ
れ
、P

yrrh
o
co

ra
x g

ra
cu

lu
s

は
、
調
べ
た
と
こ
ろ
、
現
在
、
同
じ
ベ
ニ
ハ
シ
ガ
ラ
ス
属
の
別
種
キ
バ

シ
ガ
ラ
ス
（
黄
嘴
烏
）P

yrrh
o
co

ra
x g

ra
cu

lu
s L

.  

に
与
え
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
混
乱
を
生
ず
る

の
で
、
ま
ず
い
。 

「
燕
烏
又
鬼
雀
は
學
名
コ
ル
ヴ
ス
、
ト
ル
ク
ワ
ツ
ス
」
先
に
示
し
た
ク
ビ
ワ
ガ
ラ
ス
。 

「
慈
烏
又
慈
鴉
又
寒
鴉
又
孝
烏
は
英
名
ブ
ラ
ツ
ク
・
ジ
ヤ
ク
ド
ー
、
學
名
コ
ル
ヴ
ス
、
ネ
グ
レ
ク
ツ
ス
」

こ
れ
が
困
っ
た
。
ま
ず
、
英
語
の
「b

lack
 jack

d
aw

」
で
は
種
同
定
が
出
来
な
い
。
た
だ
、
「jack

d
aw

」

は
通
常
は
カ
ラ
ス
属
コ
ク
マ
ル
ガ
ラ
ス C

o
rvu

s d
a
u
u
ricu

s 

を
指
す
。
先
に
注
し
た
通
り
、
同
種
に
は
全
身

が
黒
い
黒
色
型
が
い
る
の
で
、
そ
れ
を
指
す
と
考
え
れ
ば
い
い
の
だ
が
、
こ
の
「
コ
ル
ヴ
ス
、
ネ
グ
レ
ク

ツ
ス
」
と
い
う
の
が
、
見
当
た
ら
な
い
。
コ
ク
マ
ル
ガ
ラ
ス
の
シ
ノ
ニ
ム
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
で
終
わ
る
の

だ
が
、
い
っ
か
な
見
当
た
ら
な
い
。
一
つ
気
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
「
ネ
グ
レ
ク
ツ
ス
」
と
い
う
種
小
名
で
、

こ
れ
は
真
っ
黒
な
「ja

ck
d

a
w

」
で
、「n

eg
ro

」
由
来
な
で
は
な
い
か
？ 

と
い
う
疑
問
で
あ
っ
た
。
も
し
、

だ
と
す
れ
ば
、
こ
れ
に
は
差
別
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
感
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
如
何
に
差
別
的
で
あ
っ
て
も
、

命
名
規
約
上
、
そ
れ
ら
は
資
料
と
し
て
必
ず
残
さ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
見
つ
か
ら
な
い
の
は
、
そ
も
そ
も

が
、
お
か
し
い
の
だ
。
差
別
学
名
だ
か
ら
、
抹
消
し
て
な
か
っ
た
こ
と
に
す
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
の
で
あ

る
。
絶
対
的
「
言
葉
狩
り
」
が
生
物
の
種
同
定
を
混
乱
さ
せ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ

う
し
た
こ
と
が
差
別
撤
廃
の
普
遍
的
な
正
当
性
だ
な
ど
と
主
張
す
る
な
ら
、
バ
カ
ガ
イ
（
「
馬
鹿
」
と
は
違

う
と
い
う
語
源
説
な
ど
問
題
に
な
ら
ぬ
。
「
馬
鹿
」
を
連
想
さ
せ
る
以
上
、
そ
れ
は
差
別
語
と
な
る
）
や



「
～
モ
ド
キ
」
と
い
う
当
該
生
物
の
冤
罪
的
偽
物
扱
い
の
和
名
群
も
、
こ
れ
、
ご
っ
そ
り
、
総
て
、
変
え
ね

ば
、
お
か
し
い
だ
ろ
が
ッ
ツ
！
？
！ 

「
故
小
川
氏
の
日
本
鳥
類
目
錄
」
鳥
類
学
者
小
川
三
紀

み

の

り

（
明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
～
明
治
四
一
（
一
九

〇
八
）
年
：
静
岡
市
生
ま
れ
。
旧
制
中
学
四
年
で
処
女
論
文
を
発
表
し
、
一
高
・
東
京
帝
大
医
科
大
在
学

以
降
、
飯
島
魁

い
さ
お

（
動
物
学
者
。
特
に
鳥
類
・
魚
類
や
海
綿
・
寄
生
虫
に
関
す
る
研
究
で
知
ら
れ
、
黎
明
期

の
本
邦
の
動
物
学
の
近
代
化
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
）
東
京
帝
大
教
授
を
助
け
て
、
剥
製
標
本
や
鳥

卵
標
本
を
集
め
、
日
本
鳥
類
学
の
礎
を
築
い
た
。
奄
美
・
琉
球
産
鳥
類
の
研
究
で
知
ら
れ
る
ほ
か
、
五
百

二
種
を
記
載
し
た
主
著
「
日
本
産
鳥
類
目
録
」
（
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
刊
）
は
鳥
類
研
究
者
の
座

右
の
書
と
な
っ
た
。
精
力
的
で
発
想
の
豊
か
な
人
物
で
あ
っ
た
が
、
京
都
帝
大
福
岡
医
科
大
（
現
在
の
九

大
医
学
部
の
前
身
）
在
職
中
に
数
え
三
十
四
の
若
さ
で
病
没
し
た
。
そ
の
名
は
リ
（
ス
ズ
メ
目
ス
ズ
メ
亜

目
ヒ
タ
キ
科 L

u
scin

ia 

（
ル
ス
キ
ニ
ア
）
属
オ
ガ
ワ
コ
マ
ド
リ L

u
scin

ia
 svecica

 

の
和
名
に
残
っ
て
い
る
。 

「
カ
ル
ガ
地
方
」（К

ал
у
га

／
ラ
テ
ン
文
字
転
写
：K

alu
g

a
）
は
現
在
の
ロ
シ
ア
連
邦
西
部
の
カ
ル
ー
ガ
州
。

モ
ス
ク
ワ
の
南
西
約
百
九
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
オ
カ
川
沿
い
に
位
置
し
、
モ
ス
ク
ワ
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
キ

エ
フ
を
結
ぶ
鉄
道
や
高
速
道
路
が
通
る
。
十
四
世
紀
半
ば
に
モ
ス
ク
ワ
大
公
国
の
時
代
に
要
塞
が
築
か
れ

た
の
を
始
ま
り
と
す
る
。
旧
ソ
連
時
代
は
軍
需
産
業
、
ソ
連
崩
壊
後
は
自
動
車
工
業
が
盛
ん
。
ロ
ケ
ッ
ト

工
学
の
先
駆
者
ツ
ィ
オ
ル
コ
フ
ス
キ
ー
所
縁
の
地
と
し
て
知
ら
れ
、
彼
の
業
績
を
称
え
た
博
物
館
が
あ
る
。

こ
こ
。 

「
老
鴰

ラ
ヲ
ク
ワ

」
（lǎo

g
u
ā

）
中
国
の
北
方
方
言
で
「
カ
ラ
ス
」
の
こ
と
。
熊
楠
は
『
「
は
し
ぶ
と
が
ら
す
」
と
同

物
ら
し
い
』
と
す
る
が
、
多
分
、
違
う
。
ワ
タ
リ
ガ
ラ
ス
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
に
し
て
も
、
東
欧
に
近

い
ロ
シ
ア
の
鳥
を
示
す
の
に
、
こ
れ
は
な
い
だ
ろ
う
と
思
う
ん
だ
が
ね
ぇ
？…

…
 

「
廣
韻
」
（
く
わ
う
ゐ
ん
（
こ
う
い
ん
）
）
は
韻
書
「
大
宋
重
修
広
韻
」
。
北
宋
の
陳
彭
年
や
丘
雍

き
ゅ
う
よ
う

な
ど
に

よ
る
奉
勅
撰
。
一
〇
〇
八
年
に
完
成
し
た
。「
切
韻
」
「
唐
韻
」
の
音
系
と
反
切
を
継
承
し
、
平
声
（
上
・

下
）
・
上
声
・
去
声
・
入
声
の
全
五
巻
か
ら
成
り
、
二
万
六
千
百
九
十
四
字
を
収
め
、
平
・
上
・
去
・
入

の
二
百
六
韻
に
分
け
て
あ
る
。
古
代
の
字
音
を
知
る
上
で
、
極
め
て
重
要
な
資
料
と
さ
れ
る
。 

「
格
物
論
」
不
詳
だ
が
、
調
べ
た
と
こ
ろ
、
熊
楠
の
引
用
す
る
文
字
列
と
合
致
す
る
も
の
が
、
清
の
陳
元

龍
が
一
七
三
五
年
刊
行
し
た
博
物
学
書
「
格
致
鏡
原
」
に
あ
る
こ
と
が
判
っ
た
。
「
漢
籍
リ
ポ
ジ
ト
リ
」

の
「
欽
定
四
庫
全
書
」
の
「
格
致
鏡
原
卷
七
十
九
」
の
「
鳥
類
三
」
の
「0

7
9

-2
b

」
の
四
行
目
を
見
ら
れ

た
い
。
熊
楠
は
こ
こ
を
「
格
物
總
論
烏
鴉
别
名
種
𩔖
亦
繁…

…

」
か
ら
、
頭
を
ち
ょ
っ
と
訳
し
て
引
い
た

の
で
あ
ろ
う
（
表
字
の
一
部
が
異
な
る
が
、
意
味
は
変
わ
ら
な
い
）
。
あ
た
か
も
熊
楠
自
身
が
「
格
物
總

論
」
と
い
う
原
書
を
読
ん
だ
か
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
は
鼻
白
む
。
そ
こ
を
暴
い
て
、
訓
読
し
て
お
く
。 

 
 

 

＊ 

「
格
物
總
論
」
に
、『「
烏う

」
は
「
鴉あ

」
の
別
名
な
り
。
烏
、
種
類
、
又
、
繁お

ほ

し
。
小

し
や
う

に
し
て
、
多
く
羣
が

https://www.google.com/maps/place/%E3%83%AD%E3%82%B7%E3%82%A2+%E3%82%AB%E3%83%AB%E3%83%BC%E3%82%AC/@50.8487538,20.7016219,4z/data=!4m5!3m4!1s0x46ccb26053ecbb5b:0xb74d19a75266027d!8m2!3d54.3872666!4d35.1889094?hl=ja
https://www.kanripo.org/text/KR3k0061/079
https://www.kanripo.org/text/KR3k0061/079


り
、
腹
下
の
白
き
者
、
有
り
、
「
鴉
鳥

あ

て

う

」
と
爲な

す
。
小
さ
き
嘴
に
し
て
白
く
、
他
鳥
に
比
し
、
微か

す

か
に
小す

こ

し
長
く
し
て
、
其
の
母
に
反
哺
す
る
者
、
有
り
、「
慈
烏
」
と
爲
す
。
大
き
な
る

喙
く
ち
ば
し

及
び
白
き
頸
に
し
て
、

反
哺
す
る
能
は
ざ
る
者
は
、
南
人
、
之
れ
を
「
鬼
雀
」
と
謂
ひ
、
又
、
之
れ
を
「
老
鴉
」
と
謂
ふ
。
鳴
け

ば
、
則
ち
、
凶

き
よ
う

咎き
う

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
現
代
仮
名
遣
「
き
ょ
う
き
ゅ
う
」。］
あ
り
。』
と
。 

 
 

 

＊ 

「
訓
蒙
圖
彙
」
（
き
ん
も
う
ず
い
：
現
代
仮
名
遣
）
は
儒
者
で
本
草
学
者
で
も
あ
っ
た
中
村
惕て

き

斎さ
い

（
京
の

呉
服
屋
に
生
ま
れ
た
町
人
で
あ
っ
た
が
、
当
代
の
知
ら
れ
た
思
想
家
伊
藤
仁
斎
と
並
び
称
さ
れ
た
碩
学
で

あ
っ
た
）
に
よ
っ
て
寛
文
六
（
一
六
六
六
）
年
に
著
さ
れ
た
図
入
り
の
類
書
（
百
科
事
典
）
。
全
二
十
巻
。 

「
須
川
氏
譯
の
具
氏
」（
ぐ
し
）
「
博
物
學
」
ア
メ
リ
カ
人
編
集
者
で
作
家
（
児
童
文
学
を
主
と
し
た
）
で

も
あ
っ
た
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
グ
リ
ス
ウ
ォ
ル
ド
・
グ
ッ
ド
リ
ッ
チ
（S

am
u
el G

risw
o
ld

 G
o
o
d
rich

 

一
七
九

三
年
～
一
八
六
〇
年
）
が
一
八
七
三
年
に
出
版
し
た
「A

 p
icto

ria
l N

a
tu

ra
l H

isto
ry

」（「
図
説
博
物
学
」）

を
、
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
に
、
須
川
賢
久
の
訳
、
田
中
芳
男
の
校
閲
で
翻
訳
さ
れ
、
翌
年
に
刊
行
、

明
治
十
年
代
の
小
学
生
の
博
物
教
科
書
と
し
て
大
い
に
使
用
さ
れ
た
そ
れ
を
指
す
。
本
書
は
博
物
学
の
説

明
を
中
心
に
、
宇
宙
や
物
理
に
関
す
る
記
述
も
含
ま
れ
て
い
る
。
早
稲
田
大
学
図
書
館
「
古
典
総
合
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
」
の
こ
ち
ら
で
訳
本
全
十
巻
を
視
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
私
は―

―

六
十
四
に
も
な
っ
た
私

は―
―

一
見
し
て
魅
了
さ
れ
た
。
小
学
生
時
代
に
、
「
微
生
物
を
追
う
人
々
」
に
魅
了
さ
れ
た
如
く
に…

…

。
明
治
初
期
の
日
本
で
は
、
今
日
の
よ
う
な
教
科
書
は
未
だ
存
在
せ
ず
、
欧
米
で
刊
行
さ
れ
た
書
籍
を

翻
訳
・
翻
案
し
て
教
科
書
と
し
て
い
た
。
「
具
氏
博
物
学
」
は
、
こ
う
し
た
明
治
初
期
に
使
わ
れ
た
翻
訳

教
科
書
の
一
つ
で
あ
る
。 

「
ボ
ナ
パ
ル
ト
親
王
が
コ
ル
ヴ
ス
、
ヤ
ポ
ネ
ン
シ
ス
と
附
け
た
」
ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス
亜
種
ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ

ス
に
、C

o
rvu

s m
a
cro

rh
yn

ch
o
s ja

p
o
n
en

sis B
o
n
ap

arte, 1
8
5
0
 

が
あ
る
。 

「
ワ
グ
レ
ル
が
コ
ル
ヴ
ス
、
マ
ク
ロ
リ
ン
ク
ス
と
附
け
た
」C

o
rvu

s m
a
cro

rh
yn

ch
o
s W

ag
ler, 1

8
2
7

。
ハ

シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス
の
タ
イ
プ
種
。 

『
「
本
草
啓
蒙
」
に
熊
野
烏
は
一
名
那
智
烏
、
大
さ
白
頭
鳥

ひ

よ

ど

り

の
如
く
全
身
黑
く
頂
毛
立
つ
て
白
頭
鳥
の
如

し
と
有
る
』
小
野
蘭
山
述
「
重
訂
本
草
綱
目
啓
蒙
」
の
「
慈
烏
」
の
こ
こ
の
右
丁
十
行
目
に
出
る
（
立
項

標
題
は
前
丁
で
あ
る
）。 

「
一
八
五
一
年
板
モ
ニ
ヤ
ー
、
ウ
ヰ
リ
ア
ム
ス
の
英
梵
字
典
」
イ
ギ
リ
ス
の
東
洋
学
者
・
イ
ン
ド
で
オ
ッ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
第
二
代
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
教
授
で
あ
っ
た
モ
ニ
エ
ル
・
モ
ニ
エ
ル
＝
ウ
ィ
リ
ア
ム

ズ
（M

o
n
ier M

o
n
ier-W

illiam
s 

一
八
一
九
年
～
一
八
九
九
年
）
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
辞
典
は
現
在
も
広

く
使
わ
れ
て
い
る
。 

「
印
度
の
家
邊
に
多
き
烏

ク
ロ
ウ

は
學
名
コ
ル
ヴ
ス
、
ス
プ
レ
ン
デ
ン
ス
」
カ
ラ
ス
属
イ
エ
ガ
ラ
ス

C
o
rvu

s 

sp
len

d
en

s 

。
イ
ン
ド
及
び
中
国
南
東
部
が
本
来
の
分
布
域
。
本
邦
に
は
い
な
い
。 

https://www.wul.waseda.ac.jp/kotenseki/html/ni01/ni01_00286/index.html
https://www.wul.waseda.ac.jp/kotenseki/html/ni01/ni01_00286/index.html
https://www.wul.waseda.ac.jp/kotenseki/html/ni01/ni01_00286/index.html
https://www.wul.waseda.ac.jp/kotenseki/html/ni01/ni01_00286/index.html
https://www.wul.waseda.ac.jp/kotenseki/html/ni01/ni01_00286/index.html
https://www.wul.waseda.ac.jp/kotenseki/html/ni01/ni01_00286/index.html
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2555649/48
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2555649/47
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2555649/47


「
經
律
異
相
二
十
一
に
引
い
た
野
狐
經
」
「
大
蔵
経
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
こ
ち
ら
の

「T
2

1
2

1
_.5

3
.0

1
1

4
b

2
8

」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
当
該
部
で
あ
る
。
訓
読
す
る
。 

 
 

 

＊ 

 

唯ひ
と

り
尊

た
つ
と

く
し
て 

樹
上
に
在
り 

 

智
慧 

最
も
第
一
に
し
て 

明
ら
か
に
十
方
を
照
ら
し 

 

紫
磨

し

ま

金ご
ん

を 

積
む
が
ご
と
し 

 
 

 

＊ 

「
紫
磨
金
」「
ゴ
ン
」
は
「
金
」
の
呉
音
。
紫
色
を
帯
び
た
純
粋
の
黄
金
。
最
上
質
の
黄
金
を
指
す
語
。 

「
飜
譯
名
義
集
」
（
ほ
ん
や
く
み
や
う
ぎ
し
ふ
）
は
南
宋
で
一
一
四
三
年
に
成
立
し
た
梵
漢
辞
典
。
七
巻

或
い
は
二
十
巻
。
法
雲
編
。
漢
訳
仏
典
の
重
要
梵
語
二
千
余
を
六
十
四
目
に
分
類
し
、
各
語
に
つ
い
て
、

訳
語
・
出
典
を
記
し
た
も
の
。］ 

  

扨
、
鴉
や
烏
が
膽
勇
に
富
め
る
は
、
和
漢
三
才
圖
會
烏
の
條
に
、
其
肉
味
酸
鹹
臭
、
人
不
食
、
故
常
人

不
恐
人
、
不
屑
鷹
鷂
、
而
恣
園
圃
果
蓏
穀
實
、
竊
人
家
所
晒
魚
肉
餅
糕
等
、
噉
郊
野
屍
肉
、
是
貪
惡
之
甚

者
也
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
私
の
「
和
漢
三
才
圖
會
第
四
十
三 

林
禽
類 
慈
烏
（
か
ら
す
） 

（
ハ
シ
ボ
ソ

ガ
ラ
ス
）
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
当
該
部
を
含
む
原
文
総
て
と
、
訓
読
及
び
私
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
注
を
附
し
て

あ
る
。］
と
讀
む
と
、
人
が
忌
ん
で
殺
さ
ぬ
故
不
敵
に
成
つ
た
樣
だ
が
、
ワ
ラ
ス
の
著
ダ
ー
ヰ
ニ
ズ
ム
に
云

つ
た
通
り
、
氷
雪
斷
え
ぬ
所
に
住
む
鳥
は
、
多
く
は
肉
食
動
物
に
見
露
さ
れ
ぬ
樣
に
其
體
が
氷
雪
同
樣
白

い
。
然
る
に
烏
だ
け
は
常
に
進
ん
で
他
の
動
物
を
侵
す
の
だ
か
ら
、
卑
怯
千
萬
な
擬
似
色
を
要
せ
ず
、
且

つ
群
棲
す
る
も
の
故
色
が
黑
い
と
氷
雪
の
白
い
に
對
照
し
て
反
つ
て
友
を
集
む
る
に
便
有
る
の
だ
。
烏
が

本
來
大
膽
な
の
で
、
決
し
て
人
が
忌
ん
で
殺
さ
ぬ
故
大
膽
に
成
つ
た
の
で
無
い
。
烏
が
明
敏
に
し
て
黠
智

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
か
つ
ち
（
か
っ
ち
）
」
。
「
猾
智
」（
こ
の
場
合
は
歴
史
的
仮
名
遣
は
「
く
わ
つ
ち
」
）

に
同
じ
。
悪
が
し
こ
い
知
恵
。
悪
知
恵
。
］
な
る
は
禽
經
に
烏
の
烏
之
巨
嘴
者
善
避
矰
弋
彈
射
［
や
ぶ
ち

ゃ
ん
注
：
「
巨き

よ

嘴し

な
る
は
、
善
く
矰
弋

そ
う
よ
く

・
彈
射
を
避
く
」
。
「
矰
」
・
「
弋
」
と
も
に
狩
猟
用
具
の
一
つ
。
矢

に
糸
や
網
を
付
け
て
射
ち
、
鳥
や
魚
に
絡
ま
せ
て
捕
る
仕
掛
け
を
言
う
。
本
邦
で
は
「
射い

包く
る

み
」
と
呼
ぶ
。

「
彈
射
」
は
矢
な
ど
を
弾
い
て
射
る
こ
と
。］。T

en
n
en

t, ′S
k
etch

es o
f th

e N
atu

ral H
isto

ry
 o

f C
ey

lo
n
m

′ 

1
8
6
1
, p

p
. 2

5
4
-5

 

に
、
錫
蘭

せ
い
ろ
ん

の
烏
が
、
籃
の
蓋
を
留
置
い
た
栓
を
拔
い
て
其
中
を
覗
い
た
り
、
人
が
肉
を
切

る
と
、
油
斷
す
る
と
こ
ろ
へ
付
け
入
つ
て
、
其
血
塗
れ
な
庖
丁
を
奪
う
た
り
、
殊
に
椿
事
な
は
、
犬
が
骨

を
嚙
む
を
奪
は
ん
迚
、
一
羽
の
烏
が
其
前
に
下
り
て
奇
態
に
踊
り
廻
れ
ど
も
、
犬
、
油
斷
せ
ぬ
故
、
暫
く

飛
去
つ
て
、
棒
組
一
羽
連
れ
來
り
、
二
人
し
て
踊
れ
ど
も
、
效
無
し
、
其
時
、
後
で
來
た
烏
一
計
を
案
じ

出
し
、
一
た
び
空
中
に
飛
騰
つ
て
忽
ち
直
下
し
、
其
嘴
の
全
力
を
竭
し
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
つ
く
し

て
」
。
］
太
く
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
い
た
く
」
。
］
犬
の
背
を
啄
く
。
犬
、
仰
天
し
て
振
向
く
處
を
、
最
初

https://21dzk.l.u-tokyo.ac.jp/SAT/ddb-sat2.php?mode=detail&useid=2121_,53,0114&key=%E8%97%8D
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/11/post-20c8.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/11/post-20c8.html


よ
り
居
つ
た
烏
、
輙

た
や
す

く
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
底
本
で
は
「
轍
」
だ
が
、
特
異
的
に
私
が
訂
し
た
。
］
彼
が

食
ひ
居
つ
た
骨
を
奪
つ
た
等
の
諸
例
を
出
し
居
る
。R

o
m

an
es, ′A

n
im

al In
tellig

en
ce,′ 1

8
8
1
 

に
も
、
烏
の

狡
智
非
常
な
例
を
陳
べ
有
る
。
斯
程
智
慧
有
る
者
故
、
上
に
引
い
た
野
狐
が
烏
を
智
慧
最
第
一
と
讃ほ

め
た

印
度
譚
や
、
母
に
叱
り
出
さ
れ
た
少
女
が
情
夫
に
急
を
報
げ
ん
と
烏
に
助
を
乞
う
辭
に
、
「
智
慧
の
烏
よ
、

鳥
中
の
最
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
い
と
」
。
］
賢
き
者
よ
」
と
言
つ
た
エ
ス
ト
ニ
ア
誕
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

「
た
ん
」
。
「
譚
」
に
同
じ
。
］
が
あ
る
（K

irb
y,′T

h
e 

H
ero

 
o
f 

E
sth

o
n
ia,′ 

1
8

9
5
, 

v
o

l. 
i. 

p
. 

2
1
5

）
。
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ey, ′C
o
m

m
o
n

-P
lace B

o
o
k
, ′ ed

. W
arter, 1

8
7
6
, 3

rd
 S

eris, p
. 6

3
8
 

に
、
英
國
で
烏
群
地
に
小
孔
を
喙

き
開
け
、
檞
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
か
し
わ
」
。
］
の
實
を
埋
め
な
が
ら
前
進
す
る
を
見
た
が
、
後
日
、
烏

が
巢
を
架
け
る
に
足
る
密
林
と
成
つ
た
と
記
す
。
眉
唾
な
樣
な
咄
だ
が
、
米
國
に
穀
を
蒔
い
て
收
穫
す
る

蟻
有
り
、
又
檞
の
實
を
大
木
の
幹
に
自
ら
穿
つ
た
孔
に
塡
め
置
き
、
後
日
實
の
中
に
生
じ
た
蟲む

し

を
食
ふ
用

意
と
す
る
啄
木
鳥
も
あ
る
と
い
う
か
ら
丸
啌う

そ

で
も
無
か
ら
う
。
烏
は
朝
早
く
起
き
捷
く
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：
「
す
ば
や
く
」
。
］
飛
ん
で
諸
方
に
之
き
、
暮
に
栖

す
み
か

に
歸
る
か
ら
、
世
間
雜
多
の
事
を
見
聞
す
て
ふ
處

か
ら
言
つ
た
物
か
、
古
ス
カ
ン
ヂ
ナ
ヴ
ヰ
ア
の
大
神
オ
ヂ
ン
の
肩
に
留
ま
る
鴉
二
つ
、
一
は
考
思

か
ん
が
へ

、
一
は

記
憶

お

ぼ

え

と
名
く
。
大
神
每
朝
之
を
放
て
ば
世
界
を
廻
り
歸
つ
て
悉
皆
の
報
告
す
。
大
神
由
つ
て
洽
く
［
や
ぶ

ち

ゃ

ん

注

：
「

あ

ま

ね

く

」
。
］

天

下

の

事

を

知

る

故

に

鴉

神

の

名

有

り

と

（C
o
llin

 
d
e 

P
lan

cy, ′D
ictio

n
n
aire in

fern
al,′ B

ru
x
elles, 1

8
4
5
, p

.3
4
7

）。
斯
く
烏
は
飛
ぶ
事
捷
く
世
間
を
廣
く
知
る
て

ふ
よ
り
、
所
謂
往
を
推
し
て
來
を
知
る
力
有
り
と
せ
ら
れ
、
古
希
臘
で
は
、
烏
を
ア
ポ
ロ
神
豫
言
の
標
識

と
し
（′E

n
cy

clo
p
aed

ia B
ritan

n
n
ica,′1

1
th

 ed
., v

o
l. ii. A

rt ′A
p
o
llo

′

）、
支
那
で
も
、
本
草
集
解
に
古
有
鴉

經
、
以
占
吉
凶
、
然
北
人
喜
鴉
惡
鵲
、
南
人
喜
鵲
惡
鴉
、
惟
師
曠
（
禽
經
）
以
白
項
者
（
乃
ち
燕
烏
）
爲

不
祥
近
之
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
古
へ
、
「
鴉
經
」
あ
り
、
以
つ
て
吉
凶
を
占
ふ
。
然し

か

も
、
北
人
は
、
鴉
を

喜
び
、

鵲
か
さ
さ
ぎ

を
惡
み
、
南
人
は
、
鵲
を
喜
び
、
鴉
を
惡
む
。
惟た

だ
、
師
曠
（
「
禽
經
」
）
は
、
白
き
項

う
な
じ

な
る

者
（
乃

す
な
は

ち
燕
烏
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
『
「
二
」
の
（
１
）
』
で
私
が
同
定
し
た
ク
ビ
ワ
ガ
ラ
ス
。］
）
を
も
つ

て
不
祥
と
な
し
、
こ
れ
に
近
づ
か
ず
」
。
］
。
酉
陽
雜
俎
に
、
世
有
傳
陰
陽
局
鴉
經
、
謂
東
方
朔
所
著
、
大

略
先
數
其
聲
、
卽
是
甲
聲
、
以
十
干
數
之
、
辨
其
急
緩
、
以
定
吉
凶
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
世
に
「
陰
陽

局
鴉
經
」
を
傳
ふ
る
有
り
。
東
方
朔
の
著
は
す
所
と
謂
へ
り
。
大
略
は
、
先
づ
其
の
聲
を
數
へ
、
卽
ち
、

是
れ
、
甲
の
聲
な
ら
ば
、
十
干
を
以
つ
て
之
れ
を
數
へ
、
其
の
急
緩
を
辨
じ
、
以
つ
て
吉
凶
を
定
む
」
。
］
。

日
本
で
も
烏
鳴
き
は
必
し
も
皆
凶
な
ら
ず
、
例
せ
ば
、
巳
の
時
は
女
に
依
つ
て
口
舌
有
り
、
卯
の
時
は
財

を
得
、
午
の
時
は
得
財
吉
、
又
口
舌
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
財
を
得
る
こ
と
、
吉
、
又
、
口
舌
あ
り
。
」
。］

猶
委
細
は
二
中
歷
第
九
を
覽
な
さ
い
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
み
な
さ
い
」
。
］
。
錫
蘭
で
は
烏
は
常
に
家
邊
に

在
る
物
な
れ
ば
と
て
、
今
日
も
其
行
動
鳴
聲
か
ら
棲
つ
た
樹
の
種
類
迄
考
へ
合
せ
て
吉
凶
を
占
ふ

（T
en

n
en

t 

上
に
引
い
た
處
）。
又
烏
は
善
く
方
角
を
知
る
故
、
人
が
知
ら
ぬ
地
へ
往
く
嚮
導
や
遠
地
へ
遣

る
使
者
と
し
た
例
が
多
い
。
酉
陽
雜
俎
に
、
烏
地
上
に
鳴
け
ば
凶
く
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
あ
し
く
」
。］
、

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat6375957/index.html


人
行
く
に
臨
み
烏
が
鳴
い
て
前
引
す
れ
ば
喜
多
し
と
有
り
。
八
咫
烏
が
神
武
帝
の
軍
勢
を
導
き
し
事
日
本

紀
に
見
え
、
古
希
臘
テ
ー
ラ
の
貴
人
バ
ツ
ト
ス
が
未
知
の
地
に
安
着
し
て
殖
民
し
得
た
の
も
實
に
鴉
の
案

内
に
憑
つ
た
の
で
、
鴉
の
義
に
基
い
て
其
地
を
キ
レ
ー
ネ
ー
と
命
じ
た
（C

o
x

, ′A
n
 In

tro
d
u
ctio

n
 to

 F
o
lk

-

L
o
re,′ 1

8
9
5
, p

.1
0
4

）
。
但
し
宣
室
志
に
は
軍
出
る
に
鳶
や
烏
が
後
に
隨
ふ
は
敗
亡
の
徵
と
有
る
。
ヘ
ブ
リ

ウ
の
古
傳
に
ノ
ア
大
洪
水
に
漂

た
ゞ
よ

う
た
時
、
三
つ
の
鳥
を
放
つ
に
三
度
目
の
鴉
が
陸
地
を
見
出
し
た
。
三
つ

の
鳥
は
鴉

か
ら
す

、

鴿
い
へ
ば
と

、
鴿は

と

と
云
ふ
の
と
、
鴿
、
燕
、
鴉
と
云
ふ
の
と
、
二
說
有
る
が
、
チ
エ
ー
ン
は
鴉
が
最

後
に
陸
を
發
見
し
た
說
を
正
と
し
た
。
北
米
土
人
の
話
に
も
似
た
事
が
あ
れ
ど
、
鴉
の
代
り
に
他
の
鳥
と

し
て
お
る
（′E

n
cy

clo
p
aed

ia B
ritan

n
ica,′ v

o
l.v

ii, p
.9

7
8

）。
又
那
威
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ノ
ル
ウ
ェ
ー
」。］

の
フ
ロ
キ
氷

州

ア
イ
ス
ラ
ン
ド

に
航
せ
ん
と
出
立
の
際
、
三
羽
の
鴉
を
諸
神
に
捧
げ
、
遠
く
海
に
浮
ん
で
先
づ
一
羽
を

放
つ
と
、
元
來
し
方
へ
飛
往
く
を
見
て
、
前
途
、
猶
遙
か
な
り
と
知
り
、
進
行
中
、
又
一
羽
を
放
つ
と
空

を
飛
び
廻
つ
て
船
に
戾
つ
た
の
で
、
鳥
も
通
わ
ぬ
絕
海
に
有
り
と
了さ

と

つ
た
。
三
度
目
に
飛
ば
し
た
奴
が
仔

細
構
は
ず
前
進
す
。
其
を
蹤

あ
と
つ

け
て
船
を
進
め
て
、
到
頭
、
氷
州
の
東
濱
に
著
い
た
と
云
ふ
が
、
其
頃
那
威

に
は
オ
ヂ
ン
大
神
の
使
物
た
る
鴉
を
特
別
に
訓
練
し
て
神
物
と
し
、
航
海
中
陸
地
の
遠
近
を
驗
す
［
や
ぶ

ち
ゃ
ん
注
：「
た
め
す
」。］
に
用
ひ
た
ら
し
い
（M

allet, ′N
o
rth

ern
 A

n
tiq

u
ties,′ in

 ′B
o
h
n
's L

ib
rary, ′  1

8
4
7
, 

p
.1

8
8

）
。
是
に
同
軌
の
例
、
長
阿
含
經
十
六
、
商
人
、
臂
鷹
入
海
、
於
海
中
放
、
使
彼
鷹
飛
空
、
東
西
南

北
、
若
得
陸
地
、
便
卽
停
止
、
若
無
陸
地
、
更
還
歸
船
。
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
大
蔵
経
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
」
で
同
経
の
当
該
部
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、「
還
」
が
脱
落
し
て
い
る
こ
と
が
判
っ
た
の
で
挿
入
し

た
。「
商
人
、
鷹
を
臂ひ

ぢ

に
し
て
海
に
入
り
、
海
中

う
み
な
か

に
於
い
て
放
つ
。
彼か

の
鷹
を
し
て
、
空
を
飛
ば
し
、
東
西

南
北
せ
し
む
。
若も

し
、
陸
地
を
得
れ
ば
、
則
卽

す

な

は

ち
、
停
止
し
、
若
し
、
陸
地
無
け
れ
ば
、
更
に
船
に
還
歸

か

へ

る
」
。
］
。
經
律
異
相
廿
六
に
は
、
大
富
人
が
海
邊
に
茂
林
を
作
り
、
烏
、
多
く
栖
む
。
其
烏
、
朝
每
に
飛

ん
で
遠
隔
の
海
渚
に
往
き
、
明
月
の
珠
を
噉
ひ
、
暮
に
必
ず
還
る
。
件
の
長
者
、
謀
つ
て
、
百
味
の
食
を

烏
に
與
ふ
る
と
、
烏
飽
き
滿
ち
て
珠
を
吐
出
す
こ
と
夥
し
。
長
者
之
を
得
て
大
富
と
成
つ
た
と
載
す
。
奈

女
耆
域
因
緣
經
に
、
耆
婆
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ぎ
ば
」
。
］
が
勝
光
王
に
殺
さ
る
ゝ
を
免
れ
ん
と
て
、
日

行
八
千
里
の
象
に
乘
つ
て
逃
げ
る
を
神
足
能
く
其
象
に
追
付
く
べ
き
勇
士
し
て
逐
は
し
む
る
、
其
士
の
名

は
烏
と
有
る
。
是
れ
印
度
で
烏
を
捷
く
飛
ぶ
事
、
他
鳥
に
超
ゆ
と
し
た
の
だ
。
續
群
書
類
從
の
嚴
島
御
本

地
に
、
五
色
の
烏
が
戀
の
使
し
て
六
年
懸
か
る
路
を
八
十
五
日
で
往
著
く
事
有
り
。
古
英
國
の
オ
ス
ワ
ル

ド
尊
者
の
使
者
も
烏
だ
つ
た
（G
u
b
ern

atis, v
o
l.ii, p

. 2
5
7

）。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ワ
ラ
ス
の
著
ダ
ー
ヰ
ニ
ズ
ム
」
ダ
ー
ウ
ィ
ン
と
別
に
独
自
に
自
然
選
択
を
発
見
し

た
優
れ
た
イ
ギ
リ
ス
の
博
物
学
者
で
進
化
論
者
で
あ
っ
た
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ラ
ッ
セ
ル
・
ウ
ォ
レ
ス

（A
lfred

 R
u
ssel W

allace 
 

一
八
二
三
年
～
一
九
一
三
年
）
が
、
一
八
八
九
年
に
発
表
し
たD

a
rw

in
ism

: 

A
n
 E

xp
o
sitio

n
 o

f th
e T

h
eo

ry o
f N

a
tu

ra
l S

electio
n
, w

ith
 S

o
m

e o
f Its A

p
p

lica
tio

n
s 

（「
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ

ム
：
自
然
淘
汰
の
理
論
の
解
説
と
そ
の
幾
つ
か
の
適
用
例
」）。 

https://21dzk.l.u-tokyo.ac.jp/SAT/satdb2015.php
https://21dzk.l.u-tokyo.ac.jp/SAT/satdb2015.php
https://21dzk.l.u-tokyo.ac.jp/SAT/satdb2015.php
https://21dzk.l.u-tokyo.ac.jp/SAT/satdb2015.php


「
禽
經
」
春
秋
時
代
の
師
曠

し

こ

う

の
撰
に
な
る
と
さ
れ
る
鳥
獣
事
典
で
あ
る
が
、
偽
書
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

全
七
巻
。 

「T
en

n
en

t, ′S
k
etch

es o
f th

e N
atu

ral H
isto

ry
 o

f C
ey

lo
n
m

′ 1
8
6
1
, p

p
. 2

5
4

-5

」
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
管
理

者
で
政
治
家
で
あ
っ
た
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
エ
マ
ー
ソ
ン
・
テ
ナ
ン
ト
（Jam

es E
m

erso
n

 T
en

n
en

t 

一
八
〇

四
年
～
一
八
六
九
年
）
の
セ
イ
ロ
ン
の
自
然
史
誌
。
「In

tern
et arch

iv
e

」
の
こ
ち
ら
で
、
原
本
の
以
下
の

当
該
箇
所
が
視
認
出
来
る
。 

「R
o
m

an
es, ′A

n
im

al In
tellig

en
ce,′ 1

8
8
1

」「
動
物
の
知
恵
」
は
、
カ
ナ
ダ
生
ま
れ
の
イ
ギ
リ
ス
の
進
化
生

物
学
者
で
生
理
学
者
で
あ
っ
た
ジ
ョ
ー
ジ
・
ジ
ョ
ン
・
ロ
マ
ネ
ス
（G

eo
rg

e Jo
h

n
 R

o
m

an
es 

一
八
四
八

年
～
一
八
九
四
年
）
が
一
八
八
一
年
に
刊
行
し
た
も
の
。
彼
及
び
本
書
に
つ
い
て
は
、
「
生
物
學
講
話 

丘
淺
次
郎 

附
錄 

生
物
學
に
關
す
る
外
國
書
」
の
本
文
及
び
私
の
「
ロ
マ
ー
ネ
ス
」
の
注
を
参
照
さ
れ

た
い
。 

「K
irb

y,′T
h
e H

ero
 o

f E
sth

o
n
ia,′ 

」
イ
ギ
リ
ス
の
昆
虫
学
者
で
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
民
族
叙
事
詩
カ
レ
ワ
ラ

や
北
欧
の
神
話
・
民
話
の
翻
訳
紹
介
も
行
っ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
フ
ォ
ー
セ
ル
・
カ
ー
ビ
ー
（W

illiam
 

F
o
rsell K

irb
y
 

一
八
四
四
年
～
一
九
一
二
年
）
の
同
年
出
版
の
著
作
。
「
エ
ス
ト
ニ
ア
」
は
バ
ル
ト
三
国

で
は
最
も
北
に
あ
る
現
在
の
エ
ス
ト
ニ
ア
共
和
国
。
当
該
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、
『
現
在
の
エ
ス
ト
ニ
ア
の

地
に
元
々
居
住
し
て
い
た
エ
ス
ト
ニ
ア
族
（
ウ
ラ
ル
語
族
）
と
、
外
か
ら
来
た
東
ス
ラ
ヴ
人
、
ノ
ル
マ
ン

人
な
ど
と
の
混
血
の
過
程
を
経
て
』
、
十
『
世
紀
ま
で
に
は
現
在
の
エ
ス
ト
ニ
ア
民
族
が
形
成
さ
れ
て
い

っ
た
』
。
十
三
『
世
紀
以
降
、
デ
ン
マ
ー
ク
と
ド
イ
ツ
騎
士
団
が
こ
の
地
に
進
出
し
て
以
降
、
エ
ス
ト
ニ

ア
は
そ
の
影
響
力
を
得
て
、
タ
リ
ン
が
ハ
ン
ザ
同
盟
に
加
盟
し
』
、『
海
上
交
易
で
栄
え
た
』
。
但
し
、
『
そ

の
後
も
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ロ
シ
ア
帝
国
と
外
国
勢
力
に
支
配
さ
れ
て
き
た
』
と
あ
る
。 

「S
o
u
th

ey,′C
o
m

m
o
n

-P
lace B

o
o
k
,′ ed

. W
arter, 1

8
7
6
, 3

rd
 S

eris, p
. 6

3
8

」
イ
ギ
リ
ス
の
、
ロ
マ
ン
派
の
桂

冠
詩
人
に
し
て
「
湖
畔
詩
人
」
の
一
人
で
あ
っ
た
ロ
バ
ー
ト
・
サ
ウ
ジ
ー
（R

o
b
ert S

o
u
th

ey
 

一
七
七
四

年
～
一
八
四
三
年
）
の
死
後
に
纏
め
ら
れ
た
著
作
集
。
「In

tern
et arch

iv
e

」
の
こ
ち
ら
で
、
原
本
の
以
下

の
当
該
箇
所
が
視
認
出
来
る
。
冒
頭
に
「9

7

」
と
あ
る
の
が
そ
れ
だ
。
ロ
ー
ズ
（
薔
薇
）
城
で
二
十
五
年

前
に
目
撃
し
た
語
り
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。 

 

「
檞
」
原
文
で
は
オ
ー
ク
（o

ak

）。 

「
大
神
オ
ヂ
ン
」
北
欧
神
話
の
主
神
に
し
て
戦
争
と
死
の
神
。
北
欧
神
話
の
原
典
に
主
に
用
い
ら
れ
て
い

る
古
ノ
ル
ド
語
で
の
表
記
は
「Ó

ð
in

n

」
で
音
写
す
る
と
「
オ
ー
ジ
ン
」
に
近
い
。
一
般
に
知
ら
れ
る

「
オ
ー
デ
ィ
ン
」
は
現
代
英
語
な
ど
へ
の
転
写
形
で
あ
る
「O

d
in

」
が
元
で
あ
る
。
詩
文
の
神
で
も
あ
り
、

吟
遊
詩
人
の
パ
ト
ロ
ン
で
も
あ
る
。
魔
術
に
長
け
、
知
識
に
対
し
て
は
非
常
に
貪
欲
な
神
で
あ
り
、
自
ら

の
目
や
命
を
代
償
に
差
し
出
す
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
名
は
「o

ð
r

」（
狂
っ
た
・
激
怒
し
た
）
と
「-in

n

」

（
「
～
の
主
」
）
か
ら
な
り
、
語
源
的
に
は
「
狂
気
、
激
怒
（
し
た
者
）
の
主
人
」
を
意
味
す
る
と
考
え
ら

https://archive.org/details/naturalhistoryof00emer_1/page/254/mode/2up
https://archive.org/details/naturalhistoryof00emer_1/page/254/mode/2up
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2016/03/post-40b4.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2016/03/post-40b4.html
https://www.google.com/maps/place/%E3%82%A8%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%8B%E3%82%A2/@60.9809637,18.3618337,5z/data=!4m5!3m4!1s0x4692949c82a04bfd:0x40ea9fba4fb425c3!8m2!3d58.595272!4d25.0136071
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A8%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%8B%E3%82%A2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A8%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%8B%E3%82%A2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A8%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%8B%E3%82%A2
https://archive.org/details/southeyscommonp02wartgoog/page/638/mode/2up
https://archive.org/details/southeyscommonp02wartgoog/page/638/mode/2up


れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
狂
気
や
激
怒
が
、
シ
ャ
ー
マ
ン
の
ト
ラ
ン
ス
状
態
を
指
し
て
い
る
と
考

え
れ
ば
「
シ
ャ
ー
マ
ン
の
主
人
」
と
い
う
解
釈
可
能
で
あ
る
と
い
う
。
参
照
し
た
当
該
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、

『
愛
馬
は
八
本
足
の
ス
レ
イ
プ
ニ
ー
ル
』
で
、
『
フ
ギ
ン
（
＝
思
考
）』
と
『
ム
ニ
ン
（
＝
記
憶
）
と
い
う

二
羽
の
ワ
タ
リ
ガ
ラ
ス
を
世
界
中
に
飛
ば
し
、
二
羽
が
持
ち
帰
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
得
て
い
る
と
い
う
。

ま
た
、
足
元
に
は
ゲ
リ
と
フ
レ
キ
（
貪
欲
な
も
の
』
『
）
と
い
う
』
二
『
匹
の
狼
が
お
り
、
オ
ー
デ
ィ
ン

は
』
、
『
自
分
の
食
事
は
』、
『
こ
れ
ら
の
狼
に
や
っ
て
』、
『
自
分
は
葡
萄
酒
だ
け
を
飲
ん
で
生
き
て
い
る
と

い
う
』
と
あ
っ
た
。 

「C
o
llin

 d
e P

lan
cy, ′D

ictio
n
n
aire in

fern
al,′ B

ru
x
elles, 1

8
4
5
, p

.3
4
7

」
コ
ラ
ン
・
ド
・
プ
ラ
ン
シ
ー
（J. 

C
o
llin

 d
e P

lan
cy 

一
七
九
四
年
或
い
は
一
七
九
三
年
～
一
八
八
一
年
或
い
は
一
八
八
七
年
：
フ
ラ
ン
ス

の
文
筆
家
。
当
該
書
は
「
地
獄
の
辞
典
」
で
、
悪
魔
・
オ
カ
ル
ト
・
占
い
・
迷
信
・
俗
信
及
び
そ
れ
ら
に

関
連
し
た
人
物
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
集
め
た
辞
書
形
式
の
書
籍
。
一
八
一
八
年
に
初
版
が
発
行
さ
れ
て

い
る
。 

「
烏
を
ア
ポ
ロ
神
豫
言
の
標
識
と
し
」
こ
れ
と
は
違
う
が
、
ア
ポ
ロ
ン
と
カ
ラ
ス
の
神
話
上
の
関
係
に
つ

い
て
は
、ch

im
alto

v

さ
ん
の
ブ
ロ
グ
「
ギ
リ
シ
ャ
神
話
あ
れ
こ
れ
」
の
「
カ
ラ
ス
の
失
着
」
に
は
、
狡
猾

な
使
者
で
よ
く
嘘
を
つ
き
、
遂
に
は
黒
い
羽
と
嗄
れ
声
に
変
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
あ
り
、
そ
の
理
由
が

判
り
易
く
書
か
れ
て
い
る
。 

「
本
草
集
解
」
時
珍
の
「
本
草
綱
目
」
の
巻
四
十
九
の
「
禽
之
三
」
の
「
烏
鴉
」
の
「
集
解
」
（
産
地
等

に
つ
い
て
の
注
記
解
釈
）
。
「
漢
籍
リ
ポ
ジ
ト
リ
」
の
こ
ち
ら
の[1

1
4
-1

0
b

]

の
画
像
と
電
子
化
を
参
照
さ
れ

た
い
。
な
お
、
以
下
に
つ
い
て
は
、
「
和
漢
三
才
圖
會
第
四
十
三 

林
禽
類 

慈
烏
（
か
ら
す
） 

（
ハ

シ
ボ
ソ
ガ
ラ
ス
）
」
の
「
北
人
は
鴉
を
喜
び
て
、
鵲
〔
（
か
さ
さ
ぎ
）
〕
を
惡
〔
（
に
く
）
〕
む
。
南
人
は
、

鵲
を
喜
び
て
、
鴉
を
惡
む
」
の
私
の
注
も
参
照
さ
れ
た
い
。
「
鵲
」
は
ス
ズ
メ
目
カ
ラ
ス
科
カ
サ
サ
ギ
属

カ
サ
サ
ギ
亜
種
カ
サ
サ
ギ P

ica
 p

ica
 sericea

。 

「
酉
陽
雜
俎
に
、
世
有
傳
陰
陽
局
鴉
經…

…

」
不
審
。
「
酉
陽
雜
俎
」
に
は
こ
の
記
載
は
見
当
た
ら
な
い
。

「
維
基
文
庫
」
の
「
古
今
圖
書
集
成
」
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
「
禽
異
部
雜
錄
」
の
「
容
齋
續
筆
」
か
ら
の

引
用
の
最
後
に
、
「
世
有
傳
陰
陽
局
鴉
經
。
謂
東
方
朔
所
著
。
大
略
言
凡
占
烏
之
鳴
。
先
數
其
聲
。
然
後

定
其
方
位
。
假
如
甲
日
一
聲
、
卽
是
甲
聲
。
第
二
聲
爲
乙
聲
、
以
十
干
數
之
、
乃
辨
其
急
緩
、
以
定
吉
凶
。

葢
不
專
於
一
說
也
。
」
と
あ
っ
た
。
「
容
齋
續
筆
」
は
南
宋
の
政
治
家
で
儒
学
者
の
洪
邁
（
一
一
二
三
年
～

一
二
〇
二
年
）
の
考
証
随
筆
。
ま
ず
「
容
斎
随
筆
」
が
一
一
八
〇
年
に
公
刊
さ
れ
た
が
、
時
の
孝
宗
が
、

そ
の
議
論
の
内
容
が
優
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
賞
賛
し
た
。
「
続
筆
」
は
一
一
九
三
年
で
、
後
に
「
三

筆
」
・
「
四
筆
」
と
続
き
、
「
五
筆
」
の
執
筆
途
中
で
没
し
た
。
参
照
し
た
当
該
書
の
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、

『
日
本
で
は
、
荻
生
徂
徠
が
』「
示
木
公
達
書
目
」
『
の
中
で
、
好
学
の
士
の
た
め
の
必
読
書
と
し
て
こ
の

書
目
を
挙
げ
て
い
る
』
と
あ
る
。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AA%E3%83%BC%E3%83%87%E3%82%A3%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AA%E3%83%BC%E3%83%87%E3%82%A3%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AA%E3%83%BC%E3%83%87%E3%82%A3%E3%83%B3
https://blog.goo.ne.jp/chimaltov/e/8a02b53ebe2f00ea2083b088945ec22c
https://blog.goo.ne.jp/chimaltov/e/8a02b53ebe2f00ea2083b088945ec22c
http://www.kanripo.org/text/KR3e0079/114?query=%E5%8F%A4%E6%9C%89%E9%B4%89%E7%B6%93#114-11a
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/11/post-20c8.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/11/post-20c8.html
https://zh.wikisource.org/wiki/Page:Gujin_Tushu_Jicheng,_Volume_049_(1700-1725).djvu/46
https://zh.wikisource.org/wiki/Page:Gujin_Tushu_Jicheng,_Volume_049_(1700-1725).djvu/46
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%B9%E6%96%8E%E9%9A%8F%E7%AD%86


「
二
中
歷
第
九
」
「
二
中
歷
」（
に
ち
ゅ
う
れ
き
）
は
鎌
倉
初
期
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
事
典
。
当
該
ウ
ィ

キ
に
よ
れ
ば
、『
そ
の
内
容
は
、
平
安
時
代
後
期
に
成
立
し
た
』
「
掌
中
歴
」
と
「
懐
中
歴
」
の
『
内
容
を

あ
わ
せ
て
編
集
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
現
代
で
は
「
掌
中
歴
」
の
一
部
が
現
存
す
る
』
だ
け
で
あ
る
。

『
掌
中
歴
と
懐
中
歴
は
三
善
為
康
』
（
永
承
四
（
一
〇
四
九
）
年
～
保
延
五
（
一
一
三
九
）
年
）
の
手
に

な
る
、
平
安
『
後
期
の
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
』
「
二
中
歴
」
の
『
編
纂
が
誰
に
よ
る
も
の
で
あ
る

か
は
不
明
で
あ
る
。
現
代
に
は
尊
経
閣
文
庫
本
と
呼
ば
れ
る
、
加
賀
・
前
田
家
に
伝
わ
る
古
写
本
が
残
さ

れ
て
い
る
の
み
で
、
こ
れ
は
鎌
倉
時
代
後
期
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
の
、
後
醍
醐
天
皇
の
こ
ろ
に
作
ら

れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
』
と
あ
る
。
そ
の
「
第
九
」
は
「
医
方
・
呪
術
・
怪
異
・
種
族
・
姓
尸
・
名
字
」

の
項
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
あ
る
写
本
の
「
恠
異
歷
日
時

」

の
こ
こ
（
左
丁
末
の
「
烏
鳴
」）
で
あ
る
。
見
ま
し
た
よ
、
熊
楠
さ
ん
。 

「
八
咫
烏
が
神
武
帝
の
軍
勢
を
導
き
し
事
日
本
紀
に
見
え
」
「
日
本
書
紀
」
巻
第
三
の
神
武
天
皇
即
位
前

の
戊
午
年
（
機
械
換
算
で
紀
元
前
六
六
三
年
）
の
「
六
月
丁
巳
」（
二
十
三
日
）
の
条
に
、 

 
 

 

＊ 

于
時
、
天
皇
適
寐
。
忽
然
而
寤
之
曰
、
「
予
何
長
眠
若
此
乎
。
」
。
尋
而
中
毒
士
卒
、
悉
復
醒
起
。
既
而
皇

師
、
欲
趣
中
洲
、
而
山
中
嶮
絕
、
無
復
可
行
之
路
、
乃
棲
遑
不
知
其
所
跋
渉
。
時
夜
夢
、
天
照
大
神
訓
于

天
皇
曰
、
「
朕
今
遣
頭
八
咫
烏
、
宜
以
爲
鄕
導
者
。
」。
果
有
頭
八
咫
烏
、
自
空
翔
降
。
天
皇
曰
、
「
此
烏
之

來
、
自
叶
祥
夢
。
大
哉
、
赫
矣
。
我
皇
祖
天
照
大
神
、
欲
以
助
成
基
業
乎
。
」
。
是
時
、
大
伴
氏
之
遠
祖
日

臣
命
、
帥
大
來
目
、
督
將
元
戎
、
蹈
山
啓
行
、
乃
尋
烏
所
向
、
仰
視
而
追
之
。
遂
達
于
菟
田
下
縣
、
因
號

其
所
至
之
處
、
曰
菟
田
穿
邑
。
穿
邑
、
此
云
于
介
知
能
務
羅
。
于
時
、
勅
譽
日
臣
命
曰
「
汝
忠
而
且
勇
、

加
能
有
導
之
功
。
是
以
、
改
汝
名
爲
道
臣
。」。 

 
 

 

＊ 

と
あ
る
の
を
指
す
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
岩
波
文
庫
の
黒
板
勝
美
訓
読
・
編
の

「
日
本
書
紀
」
の
「
中
卷
」
の
当
該
部
を
リ
ン
ク
さ
せ
て
お
く
。 

「
古
希
臘
テ
ー
ラ
の
貴
人
バ
ツ
ト
ス
が
未
知
の
地
に
安
着
し
て
殖
民
し
得
た
」
現
在
は
リ
ビ
ア
領
に
含
ま

れ
、
キ
ュ
レ
ネ
（
こ
の
半
島
先
端
附
近
。
以
下
同
じ
）
に
は
紀
元
前
七
世
紀
末
に
、
飢
饉
に
襲
わ
れ
た
テ

ラ
島
（
現
在
の
ギ
リ
シ
ャ
の
サ
ン
ト
リ
ニ
島
）
住
民
の
一
部
が
バ
ッ
ト
ス

B
atto

s

を
植
民
指
導
者
と
し
て
、

こ
の
沃
地
に
入
植
（
紀
元
前
四
世
紀
に
再
録
さ
れ
た
植
民
決
議
の
碑
文
が
キ
ュ
レ
ネ
の
ア
ゴ
ラ
か
ら
出
土

し
て
い
る
）
、
バ
ッ
ト
ス
一
門
の
王
政
は
紀
元
前
五
世
紀
半
ば
ま
で
続
い
た
。
そ
の
後
、
プ
ト
レ
マ
イ
オ

ス
王
朝
の
支
配
を
経
て
，
紀
元
前
七
四
年
に
ロ
ー
マ
の
属
州
キ
レ
ナ
イ
カ
と
な
っ
た
（
以
上
は
平
凡
社

「
世
界
大
百
科
事
典
」
の
「
キ
ュ
レ
ネ
」
の
記
載
に
拠
っ
た
）
。 

「C
o
x
, ′A

n
 In

tro
d
u
ctio

n
 to

 F
o
lk

-L
o
re,′ 1

8
9
5
, p

.1
0
4

）」
イ
ギ
リ
ス
の
民
俗
学
者
で
「
シ
ン
デ
レ
ラ
型
」

譚
の
研
究
者
と
し
て
知
ら
れ
る
マ
リ
ア
ン
・
ロ
ア
ル
フ
・
コ
ッ
ク
ス
（M

arian
 R

o
alfe C

o
x 

一
八
六
〇

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%8C%E4%B8%AD%E6%AD%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%8C%E4%B8%AD%E6%AD%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%8C%E4%B8%AD%E6%AD%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%8C%E4%B8%AD%E6%AD%B4
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2561054/48
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2561054/48
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2561054/48
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2561054/48
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1218029/10
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1218029/10
https://www.google.com/maps/place/%E3%83%AA%E3%83%93%E3%82%A2+%E3%82%B7%E3%83%A3%E3%83%8F%E3%83%88/@32.6340931,20.5099365,6z/data=!4m5!3m4!1s0x137f9e1ad4df5065:0xd24989f04c198544!8m2!3d32.8034486!4d21.8628205
https://www.google.com/maps/place/%E3%82%B5%E3%83%B3%E3%83%88%E3%83%AA%E3%83%8B%E5%B3%B6/@35.0861922,24.2927018,6.5z/data=!4m5!3m4!1s0x1499ce86adfd9ff7:0xb2a761f740d68afc!8m2!3d36.3931562!4d25.4615092


年
～
一
九
一
六
年
：
女
性
）
の
「
民
俗
学
入
門
」。「In

tern
et arch

iv
e

」
の
当
該
原
本
の
こ
こ
。 

「
宣
室
志
」
唐
の
文
語
伝
奇
小
説
集
。
張
読
の
著
。
も
と
は
十
巻
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
散
逸
し
て
現

在
は
「
稗
海

は
い
か
い

」
や
「
重
較
説
郛

ち
ょ
う
こ
う
せ
っ
ぷ

」
な
ど
に
一
部
が
収
録
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
著
者
は
「
霊
怪
集
」

を
書
い
た
張
薦
の
孫
で
、
礼
部
侍
郎
ま
で
進
ん
だ
（
「
ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
典
」
に
拠
る
）。
因
み

に
、
私
が
偏
愛
す
る
中
島
敦
の
「
山
月
記
」（
リ
ン
ク
先
は
私
の
古
い
電
子
化
。
『
中
島
敦
「
山
月
記
」
授

業
ノ
ー
ト 

藪
野
直
史
』
も
あ
る
。
私
が
高
校
教
師
時
代
、
漱
石
の
「
こ
ゝ
ろ
」
と
と
も
に
オ
リ
ジ
ナ
ル

な
朗
読
に
拘
っ
た
作
品
で
あ
る
）
は
、
そ
の
直
接
の
素
材
を
唐
代
伝
奇
の
李
景
亮
「
人
虎
伝
」
に
拠
る
が
、

本
書
に
載
る
「
李
徴
」
も
同
じ
内
容
を
持
つ
古
い
譚
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
以
下
の
凶
兆
に
つ

い
て
は
、
第
一
巻
に
載
る
。
「
中
國
哲
學
書
電
子
化
計
劃
」
の
影
印
本
で
原
記
載
が
確
認
出
来
る
。
影
印

か
ら
起
こ
し
て
お
く
。 

 
 

 

＊ 

柳
公
濟
尚
書
、
唐
大
和
中
、
奉
詔
討
李
同
犍
。
既
出
師
、
無
何
、
麾
槍
忽
折
。
客
有
見
者
、
嘆
曰
、
「
夫

大
將
軍
出
師
、
其
門
旌
及
麾
槍
折
者
、
軍
必
敗
衂
。
不
然
、
上
將
死
。
」
。
後
數
月
、
公
濟
果
薨
。
凡
出
軍

征
討
、
有
烏
鳶
隨
其
後
者
、
皆
敗
亡
之
徵
。
有
曾
敬
雲
者
、
嘗
為
北
都
裨
將
。
李
師
道
叛
時
、
曽
將
行
營

兵
士
數
千
人
、
毎
出
軍
、
有
烏
鳶
隨
其
後
、
必
主
敗
、
率
以
為
常
。
後
捨
家
爲
僧
、
住
於
太
原
凝
定
寺
。

太
和
九
年
、
羅
立
言
為
京
兆
尹
、
嘗
因
入
朝
、
既
冠
帶
、
引
鏡
自
照
、
不
見
其
首
。
遂
語
於
季
弟
約
言
。

後
果
為
李
訓
連
坐
、
誅
死
。 

 
 

 

＊ 

「
ヘ
ブ
リ
ウ
」
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
の
別
称
ヘ
ブ
ラ
イ
。 

「
ノ
ア
大
洪
水
に
漂

た
ゞ
よ

う
た
時
、
三
つ
の
鳥
を
放
つ
に
三
度
目
の
鴉
が
陸
地
を
見
出
し
た
。
三
つ
の
鳥
は

鴉
か
ら
す

、

鴿
い
へ
ば
と

、
鴿は

と

と
云
ふ
の
と
、
鴿
、
燕
、
鴉
と
云
ふ
の
と
、
二
說
有
る
が
、
チ
エ
ー
ン
は
鴉
が
最
後
に
陸

を
發
見
し
た
說
を
正
と
し
た
」
ウ
ィ
キ
の
「
ノ
ア
の
方
舟
」
の
「
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
叙
事
詩
」
の
同
説
話
の

記
述
の
中
で
、
主
人
公
を
「
ウ
バ
ル
ト
ゥ
ト
ゥ
の
子
、
シ
ュ
ル
ッ
パ
ク
の
人
」
「
ウ
ト
ナ
ピ
シ
ュ
テ
ィ
ム
」

と
し
、
洪
水
が
起
こ
っ
て
『
七
日
目
に
、
ウ
ト
ナ
ピ
シ
ュ
テ
ィ
ム
は
ま
ず
』
、
『
鳩
を
は
な
し
た
。
鳩
は
休

み
場
所
が
見
あ
た
ら
ず
に
も
ど
っ
て
き
た
。
つ
ぎ
は
燕
を
は
な
し
た
が
』
、『
同
じ
結
果
に
な
っ
た
。
そ
の

つ
ぎ
に
は
』、
『
大
烏
』
（
お
お
が
ら
す
。
現
在
は
、
ス
ズ
メ
目
カ
ラ
ス
科
カ
ラ
ス
属
ワ
タ
リ
ガ
ラ
ス

C
o
rvu

s 

co
ra

x
 

に
比
定
さ
れ
て
い
る
）『
を
は
な
し
た
と
こ
ろ
、
水
が
ひ
い
て
い
た
の
で
』
、
『
餌
を
あ
さ
り
ま
わ
っ

て
』
、
『
帰
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
彼
は
山
頂
に
神
酒
を
そ
そ
ぎ
、
神
々
に
犠
牲
を
さ
さ
げ
た
』
と
あ

る
。 

「 ′E
n
cy

clo
p
aed

ia B
ritan

n
ica,′ v

o
l.v

ii, p
.9

7
8

」「In
tern

et arch
iv

e

」
で
同
巻
の
当
該
ペ
ー
ジ
を
見
た
が
、

違
う
。
巻
数
か
ペ
ー
ジ
が
違
う
か
？ 

「M
allet, ′N

o
rth

ern
 A

n
tiq

u
ties,′ in

 ′B
o
h
n
's L

ib
rary,′  1

8
4
7
, p

.1
8
8

」
デ
ン
マ
ー
ク
の
文
学
や
ケ
ル
ト
神

https://archive.org/details/introductiontofo00coxmuoft/page/104/mode/2up
http://yab.o.oo7.jp/sangetuki.html
http://yab.o.oo7.jp/sangetuki.html
http://yab.o.oo7.jp/sangetuki.html
http://yab.o.oo7.jp/sangetukin.html
http://yab.o.oo7.jp/sangetukin.html
https://ctext.org/library.pl?if=gb&file=56668&page=23#%E9%B3%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8E%E3%82%A2%E3%81%AE%E6%96%B9%E8%88%9F#:~:text=%E3%83%8E%E3%82%A2%E3%81%AE%E6%96%B9%E8%88%9F%EF%BC%88%E3%83%8E%E3%82%A2%E3%81%AE,%E3%81%AA%E3%81%A9%E3%81%A8%E3%82%82%E8%A8%98%E3%81%95%E3%82%8C%E3%82%8B%E3%80%82


話
及
び
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
の
著
作
を
も
の
し
た
、
ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
作
家
パ
ウ
ル
・
ヘ
ン
リ
・
マ

レ
ッ
ト
（P

au
l 

H
en

ri 
M

allet 

一
七
三
〇
年
～
一
八
〇
七
年
）
の
「N

o
rth

ern
 
a
n
tiq

u
ities, 

o
r, A

n
 

h
isto

rica
l a

cco
u
n
t o

f th
e m

a
n
n
ers, cu

sto
m

s, relig
io

n
 a

n
d
 la

w
s, m

a
ritim

e exp
ed

itio
n
s a

n
d
 d

isco
veries, 

la
n
g
u
a
g
e a

n
d
 litera

tu
re o

f th
e a

n
cien

t S
ca

n
d
in

a
via

n
s 

」
（「
北
部
古
代
遺
跡 

又
は 

古
代
ス
カ
ン
ジ
ナ

ビ
ア
人
の
習
俗
・
習
慣
・
宗
教
と
法
律 

海
上
探
検
と
発
見 

言
語
と
文
学
の
歴
史
的
説
明
」
）
。

「In
tern

et arch
iv

e

」
の
こ
ち
ら
で
原
本
当
該
部
が
視
認
出
来
、
そ
の
下
部
の
注
記
の
箇
所
に
熊
楠
の
言
っ

て
い
る
内
容
が
書
か
れ
て
あ
る
。 

「
經
律
異
相
」
五
十
巻
。
梁
の
宝
唱
が
五
一
六
年
に
撰
し
た
仏
書
。
「
経
」
と
「
律
」
と
に
散
説
さ
れ
て

い
る
諸
事
項
を
、
十
四
に
分
類
し
て
抜
粋
し
た
一
種
の
百
科
事
典
。
説
話
文
学
の
宝
庫
（
小
学
館
「
日
本

国
語
大
辞
典
」
に
拠
る
）
。
選
集
で
は
「
廿
六
」
で
は
な
く
、『
三
六
』
と
す
る
。
国
文
学
研
究
資
料
館
の
影

印
本
（
和
刻
本
）
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
は
選
集
が
正
し
い
こ
と
が
判
っ
た
。
こ
の
画
像
の
「
巻
第
三
十

六
」
「
雜
行
長
者
部
下
」
の
冒
頭
の
「
迦
羅
越
以
二

飽
食
一

※
ㇾ
鳥
令
ㇾ
出
二

腹
中
珠
一

」（
※
は
「
グ
リ
フ
ウ

ィ
キ
」
の
こ
れ
。「
施
」
の
異
体
字
）
で
あ
る
。
但
し
、
哀
し
い
か
な
、
一
貫
し
て
原
本
で
は
「
烏
」
で
は

な
く
、「
鳥
」
と
な
っ
て
る
ん
で
す
け
ど
？ 

熊
楠
先
生
？ 

で
も
、
ま
あ
、
海
辺
の
林
に
棲
み
つ
く
雑
食

性
の
鳥
で
あ
れ
ば
、
高
い
確
率
で
、
ハ
シ
ボ
ソ
ガ
ラ
ス
で
あ
ろ
う
か
ら
い
い
で
し
ょ
う
！ 

「
奈
女
耆
域
因
緣
經
」
個
人
サ
イ
ト
「
無
料
で
読
め
る
現
代
語
訳
仏
教
」
の
「
マ
ン
ゴ
ー
娘
と
名
医
の
物

語 

『
佛
説
㮈
女
祇
域
因
縁
經
』
」
に
よ
れ
ば
、
後
漢
の
僧
安
世
高
訳
「
佛
說
㮈
女
祇
域
因
緣
經
」
の
後

出
し
版
ら
し
い
。
因
み
に
、
同
ペ
ー
ジ
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
が
前
の
「
經
律
異
相
」
に
所
収
し
て
い
る
ら
し

い
。
流
石
に
、
ち
ょ
っ
と
疲
れ
た
の
で
、
探
す
気
は
、
な
い
。 

「
耆
婆
」
イ
ン
ド
の
医
師
で
、
釈
尊
と
同
時
代
人
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
「
ジ
ー
ヴ
ァ
カ
」
の
漢
音
写
。

美
貌
の
遊
女
サ
ー
ラ
バ
テ
ィ
ー
の
私
生
子
と
し
て
生
ま
れ
、
一
説
に
は
、
誕
生
後
、
捨
て
ら
れ
、
あ
る
王

子
が
拾
っ
て
養
育
し
た
と
さ
れ
る
。
名
医
と
し
て
有
名
で
あ
る
と
同
時
に
、
釈
尊
の
教
え
に
従
っ
た
人
物

と
し
て
知
ら
れ
る
。
彼
に
関
し
て
は
、
多
く
の
伝
説
が
残
さ
れ
、
釈
尊
の
病
を
治
療
し
た
こ
と
、
ま
た
、

「
釈
尊
の
教
え
に
従
え
ば
、
彼
の
治
療
が
受
け
ら
れ
る
。
」
と
考
え
た
一
般
人
が
、
治
療
を
受
け
た
い
ば

か
り
に
、
仏
教
に
入
門
す
る
の
を
心
配
し
て
、
釈
尊
に
そ
の
対
策
を
献
案
し
た
こ
と
等
が
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
原
名
を
漢
訳
し
て
「
活
童
子
」
「
壽
命
童
子
」
「
能
活
」
な
ど
と
も
呼
ば
れ
、
中
国
の
名
医
扁
鵲

と
並
び
称
さ
れ
る
（「
ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
典
」
に
拠
っ
た
） 

「
勝
光
王
」
紀
元
前
六
世
紀
頃
又
は
同
五
世
紀
頃
の
古
代
イ
ン
ド
に
栄
え
た
コ
ー
サ
ラ
国
の
王
プ
ラ
セ
ー

ナ
ジ
ッ
ト
（
漢
訳
：
波
斯
匿
王

は

し

の

く

お

う

）
の
漢
訳
異
名
。
当
該
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、
『
一
説
に
は
、
ヴ
ィ
ド
ゥ
ー

ダ
バ
王
子
は
、
釈
迦
族
の
指
導
者
が
召
使
に
生
ま
せ
た
娘
を
母
親
と
し
て
生
ま
れ
た
、
と
釈
迦
族
の
者
が

馬
鹿
に
す
る
の
を
聞
い
て
、
父
・
母
・
釈
迦
族
を
憎
み
、
釈
迦
族
を
滅
ぼ
す
決
意
を
し
た
、
と
す
る
』
と

あ
っ
た
。 

https://archive.org/details/bub_gb_yftoAAAAMAAJ/page/188/mode/2up
http://base1.nijl.ac.jp/iview/Frame.jsp?DB_ID=G0003917KTM&C_CODE=0009-002804&IMG_SIZE=&PROC_TYPE=null&SHOMEI=%E3%80%90%E7%B5%8C%E5%BE%8B%E7%95%B0%E7%9B%B8%E3%80%91&REQUEST_MARK=null&OWNER=null&BID=null&IMG_NO=175
http://base1.nijl.ac.jp/iview/Frame.jsp?DB_ID=G0003917KTM&C_CODE=0009-002804&IMG_SIZE=&PROC_TYPE=null&SHOMEI=%E3%80%90%E7%B5%8C%E5%BE%8B%E7%95%B0%E7%9B%B8%E3%80%91&REQUEST_MARK=null&OWNER=null&BID=null&IMG_NO=175
https://glyphwiki.org/wiki/toikawa_u65bd-var-001
https://glyphwiki.org/wiki/toikawa_u65bd-var-001
https://glyphwiki.org/wiki/toikawa_u65bd-var-001
https://glyphwiki.org/wiki/toikawa_u65bd-var-001
https://glyphwiki.org/wiki/toikawa_u65bd-var-001
https://glyphwiki.org/wiki/toikawa_u65bd-var-001
http://仏教現代語訳データベース.jp/2018/05/21/%E4%BD%9B%E8%AA%AC%E3%AE%88%E5%A5%B3%E7%A5%87%E5%9F%9F%E5%9B%A0%E7%B8%81%E7%B6%93/
http://仏教現代語訳データベース.jp/2018/05/21/%E4%BD%9B%E8%AA%AC%E3%AE%88%E5%A5%B3%E7%A5%87%E5%9F%9F%E5%9B%A0%E7%B8%81%E7%B6%93/
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%97%E3%83%A9%E3%82%BB%E3%83%BC%E3%83%8A%E3%82%B8%E3%83%83%E3%83%88
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%97%E3%83%A9%E3%82%BB%E3%83%BC%E3%83%8A%E3%82%B8%E3%83%83%E3%83%88
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%97%E3%83%A9%E3%82%BB%E3%83%BC%E3%83%8A%E3%82%B8%E3%83%83%E3%83%88


「
八
千
里
」
中
国
で
は
周
・
漢
の
時
代
か
ら
、
永
く
、
一
里
の
長
さ
は
四
百
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。
そ
れ

で
も
三
千
二
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。 

「
嚴
島
御
本
地
」
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
「
續
群
書
類
從
」
第
七
十
五
の
「
神
祇

部
七
十
五
」
の
冒
頭
に
配
さ
れ
て
あ
る
。
以
下
の
「
五
色
の
烏
が
戀
の
使
し
て
六
年
懸
か
る
路
を
八
十
五

日
で
往
著
く
」
の
下
り
は
こ
こ
。 

「
オ
ス
ワ
ル
ド
尊
者
」
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
七
王
国
の
ノ
ー
サ
ン
ブ
リ
ア
王
オ
ズ
ワ
ル
ド
（K

in
g
 O

sw
ald

 

六
〇
四
年
～
六
四
二
年
）
。
「
聖
パ
ウ
ロ
女
子
修
道
会
（
女
子
パ
ウ
ロ
会
）
」
公
式
サ
イ
ト
「L

a
u
d
a
te

」
の 

「
聖
人
カ
レ
ン
ダ
ー
」
の
「8

月

9
日 

聖
オ
ズ
ワ
ル
ド
（
ノ
ー
サ
ン
ブ
リ
ア
）
殉
教
者
」
に
よ
れ
ば
、

六
一
六
『
年
に
、
ノ
ー
サ
ン
ブ
リ
ア
の
王
で
あ
っ
た
父
が
、
イ
ー
ス
ト
ア
ン
グ
ル
の
王
に
殺
さ
れ
た
た
め
、

オ
ズ
ワ
ル
ド
ら
』
三
『
人
の
王
子
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
逃
亡
し
、
ア
イ
オ
ナ
の
修
道
院
で
育
て
ら
れ
、

そ
こ
で
洗
礼
を
受
け
た
』
。
『
そ
の
後
』
、
二
『
人
の
兄
弟
た
ち
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
カ
ド
ウ
ェ
ル
王
に
殺
さ

れ
た
と
き
、
オ
ズ
ワ
ル
ド
は
軍
隊
を
率
い
て
王
と
闘
っ
た
。
そ
の
と
き
、
十
字
架
を
作
ら
せ
、
兵
士
た
ち

と
と
も
に
ひ
ざ
ま
ず
い
て
祈
り
、
勝
利
を
得
た
と
い
わ
れ
る
』
。
『
オ
ズ
ワ
ル
ド
は
、
父
の
王
座
を
取
り
戻

し
て
王
位
に
就
い
た
。
そ
の
後
ア
イ
オ
ナ
の
修
道
士
を
宣
教
師
と
し
て
ノ
ー
サ
ン
ブ
リ
ア
に
招
き
、
派
遣

さ
れ
た
ア
イ
ダ
ン
神
父
に
リ
ン
デ
ィ
ス
フ
ァ
ー
ン
の
島
を
与
え
て
宣
教
の
援
助
を
し
た
。
し
か
し
』
、
『
異

教
徒
マ
ー
シ
ア
王
と
の
戦
い
に
破
れ
、
戦
死
す
る
が
、
そ
の
と
き
「
神
よ
、
彼
ら
の
魂
を
あ
わ
れ
み
た
ま

え
」
と
言
っ
て
亡
く
な
っ
た
と
い
う
』。
『
オ
ズ
ワ
ル
ド
は
イ
ギ
リ
ス
の
偉
大
な
英
雄
と
し
て
崇
め
ら
れ
て

い
る
』
と
あ
る
。
英
文
の
彼
の
ウ
ィ
キ
に
、「R

eg
in

ald
 o

f D
u
rh

am
 reco

u
n
ts an

o
th

er m
iracle, say

in
g
 th

at 

h
is rig

h
t arm

 w
as tak

en
 b

y
 a b

ird
 (p

erh
ap

s a rav
en

) to
 an

 ash
 tree, w

h
ich

 g
av

e th
e tree ag

eless v
ig

o
u
r; 

w
h
en

 th
e b

ird
 d

ro
p
p
ed

 th
e arm

 o
n
to

 th
e g

ro
u
n
d
, a sp

rin
g
 em

erg
ed

 fro
m

 th
e g

ro
u
n
d
.

」
と
い
う
記
載
が

あ
り
、
彼
の
死
の
秘
蹟
と
カ
ラ
ス
の
関
連
性
が
認
め
ら
れ
る
。 

「G
u
b
ern

atis, v
o
l.ii, p

. 2
5
7

」
本
篇
で
既
出
の
イ
タ
リ
ア
の
文
献
学
者
コ
ォ
ウ
ト
・
ア
ン
ジ
ェ
ロ
・
デ
・

グ
ベ
ル
ナ
テ
ィ
ス
（C

o
u
n
t A

n
g
elo

 D
e G

u
b
ern

atis 

一
八
四
〇
年
～
一
九
一
三
年
）
の
「
動
物
に
関
す
る

神
話
学
」。
「In

tern
et arch

iv
e

」
の
第
二
巻
原
本
の
当
該
部
は
こ
こ
。］ 

  

淵
鑑
類
凾
四
二
三
に
、
俗
云
鴛
交
頸
而
感
烏
傳
涎
而
孕
。［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
俗
に
云
ふ
、『

鴛
を
し
ど
り

は
頸

を
交
へ
て
感
じ
、
烏
は
涎

よ
だ
れ

を
傳
へ
て
孕
む
。』
と
」。
］。
プ
リ
ニ
ウ
ス
の
博
物
志
に
も
、
世
に
鴉
は

嘴
く
ち
ば
し

も

て
交
は
る
故
に
、
其
卵
を
食
つ
た
婦
人
は
口
か
ら
產
す
る
と
云
ふ
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
是
を
駁
し
て
、
鴉

が
鳩
同
樣
雌
雄
相
愛
し
て
口
を
接
す
る
を
誤
認
し
た
の
だ
と
言
つ
た
と
有
る
。
熊
楠
屢
烏
の
雌
雄
相
愛
し

て
口
を
接
す
る
を
見
る
。
又
自
宅
に
龜
を
十
六
疋
畜か

ひ

有
る
が
、
發
情
の
時
雄
が
雌
に
對
し
て
啄
き
始
め
る

と
雌
も
啄
き
返
す
。
喙
衝
き
到
る
を
避
け
て
は
啄
き
、
啄
か
れ
て
は
避
け
る
事
、
取
組
前
の
力
士
の
氣
合

を
見
る
如
し
。
交
會
は
水
中
で
す
る
を
、
龍
動

ろ
ん
ど
ん

の
動
物
園
で
一
度
見
た
。
予
の
庭
の
な
ど
は
泥
水
故
、
決

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2553630/27
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2553630/27
https://d.docs.live.net/4d009d9a961de7be/デスクトップ/第七十五
https://d.docs.live.net/4d009d9a961de7be/デスクトップ/第七十五
https://www.pauline.or.jp/calendariosanti/gen_saint50.php?id=080901
https://www.pauline.or.jp/calendariosanti/gen_saint50.php?id=080901
https://en.wikipedia.org/wiki/Oswald_of_Northumbria
https://archive.org/details/cu31924092293962/page/n269/mode/2up


し
て
見
え
ぬ
。
斯
る
處
を
誤
認
し
た
と
見
え
て
、
化
書
（
類
凾
四
四
〇
所
引
）
に
牝
牡
之
道
、
龜
々
相
顧

神
交
也
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
牝
牡

ひ

ん

ぼ

の
道
、
龜
と
龜
の
相
顧
み
る
は
神
交
す
る
な
り
。
」
。
］
と
載
す
。
又
佛

經
に
接
吻
を
鳴
と
書
い
た
處
多
い
。
例
せ
ば
根
本
說
一
切
有
部
毘
奈
耶
三
九
に
、
鄔
陀
夷
覩
童
女
、
顏
容

姿
媚
、
遂
起
染
心
、
卽
摩
觸
彼
身
、
嗚
唼
其
口
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
大
蔵
経
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

で
確
認
。
確
か
に
、
「
嗚
唼
」
で
あ
る
。
「
鄔
陀

う

だ

夷い

、
彼か

の
童
女
の
顏
容

か
ん
ば
せ

、
姿
媚

あ

で

や

か
な
る
を
覩み

て
、
遂
に
染ぜ

ん

心し
ん

を
起
こ
し
、
卽
ち
彼か

の
身

か
ら
だ

を
摩な

で
觸さ

は

り
、
其
の
口
を
嗚
唼

お
し
や
う

す
」
。「
嗚
唼
」
は
「
接
吻
」
の
こ
と
。］。
四

分
律
藏
四
九
に
、
時
有
比
丘
尼
、
在
白
衣
家
内
住
、
見
他
夫
主
、
共
婦
嗚
口
、
捫
摸
身
體
、
捉
捺
乳
［
や

ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
大
蔵
経
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で
確
認
。
確
か
に
、
「
嗚
」
で
あ
る
。
「
時
に
比
丘

尼
有
り
、
白
衣

び
や
く
え

の
家
内
に
在
り
て
住
み
、
他ほ

か

の
夫
主
の
、
婦
と
共
に
、
口
を
嗚お

し
、
身
體

か

ら

だ

を
捫な

で
摸さ

は

り
、

乳
を
捉
み
て
捺お

す
を
見
た
り
。
」。
と
あ
る
中
文
サ
イ
ト
で
、
こ
の
「
四
分
律
藏
」
の
当
該
部
分
を
引
用
し
、

『
「
嗚
」
字
是
中
國
人
最
早
用
來
形
容
「
接
吻
」
的
一
個
專
門
性
的
動
詞
』
と
記
し
て
あ
っ
た
。
］
。
康
煕

字
典
、
嗚
の
字
に
接
吻
の
義
を
示
さ
ぬ
が
、
想
ふ
に
烏
は
雌
雄
し
ば
し
ば
口
を
接
し
て
愛
を
示
す
か
ら
、

譯
經
者
が
烏
と
口
と
よ
り
成
る
嗚
の
一
字
で
接
吻
を
表
は
し
た
の
だ
ろ
。
是
は
さ
し
て
本
篇
に
係
ら
ぬ
が

近
來
の
大
發
明
故
洩
し
置
く
。
扨
プ
リ
ニ
ウ
ス
曰
く
、
諸
鳥
の
中
、

烏
コ
ル
ニ
ク
ス

ば
か
り
が
、
其
子
飛
び
始
め
て

後
暫
く
之
を
哺
ふ
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
や
し
な
ふ
」
。
］
。

鴉
コ
ル
ヴ
ス

は
子
が
稍
や
長
ず
れ
ば
逼
つ
て
飛
去
し
む

と
。
本
邦
の
烏
屬
中
に
も
稍
長
じ
た
子
を
追
ふ
の
と
哺
ふ
の
と
有
り
や
。
閑
多
き
人
の
精
査
を
冀
ふ
［
や

ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ね
が
ふ
」
。］
。
甲
子
夜
話
二
三
に
出
た
平
戶
安
滿
嶽
の
神
鴉
、
常
に
雌
雄
一
雙
に
て
年
々

子
に
跡
を
讓
り
去
る
と
は
、
鴉
の
本
種
「
わ
た
り
が
ら
す
」
だ
ら
う
。
こ
ん
な
事
か
ら
反
哺
の
孝
な
ど
云

出
し
た
ん
だ
ろ
。
本
草
に
、
烏
、
此
鳥
初
生
、
母
哺
之
六
十
日
、
長
則
反
哺
六
十
日
、
可
謂
慈
孝
矣
［
や

ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
烏
、
此
の
鳥
、
初
め
て
生
ま
る
る
や
、
母
、
之
れ
を
哺
ふ
こ
と
六
十
日
、
長
ず
れ
ば
、

則
ち
、
反
哺

は

ん

ぽ

す
る
こ
と
、
六
十
日
、
慈
孝
と
謂
ふ
べ
し
。」
。
］
、
慈
烏
孝
烏
の
名
こ
れ
よ
り
出
づ
と
有
る
。

自
分
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
お
の
づ
と
」
と
訓
じ
て
お
く
。］
飛
び
う
る
ま
で
羽
生
え
た
る
に
、
依
然
親
の

臑
囓

す
ね
か
ぢ

り
を
し
お
る
の
を
反
哺
の
孝
と
は
大
間
違
ひ
だ
。
又
思
ふ
に
和
漢
と
も
に
產
す
る
コ
ル
ヴ
ス
、
パ
ス

チ
ナ
ト
ル
（
み
や
ま
が
ら
す
）
は
、
年
長
ず
れ
ば
顏
の
毛
禿
落
ち
て
灰
白
く
、
其
痕
遠
く
望
み
得
る
。
其

が
子
と
同
棲
す
る
を
見
て
子
が
親
に
反
哺
す
と
言
出
し
た
の
か
。
其
樣
な
法
螺
話
は
西
洋
に
も
有
つ
て
、

S
o
u
th

ey, o
p
. cit., 4

th
 S

er., p
.1

0
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に
、
一
三
六
〇
年
（
正
平
十
五
年
）
フ
ラ
ン
シ
ス
カ
ン
僧
バ
ー
テ
ル
ミ

ウ
、
グ
ラ
ン
ト
ヴ
ィ
ル
が
筆
し
た
物
を
引
い
て
云
く
、
烏
老
い
て
羽
毛
禿
落
ち
裸
と
な
れ
ば
、
其
子
等
自

分
の
羽
以
て
他
を
被
ひ
肉
を
集
め
來
て
哺
ふ
云
々
と
。
是
は
支
那
の
禮
記
の
句
な
ど
を
聞
傳
へ
た
の
か
、

其
よ
り
は
多
分
北
ア
フ
リ
カ
の
禿

鵰

ヴ
ル
チ
ユ
ー
ル

の
咄
を
聽
い
て
、
烏
と
同
じ
く
腐
肉
を
食
ひ
熱
國
で
掃
除
の
大
功

有
る
物
故
、
烏
と
誤
認
し
た
の
で
あ
ら
う
。L

eo
 
A

frican
u
s, 

′D
escrizio

n
e 

d
ell

’ 
A

ffrica′ 
in

 

R
am

u
sio

, ′N
av

ig
atio

n
i V

iag
g
i, ′ V

en
etia, 1

5
8
8
, to

m
. i, fo

l. 9
4
D
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に
、
禿
鵰
年
老
い
て
頭
の
羽
毛
落
竭
し

て
剃
つ
た
如
し
。
巢
に
ば
か
り
籠
り
居
る
を
其
子
等
之
を
哺
ふ
と
聞
い
た
と
記
す
。
記
者
は
グ
ラ
ン
ト
ヴ

https://21dzk.l.u-tokyo.ac.jp/SAT/ddb-sat2.php?mode=detail&useid=1442_,23,0860&key=%E5%97%9A%E5%94%BC%E5%85%B6%E5%8F%A3
https://21dzk.l.u-tokyo.ac.jp/SAT/ddb-sat2.php?mode=detail&useid=1442_,23,0860&key=%E5%97%9A%E5%94%BC%E5%85%B6%E5%8F%A3
https://21dzk.l.u-tokyo.ac.jp/SAT/ddb-sat2.php?mode=detail&useid=1442_,23,0860&key=%E5%97%9A%E5%94%BC%E5%85%B6%E5%8F%A3
https://21dzk.l.u-tokyo.ac.jp/SAT/ddb-sat2.php?mode=detail&useid=1442_,23,0860&key=%E5%97%9A%E5%94%BC%E5%85%B6%E5%8F%A3
https://21dzk.l.u-tokyo.ac.jp/SAT/ddb-sat2.php?mode=detail&useid=1428_,22,933&nonum=1&kaeri=


ヰ
ル
よ
り
百
年
以
上
後
の
人
だ
が
、
禿
鵰
反
哺
の
話
は
以
前
か
ら
行
は
れ
た
物
だ
ら
う
。
予
熱
地
で
禿
鵰

を
多
く
見
た
る
に
、
鷲
鷹
の
類
な
が
ら
動
作
烏
に
似
た
事
多
し
。
之
に
較
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
や
や
」
。
］

似
た
は S

ir T
h
o
m

as B
ro

w
n
e

（
十
七
世
紀
の
人
）
の′P

seu
d
o
d
o
x
ia,′ b

k
. v. ch

, I 

や T
h
o
m
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h
t 

の′P
o
p
u
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n
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8
4
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に
、
中
世
歐
州
の
俗
信
に
、
鵜
鶘

ペ
リ
カ
ン

自
分
の
胸
を
喙
き

裂
い
て
血
を
出
し
、
其
愛
兒
に
哺く

は

す
と
云
つ
た
。
注
者
ウ
ヰ
ル
キ
ン
謂
く
、
是
は
此
鳥
頷
下
な
る
大
嗉
囊

お
ほ
の
ど
ぶ
く
ろ

に
魚
多
く
食
蓄
へ
、
子
に
哺
さ
ん
と
て
嗉
嚢
を
胸
に
押
付
て
吐
出
す
を
、
自
ら
胸
を
破
る
と
想
う
た
謬
說

ぢ
や
と
。
類
凾
に
、
瑞
應
圖
曰
、
烏
至
孝
之
應
、
異
苑
曰
、
東
陽
顏
烏
、
以
純
孝
著
聞
、
後
有
群
烏
、
銜

鼓
集
顏
所
居
之
村
、
烏
口
皆
傷
、
一
境
以
爲
、
顏
至
孝
、
故
慈
烏
來
萃
、
銜
鼔
之
異
、
欲
令
聾
者
遠
聞
、

卽
於
鼔
所
立
縣
、
而
名
爲
烏
傷
、
王
莾
改
爲
烏
孝
、
以
彰
其
行
迹
云
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
淵
鑑
類
函
」
を

調
べ
た
と
こ
ろ
、
頭
の
「
瑞
應
圖
曰
、
烏
至
孝
之
應
」
と
い
う
の
は
、
同
書
に
同
じ
文
字
列
は
な
く
、
熊
楠

が
、
そ
う
言
っ
て
い
る
内
容
を
ご
く
短
く
纏
め
た
作
文
で
あ
る
こ
と
が
判
っ
た
の
で
、
以
下
の
訓
読
で
は
、

そ
れ
が
判
る
よ
う
に
、
切
っ
て
お
い
た
。
最
後
は
底
本
で
は
「
去
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
云
」
の
誤
字
で

あ
っ
た
の
で
、
訂
し
て
お
い
た
。「「
瑞
應
圖
」
に
云
は
く
、
『
烏
は
至
孝
の
應
な
り
。
』
と
。
」
「
『
異
苑
』
に

曰
は
く
、
東
陽
の
顏が

ん

烏う

は
純
孝
を
以
つ
て
著
聞
す
。
後
、
群
烏
、
有
り
て
、
鼓

つ
づ
み

を
銜
へ
、
顏
の
居ゐ

る
所
の

村
に
集
ま
れ
り
。
烏
の
口
、
皆
、
傷
つ
け
り
。
一
境

む
ら
び
と

、
以
爲

お
も
へ
ら

く
、
『
顏
は
至
孝
な
れ
ば
、
故
に
、
慈
烏
、

來
た
り
萃

あ
つ
ま

り
て
、
鼔
を
銜
ふ
る
の
異
あ
り
、
聾
者
を
し
て
遠
く
聞
か
し
め
ん
と
欲
す
る
な
り
。
』
と
。
卽

ち
、
鼔
の
所
に
於
い
て
縣
を
立
て
、
名
づ
け
て
「
烏
傷
」
と
爲
す
。
王
莽
、
改
め
て
「
烏
孝
」
と
爲
し
、

以
つ
て
其
の
行
迹
を
彰

あ
ら
は

す
と
云
へ
り
。
」
。
但
し
、
疑
問
に
思
わ
れ
た
方
も
多
い
と
思
う
が
、
実
は
「
鼓
」

は
写
本
や
翻
刻
さ
れ
る
過
程
で
生
じ
た
誤
字
で
あ
る
よ
う
だ
。
後
注
参
照
。］。
世
間
の
聾
迄
も
顏が

ん

烏う

ち
ふ
者

の
孝
行
を
聞
知
る
や
う
、
烏
輩
が
鼓
を
持
つ
て
來
て
廣
告
し
た
の
だ
。
以
色
列

イ

ス

ラ
ヱ

ル

の
傳
說
に
エ
リ
ジ
ヤ
が
ア

ハ
ブ
の
難
を
遁
る
ゝ
途
に
、
餓
え
た
時
鴉
之
を
哺

や
し
な

う
た
と
云
ひ
、
隨
つ
て
基
督
敎
の
俗
人
も
鴉
を
敬
す
る

者
あ
り
（H

azlitt, ′F
aith

s an
d
 F

o
lk

lo
re,′ 1

9
0
5
, v

o
l.ii, p

.5
0
8

）。
烏
が
不
意
の
取
持
で
貧
女
が
國
王
の
后

と
成
つ
た
譚
は
、
貧
女
國
王
夫
人
經
」
（
經
律
異
相
二
十
三
）
に
出
づ
。
グ
ベ
ル
ナ
チ
ス

（G
u
b
ern

atis, ′Z
o
o
lo

g
ical M

y
th

o
lo

g
y,′ v

o
l.ii, p

.2
5
7

）
曰
く
、
獨
逸
と
ス
カ
ン
ヂ
ナ
ヴ
ヰ
ア
の
俚
謠
に
烏

が
美
女
を
救
ふ
話
多
く
、
孰
れ
も
其
女
の
兄
弟
と
呼
ば
れ
有
り
、
又
烏
が
身
を
殺
し
て
迄
も
人
を
助
く
る

談
多
し
と
。
日
本
に
も
出
羽
の
有
也
無
也
の
關
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
う
や
む
や
の
せ
き
」
。
］
に
昔
鬼
出

て
人
を
捉
る
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
と
る
」
。］
、
烏
鳴
い
て
鬼
の
有
無
を
告
げ
往
來
の
人
を
助
け
た
と
い
ふ

（
和
漢
三
才
圖
會
、
六
五
）
。
烏
が
能
く
慈
に
能
く
孝
に
、
又
、
人
を
助
く
る
譚
、
斯
く
の
如
き
者
有
る

上
に
、
忠
義
譚
も
佛
本
行
集
經
五
二
に
出
づ
。
善
子
と
名
く
る
烏
王
の
后
が
孕
ん
で
、
梵
德
王
の
食
を
得

ん
と
思
ふ
、
一
烏
爲
に
王
宮
に
至
り
、
一
婦
女
銀
器
に
王
の
食
を
盛
る
を
見
、
飛
下
つ
て
其
鼻
を
啄
く
と
、

驚
い
て
食
を
地
に
翻か

や

す
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ひ
っ
く
り
返
す
」
或
い
は
「
こ
ぼ
す
」
の
意
。
］
。
烏
取
り

持
去
つ
て
烏
后
に
奉
る
。
其
か
ら
味
を
占
め
て
、
每
日
宮
女
の
鼻
を
啄
き
に
來
た
の
で
、
王
、
人
を
し
て



之
を
捕
へ
し
め
る
と
、
彼
烏
仔
細
を
說
き
王
大
に
感
じ
入
り
、
人
臣
た
る
者
須
く
是
猛
健

た
け
き

烏
か
ら
す

が
主
の
爲

に
食
を
求
め
て
命
を
惜
し
ま
ざ
る
が
如
く
な
る
べ
し
と
て
、
以
後
常
に
來
て
食
を
取
ら
し
め
た
と
云
ふ
。

C
o
llin

 d
e P

lan
cy, ′D

ictio
n
n
aire in

fern
al,′ p

.1
4
4
 

に
、
古
人
婚
前
に
烏
を
祝
し
た
は
、
烏
夫
婦
の
中
何
方

か
ゞ
死
ぬ
と
、
存
つ
た
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
の
こ
つ
た
」
。
］
方
が
或
定
期
間
獨
居
し
て
貞
を
守
つ
た
か

ら
だ
と
見
え
る
が
、
日
本
の
烏
に
は
夫

を
つ
と

も
子
も
有
る
に
姧
通
す
る
の
も
有
る
な
り
。
日
本
靈
異
記
中
に
、

信
嚴
禪
師
出
家
の
因
緣
は
、
家
の
樹
に
棲
む
烏
の
雄
が
雌
と
子
を
養
ふ
爲
に
遠
く
食
を
覓あ

さ

る
間
に
、
他
の

雄
鳥
が
來
て
其
雌
に
通
じ
、
西
東
も
ま
だ
知
ら
ぬ
子
を
捨
て
ゝ
、
鳥
が
鳴
く
吾
妻
か
不
知
火
の
筑
紫
か
へ

梅
忠
も
ど
き
に
立
退
い
た
跡
へ
、
雄
鳥ど

り

還
り
來
り
其
子
を
抱
い
て
鬱
ぎ
死
ん
だ
の
を
見
て
浮
世
が
嫌
に
成

り
、
行
基
の
弟
子
と
成
つ
て
剃
髮
修
行
し
た
し
た
の
で
厶ご

ざ

る
と
說
き
居
る
。
こ
ん
な
に
種
々
調
べ
る
と
マ

ー
ク
・
ト
エ
ー
ン
が
人
間
に
は
成
程
人
情
が
大
分

だ

い

ぶ

有
る
と
皮
肉
つ
た
通
り
、
人
も
烏
も
心
性
に
餘
り
差
異

が
無
さ
ゝ
う
だ
。
さ
れ
ば
こ
そ
衆
經
撰
雜
譬
喩
經
下
に
は
、
烏
が
常
に
樹
下
の
沙
門
の
誦
經
を
一
心
に
聽

い
て
、
後
獵
師
に
殺
さ
る
ゝ
も
心
亂
れ
ず
天
上
に
生
れ
た
と
說
か
れ
た
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
淵
鑑
類
凾
」
は
清
の
康
熙
帝
の
勅
に
よ
り
張
英
・
王
士
禎
ら
が
完
成
し
た
類
書

（
百
科
事
典
）。
一
七
一
〇
年
成
立
。
「
漢
籍
リ
ポ
ジ
ト
リ
」
の
こ
ち
ら
で
、
四
百
二
十
三
巻
の
「
鳥
部
六

【
烏
・
鵲
】」
の
「
烏
一
」
を
見
ら
れ
た
い
。
そ
の[4

2
8

-2
b

]

の
影
印
画
像
の
最
後
行
に
熊
楠
の
引
く
一
文

が
あ
る
。
こ
の
奇
体
な
交
尾
説
は
古
く
か
ら
信
じ
ら
れ
て
い
た
。
私
の
「
和
漢
三
才
圖
會
第
四
十
一 

水

禽
類 

鴛
鴦
（
を
し
ど
り
）
」
に
も
「
本
草
綱
目
」
か
ら
引
か
れ
て
あ
り
、
「
和
漢
三
才
圖
會
第
四
十
三 

林
禽
類 

慈
烏
（
か
ら
す
） 

（
ハ
シ
ボ
ソ
ガ
ラ
ス
）」
で
は
、「
三
才
圖
會
」
か
ら
引
か
れ
て
あ
る
。 

「
プ
リ
ニ
ウ
ス
の
博
物
志
に
も
、
世
に
鴉
は

嘴
く
ち
ば
し

も
て
交
は
る
故
に
、
其
卵
を
食
つ
た
婦
人
は
口
か
ら
產

す
る
と
云
ふ
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
是
を
駁
し
て
、
鴉
が
鳩
同
樣
雌
雄
相
愛
し
て
口
を
接
す
る
を
誤
認
し
た

の
だ
と
言
つ
た
」
こ
の
謂
い
方
は
ち
ょ
っ
と
お
か
し
い
。
そ
も
そ
も
ガ
イ
ウ
ス
・
プ
リ
ニ
ウ
ス
・
セ
ク
ン
ド

ゥ
ス
（G

a
iu

s P
lin

iu
s S

ecu
n

d
u

s 

紀
元
後
二
三
年
～
七
九
年
）
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
（
ラ
テ
ン
文
字
転

写
：A

risto
telēs 

紀
元
前
三
八
四
年
～
紀
元
前
三
二
二
年
）
よ
り
ず
っ
と
後
の
博
物
学
者
だ
か
ら
で
あ
る
。

所
持
す
る
中
野
定
雄
・
中
野
里
美 

・
中
野
美
代
共
訳
「
プ
リ
ニ
ウ
ス
の
博
物
誌
」
（
平
成
元
（
一
九
八
九
）

年 

雄
山
閣
出
版
刊
・
第
三
版
）
で
見
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
は
ま
さ
に
そ
こ
に
書
か
れ
た
内
容
で
あ
っ
て
、
第

十
巻
の
「
ワ
タ
リ
ガ
ラ
ス
」
の
項
に
、 

 
 

 

《
引
用
開
始
》 

ワ
タ
リ
ガ
ラ
ス
は
一
腹
で
せ
い
ぜ
い
五
つ
の
卵
し
か
生
ま
な
い
。
彼
ら
は
嘴
で
生
み
、
あ
る
い
は
交
尾
す

る
（
し
た
が
っ
て
懐
妊
し
て
い
る
婦
人
が
そ
の
卵
を
食
べ
る
と
口
か
ら
分
娩
す
る
。
そ
し
て
と
に
か
く
そ

れ
を
家
に
持
ち
込
む
と
難
産
す
る
）
と
一
般
に
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
エ

ジ
プ
ト
の
ト
キ
に
つ
い
て
と
同
様
、
ワ
タ
リ
ガ
ラ
ス
に
つ
い
て
も
そ
ん
な
こ
と
は
噓
だ
、
だ
が
問
題
の
接

嘴
（
よ
く
見
か
け
る
こ
と
だ
が
）
は
、
ハ
ト
が
よ
く
や
る
よ
う
に
接
吻
の
一
種
だ
、
と
言
っ
て
い
る
ワ
タ

https://www.kanripo.org/text/KR3k0055/428
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/02/post-167f.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/02/post-167f.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/11/post-20c8.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/11/post-20c8.html


リ
ガ
ラ
ス
は
自
分
た
ち
が
前
兆
で
伝
え
る
こ
と
の
意
味
を
知
っ
て
い
る
唯
一
の
鳥
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。

と
い
う
の
は
、
メ
ド
ゥ
ス
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
こ
に
は
訳
注
記
号
が
あ
り
、
後
に
『
メ
デ
ィ
ア
の
息
子
、

メ
デ
ィ
ア
人
に
そ
の
名
を
与
え
た
と
さ
れ
て
い
る
。』
と
あ
る
。
］
の
客
が
殺
さ
れ
た
と
き
、
ペ
ロ
ポ
ン
ネ

ソ
ス
と
ア
ッ
テ
ィ
カ
に
い
た
ワ
タ
リ
ガ
ラ
ス
は
み
ん
な
飛
び
去
っ
た
か
ら
。
彼
ら
が
喉
が
つ
ま
っ
た
か
の

よ
う
に
声
を
呑
み
込
む
よ
う
な
鳴
き
方
を
す
る
と
き
は
、
そ
れ
は
と
く
に
凶
兆
だ
。 

 
 

 

《
引
用
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了
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と
あ
る
を
、
う
っ
か
り
、
か
く
言
い
換
え
て
し
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
見

解
は
、
所
持
す
る
島
崎
三
郎
訳
「
ア
リ
ス
テ
レ
ス
全
集
９
」
（
岩
波
書
店
一
九
六
九
年
刊
）
所
収
の
「
動
物

発
生
論
」
を
見
た
と
こ
ろ
、
「
第
六
章
」
の
「
鳥
類
の
発
生
」
の
冒
頭
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
っ

た
。〔 

〕
は
訳
者
が
補
足
し
た
部
分
を
指
す
。 

 
 

 

《
引
用
開
始
》 

 

鳥
類
の
発
生
に
つ
い
て
も
事
態
は
同
様
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
オ
オ
ガ
ラ
ス
と
イ
ビ
ス
は
口
で
交
わ

り
、
四
足
類
の
イ
タ
チ
は
口
で
子
を
産
む
」
と
い
う
人
々
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
現
に
ア
ナ

ク
サ
ゴ
ラ
ス
や
そ
の
他
の
自
然
学
者
た
ち
の
う
ち
の
或
る
人
々
も
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
あ
ま

り
に
単
純
で
軽
率
な
説
で
あ
る
。
鳥
類
に
つ
い
て
見
る
と
、
人
々
が
推
理
〔
三
段
論
法
〕
に
よ
っ
て
誤
っ

た
結
論
に
達
し
て
し
ま
う
の
は
〔
次
の
点
が
根
拠
に
な
っ
て
い
る
〕
。
す
な
わ
ち
、
オ
オ
ガ
ラ
ス
の
交
尾

は
め
っ
た
に
見
ら
れ
な
い
が
、
互
い
に
嘴
で
交
わ
る
こ
と
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ
、
こ
れ
は
カ
ラ
ス
の
類
の

鳥
な
ら
み
な
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
飼
い
馴
ら
さ
れ
た
コ
ク
マ
ル
ガ
ラ
ス
を
見
れ
ば
よ
く
分
か
る
。
こ
れ

と
同
じ
こ
と
を
ハ
ト
の
類
も
す
る
が
、
彼
ら
は
明
ら
か
に
交
尾
も
す
る
の
で
、
そ
の
た
め
に
こ
ん
な
話
は

起
こ
り
よ
う
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
カ
ラ
ス
の
類
は
少
産
の
〔
卵
を
少
し
し
か
産
ま
ぬ
〕
動
物
に
属
す

る
か
ら
、
好
色
で
は
な
い
が
、
彼
ら
も
交
尾
す
る
と
こ
ろ
を
す
で
に
観
察
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
精
液

が
い
か
に
し
て
栄
養
分
と
同
じ
よ
う
に
、
何
で
も
入
っ
て
く
る
も
の
を
調
理
す
る
胃
を
通
っ
て
子
宮
に
達

す
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
人
々
が
推
論
し
て
み
な
い
の
は
お
か
し
い
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
鳥
類
に
も

子
宮
が
あ
る
し
、
卵
〔
巣
〕
は
下
帯
〔
横
隔
膜
〕
の
そ
ば
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
イ
タ
チ
に
も
、

他
の
四
足
類
と
同
じ
様
式
の
子
宮
が
あ
る
。
と
す
る
と
、
こ
の
子
宮
か
ら
口
ま
で
ど
う
や
っ
て
胎
児
は
進

む
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
イ
タ
チ
が
そ
の
他
の
裂
足
類
（
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
後
で
述
べ
る
が
［
や

ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
こ
に
は
訳
者
注
が
あ
る
が
、
略
す
。］)

と
同
様
に
、
ま
る
で
小
さ
い
子
を
産
み
、
し
ば

し
ば
そ
の
子
を
口
に
く
わ
え
て
運
ぶ
と
い
う
こ
と
が
、
こ
ん
な
見
解
を
作
り
出
し
た
所
以
な
の
で
あ
る
。

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
略
。］ 

 
 

 

《
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な
お
、
訳
者
注
で
は
（
学
名
が
斜
体
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
、
割
り
込
み
で
示
し
た
）
、
『
オ
オ
ガ
ラ
ス
は

（
日
本
で
は
ワ
タ
リ
ガ
ラ
ス
）』
と
さ
れ
、 C

o
rvu

s co
ra

x 

の
学
名
を
記
さ
れ
、
『『
動
物
誌
』
第
九
巻
第
二



十
七
章
』『
に
よ
る
と
、
エ
ジ
プ
ト
産
の
鳥
で
、
白
い
の
と
黒
い
の
が
あ
り
、
白
い
の
は
』Ib

is relig
io

sa
 

、

『
黒
い
の
は
』Ib

is fa
lcin

ellu
s 

（
＝ig

n
eu

s 

）
『
と
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も
日
本
の
ト
キ
に
近
い
鳥
で
あ
る
』

と
あ
っ
た
。
前
者
は
ペ
リ
カ
ン
目
ト
キ
科
ト
キ
亜
科
ク
ロ
ト
キ
属
ア
フ
リ
カ
ク
ロ
ト
キ T

h
reskio

rn
is 

a
eth

io
p
icu

s 

の
こ
と
か
と
思
わ
れ
（
名
前
が
「
黒
」
だ
が
、
翼
の
初
列
風
切
羽
先
端
と
、
次
列
風
切
り
羽

の
先
端
及
び
三
列
風
切
り
羽
が
変
形
し
た
腰
背
部
の
飾
り
羽
が
黒
い
以
外
は
、
白
い
羽
毛
に
包
ま
れ
る
。

下
に
湾
曲
し
た
嘴
と
長
い
脚
は
黒
い
。
サ
ハ
ラ
砂
漠
以
南
か
ら
南
端
ま
で
の
ア
フ
リ
カ
大
陸
・
マ
ダ
ガ
ス

カ
ル
島
・
イ
ラ
ク
南
西
部
に
棲
息
し
て
お
り
、
嘗
て
は
エ
ジ
プ
ト
に
も
分
布
し
て
い
た
。
詳
し
く
は
当
該

ウ
ィ
キ
を
見
ら
れ
た
い
）
、
後
者
は
ト
キ
科
ト
キ
亜
科
ブ
ロ
ン
ズ
ト
キ
属
ブ
ロ
ン
ズ
ト
キ P

leg
a
d

is 

fa
lcin

ellu
s 

の
（
繁
殖
個
体
は
赤
褐
色
の
身
体
に
暗
緑
色
の
翼
を
も
つ
が
、
非
繁
殖
個
体
と
若
年
個
体
は
暗

い
体
色
の
ま
ま
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
・
南
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
マ
ダ
ガ
ス
カ

ル
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
ア
メ
リ
カ
大
陸
大
西
洋
岸
の
熱
帯
・
温
帯
域
に
か
け
て
棲
息
し
て
い
る
が
、
新
大

陸
の
個
体
群
は
比
較
的
最
近
（
十
九
世
紀
）
に
な
っ
て
、
ア
フ
リ
カ
か
ら
自
然
に
分
布
を
広
げ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
繁
殖
し
た
個
体
は
、
冬
期
、
ア
フ
リ
カ
に
渡
り
、
越
冬
す
る
。
詳
し

く
は
当
該
ウ
ィ
キ
を
参
照
さ
れ
た
い
）
の
シ
ノ
ニ
ム
で
あ
る
。
な
お
、
次
の
注
で
は
、
「
コ
ク
マ
ル
ガ
ラ

ス
」
に
つ
い
て
、
学
名
をC

o
rvu

s m
o
n
ed

u
la

 

と
さ
れ
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
ニ
シ
コ
ク
マ
ル
ガ
ラ
ス
で

あ
っ
て
、
既
に
注
し
た
通
り
、
コ
ク
マ
ル
ガ
ラ
ス
は C

o
rvu

s d
a
u
u
ricu

s 

で
あ
る
。
但
し
、
ニ
シ
コ
ク
マ
ル

ガ
ラ
ス
は
コ
ク
マ
ル
ガ
ラ
ス
と
極
め
て
近
い
近
縁
種
で
あ
り
、
北
ア
フ
リ
カ
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ほ
ぼ
全

域
、
イ
ラ
ン
・
北
西
イ
ン
ド
・
シ
ベ
リ
ア
と
、
広
範
囲
に
分
布
し
て
い
る
。 

「
自
宅
に
龜
を
十
六
疋
畜か

ひ

有
る
」
熊
楠
の
亀
好
き
は
よ
く
知
ら
れ
、
私
は
寺
島
良
安
の
「
和
漢
三
才
圖
會 

卷
第
四
十
六 

介
甲
部 

龜
類 

鼈
類 

蟹
類
」
（
サ
イ
ト
版
）
の
「
綠
毛
龜

み

の

か

め

」
で
も
、
冒
頭
注
で
、
『
こ

れ
は
広
く
淡
水
産
の
カ
メ
類
（
潜
頸
亜
目
リ
ク
ガ
メ
上
科
イ
シ
ガ
メ
科

G
eo

em
y
d

id
ae

の
仲
間
等
）
に
藻

類
が
付
着
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
「
脊
骨
に
三
稜
有
り
」
と
い
う
叙
述
は
、
椎
甲
板
と
肋

甲
板
に
三
対
の
筋
状
隆
起
（
キ
ー
ル
と
呼
称
す
る
）
を
持
っ
て
い
る
イ
シ
ガ
メ
科
の
ク
サ
ガ
メ C

h
in

em
ys 

reevesii 

等
を
思
わ
せ
る
。
な
お
、
こ
の
如
何
に
も
日
本
人
好
み
の
ウ
ラ
シ
マ
タ
ロ
ウ
ガ
メ
（
私
の
造
和

名
・
浦
島
太
郎
亀
）
が
好
き
で
好
き
で
、
遂
に
自
分
で
拵
え
ち
ゃ
っ
た
有
名
人
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。
南

方
熊
楠
、
そ
の
人
な
ん
で
あ
る
。
今
、
そ
れ
を
読
ん
だ
確
か
な
資
料
を
思
い
出
せ
な
い
で
い
る
が
、
南
方

熊
楠
邸
保
存
顕
彰
会
常
任
理
事
の
中
瀬
喜
陽
氏
に
よ
る
「
南
方
熊
楠
と
亀
」
に
そ
の
事
実
記
載
が
あ
っ
た

と
記
憶
す
る
。
熊
楠
の
悪
戯
っ
ぽ
い
笑
み
が
、
私
に
は
よ
く
見
え
る
』
と
記
し
た
。
今
、
再
度
、
南
方
熊

楠
関
連
の
諸
本
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
の
だ
が
、
見
当
た
ら
な
い
が
、
さ
る
び
ん
氏
の
ブ
ロ
グ
「
サ
ル
ヴ
ィ

ン
オ
オ
ニ
オ
イ
ガ
メ
専
科
～
淡
水
熱
帯
魚
と
共
に
～
」
の
『
南
方
熊
楠
の
亀
「
お
花
」
』
に
、
南
方
熊
楠

は
『
亀
の
飼
育
に
も
取
り
組
ん
で
い
た
人
物
で
し
た
』
。
『
多
い
時
に
は
イ
シ
ガ
メ
や
ク
サ
ガ
メ
を
』
六
十

『
匹
以
上
も
飼
育
し
て
い
た
と
か
』
。『
熊
楠
の
記
録
に
は
、
長
男
の
熊
弥
と
亀
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
等
が
し
ば

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%95%E3%83%AA%E3%82%AB%E3%82%AF%E3%83%AD%E3%83%88%E3%82%AD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%95%E3%83%AA%E3%82%AB%E3%82%AF%E3%83%AD%E3%83%88%E3%82%AD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%96%E3%83%AD%E3%83%B3%E3%82%BA%E3%83%88%E3%82%AD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%96%E3%83%AD%E3%83%B3%E3%82%BA%E3%83%88%E3%82%AD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%96%E3%83%AD%E3%83%B3%E3%82%BA%E3%83%88%E3%82%AD
http://yab.o.oo7.jp/wakan46.html
http://yab.o.oo7.jp/wakan46.html
https://ameblo.jp/kurahiro5488/entry-12159772598.html
https://ameblo.jp/kurahiro5488/entry-12159772598.html


し
ば
登
場
す
る
そ
う
で
す
』
。
『
熊
楠
は
淡
水
藻
の
研
究
も
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
亀
に
』
人
工
的
に

『
藻
を
生
や
』
さ
『
せ
て
蓑
亀
に
す
る
実
験
も
し
て
い
た
と
の
こ
と
』
と
あ
り
、
昭
和
六
（
一
九
三
一
）

年
六
月
七
日
附
『
上
松
蓊
（
う
え
ま
つ
し
げ
る
）
宛
書
簡
に
「
小
生
方
の
み
の
が
め
、
只
今
長
き
藻
の
上

に
短
き
異
種
の
藻
を
ふ
さ
の
ご
と
く
叢
生
し
、
は
な
は
だ
見
事
な
り
」 

と
あ
っ
た
そ
う
で
す
』。
『
ま
た
、

熊
楠
が
飼
っ
て
い
た
ク
サ
ガ
メ
の
「
お
花
」
は
、
熊
楠
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
』
後
も
六
十
『
年
も
生
き
』
、

二
〇
〇
一
年
七
月
に
『
老
衰
で
死
亡
し
た
と
い
う
記
録
が
あ
り
、
「
お
花
」
は
』
一
〇
〇
『
年
以
上
生
き

た
の
で
は
な
い
か
と
も
い
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
』。
『
ち
な
み
に
、
こ
の
ク
サ
ガ
メ
を
熊
楠
が
亡
く
な
っ

た
』
昭
和
一
六
（
一
七
四
一
）
『
年
以
降
も
飼
育
し
続
け
た
の
は
、
熊
楠
の
長
女
の
文
枝
で
、
熊
楠
か
ら

「
お
前
が
生
ま
れ
る
前
か
ら
い
る
亀
だ
か
ら
大
事
に
」
と
言
わ
れ
、
文
枝
は
そ
の
言
い
付
け
を
守
り
、
生

涯
こ
の
「
お
花
」
を
大
切
に
育
て
た
そ
う
で
す
』
と
あ
る
の
で
、
間
違
い
な
い
。 

「
根
本
說
一
切
有
部
毘
奈
耶
三
九
に
、
鄔
陀
夷
覩
童
女…

…

」
「
四
分
律
藏
四
九
に
、
時
有
比
丘
尼…

…

」

こ
れ
ら
は
実
は
全
く
同
じ
も
の
を
、
南
方
熊
楠
は
、
既
に
電
子
化
注
し
た
「
四
神
と
十
二
獸
に
つ
い
て
」
に

記
し
て
い
る
。
そ
ち
ら
で
詳
細
に
注
し
て
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。 

「
康
煕
字
典
、
嗚
の
字
に
接
吻
の
義
を
示
さ
ぬ
」
大
修
館
書
店
「
廣
漢
和
辭
典
」
に
は
、
「
嗚
」
の
意
味

の
三
番
目
に
擬
声
語
と
し
、
『
嗚
啞
（
オ
ア
）
は
烏
（
か
ら
す
）
の
鳴
き
声
』
と
す
る
（
例
示
引
用
は
私

の
偏
愛
す
る
中
唐
の
鬼
才
李
賀
の
「
勉
愛
行
」
だ
）。 

「
プ
リ
ニ
ウ
ス
曰
く
、
諸
鳥
の
中
、

烏
コ
ル
ニ
ク
ス

ば
か
り
が
、
其
子
飛
び
始
め
て
後
暫
く
之
を
哺
ふ
。

鴉
コ
ル
ヴ
ス

は
子

が
稍
や
長
ず
れ
ば
逼
つ
て
飛
去
し
む
と
。
」
前
掲
引
用
の
「
プ
リ
ニ
ウ
ス
の
博
物
誌
」
の
第
十
巻
の
「
一

四 

カ
ラ
ス
」
の
末
尾
に
『
自
分
の
子
供
が
飛
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
ま
だ
し
ば
ら
く
の
間
そ
れ
を
食

べ
さ
せ
続
け
る
が
、
そ
ん
な
の
は
』
（「
鳥
類
は
」
の
意
）『
ほ
か
に
な
い
』
と
あ
る
の
を
受
け
て
、
「
一
五 

ワ
タ
リ
ガ
ラ
ス
」
の
項
の
冒
頭
に
、 

 
 

 

《
引
用
開
始
》 

と
こ
ろ
が
同
種
の
す
べ
て
の
鳥
は
自
分
た
ち
の
子
供
を
巣
か
ら
追
い
出
し
て
強
制
的
に
飛
ば
せ
る
。
ワ
タ

リ
ガ
ラ
ス
な
ど
も
そ
う
だ
。
こ
の
ワ
タ
リ
ガ
ラ
ス
も
自
身
肉
食
で
あ
る
の
み
で
な
く
、
子
供
が
丈
夫
に
な

る
と
、
彼
ら
を
駆
り
立
て
て
相
当
遠
い
と
こ
ろ
へ
追
い
や
る
。
し
た
が
っ
て
、
小
さ
な
村
に
は
ワ
タ
リ
ガ

ラ
ス
は
ふ
た
番
』（
つ
が
い
）『
し
か
い
な
い
。
両
親
は
引
っ
込
ん
で
場
所
を
子
供
に
譲
る
。 

 
 

 

《
引
用
終
了
》 

因
み
に
、
前
の
注
で
引
用
し
た
部
分
が
、
こ
れ
に
一
節
（
産
卵
と
体
調
変
異
）
を
挟
ん
で
続
い
て
い
る
。 

『
甲
子
夜
話
二
三
に
出
た
平
戸
安
滿
嶽
の
神
鴉…

…

』
先
の
『
「
一
」
の
（
４
）』
の
た
め
に
電
子
化
し
た

「
甲
子
夜
話
卷
之
二
十
三 

１
１ 

安
滿
岳
の
烏 

＋ 

甲
子
夜
話
卷
之
八
十
七 

２ 

安
滿
岳
の
鴉

【
再
補
】」
を
参
照
。 

「
本
草
に
、
烏
、
此
鳥
初
生…

…

」
「
本
草
綱
目
」
巻
四
十
九
の
「
禽
之
三
」
の
「
慈
烏
」
の
記
載
。
「
漢

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/03/post-5e30eb.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/12/post-c22801.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/12/post-5a326c.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/12/post-5a326c.html
http://www.kanripo.org/text/KR3e0079/114#1a


籍
リ
ポ
ジ
ト
リ
」
の
こ
ち
ら
の[1

1
4

-1
0

a]

を
見
ら
れ
た
い
。 

「
コ
ル
ヴ
ス
、
パ
ス
チ
ナ
ト
ル
（
み
や
ま
が
ら
す
）
は
、
年
長
ず
れ
ば
顏
の
毛
禿
落
ち
て
灰
白
く
、
其
痕

遠
く
望
み
得
る
」「
顏
」
と
あ
る
が
、
厳
密
に
は
嘴
で
あ
る
。
同
種
は
成
鳥
で
は
、
基
部
の
皮
膚
が
剥
き
出

し
に
な
り
、
白
く
見
え
る
。 

「S
o
u
th

ey, o
p
. cit., 4

th
 S

er., p
.1

0
9

」
既
出
既
注
の
イ
ギ
リ
ス
の
詩
人
ロ
バ
ー
ト
・
サ
ウ
ジ
ー
（R

o
b
ert 

S
o
u
th

ey 

一
七
七
四
年
～
一
八
四
三
年
）
の
死
後
に
纏
め
ら
れ
た
著
作
集
の
第
四
巻
。
「In

tern
et arch

iv
e

」

の
こ
ち
ら
で
、
原
本
の
以
下
の
当
該
箇
所
が
視
認
出
来
る
。
右
ペ
ー
ジ
の
左
下
に
あ
る
「cro

w
s―

d
u
tifu

l 

C
h
ild

ren
.

」 

（「
カ
ラ
ス
族―

―

忠
実
な
子
供
た
ち
。」）
と
あ
る
の
が
そ
れ
。
下
方
に
引
用
元
の
筆
者
名
を

「B
A

R
T

H
E

L
M

E
W

 G
L

A
N

T
V

IL
E

」
（
詳
細
事
績
不
明
）
と
し
、
引
用
者
の
地
位
を
「F

ran
ciscan

 F
rier

」
（
後
の

綴
り
が
不
審
だ
が
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
修
道
士
で
あ
ろ
う
）
と
す
る
。 

「
禮
記
の
句
」「
大
戴
禮
記
」
の
「
夏
小
正
」
に
あ
る
、『
豺
祭
獸
。
善
其
祭
而
後
食
之
也
。
初
昏
南
門
見
。

南
門
者
、
星
名
也
、
及
此
再
見
矣
。
黑
鳥
浴
。
黑
鳥
者
、
何
也
、
烏
也
。
浴
也
者
、
飛
乍
高
乍
下
也
。
時

有
養
夜
。
養
者
、
長
也
、
若
日
之
長
也
。』
を
指
す
か
？ 

「
北
ア
フ
リ
カ
の
禿

鵰

ヴ
ル
チ
ユ
ー
ル

」
「

禿

鵰

ヴ
ア
ル
チ
ユ
ー
ル

」v
u
ltu

re

。
音
写
は
「
ヴ
ォ
ル
チ
ュ
ル
」
が
近
い
。
こ
こ
は
旧
大

陸
の
タ
カ
目
タ
カ
科
ハ
ゲ
ワ
シ
亜
科 A

eg
y
p
iin

ae 

の
ハ
ゲ
ワ
シ
類
を
指
す
。 

「L
eo

 A
frican

u
s, ′D

escrizio
n
e d

ell

’ A
ffrica′ in

 R
am

u
sio

, ′N
av

ig
atio

n
i V

iag
g
i,′ V

en
etia, 1

5
8

8
, to

m
. i, 

fo
l. 9

4
D

. 

」
レ
オ
・
ア
フ
リ
カ
ヌ
ス
（L

eo
 A

frican
u
s 

一
四
八
三
年
？
～
一
五
五
五
年
？
）
の
名
前
で
知

ら
れ
る
、
本
名
を
ア
ル
＝
ハ
ッ
サ
ン
・
ブ
ン
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ル
＝
ザ
イ
ヤ
ー
テ
ィ
ー
・
ア
ル
＝
フ
ァ
ー

ス
ィ
ー
・
ア
ル
＝
ワ
ッ
ザ
ー
ン
と
い
う
、
ア
ラ
ブ
の
旅
行
家
で
地
理
学
者
。
「
レ
オ
」
は
ロ
ー
マ
教
皇
レ

オ
Ⅹ
世
か
ら
与
え
ら
れ
た
名
で
、「
ア
フ
リ
カ
ヌ
ス
」
は
ニ
ッ
ク
・
ネ
ー
ム
。
以
下
の
書
籍
名
は
イ
タ
リ
ア

語
で
「
ア
フ
リ
カ
の
解
説
」「
旅
の
案
内
」
か
。 

「
予
熱
地
で
禿
鵰
を
多
く
見
た
る
」
熊
楠
は
北
ア
メ
リ
カ
大
陸
周
辺
に
し
か
行
っ
て
い
な
い
か
ら
、
こ
の

場
合
は
、
タ
カ
目
コ
ン
ド
ル
亜
目
コ
ン
ド
ル
科 C

ath
artid

ae 

の
コ
ン
ド
ル
類
で
あ
る
。 

「S
ir T

h
o
m

as B
ro

w
n
e

」
サ
ー
・
ト
ー
マ
ス
・
ブ
ラ
ウ
ン
（
一
六
〇
五
年
～
一
六
八
二
年
）
は
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
の
著
作
家
。
医
学
・
宗
教
・
科
学
・
秘
教
な
ど
様
々
な
知
識
に
基
づ
い
た
著
作
で
知
ら
れ
る
。
当
該

ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、
『
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ベ
ー
コ
ン
の
自
然
史
研
究
に
影
響
を
受
け
、
自
然
界
に
深
い
興
味

を
寄
せ
た
著
作
が
多
い
。
独
自
の
文
章
の
技
巧
で
知
ら
れ
、
作
品
に
古
典
や
聖
書
の
引
用
が
散
り
ば
め
ら

れ
て
お
り
、
同
時
に
ブ
ラ
ウ
ン
の
独
特
な
個
性
が
現
れ
て
い
る
。
豊
か
で
特
異
な
散
文
で
、
簡
単
な
観
察

記
録
か
ら
極
め
て
装
飾
的
な
雄
弁
な
作
品
ま
で
様
々
な
作
風
を
操
っ
た
』
と
あ
る
。
「P

seu
d

o
d

o
x
ia

」
は

彼
の
著
「
プ
セ
ウ
ド
ド
キ
シ
ア
・
エ
ピ
デ
ミ
カ
」（P

seu
d
o
d
o
xia

 E
p
id

em
ica

 

：
一
六
四
六
年
～
一
六
七
二

年
）
で
、
邦
訳
で
は
「
荒
唐
世
説
」
な
ど
と
訳
さ
れ
る
。
怪
し
い
巷
説
や
迷
信
を
採
り
上
げ
て
批
判
し
た

書
。 

http://www.kanripo.org/text/KR3e0079/114#1a
https://archive.org/details/southeyscommonpl04edunse/page/108/mode/2up
https://archive.org/details/southeyscommonpl04edunse/page/108/mode/2up
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%88%E3%83%BC%E3%83%9E%E3%82%B9%E3%83%BB%E3%83%96%E3%83%A9%E3%82%A6%E3%83%B3_(%E4%BD%9C%E5%AE%B6)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%88%E3%83%BC%E3%83%9E%E3%82%B9%E3%83%BB%E3%83%96%E3%83%A9%E3%82%A6%E3%83%B3_(%E4%BD%9C%E5%AE%B6)


 
「T

h
o
m

as W
rig

h
t

」
ト
ー
マ
ス
・
ラ
イ
ト
（
一
八
一
〇
年
～
一
八
七
七
年
）
は
イ
ギ
リ
ス
の
好
古
家
で
著

作
家
。「′P

o
p
u
lar T

reatises o
n
 S

cien
ce,′ 1

8
4
1
, p

p
. 1

1
5
-6

」
は
「P

o
p
u
la

r T
rea

tises o
n
 S

cien
ce,W

ritten
 

D
u
rin

g
 th

e M
id

d
le A

g
es: In

 A
n
g
lo

-S
a
xo

n
, A

n
g
lo

-N
o
rm

a
n
, a

n
d
 E

n
g
lish

.

」
で
「
中
世
に
書
か
れ
た
科
学

に
関
す
る
知
ら
れ
た
論
文
。
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
語
、
ア
ン
グ
ロ
ノ
ル
マ
ン
語
、
英
語
に
拠
る
も
の
。
」

で
、
「In

tern
et arch

iv
e

」
の
こ
ち
ら
か
ら
原
本
が
視
認
出
来
る
が
、
私
は
と
て
も
の
こ
と
に
読
め
な
い
し
、

当
該
箇
所
を
探
す
気
も
起
ら
な
い
。
悪
し
か
ら
ず
。 

「
類
凾
に
、
瑞
應
圖
曰…

…

」
巻
四
百
二
十
三
の
「
鳥
部
六
【
烏
・
鵲
】
」
の
「
烏
二
」
。
本
文
内
の
注
で

述
べ
た
通
り
、
冒
頭
に
「
瑞
應
圖
」
（Q

$
A

の
回
答
に
よ
れ
ば
、
宋
代
の
絵
巻
物
で
、
高
宗
の
即
位
の
祝

い
と
し
て
瑞
祥
の
伝
説
を
文
章
と
絵
で
表
現
し
た
も
の
。
臣
下
が
献
上
し
た
ら
し
い
）
へ
の
言
及
が
あ
り

（「
烏
二
」
は[4

2
8
-4

b
]

か
ら
）、
次
の[4

2
8

-5
b
]

の
四
行
目
以
下
に
「
異
苑
曰…

…

」
が
現
わ
れ
る
。 

「
異
苑
」
六
朝
時
代
の
宋
（
四
二
〇
年
～
四
七
九
年
）
の
劉
敬
叔
の
撰
に
な
る
志
怪
小
説
集
。
全
十
巻
。

当
時
の
人
物
に
つ
い
て
の
超
自
然
的
な
逸
話
、
幽
霊
・
狐
狸
に
纏
わ
る
民
間
の
説
話
な
ど
を
記
し
た
も
の
。

但
し
、
現
存
の
テ
キ
ス
ト
は
明
代
の
胡
震
亨

こ

し

ん
こ

う

に
よ
っ
て
編
集
し
直
さ
れ
た
も
の
で
、
原
著
と
は
異
な
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
ど
う
も
烏
が
銜
え
て
く
る
の
が
「
鼓
」
と
い
う
の
は
ど
う
も
お
か
し
い

と
思
っ
て
幾
つ
か
の
フ
レ
ー
ズ
で
調
べ
た
と
こ
ろ
、
同
一
の
話
が
、
北
魏
の
知
ら
れ
た
地
理
書
「
水
經
注

す
い
け
い
ち
ゅ
う

」

（
全
四
十
巻
。
撰
注
者
は
官
僚
で
文
人
の
酈れ

き

道
元

ど
う
げ
ん

（
四
六
九
年
～
五
二
七
年
）
で
、
五
一
五
年
成
立
と
推
定

さ
れ
る
）
に
出
て
お
り
、
そ
こ
に
、
こ
の
部
分
が
（「
維
基
文
庫
」
の
影
印
本
画
像
と
、「
中
國
哲
學
書
電
子

化
計
劃
」
の
「
乾
隆
御
覽
本
四
庫
全
書
薈
要
・
史
部
」
の
影
印
本
を
参
考
に
し
た
が
、
前
者
で
字
起
こ
し
し

た
）、 

 
 

 

＊ 

後
有
羣
烏
助
銜
土
塊
爲
墳
【
案
近
刻
訛
作
後
有
羣
烏
銜
鼔
集
顏
烏
所
居
之
邨
】 

 
 

 

＊ 

訓
読
を
試
み
る
と
、 

 
 

 

＊ 

後
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
孝
子
で
あ
る
顔
烏
が
親
を
亡
く
し
た
、
そ
の
直
「
後
」
の
意
で
あ
ろ
う
。］、
群
烏
有

り
て
、
土
塊

つ
ち
く
れ

を
も
て
助
け
、
銜く

は

へ
て
、
墳
を
爲な

せ
り
【
案
ず
る
に
、
近
刻
は
、
訛

あ
や
ま

り
て
、「
後
、
羣
烏
有
り

て
、
鼔
を
銜
へ
て
顏
烏
の
居
る
所
の
邨む

ら

に
集
ま
れ
り
。」
に
作
る
。】。 

 
 

 

＊ 

と
す
れ
ば
、
す
こ
ぶ
る
腑
に
落
ち
た
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
の
自
己
満
足
を
懼
れ
、
さ
ら
に
検
索
し
た
と
こ
ろ
、

ネ
ッ
ト
を
始
め
た
古
く
か
ら
よ
く
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
個
人
サ
イ
ト
「
元
・
肝
冷
斎
日
録
」
の
こ
ち
ら
に
、

原
文
・
訓
読
・
現
代
語
訳
が
載
っ
て
い
る
の
を
発
見
し
た
。
そ
の
訓
読
文
と
現
代
語
訳
は
（
分
離
し
て
い
る

の
で
合
成
し
た
。
表
記
は
マ
マ
）、 

https://archive.org/details/populartreatise01londgoog/page/n134/mode/2up
https://zh.wikisource.org/wiki/Page:Sibu_Congkan0300-%E9%85%88%E9%81%93%E5%85%83-%E6%B0%B4%E7%B6%93%E6%B3%A8-12-12.djvu/155
https://ctext.org/library.pl?if=gb&file=73124&page=114#%E7%95%B0%E8%8B%91
https://ctext.org/library.pl?if=gb&file=73124&page=114#%E7%95%B0%E8%8B%91
https://ctext.org/library.pl?if=gb&file=73124&page=114#%E7%95%B0%E8%8B%91
https://ctext.org/library.pl?if=gb&file=73124&page=114#%E7%95%B0%E8%8B%91
http://www.mugyu.biz-web.jp/nikki.26.08.02.htm


 
 

 

《
訓
読
文
引
用
》 

『
東
陽
の
顔
烏
、
淳
孝
を
以
て
著
聞
せ
り
。
群
烏
有
り
て
、
土
塊
を
助
け
銜
（
く
わ
）
え
て
墳
を
為
せ
り
。

烏
口
み
な
一
境
に
お
い
て
傷
め
り
。
お
も
え
ら
く
、
顔
烏
の
至
孝
な
る
が
故
に
慈
烏
を
致
し
、
孝
声
を
し
て

遠
聞
せ
し
め
ん
と
欲
す
る
な
ら
ん
。
又
、
そ
の
県
に
名
づ
け
て
「
烏
傷
」
と
曰
え
り
。』 

 
 

 

《
現
代
語
訳
引
用
》 

『
会
稽
・
東
陽
の
顔
烏
（
が
ん
・
う
）
と
い
う
ひ
と
は
、
た
い
へ
ん
な
孝
行
者
と
い
う
の
で
有
名
で
あ
っ
た
。

親
が
亡
く
な
っ
た
後
、
人
を
雇
う
資
力
が
無
い
た
め
、
手
づ
か
ら
鋤
鍬
を
取
っ
て
そ
の
墳
墓
を
築
こ
う
と
し

た
。
す
る
と
、
（
彼
の
名
前
と
同
じ
）
カ
ラ
ス
た
ち
が
群
れ
て
や
っ
て
き
て
、
土
の
か
た
ま
り
を
咥
え
て
き

て
、
墳
墓
づ
く
り
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
。
こ
の
た
め
、
そ
の
近
辺
の
カ
ラ
ス
の
く
ち
ば
し
は
、
み
な
傷
つ
い

た
と
い
う
。
さ
て
さ
て
、
お
そ
ら
く
こ
れ
は
、
顔
烏
が
あ
ま
り
に
も
す
ご
い
孝
行
者
で
あ
っ
た
の
で
、
（
そ

の
徳
が
）
優
し
い
カ
ラ
ス
た
ち
に
働
き
か
け
て
、
孝
行
の
評
判
を
遠
い
と
こ
ろ
に
ま
で
伝
え
聞
か
せ
よ
う
と

し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
そ
の
近
辺
の
区
域
は
「
カ
ラ
ス
の
（
く
ち
ば
し
の
）

傷
つ
い
た
県
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。』 

 
 

 

＊ 

こ
れ
で
、
私
は
胸
を
撫
で
下
し
た
の
で
あ
っ
た
。
当
初
は
本
文
内
で
修
正
し
て
し
ま
お
う
と
も
思
っ
た
が
、

修
正
が
一
字
の
変
更
に
留
ま
ら
な
く
な
り
、
し
か
も
平
凡
社
の
選
集
で
は
訓
読
と
な
っ
て
い
る
上
に
、

「
鼓
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
注
で
か
く
示
す
こ
と
に
し
た
。 

「
王
莽
」
（
お
う
も
う 

紀
元
前
四
五
年
～
紀
元
後
二
三
年
）
は
前
漢
の
外
戚
で
、
新
の
建
国
者
。
幼
少

の
皇
帝
を
立
て
て
実
権
を
握
り
、
紀
元
後
八
年
に
自
ら
が
帝
位
に
就
い
た
（
在
位
：
八
年
～
二
三
年
）
。

そ
の
間
、
儒
教
を
重
ん
じ
、
人
心
を
治
め
、
即
位
の
礼
式
や
官
制
の
改
革
も
、
総
て
古
典
に
則
っ
た
が
、

現
実
性
を
欠
い
て
い
て
失
敗
し
、
内
外
と
も
に
反
抗
が
相
次
ぎ
、
自
滅
し
た
。
後
、
光
武
帝
に
よ
り
、
漢

朝
が
復
興
さ
れ
て
い
る
。 

「
エ
リ
ジ
ヤ
」
「
旧
約
聖
書
」
の
預
言
者
エ
リ
ヤ
。
そ
の
名
は
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
「
ヤ
ハ
ウ
ェ
は
我
が
神
な

り
」
を
意
味
す
る
。 

「
ア
ハ
ブ
」
「
旧
約
聖
書
」
に
よ
れ
ば
、
第
六
代
イ
ス
ラ
エ
ル
王
オ
ム
リ
の
子
に
生
ま
れ
、
そ
の
死
後
に

跡
を
継
ぎ
、
二
十
二
年
の
間
、
王
位
に
あ
っ
た
。
預
言
者
エ
リ
ヤ
は
代
表
的
な
彼
の
反
対
者
と
し
て
描
か

れ
、
終
始
、
エ
リ
ヤ
と
ア
ハ
ブ
王
家
の
敵
対
関
係
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ア
ハ
ブ
は
シ
リ
ア
の
王

女
イ
ゼ
ベ
ル
を
妻
に
迎
え
た
。
イ
ゼ
ベ
ル
は
シ
リ
ア
の
バ
ア
ル
崇
拝
を
イ
ス
ラ
エ
ル
に
導
入
し
た
。
結
果
、

そ
れ
以
前
か
ら
存
し
た
ヤ
ハ
ウ
ェ
信
仰
や
金
の
仔
牛
信
仰
に
加
え
た
混
合
宗
教
が
イ
ス
ラ
エ
ル
に
展
開
さ

れ
た
ほ
か
、
後
に
は
ア
ハ
ブ
と
婚
姻
関
係
を
結
ん
だ
ユ
ダ
王
国
に
も
導
入
さ
れ
た
。
こ
れ
を
「
旧
約
聖
書
」

で
は
偶
像
崇
拝
と
し
て
非
難
し
、
さ
ら
に
は
「
ヤ
ハ
ウ
ェ
信
仰
へ
の
弾
圧
」
と
指
弾
し
て
い
る
。
こ
の
た

め
、
旧
約
聖
書
で
は
ア
ハ
ブ
は
「
北
王
国
の
歴
代
の
王
の
中
で
も
類
を
見
な
い
ほ
ど
の
暴
君
」
と
し
て
扱



わ
れ
て
い
る
（
以
上
は
当
該
ウ
ィ
キ
に
拠
っ
た
）。 

「H
azlitt, ′F

aith
s an

d
 F

o
lk

lo
re,′ 1

9
0
5
, v

o
l.ii, p

.5
0
8

」
イ
ギ
リ
ス
の
弁
護
士
・
書
誌
学
者
・
作
家
ウ
ィ
リ

ア
ム
・
カ
ル
ー
・
ハ
ズ
リ
ッ
ト
（W

illiam
 C

arew
 H

azlitt 

一
八
三
四
年
～
一
九
一
三
年
）
著
の
「
信
仰

と
民
俗
学
」。「In

tern
et arch

iv
e

」
の
当
該
書
の
こ
ち
ら
の
左
ペ
ー
ジ
の
頭
の
部
分
に
あ
る
。 

「
烏
が
不
意
の
取
持
で
貧
女
が
國
王
の
后
と
成
つ
た
譚
は
、
貧
女
國
王
夫
人
經
」
（
經
律
異
相
二
十
三
）

に
出
づ
」
こ
れ
は
検
索
を
続
け
る
こ
と
三
十
分
、
漸
く
、
台
湾
サ
イ
ト
の
「C

B
E

T
A

 

中
華
電
子
佛
典
協
會
」

の
方
の
「
經
律
異
相
卷
第
二
十
三
（
聲
聞
無
學
學
尼
僧
部
第
十
二
）
」
で
綺
麗
に
電
子
化
さ
れ
た
そ
れ
で
、

見
出
せ
た
。
そ
こ
の
「
孤
獨
母
女
為
王
所
納
出
家
悟
道
十
一
」
で
あ
る
。
冒
頭
を
引
く
と
、
初
っ
端
に
カ

ラ
ス
が
出
る
（
下
線
太
字
は
私
が
附
し
た
）
。『
舍
衛
城
。
有
孤
獨
母
人
。
自
生
一
女
。
年
始
十
七
。
顏
容

端
嚴
衣
不
蔽
形
。
母
乞
食
自
連
。
女
貞
賢
明
達
。
博
讀
經
書
守
節
不
出
門
戶
。
居
近
王
道
而
心
願
適
王
。

又
願
事
神
如
佛
。
王
出
行
國
內
。
見
烏
在
貧
女
門
上
鳴
。
王
便
舉
弓
射
烏
。
烏
持
王
箭
走
入
女
家
。
王
傍
人

追
烏
入
舍
。
女
不
出
面
。
但
拔
箭
放
烏
授
箭
擲
外
。
王
人
見
指
知
之
非
凡
。
却
後
年
中
。
王
第
一
夫
人
卒
。

娉
求
夫
人
。
無
應
相
者
。
廣
訪
人
間
。
左
右
白
言
。
前
時
射
烏
窮
獨
母
女
。
年
十
六
七
雖
不
見
面
。
瞻
手

聞
聲
似
是
貴
人
。
王
便
往
視
呼
將
俱
來…

…

』
と
続
く
。
話
の
終
り
に
は
出
典
と
し
て
「
貧
女
為
國
王
夫

人
經
」
と
あ
る
。
本
邦
の
サ
イ
ト
で
は
「
經
律
異
相
」
の
、
こ
う
し
た
整
序
さ
れ
た
電
子
化
物
が
な
い
よ

う
な
の
で
、
こ
の
注
で
は
甚
だ
す
こ
ぶ
る
助
か
っ
た
。 

「
グ
ベ
ル
ナ
チ
ス
（G

u
b
ern

atis, ′Z
o
o
lo

g
ical M

y
th

o
lo

g
y,′ v

o
l.ii, p

.2
5
7

）
曰
く
、
獨
逸
と
ス
カ
ン
ヂ
ナ
ヴ

ヰ
ア
の
俚
謠
に
烏
が
美
女
を
救
ふ
話
多
く
、
孰
れ
も
其
女
の
兄
弟
と
呼
ば
れ
有
り
、
又
烏
が
身
を
殺
し
て

迄
も
人
を
助
く
る
談
多
し
と
」
こ
れ
は
今
ま
で
も
本
書
で
何
度
も
熊
楠
が
引
い
て
い
る
作
品
で
、
イ
タ
リ

ア
の
文
献
学
者
コ
ォ
ウ
ト
・
ア
ン
ジ
ェ
ロ
・
デ
・
グ
ベ
ル
ナ
テ
ィ
ス
（C

o
u
n
t A

n
g
elo

 D
e G

u
b

ern
atis 

一

八
四
〇
年
～
一
九
一
三
年
）
の
「
動
物
に
関
す
る
神
話
学
」
で
あ
る
。
「In

tern
et arch

iv
e

」
の
同
第
二
巻

の
こ
こ
の
、
右
ペ
ー
ジ
本
文
の
下
か
ら
七
行
目
か
ら
。 

「
出
羽
の
有
也
無
也
の
關
に
昔
鬼
出
て
人
を
捉
る
烏
鳴
い
て
鬼
の
有
無
を
告
げ
往
來
の
人
を
助
け
た
と
い

ふ
（
和
漢
三
才
圖
會
、
六
五
）
」
所
持
す
る
原
本
画
像
か
ら
訓
点
を
除
去
し
た
白
文
原
文
通
り
の
も
の
と
、

後
に
訓
読
し
た
も
の
を
示
す
（
こ
れ
は
私
の
同
書
の
電
子
化
の
永
年
に
亙
る
自
己
拘
束
だ
か
ら
で
あ
る
）
。

歴
史
的
仮
名
遣
の
誤
り
は
マ
マ
で
、
〔 

〕
は
私
が
推
定
で
歴
史
的
仮
名
遣
で
補
っ
た
部
分
。
こ
れ
は
地

誌
の
前
巻
か
ら
の
地
誌
の
「
大
日
本
國
」
パ
ー
ト
の
、
巻
第
六
十
五
の
中
の
「
出
羽
」
パ
ー
ト
の
終
り
の

方
（
六
折
）
で
あ
る
。
歌
は
改
行
し
て
引
き
上
げ
、
上
句
・
下
句
を
分
け
た
。 

 
 

 

＊ 

牟
也
牟
也
關 

良
材
集
【
引
八
雲
御
抄
】
云
牟
也
牟
也
乃
關
有
陸
奥 

出
羽
之
交
但
關
有
出
羽
方
草
木
森
森
然
行
人
不
栞
則
難 

徃
來 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%8F%E3%83%96
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%8F%E3%83%96
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%8F%E3%83%96
https://archive.org/details/faithsandfolklo00hazlgoog/page/n182/mode/2up
http://tripitaka.cbeta.org/T53n2121_023
http://tripitaka.cbeta.org/T53n2121_023
https://archive.org/details/cu31924092293962/page/n269/mode/2up
https://archive.org/details/cu31924092293962/page/n269/mode/2up


 
武
士
の
出
さ
入
さ
に
し
る
し
す
る
を 

 
 

 
 

を
ち
を
ち
ど
ち
の
む
や
む
や
の
関 

△
按
俗
謂
有
也
無
也
関
者
訛
也
昔
此
山
鬼
神
棲
不
時
出
捉 

 

人
烏
鳴
告
有
無
人
因
其
聲
徃
來
之
說
愈
妄
也
或
云
鳥
海 

 

山
近
處
有
此
關
【
又
俊
頼
歌
爲
伊
奈
牟
夜
】 

 
 

 

＊ 

牟
也
牟
也
關

む

や

む

や

の

せ

き 

「
良
材
集
」
に
【「
八
雲
御
抄

〔
や
く
も
み
せ
う
〕

」
を

引
〔
ひ
き
〕

て
。
】
云
は
く
、『
「
牟
也
牟
也
乃の

關
」、
陸
奥
と
出

羽
の
交

あ
は
い

に
有
り
。
但
し
、
關
は
出
羽
方
に
有
り
。
草
木
、
森

森

然

〔
し
ん
し
ん
ぜ
ん
〕

と
し
て
、

行

人

み
ち
ゆ
き
〔
の
ひ
と
〕

、
栞

し
お
ら

せ
ざ
れ

ば
、
則
〔
ち
〕、
徃
來
難
し
。 

 

武

士

〔
も
の
の
ふ
〕

の

出
〔
い
づ
〕

さ

入
〔
い
る
〕

さ
に
し
る
し
す
る
を 

 
 

 
 

を
ち
を
ち
ど
ち
の
む
や
む
や
の
関 

△
按
〔
ず
る
に
〕
、
俗
に
「
有
也
無
也

う

や

む

や

の
関
」
と
謂
ふ
は
、

訛
〔
あ
や
ま
〕

り
な
り
。
「
昔
し
、
此
の
山
に
、
鬼
神
、

棲す

み
、
不
時
に
出
て
、
人
を
捉と

る
。
烏
、
鳴
き
、
有
無
を
告
ぐ
。
人
、
其
の
聲
に

因
〔
よ
り
〕

て
徃
來
す
。」
と
云

〔
ふ
〕
。

之
〔
こ
れ
〕

、

愈
い
よ
い
よ

、

妄
〔
ま
う
〕

な
り
。
或
〔
い
は
〕

云
〔
い
ふ
〕

、
「
鳥
海
山
の

近

處

〔
ち
か
き
と
こ
ろ
〕

に
此
關
、
有
り
。
」
と

【
又
、
俊
頼
の
歌
に
「
伊
奈
牟
夜
」
と
爲

〔
す
〕

。
】。 

 
 

 

＊ 

恐
ら
く
は
多
く
の
人
は
芭
蕉
の
「
奥
の
細
道
」
で
知
っ
て
い
る
（
私
の
『
今
日
の
シ
ン
ク
ロ
ニ
テ
ィ
「
奥

の
細
道
」
の
旅 

４
９ 

象
潟 

象
潟
や
雨
に
西
施
が
ね
ぶ
の
花
』
の
原
文
参
照
）
こ
の
「
牟
也
牟
也
關
」

は
「
う
や
む
や
の
せ
き
」
と
も
呼
び
、「
有
耶
無
耶
関
」
「
有
也
無
也
関
」
な
ど
と
も
表
記
し
、
比
定
地
は

二
つ
あ
る
。
一
つ
は
平
安
後
期
か
ら
の
歌
枕
で
、
山
形
県
と
宮
城
県
と
の
境
界
に
あ
る
笹
谷

さ

さ

や

峠
（
こ
の
峠

自
体
は
確
か
に
最
古
か
ら
あ
っ
た
）
に
あ
っ
た
関
所
。
出
羽
と
陸
奥
の
境
と
な
っ
た
。
「
伊
奈

い

な

む

の
関
」
と

も
。
こ
こ
。
今
一
つ
は
、 

山
形
県
と
秋
田
県
の
境
界
、
日
本
海
に
臨
む
三
崎
峠
に
あ
っ
た
関
所
。
こ
こ
は

「
和
漢
三
才
図
会
」
本
文
の
一
説
に
あ
る
通
り
、
鳥
海
山
の
西
麓
で
あ
る
。
「
良
材
集
」
は
「
歌
林
良
材

集
」
で
全
二
巻
の
歌
論
・
歌
学
書
。
一
条
兼
良
撰
。
室
町
中
期
成
立
。
「
八
雲
御
抄
」
は
鎌
倉
初
期
の
歌

学
書
。
全
六
巻
。
順
徳
天
皇
著
。
「
承
久
の
乱
」
（
承
久
三
（
一
二
二
一
）
年
五
月
）
の
頃
ま
で
執
筆
し
て

い
た
草
稿
を
、
佐
渡
遷
御
後
に
纏
め
た
も
の
で
、
先
行
の
歌
学
研
究
を
集
大
成
し
た
も
の
。
歌
学
的
知

識
・
詠
歌
作
法
・
歌
語
の
収
集
と
解
釈
・
名
所
解
説
・
歌
論
の
見
解
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
引
用
の
歌

「
武

士

〔
も
の
の
ふ
〕

の

出
〔
い
づ
〕

さ

入
〔
い
る
〕

さ
に
し
る
し
す
る
を
を
ち
を
ち
ど
ち
の
む
や
む
や
の
関
」
は
「
夫
木
和
歌
抄
」

の
巻
二
十
一
の
「
雜
三
」
に
載
る
読
人
不
知 

の
一
首
で
あ
る
が
、
「
日
文
研
」
の
「
和
歌
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
」
で
も
、 

 

も
の
の
ふ
の
い
つ
さ
い
る
さ
に
し
を
り
す
る 

 
 

 
 

と
や
と
や
と
ほ
り
の
む
や
む
や
の
せ
き 

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2014/08/post-7566.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2014/08/post-7566.html
https://www.google.com/maps/place/%E7%AC%B9%E8%B0%B7%E5%B3%A0/@38.8755267,140.1311628,7.25z/data=!4m5!3m4!1s0x5f8bcb2c4f2729cf:0x9d9e529b0462a99d!8m2!3d38.2282211!4d140.4696495!5m1!1e2
https://www.google.com/maps/place/%E4%B8%89%E5%B4%8E%E5%B3%A0/@39.1040092,139.8346081,12z/data=!4m5!3m4!1s0x5f8e8bfd1108a46f:0x13c6e387625b0d1a!8m2!3d39.1130439!4d139.8793873!5m1!1e2


で
あ
り
、
こ
れ
は
、 

 

武
士
の
出い

づ
さ
入い

る
さ
に
枝
折

し

を

り

す
る 

 
 

 
 

と
や
と
や
と
ほ
り
の
む
や
む
や
の
關 

で
、
上
句
は
武
士
で
さ
え
出
入
り
の
た
め
に
草
木
を
折
り
縛
っ
て
栞
と
せ
ね
ば
迷
っ
て
出
ら
れ
な
く
な
っ

て
し
ま
う
迷
宮

ラ
ビ
リ
ン
ス

の
夢
幻
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
下
句
で
オ
ノ
マ
ト
ペ
イ
ア
に
仕
立
て
た
戯
れ
と
思
う
が
、
そ
の

オ
ノ
マ
ト
ペ
イ
ア
が
、
伝
説
の
「
鬼
が
い
る
ぞ
！
」
と
い
う
烏
の
「
有
也
有
也

う

や

う

や

」
、
「
無
也
無
也

む

や

む

や

」
の
そ
れ

と
響
き
合
う
と
こ
ろ
を
、
良
安
は
面
白
い
と
思
っ
て
こ
こ
に
挿
入
し
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。 

「
佛
本
行
集
經
五
二
」
以
下
の
話
は
同
経
の
「
中
國
哲
學
書
電
子
化
計
劃
」
の
影
印
の
こ
の
辺
り
に
出
て

い
る
。
活
字
で
な
い
と
、
と
言
う
方
は
、
簡
体
字
交
じ
り
で
よ
け
れ
ば
、
「
維
基
文
庫
」
の
同
経
の
全
文

で
「
佛
告
诸
比
丘
。
我
念
往
昔
久
远
之
时
。
波
罗
奈
国
有
一
乌
王
。
」
を
検
索
で
入
れ
れ
ば
、
そ
の
文
頭

に
辿
り
着
く
。
ぶ
つ
ぶ
つ
に
切
れ
て
い
て
も
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
本
邦
の
字
体
で
見
た
け
れ
ば
、
「
大
蔵
経

テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
こ
ち
ら
で
「
佛
告
諸
比
丘
。
我
念
往
昔
久
遠
之
時
。
」
を
検
索
す
れ
ば
よ

ろ
し
い
。 

「
日
本
靈
異
記
中
に
、
信
嚴
禪
師
出
家
の
因
緣
は…

…

」
私
の
好
き
な
「
烏
の
邪
婬
を
見
て
、
世
を
厭
ひ
、

善
を
修
す
る
緣
第
二
」
で
あ
る
。
以
下
に
角
川
文
庫
板
橋
倫と

も

行ゆ
き

氏
の
校
注
本
（
昭
和
五
二
（
一
九
七
七
）

年
（
第
十
八
版
）
角
川
文
庫
刊
）
で
示
す
。
段
落
を
成
形
し
た
。 

  
 

 

＊ 

 

禪
師
信
嚴

し
ん
ご
ん

は
、
和
泉
の
國
泉
の
郡
の
大
領

だ
い
り
や
う

血ち

沼ぬ

の
縣

あ
が
た

主ぬ
し

倭
や
ま
と

麻
呂

ま

ろ

な
り
。
聖
武
天
皇
の
御
世
の
人
な
り
。 

 

此
の
大
領
の
家
の
門
に
、
大
樹
有
り
。
烏
、
巢
を
作
り
、
兒
を
産
み
、
抱う

だ

き
て
臥
す
。
雄を

の
烏
、
遐
迩

を
ち
こ
ち

飛
び
行
き
、
食
を
求
め
、
兒
を
抱
け
る
妻
を
養
ふ
。 

 

食
を
求
め
て
行
け
る
頃
、
他あ

だ

の
烏
、
遞

た
が
ひ

に
來
た
り
て
婚つ

る

び
姧か

た

む
。
今
の
夫
に
婚つ

る

び
て
、
心
に
就
き
て
、

共
に
高
く
空
に
か
け
り
、
北
を
指
し
て
飛
び
、
子
を
棄
て
て
睠

か
へ
り

み
ず
。 

 

時
に
、
先
の
夫
の
烏
、
食
物
を
哺ふ

ふ

み
持
ち
來
た
り
て
、
見
れ
ば
、
妻
の
烏
、
無
し
。
時
に
兒
を
慈
し
み
、

抱
き
て
臥
し
、
食
物
を
求
め
ず
し
て
、
數

あ
ま
た

の
日
を
經
た
り
。 

 

大
領
、
見
て
、
人
を
樹
に
登
ら
せ
て
、
其
の
巣
を
見
し
む
る
に
、
兒
を
抱
き
て
、
死
す
。 

 

大
領
、
見
て
、
大い

た

く
悲
し
び
、
心
に
愍

あ
は
れ

み
、
烏
の
邪
婬
を
觀
て
、
世
を
厭
ひ
、
家
を
出
で
、
妻
子
を
離

れ
、
官
位
を
捨
て
、
行
基
大
德

だ
い
と
こ

に
隨
ひ
て
、
善
を
修
し
、
道
を
求
む
。 

 

名
を
信
嚴
と
曰
ふ
。
但
だ
、
要ち

ぎ

り
語
り
て
曰
は
く
、 

「
大
徳
と
倶
に
死
に
、
必
ず
、
當
に
同
に
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
お
な
じ
き
に
」
。
］
西
方
に
往
生
す
べ
し
。」 

と
い
ふ
。 

 

大
領
の
妻
も
亦
、
血
沼
の
縣
主
な
り
。
大
領
捨
つ
る
も
、
終
に
他あ

だ

の
心
、
無
く
、
心
に
貞
潔
を
愼
む
。

https://ctext.org/library.pl?if=gb&file=88008&page=21
https://zh.wikisource.org/wiki/%E4%BD%9B%E6%9C%AC%E8%A1%8C%E9%9B%86%E7%B6%93
https://zh.wikisource.org/wiki/%E4%BD%9B%E6%9C%AC%E8%A1%8C%E9%9B%86%E7%B6%93
https://21dzk.l.u-tokyo.ac.jp/SAT/ddb-sat2.php?mode=detail&useid=0190_,03,894&nonum=1&kaeri=1
https://21dzk.l.u-tokyo.ac.jp/SAT/ddb-sat2.php?mode=detail&useid=0190_,03,894&nonum=1&kaeri=1
https://21dzk.l.u-tokyo.ac.jp/SAT/ddb-sat2.php?mode=detail&useid=0190_,03,894&nonum=1&kaeri=1
https://21dzk.l.u-tokyo.ac.jp/SAT/ddb-sat2.php?mode=detail&useid=0190_,03,894&nonum=1&kaeri=1


愛め

で
し
男
子

を
の
こ
ご

、
病
を
得
て
、
命
、
終
は
る
時
に
臨
み
て
、
母
に
白ま

を

し
て
言
は
く
、 

「
母
の
乳
を
飮
ま
ば
、
我
が
命
を
延
ぶ
べ
し
。」 

と
い
ふ
。 

 

母
、
子
の
言こ

と

に
隨
ひ
、
乳
を
、
病
め
る
子
に
飮
ま
し
む
。 

 

子
、
飮
み
て
、
歎
き
て
言
は
く
、 

「
あ
あ
、
母
の
甜あ

ま

き
乳
を
捨
て
て
、
我
、
死
な
む
か
。」 

と
い
ひ
て
、
卽
ち
、
命
、
終
は
る
。 

 

然
し
て
、
大
領
の
妻
、
死
に
し
子
に
戀
ひ
、
同
共

と
も
ど
も

に
家
を
出
で
、
善
法
を
、
修
し
、
習
ひ
き
。 

 

信
嚴
禪
師
、
幸
、
無
く
、
緣
、
少
な
く
、
行
基
大
徳
よ
り
、
先
に
、
命
、
終
り
き
。
大
徳
、
哭
き
詠し

の

び
、

歌
を
作
り
て
曰
は
く
、 

 
 

烏
と
い
ふ
大
を
そ
鳥
の
言
を
の
み
共
に
と
い
ひ
て
先
だ
ち
去
ぬ
る 

 

夫
れ
、
火
の
炬も

え
む
と
す
る
時
は
、
ま
づ
、
折
松
を
備
へ
、
雨
降
ら
む
と
す
る
時
に
は
、
兼
ね
て
石
板

を
潤
ほ
す
。
烏
の
鄙

の
び
か

な
る
事
を
示
し
て
、
領
、
道
心
を
發お

こ

す
。
先
善
の
方
便
に
、
苦
を
見し

め

し
て
、
道
を
悟

ら
し
む
と
は
、
其
れ
、
斯
れ
を
謂
ふ
な
り
。
欲
界
雜
類
の
鄙
な
る
行わ

ざ

、
是か

く
の
如
し
。
厭
ふ
者
は
背
き
、

愚
な
る
者
は
貪ふ

け

る
。 

 

贊
に
曰
は
く
、
可

あ
こ
し

な
る
か
な
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
立
派
な
こ
と
で
は
な
い
か
！
」。］、
血
沼
の
縣
主
の

氏
、
烏
の
邪
婬
を
み
て
、
俗
塵
を
厭
ひ
、
浮
花
の
假
趣
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
婀
娜
に
華
や
か
で
あ
る
仮
の

現
象
と
し
て
の
現
世
。
］
に
背
き
、
常
に
身
を
淨
め
て
、
修
善
に
勤
め
、
惠
命

ゑ
み
や
う

を
祈ね

が

ふ
。
心
に
、
安
養
の

期ご

を
尅の

ぞ

み
、
こ
の
世
間
を
解
脫
す
。
異こ

と

に
秀
れ
に
た
る
厭
土
の
者
な
り
。 

 
 

 

＊ 

「
厶ご

ざ

る
」
「
厶
」
は
「
私
」
の
漢
字
の
異
体
字
。
本
邦
で
は
こ
れ
に
丁
寧
語
・
尊
敬
語
の
「
御
座
る
」
の

訓
を
当
て
た
。 

「
マ
ー
ク
・
ト
エ
ー
ン
」
そ
の
当
代
に
あ
っ
て
世
界
中
で
最
も
人
気
の
高
か
っ
た
作
家
マ
ー
ク
・
ト
ウ
ェ

イ
ン
（M

ark
 T

w
ain

 

本
名
は
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ラ
ン
グ
ホ
ー
ン
・
ク
レ
メ
ン
ズ
（S

am
u
el L

an
g
h

o
rn

e 

C
lem

en
s

） 

一
八
三
五
年
～
一
九
一
〇
年
）
の
こ
と
。 

「
衆
經
撰
雜
譬
喩
經
下
に
は
、
烏
が
常
に
樹
下
の
沙
門
の
誦
經
を
一
心
に
聽
い
て
、
後
獵
師
に
殺
さ
る
ゝ

も
心
亂
れ
ず
天
上
に
生
れ
た
と
說
か
れ
た
」
発
見
出
来
ず
。］ 

  

コ
ラ
ン
ド
、
プ
ラ
ン
チ
ー
（
上
に
引
い
た
書
、
一
四
三
頁
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
一
四
三
頁
」
は
原
書

の
ペ
ー
ジ
で
あ
ろ
う
。
『
「
二
」
の
（
２
）
』
の
「C

o
llin

 d
e P

lan
cy, ′D

ictio
n
n

aire in
fern

al,′ B
ru

x
elles, 

1
8
4
5
, p

.3
4
7

」
の
私
の
注
を
参
照
。
］
）
は
、
古
希
臘
の
詩
聖
ヘ
シ
オ
ド
ス
の
言
を
引
い
て
、
人
の
極
壽
は

九
十
七
歲
な
る
に
、
烏
は
八
百
六
十
四
歲
、
鴉
は
其
三
倍
卽
ち
二
千
五
百
九
十
二
歲
生
き
る
と
述
べ
た
。

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/12/post-dda8bb.html


印
度
に
も
烏
鴉
を
長
壽
と
し
た
は
、
法
華
文
句
に
文
珠
問
經
を
引
い
て
八
憍
を
八
鳥
に
比
せ
る
に
、
壽
命

憍
如
烏
、
烏
命
長
不
死
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
壽

命

憍

じ
ゆ
み
や
う
き
よ
う

は
烏
の
ご
と
し
、
烏
、
命
長
く
し
て
、
死
せ

ず
。
」
。
］、
烏
は
死
な
ぬ
物
と
信
じ
た
の
だ
。
五
雜
俎
に
舊
說
烏
性
極
壽
、
三
鹿
死
後
、
能
倒
一
松
、
三
松

死
後
、
能
倒
一
烏
、
而
世
反
惡
之
何
也
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
舊
說
に
、
烏
の
性
、
極
め
て
壽
（
い
の
ち

な
が
）
し
。
三さ

ん

鹿ろ
く

死
し
て
後
、
能
く
一
松

い
つ
し
や
う

を
倒
し
、
三
松
、
死
し
て
後
、
能
く
一
烏
を
倒
す
。
而
る
に
、

世
、
反か

へ

つ
て
之
れ
を
惡に

く

む
は
何
ぞ
や
。
」
。
］。
抱
朴
子
に
丹
を
牛
肉
に
和ま

ぜ
て
未
だ
毛
羽
を
生
ぜ
ぬ
烏
に
呑

ま
せ
る
と
成
長
し
て
毛
羽
、
皆
、
赤
し
、
其
を
殺
し
、
陰
乾

か
げ
ぼ
し

に
し
、
擣つ

き

、
服の

む
事
、
百
日
、
す
る
と
五
百

歲
の
壽
を
得
と
載
せ
た
の
も
、
烏
極
め
て

壽
い
の
ち
な
が

し
ち
う
俗
傳
か
ら
割
り
出
し
た
の
ぢ
や
ろ
。
蘇
格
蘭

ス
コ
ツ
ト
ラ
ン
ド

の

古
諺
に
も
、
「
犬
の
命
三
つ
合
せ
て
馬
の
命
、
馬
の
命
三
つ
合
わ
せ
て
人
の
命
」
、
其
か
ら
鹿
鷲
檞
［
や
ぶ

ち
ゃ
ん
注
：
「
か
し
は
」
。
］
と
三
倍
宛
で
進
み
增
す
。
是
に
は
烏
は
無
い
が
東
西
共
に
鹿
を

壽
い
の
ち
な
が

い
物
と

す
る
證
に
は
立
つ
。
又
人
が
馬
と
鹿
の
間
に
あ
る
も
面
白
い
（Jo

h
n
 S

co
ffern

, ′S
tray

 L
eav

es o
f S

cien
ce 

an
d
 F

o
lk

-L
o
re,′  1

8
7
0

, p
.4

6
2

）。
予
は
烏
を
畜か

う
た
事
無
い
が
、
屢
ば
烏
を
銃
つ
た
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

「
う
つ
た
」
。
］
の
を
見
る
と
、
頭
腦
に
丸
が
入
つ
て
居
て
も
半
日
や
一
日
は
生
き
居
り
、
甚
だ
し
き
は
吾

輩
が
獲
物
の
雉
で
例
の
强
者

つ
は
も
の

の
交
り
を
始
め
、
玉
山
傾
倒
に
臨
ん
で
烏
で
も
い
ゝ
か
ら
モ
ー
一
升
な
ど
と

見
に
行
く
と
、
苦
勞
墨
繪

く

ろ

う

す

み

ゑ

の
と
洒
落

し

や

れ

て
飛
び
去
つ
た
跡
で
、
折
角
の
興
も
醒
め
た
事
が
數
囘
あ
る
。
何
し

ろ
非
常
に
生
力
の
强
い
も
の
だ
か
ら
、
隨
分
長
生
も
さ
し
や
ん
せ
う
。
然
し
八
百
歲
の
二
千
五
百
歲
の
な

ど
は
大
法
螺
で
、G

u
rn

ey, ′O
n
 th

e C
o
m

p
arativ

e A
g
es to

 w
h
ich

 B
ird

s L
iv

e,′ Ib
is, 1

8
9
9
, p

.1
9

 

に
、
鳥
類

の
命
數
を
實
査
報
告
せ
る
を
見
る
と
、
天
鵞

は
く
て
う

と
鸚
哥

い

ん

こ

は
八
十
歲
以
上
、
鴉
と
梟
は
八
十
に
足
ら
ず
、
鷲
と

鷹
は
百
年
以
上
、
駝
鳥
は
體
大
き
い
割
に

夭
わ
か
じ
に

で
最
高
齡
が
五
十
歲
と
有
る
。
兎
に
角
壽
命
が
短
か
ゝ
ら

ず
妙
に
死
人
の
在
處
へ
飛
ん
で
來
る
よ
り
、
衆
望
歸
仰
す
る
英
雄
が
烏
と
成
つ
て
永
存
す
る
て
ふ
迷
信
も

間ま
ゝ

在
る
。
英
國
の
一
部
で
ア
ー
サ
ー
王
鴉
と
成
つ
て
現
在
す
と
信
じ
（C

o
x

, o
p
.cit., p

.7
1

）、
獨
逸
の
傳
說

フ
レ
デ
リ
ク
、
バ
ル
バ
ロ
ツ
サ
帝
の
山
陵
上
を
烏
が
飛
廻
る
間
は
帝
再
び
起
き
ず
と
云
ひ
（G

u
b
ern

atis, 

v
o
l.ii, p

.2
3
5

）
、
フ
キ
ニ
ス
テ
ラ
の
民
は
其
王
グ
ラ
ロ
ン
娘
ダ
フ
ツ
ト
俱
に
鴉
に
化
つ
て
現
存
す
と
傳
ふ

（C
o
llin

 d
e P

lan
cy, p

.1
4
3

）。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
八
憍
」
の
「
憍
」
は
仏
教
で
言
う
煩
悩
の
一
つ
で
あ
る
「
驕
」
の
正
字
。
「
法
華
文

句
」
第
六
に
載
り
、
「
オ
ン
ラ
イ
ン
版
仏
教
辞
典
」
の
こ
ち
ら
の
「
憍
」
に
よ
れ
ば
、
『
心
所
（
心
の
は
た

ら
き
）
の
一
つ
。
自
己
に
属
す
る
も
の
に
つ
い
て
自
ら
の
心
の
お
ご
り
た
か
ぶ
る
こ
と
。
倶
舎
宗
で
は
、

小
随
煩
悩
地
法
の
一
つ
。
唯
識
宗
で
は
、
小
随
煩
悩
の
一
つ
に
数
え
る
〔
他
に
対
し
て
心
の
お
ご
り
た
か

ぶ
る
の
は
慢
と
い
う
〕
。
』
と
し
、
そ
の
名
数
と
し
て
、
盛
壮
憍
（
元
気
盛
ん
な
こ
と
の
誇
り
）
・
姓
憍

（
血
統
の
勝
れ
て
い
る
こ
と
の
誇
り
）
・
富
憍
・
自
在
憍
（
自
由
の
誇
り
）
・
寿
命
憍
（
長
寿
の
誇
り
）
・

聡
明
憍
・
行
善
憍
（
善
行
の
誇
り
）・
色
憍
（
容
貌
の
誇
り
）
を
挙
げ
て
い
る
。 

「Jo
h
n
 S

co
ffern

, ′S
tray

 L
eav

es o
f S

cien
ce an

d
 F

o
lk

-L
o
re,′  1

8
7
0
, p

.4
6
2

）」
ジ
ョ
ン
・
ス
コ
ッ
フ
ァ
ー

http://www.wikidharma.org/index.php/%E3%81%8D%E3%82%87%E3%81%86


ン
（
一
八
一
四
年
～
一
八
八
二
年
）
は
イ
ギ
リ
ス
の
外
科
医
で
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
の
著
作
を

も
の
し
て
い
る
作
家
で
も
あ
っ
た
。
「
科
学
と
民
間
伝
承
の
落
ち
葉
籠
」
（
或
い
は
「
飛
花
落
葉
集
」
）
と

で
も
訳
す
か
。「In

tern
et arch

iv
e

」
で
原
本
の
当
該
箇
所
が
視
認
出
来
る
。 

「G
u
rn

ey, ′O
n
 th

e C
o
m

p
arativ

e A
g
es to

 w
h
ich

 B
ird

s L
iv

e,′ Ib
is, 1

8
9

9
, p

.1
9

」
ジ
ョ
ン
・
ヘ
ン
リ
ー
・

ガ
ー
ニ
ー
・
ジ
ュ
ニ
ア
（
一
八
四
八
年
～
一
九
二
二
年
）
は
イ
ギ
リ
ス
の
鳥
類
学
者
。
父
も
政
治
家
で
あ

っ
た
が
、
鳥
類
学
者
と
し
て
の
方
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
。
「
鳥
類
の
寿
命
の
比
較
年
齢
に
つ
い
て
」
か
。 

 

「C
o
x
, o

p
.cit., p

.7
1

」『「
二
」
の
（
２
）』
参
照
。
熊
楠
の
指
示
す
る
の
は
、「In

tern
et arch

iv
e

」
の
当
該

原
本
の
こ
こ
。 

「
獨
逸
の
傳
說
フ
レ
デ
リ
ク
、
バ
ル
バ
ロ
ツ
サ
帝
の
山
陵
上
を
烏
が
飛
廻
る
間
は
帝
再
び
起
き
ず
と
云
ひ

（G
u
b
ern

atis, v
o
l.ii, p

.2
3
5

）
本
篇
で
既
出
既
注
の
コ
ォ
ウ
ト
・
ア
ン
ジ
ェ
ロ
・
デ
・
グ
ベ
ル
ナ
テ
ィ
ス

の
「
動
物
に
関
す
る
神
話
学
」。
選
集
も
こ
の
ペ
ー
ジ
数
で
あ
る
が
、
調
べ
た
と
こ
ろ
、
ど
う
も
違
う
。
名

前
の
「F

red
eric B

a
rb

a
ro

ssa

」（
中
世
の
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
Ⅰ
世
（F

ried
rich

 I. 

一
一

二
二
年
～
一
一
九
〇
年
）
で
フ
ル
・
テ
ク
ス
ト
を
検
索
し
た
と
こ
ろ
、「2

5
3

」
ペ
ー
ジ
の
誤
り
で
あ
る
こ
と

が
判
明
し
た
。「In

tern
et arch

iv
e

」
の
第
二
巻
原
本
の
当
該
部
は
こ
こ
の
下
部
の
注
が
そ
れ
で
あ
る
。］ 

「
フ
キ
ニ
ス
テ
ラ
」
選
集
で
は
『
フ
ィ
キ
ニ
ス
テ
ラ
』。
不
詳
。 

「
王
グ
ラ
ロ
ン
」「
娘
ダ
フ
ツ
ト
」
不
詳
。］ 

  

支
那
で
烏
を
太
陽
の
精
と
す
る
。
三
足
の
烏
は
淮
南
子
に
最
古
く
筆
せ
ら
れ
た
と
、
井
上
哲
次
郞
博
士

が
大
正
二
年
五
月
一
日
の
日
本
及
び
日
本
人
で
言
は
れ
た
。
其
本
文
は
日
中
有
踆
烏
猶
踆
蹲
也
謂
三
足
烏

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
日
中
に
踆

し
ゆ
ん

烏う

有
り
。
猶
ほ
踆
は
蹲そ

ん

の
ご
と
き
な
り
。
『
三
足
の
烏
』
を
謂
へ
り
。
」
。］

だ
。
し
か
し
、
楚
辭
に
羿
焉
彃
日
烏
焉
解
羽
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
底
本
で
は
三
字
目
が
「
畢
」
で
あ
る
が
、

誤
字
で
あ
る
の
で
訂
し
た
。「
羿げ

い

は
焉

い
づ
く

ん
ぞ
日ひ

を
彃い

た
る 

烏
か
ら
す

は
焉
ん
ぞ
羽は

ね

を
解お

と

せ
る
。
」
。
］
と
あ
り
、

准
南
子
に
堯
時
十
日
竝
出
草
木
焦
枯
堯
命
羿
仰
射
十
日
其
九
烏
皆
死
堕
羽
翼
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
堯
の

時
、
十
の
日ひ

、
竝
び
出
で
て
、
草
木
、
焦
げ
枯
る
。
堯
、
羿
に
命
じ
て
、
十
の
日
を
、
仰
ぎ
射
せ
し
む
。

そ
の
九
の
烏
、
皆
、
死
し
て
、
羽
翼
を
墮お

と
す
。
」
。
］
と
出
る
を
見
る
と
、
三
足
は
兎
に
角
、
烏
が
日
に

棲
む
ち
う
迷
信
は
、
漢
代
よ
り
は
ず
つ
と
古
く
有
つ
て
、
戰
國
の
時
既
に
記
さ
れ
た
の
だ
。
明
治
四
十
五

年
八
月
一
日
の
『
日
本
及
日
本
人
』
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
一
九
一
二
年
。
七
月
三
十
日
に
大
正
に
改
元
し

て
い
る
。
但
し
、
こ
れ
は
雑
誌
の
バ
ッ
ク
・
ナ
ン
バ
ー
を
言
っ
た
も
の
で
、
刊
行
物
は
事
実
、
改
元
以
前

に
発
行
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
で
正
し
い
の
で
あ
る
。
］
に
予
が
言
つ
た
通
り
、
太
陽
に
烏
有
り
と
は

日
中
の
黑
點
が
似
た
か
ら
だ
が
、
其
上
に
烏
が
定
つ
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
き
ま
つ
て
」
。
］
曉
を
告
げ

る
か
ら
で
有
る
。
バ
ツ
ヂ
曰
く
、
古
埃
及
人
の

幽

冥

經

ブ
ツ
ク
・
オ
ヴ
・
ゼ
・
デ
ツ
ド

に
、
六
七
の
狗
頭
猴

チ
ノ
ケ
フ
ア
ル
ス

旭
に
對む

か

ひ
手
を
擧
げ

て
呼
ぶ
處
を
畫
け
る
は
、
曉
の
精
で
日
が
地
平
よ
り
上
り
畢
れ
ば
化
し
て
狗
頭
猴
と
成
る
と
附
載
し
た
。

https://archive.org/details/cu31924029898206/page/462/mode/2up
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/12/post-dda8bb.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/12/post-dda8bb.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/12/post-dda8bb.html
https://archive.org/details/introductiontofo00coxmuoft/page/70/mode/2up
https://archive.org/details/introductiontofo00coxmuoft/page/70/mode/2up
https://archive.org/details/introductiontofo00coxmuoft/page/70/mode/2up
https://archive.org/details/introductiontofo00coxmuoft/page/70/mode/2up
https://archive.org/details/cu31924092293962/page/n265/mode/2up


蓋
し
亞
非
利
加
の
林
中
に
此
猴
日
出
前
每
に
喧
呼
す
る
を
曉
の
精
が
旭
日
を
歡
迎
頌
讃
す
る
と
心
得
た
る

に
由
る
と
。
是
れ
頗
る
支
那
で
烏
を
日
精
と
す
る
に
似
居
る
。
予
屢
ば
猴
を
畜か

う
た
の
を
觀
る
と
、
日
が

暮
れ
ば
忽
ち
身
を
屈
め
頭
を
垂
れ
て
眠
り
了
り
何
度
起お

こ

す
も
暫
く
も
覺さ

め

居
ら
ず
、
扨
、
曉
近
く
天
が
白
む

と
歡
び
起
き
て
大
噪

お
ほ
さ
は

ぎ
す
。
日
吉
の
神
が
猴
を
使
物
と
す
る
は
此
由
で
あ
ら
う
。
猴
と
烏
は
仲
惡
い
者
ら

し
く
、
古
今
著
聞
集
に
、
文
覺
淸
瀧
川
の
上
で
猴
謀
つ
て
烏
を
捕
へ
使
ひ
殺
す
を
見
た
と
載
せ
、

T
av

ern
ier, ′

T
rav

els in
 In

d
ia,′

 tran
s. B

all, 1
8
8
9
, v

o
l.ii, p

.2
9
4
 

に
、
ベ
ン
ガ
ル
で
母
に
乳
付

ち

ゝ

づ

か
ぬ
子
を

三
日
續
け
て
朝
か
ら
晚く

れ

迄
樹
間
に
露さ

ら

し
、
な
ほ
乳
付
か
ね
ば
之
を
鬼
子

お

に

ご

と
做な

し
て
恒
河

ガ
ン
ジ
ス

に
擲
入

な

げ

い

る
。
斯
く

曝
さ
る
ゝ
間
、
烏
來
つ
て
、
眼
を
啄
き
拔
く
事
多
く
、
爲
に
こ
の
地
方
に
瞎

か
た
め

、
又
、
盲
人

め

く

ら

多
し
。
然
る
に

猴
多
き
樹
間
に
曝
さ
れ
た
兒
は
此
難
を
免
る
。
猴
は
甚
だ
烏
を
惡
み
、
其
巢
を
見
れ
ば
必
ず
之
を
覆
し
て

卵
を
破
る
故
、
烏
が
其
邊
に
巢
ぬ
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
す
く
は
ぬ
」
。
］
か
ら
だ
と
出
づ
。
日
吉

ひ

え

と
熊
野

と
仲
惡
き
に
（
嚴
神
鈔
）
、
其
使
ひ
物
の
猴
と
烏
と
仲
惡
き
も
面
白
い
。
但
し
日
吉
山
王
利
生
記
に
烏
も

日
吉
の
使
と
有
る
は
、
例
の
日
に
緣
あ
る
か
ら
だ
ら
う
。
鹽
尻
四
一
、
伊
勢
矢
野
の
神
香
良
洲

か

ら

す

の
御
前
は

天
照
大
神
の
妹
と
云
ふ
も
、
日
と
烏
に
因
ん
だ
の
か
。
古
今
圖
書
集
成
の
邊
裔
典
卷
二
八
に
、
朝
鮮
史
略

曰
、
新
羅
東
海
濱
有
二
人
、
夫
曰
迎
烏
、
妻
曰
細
烏
、
迎
烏
漂
至
日
本
國
小
島
主
、
其
妻
細
烏
尋
其
夫
、

漂
至
其
國
、
立
爲
妃
、
人
以
迎
烏
細
烏
爲
日
月
之
精
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
「
朝
鮮
史
略
」
に
曰
は
く
、

『
新
羅
の
東
海
の
濱
に
、
二
人
、
有
り
。
夫
は
迎
烏
と
曰
ひ
、
妻
は
細
烏
と
曰
ふ
。
迎
烏
、
漂
ひ
て
日
本

國
の
小
島
に
至
り
、
主
と
爲な

る
。
其
の
妻
細
烏
は
、
其
の
夫
を
尋
ね
、
漂
ひ
て
其
の
國
に
至
り
、
立
ち
て

妃
と
爲
る
。
人
、
迎
烏
・
細
烏
を
以
つ
て
、
「
日
月
の
精
」
と
爲
す
』
と
。
」
。
］
。
又
新
羅
の
官
制
十
七
品

の
中
に
、
大
烏
・
小
烏
有
り
、
何
と
か
烏
に
關
す
る
名
か
知
ら
ぬ
。
古
波
斯
か
ら
起
つ
て
一
時
大
に
歐
州

に
行
は
れ
た
ミ
ツ
ラ
敎
で
、
光
の
神
ミ
ツ
ラ
自
ら
聖
牛
を
牲
す
る
雕
像
に
、
旭
日
の
傳
令
使
と
し
て
鴉
を

附
し
た
（′E

n
cy

clo
p
aed

ia B
ritan

n
ica,′ v

o
l.x

v
iii, p

.6
2
3

）
。
其
像
は
、
予
、

親
ま
の
あ
た

り
視
た
事
有
り
。
寫
は 

S
ey

ffert, 
′A

 
D
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に
出
づ
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b
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h
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に
、
鴉
死
人
の
靈
を
負
て
太
陽
に
送
り
付
け
る
所
を
西
北
米
土
人
が

刻
ん
だ
樂
器
の
圖
有
り
。
ツ
リ
ン
キ
ー
ト
人
は
最
初
火
を
持
來
り
、
光
を
人
に
與
へ
し
は
烏
と
信
ず

（′E
n
cy

c. B
rit.,′ ii, 5

1

）。
西
南
濠
州
諸
部
土
人
の
傳
說
に
も
烏
初
め
て
火
を
得
て
人
に
傳
へ
た
話
が
多
い
。

例
せ
ば
ヤ
ラ
河
北
方
の
古
傳
に
、
カ
ー
ル
、
ア
ク
、
ア
ー
ル
、
ウ
ク
女
獨
り
火
を
出
す
法
を
知
れ
ど
他
に

傳
へ
ず
、
薯
蕷

や
ま
の
い
も

を
掘
る
棒
の
端
に
火
を
保
存
す
。

烏
ワ
ウ
ン
グ

之
を
取
ら
ん
と
し
、
其
の
蟻
の
卵
を
嗜
む
を
知
れ

ば
、
多
く
の
蛇
を
作
つ
て
蟻
垤

あ
り
づ
か

下
に
置
き
、
か
の
女
を
招
く
。
女
少
し
く
掘
る
に
蛇
多
く
出
づ
。
烏
敎
へ

て
彼
棒
で
蛇
を
殺
さ
し
む
。
乃
ち
蛇
を
打
つ
と
棒
よ
り
火
墮お

つ

る
を
、
烏
拾
ひ
去
つ
た
。
大
神
パ
ン
ゼ
ル
、

彼
女
を
天
に
置
き
、
星
と
な
す
。
烏
火
を
得
て
吝
み
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
し
わ
み
て
」
。
］
人
に
與
へ

ず
。
黑
人
の
爲
に
食
を
煮
て
や
る
は
よ
い
が
、
賃
と
し
て
最
好
の
肉
を
自
ら
取
り
食
ふ
。
大
神
大
い
に
怒

り
、
黑
人
を
聚
め
て
烏
に
麁
し
く
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
あ
ら
あ
ら
し
く
」
。］
言

も
の
い

は
し
む
。
烏
瞋い

か

つ
て
黑



人
を
燒
亡
せ
ん
と
て
火
を
抛
散
ら
す
。
黑
人
各
の
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
お
の
お
の
の
」
。
］
火
を
得
て
去

り
、
チ
ユ
ル
ト
、
チ
ユ
ル
ト
と
ヲ
ラ
ル
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
選
集
で
は
そ
れ
ぞ
れ
『
チ
ェ
ル
ト
』
『
テ
ラ

ル
』
と
表
記
す
る
。
］
の
二
人
、
乾
草
も
て
烏
を
圍
み
火
を
附
け
て
焚
殺
す
と
有
つ
て
、
此
烏
も
星
と
化な

つ
て
天
に
在
る
ら
し
い
（S

m
y
th

, ′T
h
e A

b
o
rig

in
es o

f V
icto

ria,′ 1
8

7
8

, v
o

l.ii, p
p
.4

3
4
, 4

5
9

）。
其
他
鷲
と

烏
合
戰
物
語
な
ど
、
西
南
濠
州
の
神
話
に
烏
多
く
參
加
せ
り
。
烏
が
火
を
傳
ふ
と
は
、
日
と
火
と
日
と
烏

が
相
係
る
に
由
つ
た
ら
し
く
、
支
那
に
も
武
王
紂
を
伐
つ
時
、
渡
孟
津
、
有
火
自
天
、
止
於
王
屋
、
爲
赤

烏
（
尙
書
中
候
）
、
惑
熒
火
精
、
生
朱
烏
（
抱
朴
子
）
、
「
蜀
徼
有
火
鴉
、
能
銜
火
（
本
草
集
解
）
［
や
ぶ
ち

ゃ
ん
注
：
『
「
孟
津
を
渡
る
。
天
よ
り
、
火
、
有
り
、
王
屋
に
止
ま
り
、
赤
烏
と
爲
れ
り
。
」
（
「
尙
書
中

候
」）、
熒
惑

け
い
わ
く

は
火
の
精
に
し
て
、
朱
烏
を
生
む
。」（「
抱
朴
子
」）、「
蜀
の
徼

さ
か
ひ

に
火
鴉
有
り
、
能
く
火
を
銜

む
。
」
（
「
本
草
」
集
解
）
。
』
。
］
な
ど
、
類
凾
四
二
三
に
引
き
居
り
、
中
山
白
川
營
中
問
答
の
講
談
を
幼
時

聽
き
た
る
に
、
此
事
の
起
は
、
白
烏
を
朝
廷
へ
獻
じ
た
の
を
郊
外
に
放
つ
と
忽
ち
火
に
化
し
、
京
師
火
災

に
及
ん
だ
か
ら
と
言
つ
た
。
酉
陽
雜
俎
に
、
烏
陽
物
也
。
感
陰
氣
而
翅
重
、
故
俗
以
此
占
其
雨
否
［
や
ぶ

ち
ゃ
ん
注
：
「
烏
は
陽
物
な
り
。
陰
氣
を
感
ず
れ
ば
、
翅
、
重
し
。
故
に
、
俗
、
此
れ
を
以
つ
て
其
の
雨

ふ
る
や
否
や
を
占
ふ
。
」
。
但
し
、
こ
の
「
酉
陽
雜
俎
」
出
典
と
す
る
と
い
う
記
載
は
不
審
。
後
注
参
照
。
］
。

倭
漢
三
才
圖
會
に
鴉
鳴
有
還
聲
者
、
謂
之
呼
婦
、
主
晴
、
無
還
聲
者
、
謂
之
逐
婦
、
主
雨
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：「
鴉
、
鳴
き
て
、
還も

ど

る
聲
有
れ
ば
、
之
れ
を
『
呼
婦
』
と
謂
い
、
晴
を

主
つ
か
さ
ど

る
。
還
る
聲
無
け
れ
ば
、

之
れ
を
」
『
逐
婦
』
と
謂
ひ
、
雨
を
主
る
。
」
。］
と
い
う
支
那
說
を
引
き
、
又
云
く
、
按
夏
月
鴉
浴
近
雨
、

每
試
然
、
凡
將
雨
氣
鬱
蒸
、
故
浴
翅
者
矣
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
按
ず
る
に
、
夏
月
、
鴉
、
浴
す
れ
ば
、

雨
ふ
る
こ
と
、
近
し
。
每つ

ね

に
試
む
る
に
、
然
り
。
凡
そ
將
に
雨
な
ら
ん
と
す
れ
ば
、
氣
、
鬱
蒸

う
つ
じ
よ
う

す
。
故
に

翅
を
浴
す
る
者
な
り
。
」
。
但
し
、
こ
の
「
倭
漢
三
才
圖
會
」
出
典
と
す
る
と
い
う
記
載
は
不
審
。
後
注
参

照
。
］
。
こ
ん
な
譯
に
も
由
る
か
、
濠
州
で
烏
初
め
て
雨
を
下
し
た
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ふ
ら
し
た
」
。
］

と
信
ず
る
土
人
有
り
（S

m
y
th

, ii, 4
6
2

）。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
淮
南
子
」
本
邦
の
学
者
間
で
は
「
え
な
ん
じ
」
と
呉
音
で
読
む
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
前
漢
の
高
祖
の
孫
で
淮
南
王
の
劉
安
（
紀
元
前
一
七
九
年
？
～
同
一
二
二
年
）
が
編
集
さ
せ
た
論
集
。

二
十
一
篇
。
老
荘
思
想
を
中
心
に
儒
家
・
法
家
思
想
な
ど
を
採
り
入
れ
、
治
乱
興
亡
や
古
代
の
中
国
人
の

宇
宙
観
が
具
体
的
に
記
述
さ
れ
て
お
り
、
前
漢
初
期
の
道
家
思
想
を
知
る
不
可
欠
の
資
料
と
さ
れ
る
。
当

該
箇
所
は
「
中
國
哲
學
書
電
子
化
計
劃
」
の
こ
ち
ら
の
影
印
本
画
像
の
一
行
目
で
見
ら
れ
る
。
右
の
活
字

は
機
械
翻
字
で
、
ど
う
し
よ
う
も
な
く
ひ
ど
い
の
で
参
照
し
て
は
ダ
メ
。 

「
井
上
哲
次
郞
」
国
家
主
義
者
で
あ
っ
た
哲
学
者
井
上
哲
次
郎
（
安
政
二
（
一
八
五
六
）
年
～
昭
和
一
九

（
一
九
四
四
）
年
）
の
通
称
。
東
京
帝
国
大
学
で
日
本
人
初
の
哲
学
教
授
（
明
治
二
十
三
（
一
八
九
〇
）

～
大
正
一
二
（
一
九
二
三
）
年
）
と
な
っ
た
（
「m

etap
h
y
sical

」
の
訳
語
「
形
而
上
」
は
彼
に
な
る
も
の
）。

文
学
史
で
は
近
代
詩
集
の
濫
觴
と
し
て
必
ず
覚
え
さ
せ
ら
れ
る
（
読
ん
で
も
頗
る
退
屈
な
非
詩
的
内
容
な

https://ctext.org/library.pl?if=gb&file=133366&page=32#box(160,350,1,0)
https://ctext.org/library.pl?if=gb&file=133366&page=32#box(160,350,1,0)


の
に
）
「
新
体
詩
抄
」
を
、
外
山
正
一
・
矢
田
部
良
吉
ら
と
と
も
に
明
治
一
五
（
一
八
八
二
）
年
に
刊
行
、

「
孝
女
白
菊
詩
」
な
ど
の
漢
詩
で
も
有
名
で
、
当
時
、
現
役
の
東
大
教
授
で
あ
る
。 

「
大
正
二
年
」
一
九
一
三
年
。 

「
日
本
及
び
日
本
人
」
正
し
い
表
記
は
『
日
本
及
日
本
人
』
。
月
刊
の
評
論
雑
誌
。
明
治
二
一
（
一
八
八

八
）
年
四
月
、
三
宅
雪
嶺
・
井
上
円
了
・
杉
浦
重
剛
ら
政
教
社
同
人
に
よ
り
創
刊
さ
れ
た
『
日
本
人
』
を
、

明
治
四
〇
（
一
九
〇
七
）
年
に
改
題
し
た
も
の
。
当
初
か
ら
西
欧
主
義
に
反
発
し
た
国
粋
主
義
を
主
張
し
、

後
、
雪
嶺
の
個
人
雑
誌
的
色
彩
を
濃
く
し
た
（
但
し
、
大
正
一
二
（
一
九
二
三
）
年
の
大
震
災
罹
災
直
後

に
運
営
方
針
か
ら
内
部
で
対
立
し
、
同
年
秋
に
雪
嶺
は
去
っ
た
）
。
昭
和
二
〇
（
一
九
四
五
）
年
二
月
、

終
刊
。
戦
後
の
昭
和
四
一
（
一
九
六
六
）
年
一
月
に
復
刊
し
た
も
の
の
、
時
勢
に
合
わ
ず
、
四
年
後
に
は

廃
刊
と
な
っ
た
。 

「
踆
烏
」
太
陽
の
中
に
蹲
っ
て
い
る
と
さ
れ
た
、
三
本
足
の
鴉
。 

「
蹲
」
大
修
館
書
店
の
「
廣
漢
和
辭
典
」
で
は
「
蹲
」
の
意
義
の
中
で
、
「
鷷
」
に
同
じ
と
す
る
の
で
、

そ
ち
ら
を
引
く
と
、
「
爾
雅
」
に
西
方
に
棲
息
す
る
雉
と
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
何
だ
か
、
「
踆
烏
」
が

豆
鉄
砲
喰
ら
っ
た
よ
う
な
感
じ
で
、
不
服
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
さ
ら
に
調
べ
る
と
、
研
究
者
が
お
ら
れ
た
。

飯
塚
勝
重
氏
の
論
文
「
三
足
烏
原
像
試
探
」
（P

D
F

・
『
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
研
究
年
報
』
四
十
八
号
・
二

〇
一
四
年
二
月
発
行
・
「
東
洋
大
学
学
術
情
報
リ
ポ
ジ
ト
リ
」
の
こ
こ
で
ダ
ウ
ン
・
ロ
ー
ド
可
能
。
画
像

も
豊
富
）
で
あ
る
。
詳
し
く
は
そ
ち
ら
を
見
ら
れ
た
い
が
、
飯
塚
氏
は
「
踆
」
を
「
蹲
」
と
似
て
い
る
と

し
た
記
載
自
体
を
怪
し
い
と
考
え
て
お
ら
れ
る
。
「
廣
漢
和
辭
典
」
の
親
分
で
あ
る
「
大
漢
和
辞
典
」
を

引
い
た
後
に
、
「
蹲
」
に
つ
い
て
「
蹲そ

ん

鴟し

」
「
鴟
蹲
」
の
語
を
掲
げ
、
後
者
は
本
来
は
『
う
ず
く
ま
る
フ
ク

ロ
ウ
を
意
味
す
る
』
と
さ
れ
る
（
口
絵
有
り
）
。
以
下
の
「
楚
辞
」
の
「
烏
」
も
考
証
さ
れ
て
お
ら
れ
る

の
で
、
是
非
、
読
ま
れ
た
い
。 

「
羿
焉
彃
日
烏
焉
解
羽
」
「
楚
辞
」
の
長
大
な
詩
「
天
問
」
の
地
上
の
怪
異
に
対
す
る
疑
問
を
挙
げ
る
段

の
終
り
に
あ
る
、 
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鯪
魚
何
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鬿
堆
焉
處 

羿
焉
彃
日 

烏
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鯪
魚

り
よ
う
ぎ
よ
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何い
づ

れ
の
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き
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づ
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烏
か
ら
す
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焉
く
ん
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ね

を
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https://toyo.repo.nii.ac.jp/?action=pages_view_main&active_action=repository_view_main_item_detail&item_id=6552&item_no=1&page_id=13&block_id=17


 
 

 

＊ 
で
あ
る
。
訓
読
は
集
英
社
「
漢
詩
大
系 

第
三
巻 

楚
辭
」
（
藤
野
岩
友
著
・
昭
和
四
二
（
一
九
六
七
）

年
）
に
拠
っ
た
。 

・
「
鯪
魚
」
は
清
の
呉
任
臣
の
「
山
海
経
広
注
」
で
、「
山
海
経
」
の
「
海
内
北
経
」
に
あ
る
「
陵
魚
、
人

面
、
手
足
魚
身
、
在
海
中
。
」
の
注
で
、
こ
の
屈
原
の
「
天
問
」
の
「
鯪
魚
」
を
そ
れ
で
あ
る
と
す
る

（
「
中
國
哲
學
書
電
子
化
計
劃
」
の
こ
ち
ら
の
影
印
本
画
像
を
参
照
）。
な
お
、
私
の
『
毛
利
梅
園
「
梅
園

魚
譜
」 

人
魚
』
で
も
言
及
さ
れ
、
私
が
相
当
に
リ
キ
を
入
れ
た
注
を
附
し
て
あ
る
の
で
、
是
非
、
読
ま

れ
た
い
。
た
だ
そ
こ
に
私
が
張
っ
た
多
く
の
画
像
を
見
る
だ
け
で
も
、
人
魚
フ
リ
ー
ク
に
は
す
こ
ぶ
る
楽

し
い
は
ず
で
あ
る
。
序
で
に
、
私
の
「
大
和
本
草
附
錄
巻
之
二 

魚
類 

海
女 

（
人
魚
）
」
も
ど
う
ぞ
。 

・
「
鬿
堆
」
「
山
海
経
」
の
「
東
山
経
」
に
「
北
號
之
山
」
に
、
「
有
鳥
焉
、
其
狀
如
鷄
而
白
首
、
鼠
足
而

虎
爪
、
其
名
曰
鬿
雀
、
亦
食
人
。
」
と
あ
る
の
が
、
そ
れ
ら
し
い
。 

・
「
羿
」
当
該
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、
『
中
国
神
話
に
登
場
す
る
人
物
』
で
、
『
弓
の
名
手
と
し
て
活
躍
し
た

が
、
妻
の
嫦
娥
（
姮
娥
と
も
書
か
れ
る
）
に
裏
切
ら
れ
、
最
後
は
弟
子
の
逢
蒙
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
る
、
悲

劇
的
な
英
雄
で
あ
る
』
。
『
羿
の
伝
説
は
』
「
楚
辞
」
の
こ
の
「
天
問
」『
篇
の
注
な
ど
に
説
か
れ
て
い
る
太

陽
を
射
落
と
し
た
話
（
射
日
神
話
、
大
羿
射
日
）
が
知
ら
れ
る
ほ
か
、
そ
の
後
の
時
代
の
活
躍
を
伝
え
る

話
』
（
夏
の
時
代
の
別
な
羿
の
こ
と
で
あ
る
が
、
後
代
の
そ
れ
は
、
こ
の
羿
の
伝
説
の
派
生
的
な
も
の
と

も
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
）
『
も
存
在
し
て
い
る
』
。
『
日
本
で
も
古
く
か
ら

漢
籍
を
通
じ
て
そ
の
話
は
読
ま
れ
て
お
り
』
「
将
門
記
」
の
石
井
の
夜
討
ち
の
場
面
や
、
「
太
平
記
」
（
巻

二
十
二
）
『
な
ど
に
弓
の
名
手
で
あ
っ
た
こ
と
や
』
、『
太
陽
を
射
落
と
し
た
こ
と
が
引
用
さ
れ
て
い
る
』。

『
天
帝
で
あ
る
帝
夋
』
（
し
ゅ
ん
）
『
（
嚳
』
（
こ
く
）
『
な
い
し
舜
と
同
じ
と
さ
れ
る
）
に
は
羲
和
』
（
ぎ
わ

／
ぎ
か
）
『
と
い
う
妻
が
お
り
、
そ
の
間
に
太
陽
と
な
る
』
十
『
人
の
息
子
（
火
烏
）
を
産
ん
だ
。
こ
の
』

十
『
の
太
陽
は
交
代
で
』
、
一
日
に
一
人
ず
つ
、
『
地
上
を
照
ら
す
役
目
を
負
っ
て
い
た
』
。
『
と
こ
ろ
が
』
、

『
帝
堯
の
時
代
に
』
、
十
『
の
太
陽
が
い
っ
ぺ
ん
に
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
地
上
は
灼
熱
地
獄
の
よ
う

な
有
様
と
な
り
、
作
物
も
全
て
枯
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
困
惑
し
た
帝
堯
に
対
し
て
、
天
帝
で
あ

る
帝
夋
は
』
、
『
そ
の
解
決
の
助
け
と
な
る
よ
う
天
か
ら
神
の
一
人
で
あ
る
羿
を
つ
か
わ
し
た
。
帝
夋
は
羿

に
紅
色
の
弓
（
彤
弓
』
（
と
う
き
ゅ
う
）『
）
と
白
羽
の
矢
を
与
え
た
』
。
『
羿
は
、
帝
堯
を
助
け
、
初
め
は

威
嚇
に
よ
っ
て
太
陽
た
ち
を
元
の
よ
う
に
交
代
で
出
て
く
る
よ
う
に
し
よ
う
と
し
た
が
』、
『
効
果
が
な
か

っ
た
』
た
め
、『
仕
方
な
く
』、
一
『
つ
を
残
し
て
』
九
『
の
太
陽
を
射
落
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
』
、
『
地

上
は
再
び
元
の
平
穏
を
取
り
戻
し
た
と
さ
れ
る
』
。『
そ
の
後
も
羿
は
、
各
地
で
人
々
の
生
活
を
お
び
や
か

し
て
い
た
数
多
く
の
悪
獣
』
『
を
退
治
し
、
人
々
に
そ
の
偉
業
を
称
え
ら
れ
た
』
。
し
か
し
、
『
自
ら
の
子

（
太
陽
た
ち
）
を
殺
さ
れ
た
帝
夋
は
羿
を
疎
ま
し
く
思
う
よ
う
に
な
り
』
、
『
羿
と
妻
の
嫦
娥
（
じ
ょ
う
が
）

を
神
籍
か
ら
外
し
た
た
め
、
彼
ら
は
不
老
不
死
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
羿
は
崑
崙
山
の
西
に
住
む
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西
王
母
を
訪
ね
、
不
老
不
死
の
薬
を
』
二
『
人
分
も
ら
っ
て
帰
る
が
、
嫦
娥
は
薬
を
独
り
占
め
に
し
て
飲

ん
で
し
ま
う
。
嫦
娥
は
羿
を
置
い
て
逃
げ
る
が
、
天
に
行
く
こ
と
を
躊
躇
し
て
月
（
広
寒
宮
）
へ
し
ば
ら

く
身
を
ひ
そ
め
る
こ
と
に
す
る
。
し
か
し
、
羿
を
裏
切
っ
た
む
く
い
で
体
は
ヒ
キ
ガ
エ
ル
に
な
っ
て
し
ま

い
、
そ
の
ま
ま
月
で
過
ご
す
こ
と
に
』
な
っ
て
し
ま
っ
た
（
嫦
娥
は
道
教
で
月
の
神
と
な
っ
て
い
る
）
。

『
な
お
、
羿
が
あ
ま
り
に
哀
れ
だ
と
思
っ
た
の
か
、
「
満
月
の
晩
に
月
に
団
子
を
捧
げ
て
嫦
娥
の
名
を
三

度
呼
ん
だ
。
そ
う
す
る
と
嫦
娥
が
戻
っ
て
き
て
再
び
夫
婦
と
し
て
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
話
が

付
け
加
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
』
。
『
そ
の
後
、
羿
は
狩
り
な
ど
を
し
て
過
ご
し
て
い
た
が
、
家
僕
の
逢
蒙

（
ほ
う
も
う
）
と
い
う
者
に
自
ら
の
弓
の
技
を
教
え
た
。
逢
蒙
は
羿
の
弓
の
技
を
全
て
吸
収
し
た
後
、

「
羿
を
殺
し
て
し
ま
え
ば
私
が
天
下
一
の
名
人
だ
」
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
つ
い
に
羿
を
撲
殺
し
て
し
ま

っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
身
内
に
裏
切
ら
れ
る
こ
と
を
「
羿
を
殺
す
も
の
は
逢
蒙
」
』
（
「
逢
蒙
殺
羿
」
）
と

言
う
よ
う
に
な
っ
た
』
と
あ
る
。 

・
「
烏

か
ら
す

は 

焉
く
ん
ぞ
羽は

ね

を
解
き
た
る
」
こ
れ
は
、
ま
さ
に
太
陽
の
中
に
（
三
本
足
の
奇
体
な
か
ど
う
か

は
知
ら
ぬ
が
）
烏
が
さ
わ
に
い
た
の
に
、
羿
が
九
つ
の
太
陽
を
射
落
と
し
た
結
果
、
九
割
も
の
鴉
は
羽
を

落
し
て
消
え
て
し
ま
っ
た
と
い
う
牽
強
付
会
を
す
る
と
、
何
と
な
く
、
意
味
が
通
ず
る
よ
う
な
き
が
し
て

く
る
。
そ
ん
な
こ
と
を
妄
想
し
な
が
ら
、
検
索
し
て
い
る
と
、
山
の
キ
ノ
コ
氏
の
ブ
ロ
グ
「
雑
想
庵
の
破

れ
た
障
子
」
の
「
人
類
は
紀
元
前
の
大
昔
か
ら
、
太
陽
黒
点
の
消
長
と
、
温
暖
化
と
の
相
関
関
係
に
気
付

い
て
い
た
！ 

（
前
篇
）
」
に
そ
れ
っ
ぽ
い
引
用
が
出
て
く
る
の
を
見
出
し
た
。
さ
ら
に
、
同
記
事
の

（
後
篇
）
を
読
む
に
、
『
射
落
と
し
た
太
陽
か
ら
カ
ラ
ス
の
羽
が
落
ち
て
く
る
か
、
あ
る
い
は
太
陽
か
ら

カ
ラ
ス
の
群
れ
が
飛
び
出
し
て
あ
ち
こ
ち
に
雲
散
霧
消
す
る
。
つ
ま
り
、
カ
ラ
ス
が
い
な
く
な
っ
た
の
で

あ
る
。
』
と
あ
っ
た
。
而
し
て
、
熊
楠
と
同
じ
く
、
こ
の
太
陽
の
中
の
黒
い
カ
ラ
ス
と
は
、
太
陽
の
黒
点

を
指
す
、
と
あ
っ
た
。
以
下
、
『
太
陽
黒
点
は
英
語
で
は su

n
sp

o
t

＝
太
陽
の
そ
ば
か
す
、
ほ
く
ろ
で
あ
り

ま
す
が
、
世
界
各
地
に
太
陽
に
カ
ラ
ス
が
い
る
ぞ
と
い
う
伝
承
が
あ
る
よ
う
で
、
東
ア
ジ
ア
で
は
太
陽
に

棲
む
カ
ラ
ス
と
は
太
陽
黒
点
の
こ
と
で
す
。
そ
も
そ
も
太
陽
は
』
二
十
七
『
日 

（
地
球
日
で
） 

の
周
期
で

自
転
し
て
い
る
か
ら
黒
点
は
日
々
移
動
し
て
い
く
し
、
太
陽
活
動
の
活
発
さ
に
応
じ
て
巨
大
に
な
っ
た
り

消
滅
し
た
り
し
て
変
幻
自
在
で
あ
り
ま
す
。
で
、
動
き
回
る
カ
ラ
ス
に
見
え
た
の
で
し
ょ
う
。
東
ア
ジ
ア

の
太
陽
に
棲
む
カ
ラ
ス
は
た
い
て
い
は
』
三
『
本
足
で
す
が
、
こ
れ
は
数
字
に
は
陰
の
数
字
と
陽
の
数
字

が
あ
り
、
太
陽
の
カ
ラ
ス
に
は
陽
の
数
字
の
』
三
『
を
当
て
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

巨
大
肉
眼
黒
点
が
』
三
『
本
足
の
カ
ラ
ス
そ
っ
く
り
の
形
状
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
り
え
ま
す
。
現
代
人

は
目
が
悪
い
人
が
多
い
で
す
が
、
古
代
人
は
視
力
の
高
い
人
が
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
肉
眼
黒
点
の
形

状
を
細
か
に
観
察
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
』
と
あ
っ
て
、
更
に
、
『
日
本
が
ま
だ
縄
文
時
代

の
こ
ろ
』
、
『
中
国
大
陸
で
は
既
に
農
耕
が
は
じ
ま
っ
て
い
て
』
、
一
『
日
の
仕
事
を
お
え
た
人
々
が
夕
陽

を
眺
め
て
、
太
陽
の
カ
ラ
ス
を
観
察
し
て
い
た
の
が
』
三
『
本
足
の
カ
ラ
ス
の
起
源
な
の
で
す
。
古
代
に
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は
』
、
『
ま
だ
近
代
的
な
意
味
で
の
天
文
学
も
植
物
学
も
地
質
学
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
現
代
人
よ
り
も
は
る

か
に
身
近
な 

「
自
然
観
察
」 

を
し
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
』
と
あ
っ
た
。
「
楚
辞
」
の

こ
の
一
句
を
解
釈
す
る
に
は
、
や
や
説
明
し
き
れ
て
い
な
い
気
は
す
る
も
の
の
、
非
常
に
面
白
い
考
証
で

あ
る
。
是
非
、
読
ま
れ
た
い
。 

「
明
治
四
十
五
年
八
月
一
日
の
『
日
本
及
日
本
人
』
に
予
が
言
つ
た
」
当
該
記
事
に
当
た
る
こ
と
が
出
来

な
い
。 

「
バ
ツ
ヂ
」
イ
ギ
リ
ス
の
考
古
学
者
エ
ル
ネ
ス
ト
・
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ト
ン
プ
ソ
ン
・
ウ
ォ
ー
リ
ス
・
バ

ッ
ジ
（E

rn
est A

lfred
 T

h
o
m

p
so

n
 W

allis B
u
d
g
e 

一
八
五
七
年
～
一
九
三
四
年
）。
古
代
エ
ジ
プ
ト
・
ア

ッ
シ
リ
ア
研
究
者
と
し
て
大
英
博
物
館
の
責
任
者
を
長
く
務
め
た
。
既
に
「
南
方
熊
楠 

小
兒
と
魔
除 

（
２
）
」
と
「
南
方
熊
楠 

西
曆
九
世
紀
の
支
那
書
に
載
せ
た
る
シ
ン
ダ
レ
ラ
物
語 

（
異
れ
る
民
族
間

に
存
す
る
類
似
古
話
の
比
較
硏
究
） 

６
」
に
登
場
し
て
い
る
。 

「
幽
冥
經
（
ブ
ツ
ク
・
オ
ヴ
・
ゼ
・
デ
ツ
ド
）
」
古
代
エ
ジ
プ
ト
で
冥
福
を
祈
り
死
者
と
と
も
に
埋
葬
さ

れ
た
葬
祭
文
書
「
死
者
の
書
」
。
パ
ピ
ル
ス
な
ど
に
、
主
に
絵
と
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ
で
、
死
者
の
霊
魂
が
肉

体
を
離
れ
て
か
ら
、
死
後
の
楽
園
ア
ア
ル
に
入
る
ま
で
の
過
程
・
道
標
を
描
い
た
も
の
。
参
照
し
た
当
該

ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、
『
書
名
を
ラ
テ
ン
文
字
化
』
し
た
も
の
を
、
『
日
本
語
に
直
訳
す
る
と
「
日
下
出
現
の

書
」
ま
た
は
「
日
の
も
と
に
出
現
す
る
た
め
の
呪
文
」
と
な
る
』
。「
死
者
の
書
」
と
い
う
名
称
は
、
一
八

四
二
年
に
『
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
の
エ
ジ
プ
ト
学
者
、
カ
ー
ル
・
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
レ
プ
シ
ウ
ス
が
パ
ピ
ル
ス

文
書
を
』「Ä

g
y
p
tisch

es T
o
ten

b
u
ch

」（「
エ
ジ
プ
ト
人
の
死
者
の
書
」）
と
『
名
付
け
て
出
版
し
た
こ
と
で
、

英
訳
の
』「B

o
o
k
 o

f th
e D

ead

」
な
ど
と
し
て
『
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
』
と
あ
る
。 

「
狗
頭
猴
（
チ
ノ
ケ
フ
ア
ル
ス
）
」
漢
字
文
字
列
か
ら
は
、
「
狗
の
頭
部
を
持
っ
た
猿
」
で
、
エ
ジ
プ
ト
神

話
に
登
場
す
る
冥
界
の
神
で
あ
る
ア
ヌ
ビ
ス
（A

n
u
b
is

）
の
異
名
か
と
思
っ
た
が
、
不
詳
。
綴
り
が
判
ら

ん
。C

h
in

o
ch

ep
h
alu

s 

じ
ゃ
、
何
か
学
名
み
た
い
だ
し
。
以
下
の
熊
楠
の
言
い
方
じ
ゃ
、
ア
フ
リ
カ
に
モ

デ
ル
に
な
っ
た
猿
が
い
る
よ
う
に
書
い
て
あ
る
。
識
者
の
御
教
授
を
乞
う
も
の
で
あ
る
。 

「
古
今
著
聞
集
に
、
文
覺
淸
瀧
川
の
上
で
猴
謀
つ
て
烏
を
捕
へ
使
ひ
殺
す
を
見
た
」
巻
第
二
十
の
「
魚
蟲

禽
獸
」
篇
に
あ
る
「
文
覺
上
人
、
高
尾
に
て
三
匹
の
猿
、
烏
を
捕
り
て
鵜
飼
を
摸
す
る
を
見
る
事
」
で
あ

る
。
以
下
に
電
子
化
す
る
。「
新
潮
日
本
古
典
集
成
」
版
を
参
考
に
、
恣
意
的
に
漢
字
を
正
字
化
し
た
。 

 
 

 

＊ 

 

文
覺
上
人
、
高
雄
興
隆
の
比
、
見
ま
は
り
け
る
に
、
淸
瀧
川
の
か
み
に
、
大
き
な
る
猿
、
兩
三
匹
あ
り

け
る
が
、
一
つ
の
猿
、
岩
の
う
へ
に
あ
ふ
の
き
ふ
し
て
、
う
ご
か
ず
。
い
ま
二
匹
は
、
た
ち
退
き
て
居
た

り
け
り
。
上
人
あ
や
し
み
思
ひ
て
、
か
く
れ
て
見
け
れ
ば
、
烏
一
兩
と
び
き
て
、
こ
の
寢
た
る
猿
の
か
た

は
ら
に
居
た
り
。
し
ば
し
ば
か
り
あ
り
て
、
猿
の
足
を
、
つ
つ
き
け
り
。
猿
、
な
ほ
、
は
た
ら
か
ず
、
死

に
た
る
や
う
に
て
あ
れ
ば
、
烏
、
し
だ
い
に
つ
つ
き
て
、
う
へ
に
の
ぼ
り
て
、
目
を
く
じ
ら
む
と
、
し
け
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る
と
き
、
猿
、
烏
の
足
を
と
り
て
、
お
き
あ
が
り
に
け
り
。
そ
の
時
、
の
こ
り
の
猿
二
匹
、
い
で
き
て
、

な
が
き
葛

か
づ
ら

を
も
ち
て
、
烏
の
足
に
、
つ
け
て
け
り
。
烏
、
飛
び
さ
ら
ん
と
す
れ
ど
も
、
か
な
は
ず
。
さ
て
、

や
が
て
河
に
を
り
て
、
烏
を
ば
、
水
に
な
げ
入
れ
て
、
葛
の
さ
き
を
と
り
て
、
一
匹
は
、
あ
り
、
い
ま
二

匹
は
、
河
上
よ
り
、
魚
を
か
り
け
り
。
人
の
、
鵜
、
つ
か
ひ
け
る
を
み
て
、
魚
を
と
ら
せ
む
と
し
け
る
に

や
。
烏
を
鵜
に
つ
か
ふ
た
め
し
、
は
か
な
け
れ
ど
も
、
こ
ゝ
ろ
ば
せ
、
ふ
し
ぎ
に
ぞ
思
ひ
よ
り
た
り
け
る
。

烏
は
、
水
に
な
げ
入
ら
れ
た
れ
ど
も
、
そ
の
益
な
く
て
、
し
に
ゝ
け
れ
ば
、
猿
ど
も
は
、
う
ち
す
て
て
、

山
へ
い
り
に
け
り
。
「
不
思
議
な
り
し
事
、
ま
の
あ
た
り
見
た
り
し
。」
と
て
、
彼
上
人
、
か
た
り
け
る
な

り
。 
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「T
a
v
e

rn
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d

ia
,′

 tra
n

s
. B

a
ll, 1

8
8

9
, v

o
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」
十
七
世
紀
の

フ
ラ
ン
ス
の
宝
石
商
人
で
旅
行
家
で
あ
っ
た
ジ
ャ
ン
＝
バ
テ
ィ
ス
ト
・
タ
ヴ
ェ
ル
ニ
エ
（Jean

-B
ap

tiste 

T
av

ern
ier 

一
六
〇
五
年
～
一
六
八
九
年
）
。
一
六
三
〇
年
か
ら
一
六
六
八
年
の
間
に
ペ
ル
シ
ャ
と
イ
ン
ド

へ
の
六
回
の
航
海
を
行
っ
て
お
り
、
諸
所
の
風
俗
を
記
し
た
。
そ
の
著
作
は
、
彼
が
熱
心
な
観
察
者
で
あ

り
、
注
目
に
値
す
る
文
化
人
類
学
者
の
走
り
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
彼
の
そ
れ
ら
の
航
海
の
記

録
は
ベ
ス
ト
・
セ
ラ
ー
と
な
り
、
ド
イ
ツ
語
・
オ
ラ
ン
ダ
語
・
イ
タ
リ
ア
語
・
英
語
に
翻
訳
さ
れ
、
現
代

の
学
者
も
貴
重
な
記
事
と
し
て
、
頻
繁
に
引
用
し
て
い
る
（
英
文
の
彼
の
ウ
ィ
キ
に
拠
っ
た
）
。
「In

tern
et 

arch
iv

e

」
で
、
こ
の
原
本
を
見
つ
け
、
指
示
す
る
ペ
ー
ジ
を
見
た
が
、
載
っ
て
い
な
い
。
ペ
ー
ジ
数
か
、

巻
数
の
誤
り
か
。 

「
嚴
神
鈔
」
室
町
時
代
の
成
立
と
推
定
さ
れ
る
山
王
七
社
と
諸
末
社
に
つ
い
て
述
べ
た
書
。
「
東
京
大
学

史
料
編
纂
所
」
公
式
サ
イ
ト
内
の
こ
ち
ら
で
、
「
續
群
書
類
從 

四
十
九
」
の
そ
れ
が
視
認
出
来
る
。
但

し
、
写
本
。 

「
日
吉
山
王
利
生
記
」
（
ひ
え
さ
ん
の
う
り
し
ょ
う
き
：
現
代
仮
名
遣
）
は
「
山
王
絵
詞
」
と
も
呼
ぶ
が
、

詞
書
の
み
が
伝
わ
る
。
鎌
倉
時
代
、
文
永
年
間
（
一
二
六
四
年
～
一
二
七
五
年
）
の
成
立
と
推
定
さ
れ
る
。 

「
鹽
尻
」
江
戸
中
期
の
国
学
者
天
野
信
景

さ
だ
か
げ

（
寛
文
三
（
一
六
六
三
）
年
～
享
保
一
八
（
一
七
三
三
）
年
）

の
膨
大
な
随
筆
（
百
七
十
巻
以
上
が
現
存
す
る
と
思
わ
れ
る
）
。
元
祿
・
宝
永
・
正
徳
・
享
保
（
一
六
八

八
年
～
一
七
三
六
年
）
の
約
四
十
年
間
に
亙
っ
て
、
歴
史
・
地
理
・
言
語
・
文
学
・
制
度
・
宗
教
・
芸
術

な
ど
に
つ
い
て
の
見
聞
や
感
想
を
記
し
た
も
の
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
当
該
箇

所
が
読
め
る
。
こ
こ
の
左
丁
の
上
段
の
「
○
伊
勢
國
壹
志
郡
矢
野
に
祭
る
所
の
香
良
洲
の…

…

」
の
条
で
、

上
段
そ
の
「
香
良
洲

か

ら

す

の
御
前
は
天
照
大
神
の
妹
」
と
い
う
下
り
は
上
段
後
か
ら
四
行
目
に
出
現
す
る
。 

「
古
今
圖
書
集
成
の
邊
裔
典
卷
二
八
に
、
朝
鮮
史
略
曰
、
新
羅
東
海
濱
有
二
人
、
夫
曰
迎
烏
、
妻
曰
細
烏
、

迎
烏
漂
至
日
本
國
小
島
主
、
其
妻
細
烏
尋
其
夫
、
漂
至
其
國
、
立
爲
妃
、
人
以
迎
烏
細
烏
爲
日
月
之
精
」

「
古
今
圖
書
集
成
」
（
清
の
類
書
。
現
存
す
る
類
書
（
百
科
事
典
）
と
し
て
は
、
中
国
史
上
最
大
で
、
巻

https://en.wikipedia.org/wiki/Jean-Baptiste_Tavernier
https://archive.org/details/travelsinindia00tavegoog/page/293/mode/2up
https://archive.org/details/travelsinindia00tavegoog/page/293/mode/2up
https://archive.org/details/travelsinindia00tavegoog/page/293/mode/2up
https://archive.org/details/travelsinindia00tavegoog/page/293/mode/2up
https://archive.org/details/travelsinindia00tavegoog/page/293/mode/2up
https://clioapi.hi.u-tokyo.ac.jp/mirador/?manifest=https://clioapi.hi.u-tokyo.ac.jp/iiif/81/tdata/zokugun/zokugun0001-0080/68/manifest
https://clioapi.hi.u-tokyo.ac.jp/mirador/?manifest=https://clioapi.hi.u-tokyo.ac.jp/iiif/81/tdata/zokugun/zokugun0001-0080/68/manifest
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/991406/338
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/991406/338


数
一
万
巻
。
正
式
名
称
は
「
欽
定
古
今
圖
書
集
成
」
）
を
「
中
國
哲
學
書
電
子
化
計
劃
」
の
影
印
本
で
探

し
た
が
、
眼
が
チ
カ
チ
カ
し
て
く
る
ば
か
り
な
の
で
、
引
用
で
は
な
く
、
原
本
の
「
朝
鮮
史
略
（
李
徴
朝

鮮
末
期
に
成
立
し
た
朝
鮮
穆
祖
か
ら
宣
祖
朝
ま
で
の
略
史
。
作
者
不
詳
）
を
探
し
た
と
こ
ろ
、
「
漢
籍
リ

ポ
ジ
ト
リ
」
の
こ
ち
ら
に
あ
っ
た
。[0

0
1

-1
7
b
]

の
画
像
と
電
子
化
を
見
ら
れ
た
い
。 

「
新
羅
の
官
制
十
七
品
」
新
羅
（
紀
元
前
五
七
年
～
紀
元
後 

九
三
五
年
）
官
位
と
職
名
で
あ
ろ
う
。 

「
ミ
ツ
ラ
敎
」
ミ
ト
ラ
教
・
ミ
ト
ラ
ス
教
・
ミ
ス
ラ
ス
教
と
も
。
古
代
ロ
ー
マ
で
隆
盛
し
た
、
太
陽
神
ミ

ト
ラ
ス
（
ミ
ス
ラ
ス
）
を
主
神
と
す
る
密
儀
宗
教
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
そ
の
起
原
は
古
代
の
イ
ン
ド
・

イ
ラ
ン
に
共
通
す
る
ミ
ス
ラ
（
ミ
ト
ラ
）
神
の
信
仰
で
あ
っ
た
も
の
が
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の
文
化
交
流
に
よ

っ
て
地
中
海
世
界
に
入
っ
た
後
、
形
を
変
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。 

紀
元
前
一
世
紀
に
は

牡
牛
を
屠
る
ミ
ト
ラ
ス
神
が
地
中
海
世
界
に
現
わ
れ
、
紀
元
後
二
世
紀
ま
で
に
は
、
ミ
ト
ラ
教
と
し
て
よ

く
知
ら
れ
る
密
儀
宗
教
と
な
っ
た
。
ロ
ー
マ
帝
国
治
下
で
一
世
紀
よ
り
四
世
紀
に
か
け
て
興
隆
し
た
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
起
源
や
実
体
に
つ
い
て
は
不
明
な
部
分
が
多
い
（
当
該
ウ
ィ
キ
に
拠
っ

た
）。 

「′E
n
cy

clo
p
aed

ia B
ritan

n
ica,′ v

o
l.x

v
iii, p

.6
2
3

」「In
tern

et arch
iv

e
」
の
原
本
の
こ
こ
。 

「S
ey

ffert, ′A
 D

ictio
n
ary

 o
f C

lassical A
n
tiq

u
ities,′ tran

s., 1
9
0
8
, p

.3
9
6

」
ド
イ
ツ
の
古
典
哲
学
者
で
ロ

ー
マ
が
専
門
で
あ
っ
た
オ
ス
カ
ル
・
セ
イ
フ
ェ
ル
ト
（O

sk
ar S

ey
ffert 

一
八
四
一
年
～
一
九
〇
六
年
）

の
著
作
。
「In

tern
et a

rch
iv

e

」
で
版
は
古
い
が
（
一
八
九
五
年
）、
同
ペ
ー
ジ
に
あ
っ
た
。
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン

は
「
ミ
ト
ラ
ス
の
生
贄
」
で
、
左
上
方
の
崖
の
上
に
カ
ラ
ス
が
確
か
に
い
る
。 

「F
ro

b
en

iu
s, ′T

h
e C

h
ild

h
o
o
d
 o

f M
an

,′ 1
9
0
9
, p

p
.2

5
5
-6

」
レ
オ
・
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
フ
ロ
ベ
ニ
ウ
ス
（
一
八

七
三
年
～
一
九
三
八
年
）
は
、
ド
イ
ツ
の
在
野
の
民
族
学
者
・
考
古
学
者
で
、
ド
イ
ツ
民
族
学
の
要
人
で

あ
っ
た
レ
オ
・
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
フ
ロ
ベ
ニ
ウ
ス
（L

eo
 V

ik
to

r F
ro

b
en

iu
s

）
の
「
人
類
の
幼
年
期
」
。

「In
tern

et a
rch

iv
e

」
の
こ
ち
ら
で
原
本
の
当
該
箇
所
が
見
ら
れ
、
そ
の
下
方
の
「2

4
1

」
図
が
「
鴉
死
人

の
靈
を
負
て
太
陽
に
送
り
付
け
る
所
を
西
北
米
土
人
が
刻
ん
だ
樂
器
の
」
そ
れ
だ
。
素
敵
だ
！ 

気
に
入
っ

た
の
で
、
ス
ク
リ
ー
ン
・
シ
ョ
ッ
ト
で
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
ご
と
撮
り
、
ブ
ロ
グ
に
掲
げ
た
（
ワ
ー
ド
へ
の
画
像

取
り
込
み
が
上
手
く
行
か
な
い
の
で
ブ
ロ
グ
に
掲
げ
た
大
き
な
画
像
へ
の
リ
ン
ク
に
代
え
る
）。
因
み
に
、

こ
の
後
に
も
同
様
な
魅
力
的
な
そ
れ
ら
の
図
が
見
ら
れ
る
。
必
見
！ 

 

ツ
リ
ン
キ
ー
ト
人
は
最
初
火
を
持
來
り
、
光
を
人
に
與
へ
し
は
烏
と
信
ず
（′E

n
cy

c. B
rit.,′ ii, 5

1

）
」

「In
tern

et arch
iv

e

」
の
原
本
を
確
認
、
そ
こ
に
北
西
ア
メ
リ
カ
の
「T

h
lin

k
it in

d
ian

s

」
と
あ
っ
た
。
調

べ
て
見
る
と
、
所
謂
、
イ
メ
ー
ジ
す
る
北
米
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
よ
り
も
、
ア
ラ
ス
カ
に
分
布
す
る
人
々
の
よ

う
で
あ
る
。
和
文
記
載
が
乏
し
く
、
よ
く
判
ら
な
い
。 

「
ヤ
ラ
河
」
ヤ
ラ
川
（Y

arra R
iv

er

）
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ビ
ク
ト
リ
ア
州
南
部
を
流
れ
る
川
で
、
ヤ

https://ctext.org/library.pl?if=gb&file=91597&page=30
https://www.kanripo.org/text/KR2i0022/001
https://www.kanripo.org/text/KR2i0022/001
https://www.kanripo.org/text/KR2i0022/001
https://www.kanripo.org/text/KR2i0022/001
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9F%E3%83%88%E3%83%A9%E6%95%99
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9F%E3%83%88%E3%83%A9%E6%95%99
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9F%E3%83%88%E3%83%A9%E6%95%99
https://archive.org/details/Encyclopaediabri18chisrich_201303/page/n667/mode/2up
https://archive.org/details/dictionaryofclas95seyf/page/396/mode/2up
https://archive.org/details/ChildhoodOfMan/page/n269/mode/2up
https://onibi.cocolog-nifty.com/photos/uncategorized/tamasiiwookurukarasunohue.jpg
https://archive.org/details/dli.bengal.10689.11091/page/n67/mode/2up


ラ
・
レ
ン
ジ
ズ
国
立
公
園
の
湿
地
帯
に
源
を
発
し
、
メ
ル
ボ
ル
ン
の
中
心
地
区
を
流
れ
、
ポ
ー
ト
・
フ
ィ

リ
ッ
プ
湾
の
メ
ル
ボ
ル
ン
港
に
注
ぐ
。
流
路
延
長
は
約
二
百
四
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
こ
こ
。
そ
の Y

arra 

R
an

g
es N

atio
n
al P

ark
 

附
近
の
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ー
の
伝
承
で
あ
る
。 

「S
m

y
th

, ′T
h
e A

b
o
rig

in
es o

f V
icto

ria,′ 1
8
7
8
, v

o
l.ii, p

p
.4

3
4
, 4

5
9

」
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
地
質
学
者
で
、

作
家
・
社
会
評
論
家
で
も
あ
っ
た
ロ
バ
ー
ト
・
ブ
ラ
フ
・
ス
ミ
ス
（R

o
b
ert B

ro
u
g
h
 S

m
y
th

 

一
八
三
〇

年
～
一
八
八
九
年
）
の
作
品
。
「In

tern
et a

rch
iv

e

」
の
原
本
の
「4

3
4

」
は
こ
こ
で
、
下
方
に
火
の
伝
承
の

こ
と
が
短
く
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
そ
の
伝
説
つ
い
て
は
、
第
一
巻
の
「4

6
1

」
ペ
ー
ジ
に
指
示
し

て
あ
る
（
二
巻
の
「4

5
9

」
ペ
ー
ジ
は
目
録
で
違
う
）。
そ
こ
で
、
第
一
巻
を
見
る
と
、「4

5
8

」
か
ら
「
火
」

の
項
が
あ
り
、「4

5
9

」
に
熊
楠
の
示
し
た
「
カ
ー
ル
、
ア
ク
、
ア
ー
ル
、
ウ
ク
女
」（
原
書
で
は
「K

a
r-a

k
-

a
r-o

o
k

」
と
綴
る
）
の
名
が
二
行
目
に
出
現
す
る
。
こ
こ
だ
！ 

「
尙
書
中
候
」
緯
書
（
漢
代
に
盛
行
し
た
讖
緯
説
を
集
大
成
し
た
書
。
先
秦
の
頃
よ
り
流
行
し
て
い
た
未

来
を
予
言
す
る
讖し

ん

と
、
陰
陽
五
行
・
災
異
瑞
祥
・
天
人
相
感
な
ど
の
諸
説
に
よ
っ
て
経
書
を
解
釈
し
よ
う

と
す
る
緯
と
が
結
合
し
た
讖
緯
説
は
、
図
讖
・
図
緯
・
緯
候
な
ど
と
呼
ば
れ
て
前
漢
末
に
隆
盛
を
極
め
た
。

そ
れ
が
後
漢
の
初
め
に
至
っ
て
、
政
権
と
結
び
付
き
、
王
莽
の
重
ん
じ
た
古
文
経
に
対
抗
し
て
今き

ん

文ぶ
ん

学
説

と
し
て
整
理
の
気
運
が
生
じ
、
「
乾
鑿
度
」
・
「
考
霊
曜
」
・
「
元
命
包
」
の
よ
う
に
三
字
の
編
名
を
冠
す
る

い
わ
ゆ
る
「
緯
書
」
が
成
立
し
た
。
こ
こ
は
小
学
館
「
日
本
大
百
科
全
書
」
に
拠
っ
た
）
の
一
書
。
散
佚

し
て
、
引
用
で
し
か
見
ら
れ
な
い
。 

「
蜀
徼
有
火
鴉
、
能
銜
火
（
本
草
集
解
）
」
こ
れ
は
李
時
珍
の
「
本
草
綱
目
」
の
巻
四
十
九
「
禽
之
三
」

の
「
慈
烏
」
の
「
集
解
」
の
最
後
に
あ
る
。「
漢
籍
リ
ポ
ジ
ト
リ
」
の
こ
ち
ら
の[1

1
4

-1
0
b
]

の
影
印
画
像
を

見
ら
れ
た
い
。 

「
類
凾
四
二
三
」
以
上
の
三
つ
の
引
用
は
、「
漢
籍
リ
ポ
ジ
ト
リ
」
の
こ
ち
ら
の
「
鳥
部
六
【
烏
・
鵲
】」
の

「
烏
一
」
及
び
「
烏
二
」
に
バ
ラ
バ
ラ
に
出
る
も
の
を
熊
楠
が
チ
ョ
イ
ス
し
て
セ
ッ
ト
に
し
た
も
の
。
漢
文

を
熟
語
の
文
字
列
で
そ
れ
ぞ
れ
検
索
さ
れ
た
い
。 

「
中
山
白
川
營
中
問
答
」
「
中
山
」
は
公
卿
議
奏
に
任
じ
ら
れ
た
中
山
愛な

る

親ち
か

（
寛
保
元
（
一
七
四
一
）
年

～
文
化
一
一
（
一
八
一
四
）
年
：
寛
政
元
（
一
七
八
九
）
年
に
光
格
天
皇
が
父
典す

け

仁ひ
と

親
王
に
太
上

だ
い
じ
ょ
う

天
皇
の

尊
号
を
お
く
る
こ
と
を
幕
府
に
諮
っ
た
が
、
老
中
松
平
定
信
の
反
対
で
な
ら
な
か
っ
た
「
尊
号
一
件
」
で

知
ら
れ
た
人
物
。
同
五
年
に
幕
府
の
召
喚
を
受
け
、
一
件
紛
糾
の
責
任
を
と
わ
れ
て
閉
門
百
日
、
議
奏
を

解
任
さ
れ
た
）
で
、
「
白
川
」
白
河
公
松
平
定
信
で
あ
ろ
う
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
に
「
勤
王
龜
鑑 

繪
本
中
山
實
記
」
と
い
う
の
が
あ
り
（
大
谷
信
道
編
・
明
治
二
〇
（
一
八
八
七
）
年

広
知
社
刊
）
、
問
答
が
幾
つ
か
あ
る
が
、
ざ
っ
と
見
た
限
り
で
は
、
こ
の
話
は
な
い
よ
う
だ
っ
た
。
「
白
烏

を
朝
廷
へ
獻
じ
た
の
を
郊
外
に
放
つ
と
忽
ち
火
に
化
し
、
京
師
火
災
に
及
ん
だ
」
と
い
う
の
を
、
幾
つ
か

の
単
語
の
組
み
合
わ
せ
で
検
索
し
た
が
、
こ
れ
も
ヒ
ッ
ト
し
な
か
っ
た
。
識
者
の
御
教
授
を
乞
う
。 

https://www.google.com/maps/place/%E3%83%A4%E3%83%A9%E5%B7%9D/@-37.8158394,145.390969,10.75z/data=!4m5!3m4!1s0x6ad642577135a6cf:0x808dd3a1769f194d!8m2!3d-37.7550316!4d145.5215238
https://www.google.com/maps/place/%E3%83%A4%E3%83%A9%E3%83%BB%E3%83%AC%E3%83%B3%E3%82%B8%E3%82%BA%E5%9B%BD%E7%AB%8B%E5%85%AC%E5%9C%92/@-37.6952866,145.8801512,13z/data=!4m13!1m7!3m6!1s0x6ad642577135a6cf:0x808dd3a1769f194d!2z44Ok44Op5bed!3b1!8m2!3d-37.7550316!4d145.5215238!3m4!1s0x6b2837fc214223ab:0xf0579a51442e020!8m2!3d-37.6828294!4d145.9787274
https://www.google.com/maps/place/%E3%83%A4%E3%83%A9%E3%83%BB%E3%83%AC%E3%83%B3%E3%82%B8%E3%82%BA%E5%9B%BD%E7%AB%8B%E5%85%AC%E5%9C%92/@-37.6952866,145.8801512,13z/data=!4m13!1m7!3m6!1s0x6ad642577135a6cf:0x808dd3a1769f194d!2z44Ok44Op5bed!3b1!8m2!3d-37.7550316!4d145.5215238!3m4!1s0x6b2837fc214223ab:0xf0579a51442e020!8m2!3d-37.6828294!4d145.9787274
https://www.google.com/maps/place/%E3%83%A4%E3%83%A9%E3%83%BB%E3%83%AC%E3%83%B3%E3%82%B8%E3%82%BA%E5%9B%BD%E7%AB%8B%E5%85%AC%E5%9C%92/@-37.6952866,145.8801512,13z/data=!4m13!1m7!3m6!1s0x6ad642577135a6cf:0x808dd3a1769f194d!2z44Ok44Op5bed!3b1!8m2!3d-37.7550316!4d145.5215238!3m4!1s0x6b2837fc214223ab:0xf0579a51442e020!8m2!3d-37.6828294!4d145.9787274
https://www.google.com/maps/place/%E3%83%A4%E3%83%A9%E3%83%BB%E3%83%AC%E3%83%B3%E3%82%B8%E3%82%BA%E5%9B%BD%E7%AB%8B%E5%85%AC%E5%9C%92/@-37.6952866,145.8801512,13z/data=!4m13!1m7!3m6!1s0x6ad642577135a6cf:0x808dd3a1769f194d!2z44Ok44Op5bed!3b1!8m2!3d-37.7550316!4d145.5215238!3m4!1s0x6b2837fc214223ab:0xf0579a51442e020!8m2!3d-37.6828294!4d145.9787274
https://archive.org/details/aboriginesofvict02smyt/page/434/mode/2up
https://archive.org/details/b24885228_0001/page/458/mode/2up
https://archive.org/details/b24885228_0001/page/458/mode/2up
http://www.kanripo.org/text/KR3e0079/114?query=%E8%9C%80%E5%BE%BC%E6%9C%89%E7%81%AB%E9%B4%89#114-10b
https://www.kanripo.org/text/KR3k0055/428
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/880177/1
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/880177/1
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/880177/1
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/880177/1


「
酉
陽
雜
俎
に
、
烏
陽
物
也…

…

」
こ
の
以
下
の
文
字
列
は
、「
酉
陽
雜
俎
」
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
し
か

し
、
私
の
「
和
漢
三
才
圖
會
第
四
十
三 

林
禽
類 

慈
烏
（
か
ら
す
） 

（
ハ
シ
ボ
ソ
ガ
ラ
ス
）
」
で
、
良

安
は
、「
三
才
圖
會
」
か
ら
引
用
し
て
、 

 
 

 

＊ 

「
三
才
圖
會
」
に
云
は
く
、
『
鴉
、
異
を
見
れ
ば
、
則
ち
、
噪さ

は

ぐ
。
故
に
、
人
、
烏
の
噪
ぐ
を
聞
く
と
き
は
、

則
ち

唾
つ
ば
き
は

く
。
性せ

い

、
樂
に
し
て
空
曠

く
う
く
わ
う

。
涎

よ
だ
れ

を
傳つ

た

へ
て
孕は

ら

む
。
烏
の
飛-

翅
と

ぶ
を
候

う
か
が

ひ
て
、
天
、
將
に
雨

あ
め
ふ

ら

ん
と
す
る
を
知
る
。
蓋
し
、
烏
は
陽
物
な
り
。
陰
氣
を
感
じ
て
重お

も

し
。
故
に
、
俗
、
此
れ
を
以
つ
て
雨
を
占

ふ
。』
と
。 

 
 

 

＊ 

と
あ
る
の
を
、
熊
楠
は
勘
違
い
し
た
も
の
か
？ 

「
倭
漢
三
才
圖
會
に
鴉
鳴
有
還
聲
者…

…

」
こ
れ
も
「
和
漢
三
才
図
会
」
に
は
、
幾
つ
か
の
項
を
調
べ
た

が
、
ど
こ
に
も
見
当
た
ら
な
い
。
気
に
な
る
の
は
、「
鴉
鳴
有
還
聲
者
、
謂
之
呼
婦
、
主
晴
、
無
還
聲
者
、

謂
之
逐
婦
、
主
雨
」
「
と
い
う
支
那
說
を
引
き
」
と
い
う
熊
楠
の
言
い
方
が
、
必
ず
し
も
、
引
用
で
な
い

点
で
、
中
文
サ
イ
ト
の
「
古
今
圖
書
集
成
」
の
こ
ち
ら
の
「
論
飛
禽
」
に
（
活
字
化
を
参
考
に
画
像
で
起

こ
し
た
）、 

 
 

 

＊ 

諺
云
、
「
鴉
浴
風
、
鵲
浴
雨
、
八
八
兒
洗
浴
斷
風
雨
。
」
。
鳩
鳴
有
還
聲
者
、
爲
之
呼
婦
主
晴
、
無
還
聲
者
、

爲
之
逐
婦
主
雨
。
鵲
巢
低
主
水
、
高
主
旱
。
俗
傳
、
鵲
意
既
預
知
水
。
則
云
、
終
不
使
我
沒
殺
、
故
意
愈

低
、
既
預
知
旱
、
則
云
、
終
不
使
我
曬
殺
、
故
意
愈
高
。
「
朝
野
僉
載
」
云
、
鵲
巢
近
地
、
其
年
大
水
、

海
燕
忽
成
群
而
來
、
主
風
雨
。
諺
云
、
「
烏
肚
雨
白
肚
風
赤
、
老
鴉
含
水
叫
。
」
。
雨
則
未
晴
、
晴
亦
主
雨
、

老
鴉
作
此
聲
者
亦
然
。
鴉
若
叫
早
主
雨
、
多
人
辛
苦
。
叫
晏
晴
、
多
人
安
閒
。
農
作
次
第
、
夜
間
聽
九
逍

遙
鳥
叫
卜
風
雨
。
諺
云
、
「
一
聲
風
、
二
聲
雨
、
三
聲
四
聲
斷
風
雨
。
」
。
鸛
鳥
仰
鳴
則
晴
、
俯
鳴
則
雨
。

鵲
噪
早
報
晴
明
曰
乾
鵲
。
冬
寒
天
雀
群
飛
翅
聲
重
必
有
雨
雪
。
鬼
車
鳥
卽
是
九
頭
蟲
、
夜
聽
其
聲
出
入
、

以
卜
晴
雨
。
自
北
而
南
、
謂
之
出
窠
、
主
雨
。
自
南
而
北
、
謂
之
歸
窠
、
主
晴
。「
古
詩
」
云
、
「
月
黑
夜

深
聞
鬼
車 

吃
鷦
叫
」
。
主
晴
。
俗
謂
之
、
「
賣
蓑
衣
𪃮
叫
。
」
。
諺
云
、
「
朝
𪃮
晴
、
暮
𪃮
雨
。
」
。
夏
秋
間

雨
陣
將
至
、
忽
有
白
鷺
飛
過
、
雨
竟
不
至
、
名
曰
截
雨
。
家
鷄
上
宿
遲
、
主
陰
雨
。
燕
巢
做
不
乾
淨
、
主

田
内
草
多
、
母
鷄
背
負
鷄
鶵
、
謂
之
鷄
䭾
兒
、
主
雨
【
𪃮
字
査
字
典
不
載
。
乃
方
言
也
。
音
屋
字
亦
係
俗

字
。】 

 
 

 

＊ 

と
あ
っ
て
、
内
容
と
対
象
の
鳥
に
異
同
が
あ
る
が
、
そ
の
諺
に
酷
似
す
る
部
分
が
あ
る
こ
と
が
判
る
。
さ
ら

に
、
以
下
の
「
按
夏
月
鴉
浴
近
雨
、
每
試
然
、
凡
將
雨
氣
鬱
蒸
、
故
浴
翅
者
矣
」
で
あ
る
が
、
「
按
」
は

良
安
の
自
身
の
解
説
を
す
る
際
の
定
番
の
謂
い
で
は
あ
り
、
「
自
分
で
試
し
て
み
た
が
、
そ
の
通
り
。
」
と

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/11/post-20c8.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/11/post-20c8.html
https://zh.wikisource.org/wiki/Page:Gujin_Tushu_Jicheng,_Volume_037_(1700-1725).djvu/67


い
う
の
も
良
安
が
よ
く
使
う
謂
い
方
な
の
で
は
あ
る
の
だ
が
、
見
当
ら
な
い
の
で
あ
る
。
調
査
は
続
行
す

る
。
識
者
の
御
援
助
も
乞
い
た
い
。 

「
濠
州
で
烏
初
め
て
雨
を
下
し
た
と
信
ず
る
土
人
有
り
（S

m
y
th

, ii, 4
6

2

）
」
こ
れ
も
第
一
巻
の
誤
り
。

「In
tern

et a
rch

iv
e

」
の
原
本
の
こ
こ
。］ 

  

烏
鴉
共
に
、
膽
勇
智
慧
敏
捷
、
鳥
中
に
傑
出
し
、
壽
命
も
長
く
、
又
多
少
の
間
違
ひ
は
有
る
に
せ
よ
、

親
子
夫
妻
友
儕
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
と
も
が
ら
」
。
］
間
の
愛
情
も
非
常
に
厚
い
ち
ふ
處
よ
り
、
慈
孝
忠

信
の
話
も
出
來
、
殊
に
太
陽
に
緣
有
る
靈
鳥
と
仰
が
る
ゝ
よ
り
、
或
は
神
、
或
は
神
使
と
し
て
專
敬
さ
れ

た
。
隨
つ
て
之
を
吉
鳥
と
し
た
例
も
少
な
か
ら
ず
、
既
に
上
文
に
散
見
す
る
が
、
猶
一
二
を
擧
れ
ば
、
沙

漠
を
旅
行
す
る
中
、
鳶
や
烏
が
見
當
れ
ば
必
ず
村
落
が
近
い
と
云
ふ
か
ら
之
を
吉
相
と
す
る
は
必
定
だ

（B
u
rto

n
, ′P

ilg
rim

ag
e to

 A
l-M

ad
in

ah
 an

d
 M

eccah
,′ in

 T
h
e Y

o
rk

 L
ib

rary, v
o
l.ii, p

.2
9
4

）。
南
史
に
、
高

昌
國
有
朝
烏
、
旦
々
集
王
殿
前
、
爲
行
列
、
不
畏
人
、
日
出
然
後
散
去
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
高
昌
國
に
、

朝
、
烏
、
有
り
。
旦
々
、
王
の
殿
前
に
集
ま
り
、
行
列
を
爲
し
、
人
を
畏
れ
ず
。
日
、
出
で
て
、
然
る
後

に
、
散
じ
去
る
。
」
。
］。
是
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
が
鷲
を
馴
し
て
兵
士
の
人
氣
を
自
身
に
集
め
た
如
く
、
烏

が
每
旦
參
朝
す
る
を
王
威
の
徵
と
し
た
の
だ
。
類
凾
に
、
海
鹽
南
三
里
、
有
烏
夜
村
、
晉
何
準
所
居
也
、

一
夕
群
烏
啼
噪
、
適
生
女
、
他
日
後
夜
啼
、
乃
穆
帝
立
準
女
爲
后
之
日
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
海
鹽
の
南

三
里
に
烏
夜
村

う

や

そ

ん

あ
り
。
晉
の
何か

準
じ
ゆ
ん

の
居
り
し
所
な
り
。
一
夕
、
群
烏
、
啼
き
噪
ぎ
、
適

た
ま
た

ま
、
女

む
す
め

を
生
む
。

他
日
、
後ご

夜や

に
啼
く
。
乃

す
な
は

ち
、
穆ぼ

く

帝て
い

が
準
の
女
を
立
て
て
后

き
さ
き

と
爲
せ
し
日
な
り
。
」
。
］
。
烏
啼
き
も
此
樣

こ

ん

な

に
吉よ

い
の
が
有
う
と
は
、
お
釋
迦
さ
ん
で
も
氣
が
附
く
め
ー
。
又
唐
書
曰
、
柳
仲
郢
自
拜
諫
議
後
、
每
遷

官
、
群
烏
大
集
於
昇
平
里
第
云
々
、
凡
五
日
而
散
、
詔
下
不
復
集
、
家
人
爲
候
、
惟
天
下
除
節
度
、
烏
不

復
集
、
遂
卒
於
鎭
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
唐
書
に
曰
は
く
、
『
柳
仲
郢

り
う
ち
ゆ
う
え
い

、
諫
議
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
諫
議

か

ん

ぎ

大
夫

た

い

ふ

。
皇
帝
の
誤
り
を
諌
め
、
国
家
の
利
害
得
失
な
ど
に
つ
い
て
忠
告
す
る
役
職
。
秦
で
は
「
諫
大
夫
」

と
称
し
て
い
た
が
、
後
漢
の
光
武
帝
が
改
め
て
よ
り
、
歴
代
、
こ
の
名
で
置
か
れ
た
。
］
を
拜
せ
し
よ
り

後
、
官
を
遷う

つ

る
每
に
、
群
烏
、
大
い
に
昇

し
や
う

平
里

へ

い

り

の
第だ

い

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
屋
敷
。
邸
宅
。
］
に
集
ま
り
』

云
々
、
『
凡
そ
五
日
に
し
て
、
散
ず
。
詔
、
下
れ
ど
も
、
又
は
集
ま
ら
ず
。
家
人
、
以
つ
て
、
候

し
る
し

と
爲
す
。

惟
だ
、
天
下
の
節
度
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
節
度
使
の
任
官
。
］
を
除
き
、
烏
、
又
は
集
ま
ら
ず
。
遂
に
鎭

に
卒

し
ゆ
つ

す
。
」
］
。
官
が
昇
る
前
每
に
集
ま
つ
た
烏
が
來
な
い
の
が
死
亡
の
前
兆
だ
つ
た
ん
ぢ
や
。
酉
陽
雜
俎

に
邑
中
終
歲
無
烏
、
有
寇
、
郡
中
忽
無
烏
者
、
日
烏
亡
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
ぱ
っ
と
見
で
も
不
審
だ
っ
た
。

最
後
の
部
分
、
底
本
は
「
曰
烏
亡
」
で
、
選
集
も
そ
れ
を
馬
鹿
正
直
に
訓
読
し
て
『
烏
亡
と
い
う
』
と
な
っ

て
い
る
の
だ
が
、
原
本
の
影
印
本
を
「
中
國
哲
學
書
電
子
化
計
劃
」
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
は
「
曰
」

で
は
な
く
、「
日
」
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
特
異
的
に
訂
し
た
。「
邑い

ふ

の
中う

ち

、
終
歲
、
烏
、
無

け
れ
ば
、
寇こ

う

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
外
部
か
ら
侵
入
し
て
く
る
賊
。］、
有
り
。
郡
の
中
、
忽

に
は
か

に
、
烏
、
無
け

https://archive.org/details/b24885228_0001/page/462/mode/2up
https://ctext.org/library.pl?if=gb&file=85088&page=239


れ
ば
、
日ひ

烏う

、
亡ぼ

う

せ
り
。
」
。
］
。
婦
女
の
不
毛
同
樣
、
有
る
べ
き
物
が
具そ

な

は
ら
ぬ
を
不
吉
と
す
る
の
で
、
邦

俗
、
鼠
多
い
家
は
繁
昌
し
、
火
事
有
る
べ
き
家
に
燕
巢
は
ぬ
と
信
ず
る
に
同
じ
。
古
希
臘
等
で
、
鴉
を
豫

言
者
と
せ
る
も
必
ず
凶
事
の
み
告
げ
た
の
で
無
く
、
昔
氷
州
で
は
鴉
鳴
の
通
事
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
翻
訳

者
。
］
有
て
吉
凶
を
判
じ
、
國
政
を
鴉
鳴
に
諮と

う
た
（C

o
llin

 d
e P

lan
cy, p

.1
4

3

）
。
マ
コ
レ
ー
も
其
セ
ン

ト
・
キ
ル
ダ
誌
に
鴉
が
歡
呼
し
て
好
天
氣
を
豫
告
し
中
つ
る
を
稱
揚
し
た
。
支
那
の
鴉
經
（
上
出
）
も
、

鴉
鳴
が
凶
事
ば
か
り
で
無
く
、
吉
事
を
も
告
ぐ
る
と
し
た
の
だ
。
類
凾
二
四
三
と
二
四
四
に
邵
氏
聞
見
錄

を
引
き
云
ふ
、
邵
康
節
の
母
、
山
を
行あ

り

き
、
一
黑
猿
を
見
、
感
じ
て
娠
み
、
娩
す
る
に
臨
み
、
烏
、
庭
に

滿
ち
け
れ
ば
、
人
も
つ
て
瑞
と
す
と
。
是
は
康
節
先
生
が
色
餘
り
黑
か
つ
た
言
譯
に
作
り
出
た
言
ら
し
い

が
、
兎
に
角
烏
を
瑞
鳥
と
し
た
例
に
は
な
る
。
又
、
王
知
遠
母
晝
寢
、
夢
鴉
集
其
身
、
因
有
娠
、
寶
誌
曰
、

生
子
、
爲
當
世
文
士
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
王
知
遠
が
母
、
晝ひ

る

、
寢い

ね
て
、
鴉
、
其
の
身
に
集
ま
る
を
夢

み
、
因
つ
て
娠は

ら

め
り
。
寶
誌
曰
は
く
、
「
子

を
と
こ

を
生
ま
ば
、
當
世
の
文
士
と
爲な

ら
ん
。
」
と
」
。
］
。
鴉
に
因
ん

で
文
章
に
黑
人

く
ろ
う
と

と
云
ふ
洒
落
か
ね
。
ブ
レ
タ
ン
で
は
家
每
に
二
鴉
番
し
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
つ
が
ひ

し
」。］、
人
の
生
死
を
告
ぐ
と
い
ふ
（C

o
llin

 d
e P

lan
cy, p

.1
4
3

）。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「B

u
rto

n
, ′P

ilg
rim

ag
e to

 A
l-M

ad
in

ah
 an

d
 M

eccah
,′ in

 T
h
e Y

o
rk

 L
ib

rary, v
o

l.ii, 

p
.2

9
4

」
十
九
世
紀
の
大
英
帝
国
を
代
表
す
る
冒
険
家
で
、
人
類
学
者
・
言
語
学
者
・
作
家
・
翻
訳
家
で
あ

り
、
軍
人
・
外
交
官
で
も
あ
っ
た
リ
チ
ャ
ー
ド
・
フ
ラ
ン
シ
ス
・
バ
ー
ト
ン
（R

ich
ard

 
F

ran
cis 

B
u
rto

n
  

一
八
二
一
年
～
一
八
九
〇
年
：
本
邦
で
は
特
に
「
ア
ラ
ビ
ア
ン
・
ナ
イ
ト
」
の
英
訳
「T

h
e B

o
o
k 

o
f th

e T
h
o
u
sa

n
d
 N

ig
h
ts a

n
d
 a

 N
ig

h
t

」（「
千
夜
一
夜
物
語
」 

一
八
八
五
年
～
一
八
八
八
年
出
版
。
本
編

十
巻
・
補
遺
六
巻
）
の
翻
訳
者
と
し
て
知
ら
れ
る
）
の
「P

erso
n
a
l n

a
rra

tive o
f a

 p
ilg

rim
a
g
e to

 A
l-

M
a
d
in

a
h
 a

n
d
 M

ecca
h

」
（
「
ア
ル
マ
デ
ィ
ナ
と
メ
ッ
カ
へ
の
巡
礼
の
私
的
な
物
語
」
）
。
一
八
五
五
～
六
年

刊
で
全
三
巻
。
但
し
、
二
種
の
英
文
サ
イ
ト
の
同
巻
同
ペ
ー
ジ
を
調
べ
た
が
、
見
当
た
ら
な
い
。 

「
南
史
」
中
国
の
正
史
二
十
五
史
の
一
つ
。
本
紀
十
巻
・
列
伝
七
十
巻
か
ら
成
る
。
唐
の
李
延
寿
の
撰
。

高
宗
（
在
位
：
六
四
九
年
～
六
八
三
年
）
の
時
に
成
立
し
た
。
南
朝
の
宋
・
斉
・
梁
・
陳
四
国
の
正
史
を

改
修
し
た
通
史
で
、
南
朝
・
北
朝
の
歴
史
が
、
そ
れ
ぞ
れ
自
国
中
心
で
あ
る
の
を
是
正
し
、
双
方
を
対
照

し
、
条
理
を
整
え
て
編
集
し
た
史
書
。 

「
高
昌
國
」
南
北
朝
か
ら
唐
代
に
か
け
て
、
現
在
の
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
ト
ル
フ
ァ
ン
市
に
存
在
し
た

オ
ア
シ
ス
都
市
国
家
。
元
・
明
代
に
は
ウ
イ
グ
ル
語
の
音
訳
か
ら
「
哈
拉
和
卓
」（
カ
ラ
・
ホ
ー
ジ
ャ
）・

「
火
州
」・
「
霍
州
」
な
ど
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。
ト
ル
フ
ァ
ン
市
高
昌
区
に
は
、
城
址
遺
跡
「
高
昌

故
城
」
が
残
っ
て
い
る
。
こ
こ
。 

「
類
凾
に
、
海
鹽
南
三
里…

…

」「
漢
籍
リ
ポ
ジ
ト
リ
」
の
「
烏
三
」
の[4

2
8
-1

4
a]

の
影
印
画
像
の
二
行
目

の
「
村
名 

弓
名
」
に
現
わ
れ
る
。 

「
後
夜

ご

や

」
夜
半
か
ら
朝
ま
で
の
時
間
。 

アイスランド
https://www.google.com/maps/place/Gaochang+District,+%E3%83%88%E3%83%AB%E3%83%95%E3%82%A1%E3%83%B3%E5%9C%B0%E5%8C%BA+%E6%96%B0%E7%96%86%E3%82%A6%E3%82%A4%E3%82%B0%E3%83%AB+%E4%B8%AD%E8%8F%AF%E4%BA%BA%E6%B0%91%E5%85%B1%E5%92%8C%E5%9B%BD/@35.0701112,86.5964019,4.5z/data=!4m5!3m4!1s0x3803324129740e7d:0xe7c879b79f585568!8m2!3d42.9424399!4d89.18596
https://www.kanripo.org/text/KR3k0055/428


「
穆ぼ

く

帝て
い

」
複
数
い
る
が
、
こ
の
場
合
は
東
晋
の
第
五
代
皇
帝
。
司
馬
聃た

ん

。
在
位
は
三
四
四
年
～
三
六
一
年
。

数
え
十
九
歳
で
崩
御
し
て
い
る
。 

「
準
の
女
」
何
法
倪
。
東
晋
の
政
治
家
で
宰
相
に
昇
り
つ
め
た
何
充
（
二
九
二
年
～
三
四
六
年
）
の
五
番

目
の
弟
で
あ
る
何
準
の
娘
。
穆
帝
の
皇
后
。 

「
柳
仲
郢

り
う
ち
ゆ
う
え
い

」
唐
代
の
政
治
家
。
監
察
御
史
・
戸
部
尚
書
・
京
兆
尹
を
歴
任
し
、
節
度
使
と
な
っ
た
が
、
後

に
左
遷
さ
れ
た
。 

「
鎭
」
東
蜀
の
「
町
」
の
意
か
。
実
は
「
唐
書
」
の
記
載
は
「
巻
十
八
下
」
の
「
本
紀
第
十
八
下
」
の

「
宣
宗
」
の
条
に
あ
る
が
、
か
な
り
長
い
。
「
中
國
哲
學
書
電
子
化
計
劃
」
の
こ
ち
ら
の
電
子
化
が
そ
れ

で
あ
る
が
（
か
な
り
よ
く
正
し
く
字
が
起
こ
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
影
印
本
画
像
も
見
ら
れ
る
）
、

そ
の
最
後
の
部
分
は
、
「
會
河
南
尹
柳
仲
郢
、
鎭
東
蜀
、
辟
為
節
度
判
官
、
檢
校
工
部
郎
中
。
大
中
末
、

仲
郢
、
坐
專
殺
左
遷
、
商
隱
廢
罷
、
還
鄭
州
、
未
幾
病
卒
。」
と
あ
る
の
を
熊
楠
は
圧
縮
し
て
い
る
。 

「
酉
陽
雜
俎
に
邑
中
終
歲
無
烏…

…

」
同
書
の
巻
十
六
の
「
廣
動
植
之
一
序
」
の
動
植
物
の
吉
凶
を
羅
列

し
た
中
に
出
る
。
こ
の
時
期
の
「
邑
」（
現
代
仮
名
遣
「
ゆ
う
」
）
は
現
在
の
「
県
」
に
相
当
す
る
。
中
国

の
「
郡
」
は
県
を
含
む
上
位
の
行
政
単
位
で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
県
中

け
ん
じ
ゅ
う

か
ら
、
一
年
中
、
カ
ラ
ス
が
い
な

く
な
っ
た
時
は
、
外
部
か
ら
の
侵
攻
が
あ
る
凶
兆
で
あ
り
、
ま
た
、
郡
の
中
に
、
突
如
、
カ
ラ
ス
が
い
な

く
な
っ
た
時
は
、
太
陽
の
中
に
い
る
三
本
足
の
神
聖
な
カ
ラ
ス
が
死
ん
で
し
ま
う
宇
宙
的
カ
タ
ス
ト
ロ
フ

を
意
味
す
る
。
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
な
ど
を
見
る
と
、
私
に
は
、
黒
点
の
拡
大
に
よ
る
太
陽
の

核
融
合
の
減
衰
で
は
な
く
、
皆
既
日
食
を
指
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

「
マ
コ
レ
ー
」
こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
の
商
人
で
官
吏
で
も
あ
っ
た
旧
イ
ギ
リ
ス
領
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
の
植
民
地

主
義
者
で
あ
っ
た
ケ
ネ
ス
・
マ
カ
ー
リ
ー
（K

en
n
eth

 M
acau

lay
 

一
七
九
二
年
～
一
八
二
九
年
）
で
あ

ろ
う
。 

「
セ
ン
ト
・
キ
ル
ダ
誌
」
選
集
は
こ
れ
を
雑
誌
名
と
し
て
二
重
鍵
括
弧
で
括
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
マ
コ

レ
ー
が
書
い
た
「T

h
e H

isto
ry o

f S
t. K

ild
a

 

」
（
「
セ
ン
ト
・
キ
ル
ダ
諸
島
の
歴
史
」
）
の
こ
と
で
は
な
い

か
？ 

「
鴉
經
（
上
出
）
」『「
二
」
の
（
２
）』
参
照
。 

「
類
凾
二
四
三
と
二
四
四
に
邵
氏
聞
見
錄
を
引
き
云
ふ
、
邵
康
節
の
母
、
山
を
行あ

り

き…
…

」
「
漢
籍
リ
ポ

ジ
ト
リ
」
の
こ
ち
ら
が
「
卷
二
四
三
」
で
（
「
人
部
二
」
）
、
こ
ち
ら
が
「
卷
二
四
四
」
で
（
「
人
部
三
」
）、

確
か
に
孰
れ
に
も
「
邵
氏
聞
見
錄
」
か
ら
の
引
用
が
あ
る
。
し
か
し
、
前
者
に
は
「
一
黑
猿
を
見
、
感
じ

て
娠
み
、
」
に
相
当
す
る
も
の
は
な
い
。
複
数
の
検
索
方
法
で
同
書
全
体
も
調
べ
た
が
、
見
当
た
ら
な
か

っ
た
。
後
者
に
は
「
生
子
三
」
の
「
庭
滿
慈
烏
」
で[2

4
9
-6

b
]

に
「
邵
氏
聞
見
録
邵
康
節
母
李
氏
臨
娩
有

慈
烏
滿
庭
人
以
瑞
是
日
康
節
生
七
嵗
戯
于
庭
蟻
穴
中
别
見
天
日
雲
氣
徃
来
也
」
と
、
こ
の
後
半
に
相
当
す

る
も
の
が
あ
る
。 

https://ctext.org/wiki.pl?if=gb&res=456206&searchu=%E6%9F%B3%E4%BB%B2%E9%83%A2
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/12/post-dda8bb.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/12/post-dda8bb.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/12/post-dda8bb.html
https://www.kanripo.org/text/KR3k0055/248#1a
https://www.kanripo.org/text/KR3k0055/248#1a
https://www.kanripo.org/text/KR3k0055/249#1a


「
王
知
遠
母
晝
寢…

…

」
「
王
知
遠
」
は
唐
代
の
人
物
の
よ
う
で
あ
る
。
「
維
基
文
庫
」
の
「
大
清
一
統
志
」

で
は
（
影
印
画
像
附
帯
）
、
「
鴉
」
で
は
な
く
、
「
鳳
」
と
な
っ
て
い
る
。
同
「
古
今
圖
書
集
」
の
こ
ち
ら

（
同
前
。
但
し
、
画
像
は
下
方
）
で
は
、
『
「
唐
書
王
遠
智
傳
」
、
王
遠
智
、
系
本
琅
邪
、
後
爲
揚
州
人
。

父
曇
選
、
爲
陳
揚
州
刺
史
。
母
晝
寢
、
夢
鳳
集
其
身
、
因
有
娠
。
浮
屠
寶
誌
謂
曇
選
曰
、
「
生
子
當
爲
世

方
士
。」。』
と
あ
る
ん
で
す
け
ど
？ 

熊
楠
先
生
？ 

「
ブ
レ
タ
ン
」
フ
ラ
ン
ス
の
ブ
レ
タ
ン
（B

rétin

）
か
？
］ 

  

烏
や
鴉
を
凶
鳥
と
す
る
の
も
最
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
選
集
で
は
「
い
と
」
と
振
る
。
］
古
い
こ
と
で
、

五
雜
俎
九
に
、
「
詩
云
、
莫
赤
匪
狐
、
莫
黑
莫
烏
、
二
物
之
不
祥
從
古
已
忌
之
矣
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

「
「
詩
」
に
云
は
く
、『
赤
く
し
て
狐
に
匪あ

ら

ざ
る
は
莫な

く 

黑
く
し
て
烏
に
匪
ざ
る
は
莫
し
』
と
。
二
物
の

不
祥
な
る
は
、
古
へ
よ
り
已
に
之
れ
を
忌
む
。
」
。
］。
日
本
紀
神
代
下
に
、
天
稚
彥
橫
死
の
時
、
其
父
天
國

玉
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
あ
ま
の
く
に
た
ま
」。
］
、
諸
鳥
を
役
割
し
て
、
八
日
八
夜
、
啼
哭
悲
歌
す
る
。
異

傳
に
以
烏
爲
宍
人
者
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
烏
を
以
つ
て
、
宍
人
者

し

し

ひ

と

と
爲
す
。
」
。
「
宍
人
者
」
は
獣
肉
を
処

理
す
る
屠
殺
業
者
を
指
す
。
］
、
古
事
記
に
翠
鳥

そ

に

御
食
人

み

け

び

と

と
し
、
と
有
る
。
宣
長
言
く
、
御
食
人

み

け

び

と

は
殯
［
や

ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
も
が
り
」
。
］
の
間
、
死
者
に
供
る
饌
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
む
く
る
け
」
。］
を
執
行
ふ
人

也
、
書
紀
に
宍
人
者
と
有
る
是
に
當
れ
り
と
（
古
事
紀
傳
一
三
）。
翠
鳥

そ

に

乃
ち

鴗
か
わ
せ
び

は
能
く
魚
を
捕
ふ
る
故

御
食
人
と
し
た
ち
ふ
谷
川
士
淸
の
說
よ
り
推
す
と
、
吾
神
代
に
は
烏
專
ら
生
肉
を
食
ひ
、
弱
い
鳥
獸
を
捕

ふ
る
を
以
て
著
れ
た
物
で
、
爾
後
如
く
腐
肉
死
屍
を
啖
ひ
田
圃
を
荒
す
と
て
忌い

ま

れ
な
ん
だ
ん
だ
ろ
。
然
る

に
書
紀
神
武
卷
に
、
更
遣
頭
八
咫
烏
召
之
（
兄
磯
城
）
。
時
烏
到
其
營
而
鳴
耶
、
天
神
子
召
汝
、

恰
奘
過
々
々
々

い

さ

わ

い

さ

わ

、
と
。
兄
磯
城
忿
之
曰
、
聞
天
壓
神
至
、
而
吾
爲
慨
憤
時
、
奈
烏
何
鳥
、
若
此
惡
鳴
耶
、

乃
彎
弓
射
之
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
更
に
頭
八
咫
烏

や

た

の

か

ら

す

を
遣
は
し
て
、
之
れ
（
兄
磯
城

え

し

き

）
を
召
す
。
時
に
烏
、

其
の
營

い
ほ
り

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
砦
。
陣
屋
。
］
に
到
り
て
鳴
き
て
曰
は
く
、
「
天
神

あ
め
の
か
み

の
子
、
汝

い
ま
し

を
召
す
。

恰
奘
過

い

ざ

わ

、
恰
奘
過

い

ざ

わ

。
」
と
。
兄
磯
城
、
之
れ
を
忿い

か

り
て
曰
は
く
、
「
天
壓
神

あ
め
お
す
の
か
み

の
至
る
と
聞
き
て
、
吾
が
慨
憤

ね

た

み
つ
つ
あ
る
時
に
、
奈
何
ん
ぞ
、
烏
鳥

か

ら

す

の
此
く
の
ご
と
く
惡
し
く
鳴
く
や
。
」
と
。
乃

す
な
は

ち
、
弓
を
彎ひ

き
て

之
れ
を
射
る
。
」
。
底
本
で
は
清
音
で
振
る
が
、
「
い
ざ
わ
」
は
感
動
詞
（
「
い
ざ
」
は
感
動
詞
、
「
わ
」
は

感
動
の
助
詞
）
で
、
相
手
を
誘
う
と
き
に
発
す
る
言
葉
。
］
。
次
に
弟
磯
城
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
お
と
し

き
」
。
］
方
に
往
き
、
前
同
樣
に
鳴
く
と
、
弟
公
、
容
を
改
め
、
臣
聞
天
壓
神
至
、
旦
夕
畏
懼
、
善
乎
烏
、

汝
鳴
若
此
者
歟
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
臣
、
天
壓
神
の
至
り
ま
す
と

聞
う
け
た
ま
は

り
て
、
旦

夕

あ
し
た
ゆ
ふ
べ

に
畏お

ぢ
懼

か
し
こ

ま
る
。

善
き
か
な
、
烏
、
汝
の
此か

く
の
ご
と
く
鳴
く
者
か
。
」
。
］
と
言
つ
て
之
を
饗
し
、
隨
つ
て
歸
順
し
た
と
見

ゆ
。
さ
す
れ
ば
其
頃
は
此
方
の
氣
の
持
樣
次
第
、
烏
鳴
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
か
ら
す
な
き
」
。
］
を
吉
と

も
凶
と
も
做し

た
の
だ
。
然
る
に
、
追
々
烏
を
忌
む
邦
俗
と
成
つ
た
は
、
本
來
、
腐
肉
死
屍
を
啖
ふ
上
に
村

里
田
園
擴
が
る
に
伴
れ
て
烏
の
抄
掠
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
せ
う
り
や
く
（
し
ょ
う
り
ゃ
く
）
」
。
「
抄
略
」

https://zh.wikisource.org/wiki/Page:Sibu_Congkan_Xubian123-%E7%A9%86%E5%BD%B0%E9%98%BF-%E5%98%89%E6%85%B6%E9%87%8D%E4%BF%AE%E4%B8%80%E7%B5%B1%E5%BF%97-200-025.djvu/118
https://zh.wikisource.org/wiki/Page:Sibu_Congkan_Xubian123-%E7%A9%86%E5%BD%B0%E9%98%BF-%E5%98%89%E6%85%B6%E9%87%8D%E4%BF%AE%E4%B8%80%E7%B5%B1%E5%BF%97-200-025.djvu/118
https://zh.m.wikisource.org/wiki/Page:Gujin_Tushu_Jicheng,_Volume_388_(1700-1725).djvu/2
https://zh.m.wikisource.org/wiki/Page:Gujin_Tushu_Jicheng,_Volume_388_(1700-1725).djvu/2
https://www.google.com/maps/place/%E3%83%95%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%82%B9+%E3%80%9229460+%E3%83%AD%E3%82%B4%E3%83%8A%EF%BC%9D%E3%83%80%E3%82%A6%E3%83%A9+%E3%83%96%E3%83%AC%E3%82%BF%E3%83%B3/@47.8648983,-2.9508144,5.25z/data=!4m5!3m4!1s0x4816b59122790777:0x44b270aa58ca06ec!8m2!3d48.33321!4d-4.277208


と
も
書
く
。
か
す
め
奪
う
こ
と
。
略
奪
。
］
侵
害
も
劇
し
く
成
つ
た
か
ら
で
あ
ら
う
。
腐
肉
死
屍
を
食
う

て
掃
除
人
の
役
を
勤
む
る
功
を
賞
し
て

禿

鵰

ヴ
ア
ル
チ
ユ
ー
ル

な
ど
を
神
と
し
尊
ん
だ
國
も
有
る
か
ら
、
其
だ
け
な
ら
斯

く
忌
み
嫌
は
る
ゝ
筈
が
無
い
。
古
ハ
ド
リ
ア
の
ヴ
ヱ
ネ
チ
ア
人
は
、
年
々
二
人
の
欽
差
大
臣
を
烏
群
に
遣

は
し
、
油
と
麥
粉
を
煉
合
せ
て
贈
り
、
圃
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
は
た
け
」
。
］
を
荒
ら
さ
ぬ
樣
懇
願
し
、

烏
輩
之
を
享
食

う

け

く

へ
ば
吉
相
と
し
た
（G

u
b
ern

atis, v
o
l.ii, p

.2
5
4

）。
吾
邦
で
も
初
は
腐
屍
や
害
虫
を
除
き
朝

起
き
を
勵
し
く
れ
る
等
の
諸
點
か
ら
神
視
し
た
烏
が
、
田
圃
開
く
る
に
及
び
、
嫌
は
れ
出
し
た
の
で
、
今

日
で
は
歐
米
で
烏
鴉
が
跡
を
絕
つ
た
地
も
有
る
。
本
邦
も
御
多
分
に
洩
れ
な
い
始
末
と
成
る
だ
ら
う
が
、

飛
鳥
盡
き
て
良
弓
藏
ま
る
、
氣
の
毒
の
至
り
也
。
佛
說
に
も
、
夫
、
長
旅
の
留
守
宅
に
來
て
、
面
白
く
鳴

く
烏
に
、
其
妻
が
、
わ
が
夫
無
難
に
還
る
の
日
、
汝
に
金
冠
を
與
へ
ん
、
と
誓
う
た
所
、
夫
、
果
し
て
息

災
に
戾
つ
た
の
で
、
烏
來
た
り
、
金
盃
を
眺
め
て
好
音
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
良
き
こ
ゑ
」
。
］
を
出
す
。

因
て
妻
、
之
を
烏
に
與
へ
、
烏
、
金
盃
を
戴
い
て
去
る
。
鷹
、
金
盃
を
欲
さ
に
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ほ

し
さ
に
」
。
］
烏
の
頭
を
裂
い
た
。
神
之
を
見
て
偈げ

を
述
ぶ
ら
く
、
須
く
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
す
べ
か
ら

く
」。］
無
用
の
物
を
持
つ
事
勿
れ
、
黃
金
烏
頭
に
上
つ
て
盜
之
を
望
む
と
（F

. A
. v

o
n
 S

ch
iefn

er, ′T
ib

etan
 

T
ales,′ tran

s. R
alsto

n
, 1

9
0
6
, p

.3
5
5

）。
是
れ
印
度
で
も
烏
を
時
と
し
て
吉
鳥
と
し
た
の
だ
。
然
し
經
律
異

相
四
四
に
譬
喩
經
を
引
い
て
、
昔
有
一
極
貧
人
、
能
解
鳥
語
、
爲
賈
客
賃
擔
、
過
水
邊
飯
、
烏
鳴
、
賈
客

怖
、
作
人
反
笑
、
到
家
問
言
云
々
、
答
曰
、
烏
向
語
我
、
賈
人
身
上
有
好
白
珠
、
汝
可
殺
之
取
珠
、
我
欲

食
其
肉
、
是
故
我
笑
耳
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
昔
、
一

ひ
と
り

の
極
め
て
貧
し
き
人
有
り
。
能
く
鳥
語
を
解
す
。

賈
客

こ

か

く

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
商
人
。
］
の
爲
に
賃
擔

ち
ん
か
つ
ぎ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
雇
わ
れ
て
同
行
し
て
物
品
を
担
い

運
ぶ
こ
と
。
］
を
し
て
、
水
邊
を
過
ぎ
、
飯

め
し
く

ふ
。
烏
、
鳴
い
て
、
賈
客
、
怖
る
る
に
、
作
人

や
と
ひ
ど

、
反か

へ

つ
て
笑

へ
り
。
家
に
到
り
て
問
ふ
て
云
は
く
」
云
々
、
「
答
へ
て
曰
は
く
、
『
烏
、
向さ

き

に
、
我
に
語
る
に
、
「
賈
人

の
身
上

し
ん
し
や
う

に
好
き
白
珠
あ
り
。
汝
、
之
れ
を
殺
し
、
珠
を
取
る
べ
し
。
我
は
、
其
の
肉
を
食
ら
は
ん
と
欲

す
。
」
と
。
是
の
故
に
我
は
笑
ひ
し
の
み
。
』
と
。
」
。
］
と
あ
れ
ば
、
隨
分
古
く
既
人
肉
を
食
ふ
鳥
と
し
て

烏
鳴
を
忌
ん
だ
と
知
ら
る
。
今
日
も
印
度
で
烏
を
不
祥
と
す
。
然
し
て
ラ
バ
ル
の
婦
女
に
カ
カ
と
名
く
る

例
あ
り
。
梵
語
及
び
ラ
バ
ル
語
で
烏
の
義
也
（B

alfo
u
r, ′T

h
e C

y
clo

p
aed

ia o
f ln

d
ia,′ v

o
l.i, p

.8
4
3

）
と
有

る
が
、
日
本
で
妻
を
カ
カ
と
呼
ぶ
は
是
と
關
係
無
し
。
斯
く
不
祥
と
し
な
が
ら
印
度
人
は
一
向
烏
を
殺
さ

ず
放
置
す
る
か
ら
、
家
邊
に
蕃
殖
す
る
こ
と
夥
し
く
、
在
留
の
洋
人
大
い
に
困
る
（′E

n
cy

clo
p
aed

ia 

B
ritan

n
ica,′ v

o
l.v

ii, p
.5

1
3

）。
是
は
丁
度
土
耳
其
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ト
ル
コ
」
。］
で
犬
を
罪
業
有
る
物

が
化
つ
た
と
信
じ
な
が
ら
も
、
之
を
愍
れ
ん
で
蕃
殖
を
縱
に
せ
し
む
る
と
一
般
だ
。
摩
訶
僧
祇
律
十
六
に
、

神
に
供
へ
た
食
を
婦
人
が
賢
烏
來
れ
と
呼
ん
で
烏
に
施
す
事
有
り
。
パ
ー
シ
ー
輩
が
烏
を
殺
さ
ぬ
は
例
の

太
陽
に
緣
有
り
、
又
屍
肉
を
片
付
け
吳
る
か
ら
だ
ら
う
。
波
斯
人
は
、
鴉
二
つ
雙な

ら

ぶ
を
見
れ
ば
吉
と
す

（B
u
rto

n
, ′T

h
e B

o
o
k
 o

f th
e T

h
o
u
san

d
 N

ig
h
ts an

d
 a N

ig
h
t,′ ed

. S
m

ith
ers, 1

8
9
4
, v

o
l.v

i, p
.3

8
2
, n

）。
囘

敎
國
と
希
臘
基
督
敎
國
に
は
烏
を
不
祥
と
し
、
カ
リ
ラ
ー
、
ワ
、
ジ
ム
ナ
ー
書
に
は
、
之
を
、
罪
業
、
纏ま

と



は
り
、
臭
氣
、
穢

き
た
な

き
鳥
と
呼
べ
り
（
同
書
五
卷
八
頁
注
）。
ア
ラ
ブ
人
も
鴉
を
朝
起
き
最
も
早
き
鳥
と
し
、

グ
ラ
ブ
、
ア
ル
、
バ
イ
ン
（
別
れ
の
鴉
）
と
言
ふ
。
因
て
別
離
の
兆
と
し
て
和
合
平
安
幸
福
の
印
相
た
る

鳩
と
反
對
と
す
。
主
と
し
て
黑
白
色
の
差ち

が

ひ
か
ら
想
ひ
付
い
た
ら
し
く
、
俗
傳
に
マ
ホ
メ
ツ
ト
敵
を
避
け

て
洞
に
潜
ん
だ
時
、
烏
追
手
に
向
ひ
、
ガ
ー
ル
、
ガ
ー
ル
（
洞
々

ほ
ら
ほ
ら

）
と
鳴
い
た
の
で
、
マ
ホ
メ
ツ
ト
之
を

恨
み
、
以
後
常
に
、
ガ
ー
ル
、
ガ
ー
ル
と
鳴
い
て
自
分
の
罪
を
白
し
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
あ
ら
は
し
」
。
］、

又
、
盡
未
來
際
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
じ
ん
み
ら
い
ざ
い
」
。
］
黑
い
喪
服
を
著
て
不
祥
の
鳥
た
る
を
示
さ

し
め
た
ち
ふ
事
で
厶
る
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ご
ざ
る
」
。
］
（
同
上
卷
三
、
一
七
八
頁
注
二
）
。
古
希
臘
神

話
に
も
光
の
神
ア
ポ
ロ
、
情
を
テ
ツ
サ
リ
ア
の
王
女
コ
ロ
ー
ニ
ス
に
通
じ
姙
め
る
を
、
鴉
し
て
番
せ
し
む

る
内
、
王
女
、
復
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ま
た
」
。
］
イ
ス
ク
ス
の
戀
を
叶
へ
て
其
妻
た
ら
ん
と
契
つ
た
の

で
、
鴉
其
由
を
光
神
に
告
げ
る
と
、
何
樣
べ
た
惚
れ
頸
丈
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
く
び
つ
た
け
」
。
］
な
女

の
不
實
と
聞
い
て
騰
せ
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
の
ぼ
せ
」
。
］
揚
げ
、
折
角
忠
勤
し
た
鴉
其
時
迄
白
か
つ
た

の
を
永
世
黑
く
し
た
（G

ro
te, ′H

isto
ry

 o
f G

reece,′  L
o
n
d
o
n
, Jo

h
n

 M
u
rray, 1

8
6
9
, v

o
l.i, 1

7
4

）。
又
女
神

パ
ラ
ス
、
其
義
兄
へ
フ
ア
イ
ス
ト
ス
の
子
、
蛇
形
な
る
を
養
ふ
に
、
三
侍
女
を
し
て
決
し
て
開
き
見
る
勿

ら
し
む
。
然
る
に
、
三
女
、
好
奇
の
餘
り
、
竊
に
之
を
見
て
亂
心
し
て
死
す
。
鴉
其
由
を
告
げ
た
の
で
永

く
パ
ラ
ス
に
勘
當
さ
れ
た
と
云
ふ
（G

u
b
ern

atis, v
o
l.ii, p

.2
5
4

；S
m

ith
, ′D

ictio
n
ary

 o
f G

reek
 an

d
 R

o
m

an
 

B
io

g
rap

h
y
 an

d
 M

y
th

o
lo

g
y,′ 1

8
4
6
, v

o
l.ii, p

.4
8

）。
斯
く
何
處
で
も
評
判
が
惡
く
成
つ
て
も
、
ア
ラ
ビ
ヤ
人

は
今
も
鴉
を
占
候
之
父

ア

ブ

・

ザ

ジ

ル

と
呼
び
、
右
に
飛
べ
ば
吉
、
左
に
飛
べ
ば
凶
と
す
（B

u
rto

n
, v

o
l.iii, p

.1
7
8
, n

.

）。

プ
リ
ニ
ウ
ス
の
博
物
志
十
卷
十
五
章
に
、
鴉
の
卵
を
屋
根
下
に
置
く
と
其
家
の
女
難
產
す
と
載
す
。
一
六

〇
八
年
出
板
ホ
ー
ル
の
キ
ヤ
ラ
ク
タ
ー
ス
に
、
迷
信
の
人
、
隣
屋
に
鴉
鳴
く
を
聞
け
ば
直
ち
に
遺
言
を
爲

す
と
有
る
由
（H

azlitt, v
o
l.ii, p

.5
0
8

）。
又
古
歐
人
は
事
始
め
に
鴉
鳴
を
聞
く
を
大
凶
と
し
た
（C

o
llin

 d
e 

P
lan

cy, p
.1

4
4

）
。
ブ
ラ
ウ
ン
の
プ
セ
ウ
ド
ド
キ
シ
ア
の
注
者
ウ
ヰ
ル
キ
ン
言
く
、
鴉
は
齅
覺
非
常
に
發
達

せ
る
故
、
人
死
す
る
前
に
特
異
の
臭
を
放
つ
を
、
煙
突
を
通
じ
て
聞
知
り
鳴
き
噪
ぐ
。
實
は
死
の
前
兆
を

示
す
で
無
く
て
、
死
に
つ
ゝ
有
る
人
有
つ
て
、
而
し
て
後
鳴
く
の
ぢ
や
と
は
尤
も
千
萬
な
論
だ
。
爾
雅
に

鳶
烏
醜
其
飛
也
翔
、
烏
鵲
醜
其
掌
縮
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
鳶
・
烏
は
醜
し
。
其
れ
、
飛
ぶ
や
、
翔

は
ば
た

く
。

烏
・
鵲
は
醜
し
。
其
れ
、
掌あ

し

を
縮
む
。
」
。］
。
烏
も
一
た
び
惡
ま
れ
出
す
と
、
飛
ぶ
時
に
脚
を
腹
下
に
縮
め

る
事
迄
も
御
意
に
入
ら
ぬ
の
ぢ
や
。
埤
雅
に
今
人
聞
烏
噪
則
唾
、
以
烏
見
異
則
噪
、
故
唾
其
凶
也
［
や
ぶ

ち
ゃ
ん
注
：
「
今
、
人
、
烏
の
噪
ぐ
を
聞
け
ば
、
則
ち
、
唾つ

ば

す
。
烏
は
異
を
見
れ
ば
、
則
ち
、
噪
ぐ
を
以

つ
て
、
故
に
其
の
凶
に
唾
す
る
な
り
。」。］。
唾
吐
い
て
凶
事
を
厭

ま
じ
な

ふ
は
、
歐
州
、
殊
に
盛
ん
だ
。
水
滸
傳

第
六
回
、
魯
智
深
、
大
相
國
寺
の
菜
園
で
破
落
戶
共

ご

ろ

つ

き

ど

も

を
集
め
遊
ぶ
時
、
楊
柳
上
老
鴉
鳴
噪
す
る
と
、
衆
人

有
リ
二

扣
ク

ㇾ
齒
ヲ

的
一

齊
シ
ク

道
フ

赤
口
上
リ

ㇾ
天
ニ

白
舌
入
ル
ト

ㇾ
地
ニ

、
智
深
道
フ
ニ

、
儞
做
二

甚
麼
ノ

鳥
亂
ヲ
一

、

衆
人
道
フ

、
老
鴉
叫
ブ

、
怕
ラ
ク
ハ

有
ラ
ン
二

口
舌
一

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
熊
楠
は
珍
し
く
訓
点
を
つ
け
て
い
る
の

だ
が
、
本
文
に
不
審
が
あ
り
、
中
文
サ
イ
ト
で
確
認
し
、
特
異
的
に
修
正
し
た
。『
衆
人
、
齒
を
扣た

た

く
も
の
、



有
り
、
齊ひ

と

し
く
道い

ふ
、
「
赤
口

し
や
く
こ
う

、
天
に
上
り
、
白
舌

び
や
く
ぜ
つ

、
地
に
入
る
。
」
と
。
智
深
、
道
ふ
、
「
儞

な
ん
ぢ

ら
、

甚
麼

い

か

に
し
て
か
鳥
亂

て
う
ら
ん

を
做な

す
や
。
」
と
。
衆
人
、
道
ふ
、
「
老
鴉
叫
ぶ
、
怕お

そ

ら
く
は
口
舌
有
ら
ん
。
」
と
。
』
。

私
は
「
水
滸
伝
」
に
興
味
が
な
く
、
短
い
余
生
の
間
に
も
読
む
こ
と
は
な
い
。
さ
れ
ば
、
こ
の
部
分
、
意

味
が
よ
く
判
ら
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
注
を
す
る
気
は
な
い
。
悪
し
か
ら
ず
。
］
。
宋
・
元
の
頃
は
、
斯か

ゝ

る
烏
鳴
の
禁
法

ま
じ
な
ひ

も
有
た
ん
ぢ
や
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
あ
つ
た
ん
ぢ
や
」
。
］
。
習
俗
通
に
、
案
明
帝
起
居
注

曰
、
帝
東
巡
泰
山
、
到
滎
陽
、
有
烏
飛
鳴
乘
輿
上
、
虎
賁
中
郞
將
王
吉
射
中
之
、
作
辭
曰
、
烏
烏
啞
啞
、

引
弓
射
、
洞
左
腋
、
陛
下
壽
萬
歲
、
臣
爲
二
千
石
。
帝
賜
錢
二
百
萬
、
令
亭
壁
悉
畫
爲
烏
也
［
や
ぶ
ち
ゃ

ん
注
：
こ
れ
も
本
文
表
記
に
疑
問
が
あ
っ
た
の
で
、
中
文
サ
イ
ト
を
参
考
に
し
つ
つ
、
本
文
を
特
異
的
に
い

じ
っ
て
作
り
替
え
た
。「「
明
帝
起
居
注
」
を
案
ず
る
に
、
曰
は
く
、
『
帝
、
東
し
て
、
泰
山
を
巡
り
、
熒け

い

陽よ
う

に
至
る
。
烏
、
飛
ん
で
、
乘
れ
る
輿こ

し

の
上
に
、
鳴
く
有
り
。
虎
賁
中
郞
將
王
吉
、
射
て
、
之
れ
に
中あ

つ
。

辭
を
作な

し
て
曰
は
く
、
「
烏
々
啞
々

う

う

あ

あ

、
弓
を
引
き
、
射
て
、
左
の
腋
を
洞

つ
ら
ぬ

く
。
」
と
。
陛
下
は
萬
歲
を
壽

こ
と
ほ

ぎ
、
「
臣
は
二
千
石
と
爲
す
。
」
と
。
帝
、
錢
二
百
萬
を
賜
ひ
、
亭
壁
に
、
悉
く
、
烏
を
畫
き
爲
さ
し
む
。
』

と
」
。
］
又
烏
の
爲
に
人
民
大
に
困
つ
た
例
は
、
古
今
圖
書
集
成
邊
裔
典
卷
二
十
一
に
朝
鮮
史
略
を
引
い
て
、

高
麗
忠
烈
王
二
十
七
年
云
々
、
先
是
朱
悅
子
印
遠
爲
慶
尙
按
廉
、
貢
二
十
升
黃
麻
布
、
又
惡
烏
鵲
聲
、
令

人
嚇
以
弓
矢
、
一
聞
其
聲
卽
徵
銀
瓶
（
錢
の
名
）
、
民
甚
苦
之
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
同
前
で
、
「
維
基
文
庫
」

の
同
書
の
当
該
部
（
「
朝
鮮
部
彙
考
九
」
の
「
大
德
元
年
以
高
麗
王
昛
子
謜
為
高
麗
國
王
仍
加
授
王
昛
功
臣

號
逸
壽
王
按
元
史
成
宗
本
紀
大
德
元
年
二
月
癸
卯
以
闍
里
台
所
）
の
電
子
化
を
参
考
に
本
文
を
訂
し
た
。

「
『
高
麗
の
忠
烈
王
二
十
七
年
』
云
々
。『
是
れ
に
先
だ
ち
て
、
朱
悅
の
子
、
印
遠
は
、
慶
尙
の
按
廉
［
や

ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
監
査
役
か
。
］
と
爲な

り
、
二
十
升
の
黃
麻
の
布
を
貢

み
つ
ぎ

す
。
ま
た
烏
鵲

う
じ
や
く

の
聲
を
惡に

く

ん
で
、
人

を
し
て
嚇お

ど

す
に
弓
矢
を
以
つ
て
せ
し
む
。
一
聞

ひ
と
た
び

、
そ
の
聲
を
聞
け
ば
、
卽
ち
、
銀
甁
を
徵
し
、
民
、
甚
だ

之
れ
に
苦
し
む
。』。］
。T

av
ern

ier, ′
T

rav
els in

 In
d
ia,′

 v
o
l.ii, p

.2
9
4
 

に
、
暹
羅
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
シ

ャ
ム
。
タ
イ
王
国
の
古
名
。
］
で
娼
妓
死
す
れ
ば
常
の
婦
女
通
り
火
葬
せ
し
め
ず
、
必
ず
郊
外
に
棄
て
ゝ

犬
や
鴉
に
食
す
と
有
り
。
吾
國
亦
德
川
氏
の
初
世
迄
妓
家
の
主
人
死
す
れ
ば
藁
の
韁

た
づ
な

を
口
に
く
は
へ
、
死

ん
だ
時
著
た
儘
の
衣
で
町
を
引
ず
り
、
野
に
お
い
て
烏
狗
に
餌
う
た
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
か
う
た
」
。
餌

と
し
て
食
わ
せ
た
。］
と
一
六
一
三
年
（
慶
長
十
八
年
）
英
艦
長
サ
リ
ス
の
平
戶
日
記
に
出
づ
（A

stley, ′A
 

N
ew

 G
en

eral C
o
llectio

n
 o

f V
o
y
ag

es an
d
 T

rav
els,′ 1

7
4
5
, v

o
l.i, p

.4
8
2

）。
妓
主
長
者
さ
へ
斯
だ
か
ら
賤
妓

な
ど
は
常
に
烏
腹
に
葬
ら
れ
た
な
る
べ
く
、
從
つ
て
、
彼
輩
、
烏
を
通
じ
て
熊
野
を
尊
び
、
其
か
ら
熊
野

比
丘
尼
が
橫
行
す
る
に
及
ん
だ
の
だ
ら
う
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
詩
云
、
莫
赤
匪
狐
、
莫
黑
莫
烏
」
「
詩
經
」
の
「
國
風
」
の
「
邶
風

は
い
ふ
う

」
の
「
北
風
」

の
一
節
。
全
体
は
国
が
乱
れ
、
身
に
危
険
の
迫
っ
た
と
感
じ
た
者
が
、
親
友
と
と
も
に
他
国
へ
亡
命
せ
ん

と
す
る
シ
ー
ク
エ
ン
ス
を
詠
ん
だ
も
の
で
、
壺
齋
散
人
氏
の
ブ
ロ
グ
「
壺
齋
閑
話
」
の
「
北
風
：
亡
命
の

歌
（
詩
経
国
風
：
邶
風
）」
で
全
体
が
読
め
る
。
訓
読
・
和
訳
有
り
。 

https://zh.wikisource.org/wiki/%E6%AC%BD%E5%AE%9A%E5%8F%A4%E4%BB%8A%E5%9C%96%E6%9B%B8%E9%9B%86%E6%88%90/%E6%96%B9%E8%BC%BF%E5%BD%99%E7%B7%A8/%E9%82%8A%E8%A3%94%E5%85%B8/%E7%AC%AC021%E5%8D%B7
https://zh.wikisource.org/wiki/%E6%AC%BD%E5%AE%9A%E5%8F%A4%E4%BB%8A%E5%9C%96%E6%9B%B8%E9%9B%86%E6%88%90/%E6%96%B9%E8%BC%BF%E5%BD%99%E7%B7%A8/%E9%82%8A%E8%A3%94%E5%85%B8/%E7%AC%AC021%E5%8D%B7
https://zh.wikisource.org/wiki/%E6%AC%BD%E5%AE%9A%E5%8F%A4%E4%BB%8A%E5%9C%96%E6%9B%B8%E9%9B%86%E6%88%90/%E6%96%B9%E8%BC%BF%E5%BD%99%E7%B7%A8/%E9%82%8A%E8%A3%94%E5%85%B8/%E7%AC%AC021%E5%8D%B7
https://zh.wikisource.org/wiki/%E6%AC%BD%E5%AE%9A%E5%8F%A4%E4%BB%8A%E5%9C%96%E6%9B%B8%E9%9B%86%E6%88%90/%E6%96%B9%E8%BC%BF%E5%BD%99%E7%B7%A8/%E9%82%8A%E8%A3%94%E5%85%B8/%E7%AC%AC021%E5%8D%B7
https://zh.wikisource.org/wiki/%E6%AC%BD%E5%AE%9A%E5%8F%A4%E4%BB%8A%E5%9C%96%E6%9B%B8%E9%9B%86%E6%88%90/%E6%96%B9%E8%BC%BF%E5%BD%99%E7%B7%A8/%E9%82%8A%E8%A3%94%E5%85%B8/%E7%AC%AC021%E5%8D%B7
http://blog.hix05.com/blog/2008/07/post-673.html
http://blog.hix05.com/blog/2008/07/post-673.html


「
翠
鳥
御
食
人

そ

に

を

み

け

び

と

と
し
」
「
翠
鳥
」
翡
翠

か
わ
せ
み

（
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
目
カ
ワ
セ
ミ
科
カ
ワ
セ
ミ
亜
科
カ
ワ
セ
ミ
属
カ

ワ
セ
ミ
亜
種
カ
ワ
セ
ミ A

lced
o
 a

tth
is b

en
g
a
len

sis 

。
私
の
「
和
漢
三
才
圖
會
第
四
十
一 

水
禽
類 

鴗

（
か
は
せ
び
）〔
カ
ワ
セ
ミ
〕
」
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
思
う
に
、
何
故
、
カ
ワ
セ
ミ
が
そ
う
し
た
死
者
へ

送
る
聖
餐
の
料
理
人
と
さ
れ
た
の
か
は
、
以
下
の
谷
川
の
説
な
ん
ぞ
よ
り
も
、
恐
ら
く
は
、
そ
の
冠
毛
や

羽
根
が
著
し
く
美
し
い
こ
と
か
ら
、
死
者
の
霊
を
そ
の
美
々
し
さ
で
鎮
魂
す
る
と
い
う
呪
的
意
味
が
あ
っ

た
も
の
と
私
に
は
思
わ
れ
る
。 

「
宣
長
言
く
、
御
食
人

み

け

び

と

は
殯
の
間…

…

」
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
岩
波
文
庫
版
の

当
該
部
を
リ
ン
ク
さ
せ
て
お
く
。
右
ペ
ー
ジ
最
終
行
末
か
ら
。
な
お
、
「
日
本
書
紀
」
の
当
該
本
文
ペ
ー

ジ
は
こ
こ
。 

「
谷
川
士
淸
」
（
た
に
か
わ
こ
と
す
が 

宝
永
六
（
一
七
〇
九
）
年
～
安
永
五
（
一
七
七
六
）
年
）
は
国

学
者
・
神
道
家
。
本
名
は
昇
。
医
者
の
家
に
生
ま
れ
、
玉
木
正
英
・
松
岡
玄
達
に
垂
加
神
道
を
学
び
、
独

学
で
国
学
を
修
め
、
本
居
宣
長
と
も
交
わ
っ
た
。
「
日
本
書
紀
」
を
重
ん
じ
。
そ
の
全
注
釈
「
日
本
書
紀

通
証
」
（
全
三
十
五
巻
）
を
も
の
し
、
ま
た
国
語
辞
典
の
先
駆
と
さ
れ
る
字
書
「
和
訓
栞

わ
く
ん
の
し
お
り

」
（
全
九
十
三

巻
・
本
書
の
実
際
の
刊
行
に
は
、
士
清
の
没
し
た
翌
年
か
ら
明
治
二
〇
（
一
八
八
七
）
年
、
ま
で
、
実
に

百
余
年
を
要
し
た
）
の
著
者
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
る
。
「
和
訓
栞
」
を
調
べ
て
み
た
が
、
そ
れ
ら
し
い
も

の
を
発
見
出
来
な
か
っ
た
の
で
、
以
下
の
見
解
は
「
日
本
書
紀
通
証
」
の
も
の
か
。 

「
古
ハ
ド
リ
ア
」
古
い
「H

ad
ria

」
地
方
で
、
特
に
現
在
の
イ
タ
リ
ア
の
ヴ
ェ
ネ
ト
地
方
（V

en
eto

）
州

（
今
の
州
都
は
「
ヴ
ヱ
ネ
チ
ア
」（V

en
ezia

））
に
、
嘗
て
エ
ト
ル
リ
ア
人
が
築
い
た
都
市
で
現
在
の
ア
ド

リ
ア
（A

d
ria

）
の
古
称
。 

「
欽
差
大
臣
」
本
来
は
清
朝
の
官
職
名
で
、
特
定
の
事
柄
に
つ
い
て
皇
帝
の
全
権
委
任
を
得
て
対
処
す
る

臨
時
の
官
を
欽
差
官
と
い
う
が
、
そ
の
中
で
も
特
に
三
品
以
上
の
も
の
指
し
た
漢
語
で
あ
る
。 

「G
u
b
ern

atis, v
o
l.ii, p

.2
5
4

」
複
数
回
既
出
の
イ
タ
リ
ア
の
文
献
学
者
コ
ォ
ウ
ト
・
ア
ン
ジ
ェ
ロ
・
デ
・

グ
ベ
ル
ナ
テ
ィ
ス
（C

o
u
n
t A

n
g
elo

 D
e G

u
b
ern

atis 

一
八
四
〇
年
～
一
九
一
三
年
）
の
「
動
物
に
関
す
る

神
話
学
」。
「In

tern
et arch

iv
e

」
の
第
二
巻
原
本
の
当
該
部
は
こ
こ
。
下
か
ら
十
五
行
目
以
下
に
出
る
。］ 

「F
. A

. v
o
n
 S

ch
iefn

er, ′T
ib

etan
 T

ales,′

」
ド
イ
ツ
の
言
語
学
者
に
し
て
チ
ベ
ッ
ト
学
者
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン

ツ
・
ア
ン
ト
ン
・
シ
ー
フ
ナ
ー
（F

ran
z A

n
to

n
 S

ch
iefn

er 

一
八
一
七
年
～
一
八
七
九
年
）
の
「
チ
ベ
ッ

ト
譚
」。 

「
經
律
異
相
四
四
に
譬
喩
經
を
引
い
て
、
昔
有
一
極
貧
人…

…

」
「
中
國
哲
學
書
電
子
化
計
劃
」
の
影
印

本
画
像
の
こ
こ
で
全
原
文
が
視
認
出
来
る
（
中
段
の
終
り
か
ら
）
。
標
題
は
「
賃
人
善
解
鳥
語
十
六
」
で
、

最
後
に
割
注
で
「
出
譬
喩
經
」（
「
譬
喩
經

ひ

ゆ

き
や

う

」
に
出
づ
）
と
あ
る
。 

「
ラ
バ
ル
の
婦
女
に
カ
カ
と
名
く
る
例
あ
り
。
梵
語
及
び
ラ
バ
ル
語
で
烏
の
義
也
（B

alfo
u
r, 

′T
h
e 

C
y
clo

p
aed

ia o
f ln

d
ia,′ v

o
l.i, p

.8
4
3

）」
「
ラ
バ
ル
」
は
以
下
の
引
用
元
の
原
本
の
綴
り
で
納
得
。
南
方
熊
楠

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/01/post-2edd.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/01/post-2edd.html
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1904253/145
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1904253/145
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1904253/143
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1904253/143
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1904253/143
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1904253/143
https://archive.org/details/cu31924092293962/page/n267/mode/2up
https://ctext.org/library.pl?if=gb&file=88186&page=49
https://ctext.org/library.pl?if=gb&file=88186&page=49
https://ctext.org/library.pl?if=gb&file=88186&page=49
https://ctext.org/library.pl?if=gb&file=88186&page=49


は
頭
の
音
を
落
し
て
お
り
、「
マ
ラ
バ
（
ー
）
ル
」
が
正
し
く
、
現
在
の
イ
ン
ド
南
部
の
コ
ン
カ
ン
地
方
か

ら
タ
ミ
ル
地
方
の
カ
ン
ニ
ヤ
ー
ク
マ
リ
に
至
る
ま
で
の
沿
岸
地
帯
で
あ
る
マ
ラ
バ
ー
ル
海
岸
（
英
語
：

M
a
la

b
a
r C

o
a
st

）
の
こ
と
だ
。
紀
元
前
三
千
年
頃
か
ら
既
そ
の
記
録
が
現
わ
れ
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
・
ア
ラ

ビ
ア
・
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
な
ど
に
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
た
と
ウ
ィ
キ
の
「
マ
ラ
バ
ー
ル
海
岸
」
に

あ
る
か
ら
、
独
自
の
言
語
を
持
っ
て
い
た
と
し
て
も
お
か
し
く
な
い
。
こ
こ
（
英
文
の
当
該
ウ
ィ
キ
（
正

確
に
は
「M

alab
ar C

o
ast m

o
ist fo

rests

」
（
マ
ラ
バ
ー
ル
海
岸
湿
性
林
地
帯
）
）
の
地
図
画
像
）
。
引
用
元

は
既
出
既
注
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
外
科
医
で
東
洋
学
者
の
エ
ド
ワ
ー
ド
・
グ
リ
ー
ン
・
バ
ル
フ
ォ
ア

（E
d
w

ard
 G

reen
 B

alfo
u
r 

一
八
一
三
年
～
一
八
八
九
年
）
の
書
い
た
イ
ン
ド
百
科
全
書
。
「In

tern
et 

arch
iv

e

」
の
原
本
の
こ
ち
ら
の
右
ペ
ー
ジ
下
方
。
タ
イ
ト
ル
「C

R
O

W
S

.

」。 

「′E
n
cy

clo
p
aed

ia B
ritan

n
ica,′ 

v
o
l.v

ii, 
p
.5

1
3

」
「In

tern
et arch

iv
e

」
に
は
同
巻
は
な
か
っ
た
の
で
、

「N
atio

n
al L

ib
rary

 o
f S

co
tlan

d

」
で
発
見
し
た
も
の
の
、
糠
喜
び
で
、
当
該
ペ
ー
ジ
に
は
、
そ
れ
ら
し
い

記
載
が
な
い
よ
う
だ
。 

「
摩
訶
僧
祇
律
十
六
に
、
神
に
供
へ
た
食
を
婦
人
が
賢
烏
來
れ
と
呼
ん
で
烏
に
施
す
事
有
り
」
「
大
蔵
経

テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で
確
認
。
確
か
に
同
巻
に
あ
る
。 

「
パ
ー
シ
ー
輩
」
パ
ー
ル
シ
ー
或
い
は
パ
ー
ル
ス
ィ
ー
。
イ
ン
ド
に
住
む
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
信
者
た
ち

を
指
す
。 

「B
u
rto

n
, ′T

h
e B

o
o
k
 o

f th
e T

h
o
u
san

d
 N

ig
h
ts an

d
 a N

ig
h

t,′ ed
. S

m
ith

ers, 1
8

9
4

, v
o
l.v

i, p
.3

8
2
, n

」
原
本

確
認
不
能
。
「In

tern
et arch

iv
e

」
巻
六
の
当
該
ペ
ー
ジ
を
見
た
が
、
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
異
な
る
の
か
、
な

い
よ
う
で
あ
る
。 

「
カ
リ
ラ
ー
、
ワ
、
ジ
ム
ナ
ー
書
」
不
詳
。 

「
王
女
コ
ロ
ー
ニ
ス
」
ウ
ィ
キ
の
「
コ
ロ
ー
ニ
ス
」
（
別
人
で
複
数
い
る
）
の
「
プ
レ
ギ
ュ
ア
ー
ス
の
娘
」

に
よ
れ
ば
、
『
ラ
ピ
テ
ー
ス
族
の
王
プ
レ
ギ
ュ
ア
ー
ス
の
娘
で
、
医
術
の
神
ア
ス
ク
レ
ー
ピ
オ
ス
の
母
と

さ
れ
る
。
コ
ロ
ー
ニ
ス
の
物
語
は
カ
ラ
ス
の
色
が
変
わ
る
変
身
譚
と
と
も
に
語
ら
れ
て
い
る
』
。『
ヘ
ー
シ

オ
ド
ス
に
よ
る
と
、
コ
ロ
ー
ニ
ス
は
ア
ポ
ロ
ー
ン
に
愛
さ
れ
て
子
を
身
ご
も
っ
た
が
、
プ
レ
ギ
ュ
ア
ー
ス

に
よ
っ
て
エ
ラ
ト
ス
の
子
イ
ス
キ
ュ
ス
と
結
婚
さ
せ
ら
れ
た
』
。
『
し
か
し
、
多
く
の
伝
承
で
は
コ
ロ
ー
ニ

ス
が
自
ら
イ
ス
キ
ュ
ス
と
密
通
し
た
と
さ
れ
る
。
ピ
ン
ダ
ロ
ス
に
よ
れ
ば
、
コ
ロ
ー
ニ
ス
は
ア
ポ
ロ
ー
ン

に
愛
さ
れ
て
子
供
を
身
ご
も
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
か
ら
の
客
人
イ
ス
キ
ュ
ス
に
恋
を

し
、
父
プ
レ
ギ
ュ
ア
ー
ス
に
隠
れ
て
イ
ス
キ
ュ
ス
と
密
通
し
た
。
し
か
し
、
ア
ポ
ロ
ー
ン
は
す
ぐ
に
気
づ

き
、
ア
ル
テ
ミ
ス
を
送
る
と
、
ア
ル
テ
ミ
ス
は
多
く
の
者
と
と
も
に
コ
ロ
ー
ニ
ス
を
射
殺
し
た
。
し
か
し
、

コ
ロ
ー
ニ
ス
が
火
葬
さ
れ
る
と
き
、
ア
ポ
ロ
ー
ン
は
自
分
の
子
を
救
い
出
し
、
ケ
イ
ロ
ー
ン
に
養
育
さ
せ

た
』
。
『
後
に
成
長
し
た
ア
ス
ク
レ
ー
ピ
オ
ス
は
死
者
さ
え
も
蘇
ら
せ
る
名
医
に
な
っ
た
。
ピ
ン
ダ
ロ
ス
の

物
語
で
は
カ
ラ
ス
は
登
場
し
な
い
が
、
多
く
の
物
語
で
は
、
カ
ラ
ス
が
コ
ロ
ー
ニ
ス
の
密
通
に
気
付
き
、

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9E%E3%83%A9%E3%83%90%E3%83%BC%E3%83%AB%E6%B5%B7%E5%B2%B8
https://en.wikipedia.org/wiki/Malabar_Coast_moist_forests#/media/File:Ecoregion_IM0124.png
https://en.wikipedia.org/wiki/Malabar_Coast_moist_forests
https://archive.org/details/cyclopaediaofind01balfuoft/page/842/mode/2up
https://archive.org/details/cyclopaediaofind01balfuoft/page/842/mode/2up
https://archive.org/details/cyclopaediaofind01balfuoft/page/842/mode/2up
https://archive.org/details/cyclopaediaofind01balfuoft/page/842/mode/2up
https://archive.org/details/cyclopaediaofind01balfuoft/page/842/mode/2up
https://digital.nls.uk/encyclopaedia-britannica/archive/192547778#?c=0&m=0&s=0&cv=561&xywh=-306%2C-1%2C6630%2C3942
https://21dzk.l.u-tokyo.ac.jp/SAT/
https://21dzk.l.u-tokyo.ac.jp/SAT/
https://21dzk.l.u-tokyo.ac.jp/SAT/
https://21dzk.l.u-tokyo.ac.jp/SAT/
https://21dzk.l.u-tokyo.ac.jp/SAT/
https://21dzk.l.u-tokyo.ac.jp/SAT/
https://archive.org/details/plainliteraltran06burtuoft/page/382/mode/2up
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B3%E3%83%AD%E3%83%BC%E3%83%8B%E3%82%B9


ア
ポ
ロ
ー
ン
に
知
ら
せ
る
。
ア
ポ
ロ
ー
ン
は
怒
っ
て
以
前
は
白
い
色
だ
っ
た
カ
ラ
ス
を
黒
い
色
に
変
え
、

ま
た
コ
ロ
ー
ニ
ス
を
殺
し
た
。
し
か
し
、
ア
ポ
ロ
ー
ン
は
後
悔
し
て
自
ら
の
手
で
火
葬
し
、
そ
の
さ
い
に

子
ア
ス
ク
レ
ー
ピ
オ
ス
を
コ
ロ
ー
ニ
ス
の
胎
内
か
ら
救
い
出
し
て
、
ケ
イ
ロ
ー
ン
に
養
育
さ
せ
た
』
。
『
ア

ン
ト
ー
ニ
ー
ヌ
ス
・
リ
ー
ベ
ラ
ー
リ
ス
で
は
、
コ
ロ
ー
ニ
ス
の
密
通
の
相
手
は
ア
ル
キ
ュ
オ
ネ
ウ
ス
と
さ

れ
る
』
。
ま
た
、『
エ
ピ
ダ
ウ
ロ
ス
の
詩
人
イ
シ
ュ
ロ
ス
に
よ
る
と
、
コ
ロ
ー
ニ
ス
は
プ
レ
ギ
ュ
ア
ー
ス
と

ム
ー
サ
』
（
文
芸
（
ム
ー
シ
ケ
ー
）
を
司
る
女
神
た
ち
）
の
一
『
人
エ
ラ
ト
ー
と
マ
ロ
ス
の
娘
ク
レ
オ
ペ

マ
ー
の
娘
で
あ
る
』
。『
パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
に
よ
る
と
、
プ
レ
ギ
ュ
ア
ー
ス
が
エ
ピ
ダ
ウ
ロ
ス
に
や
っ
て
来
た

と
き
、
コ
ロ
ー
ニ
ス
は
す
で
に
ア
ポ
ロ
ー
ン
の
子
を
身
ご
も
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
プ
レ
ギ
ュ
ア
ー
ス
に

同
行
し
て
エ
ピ
ダ
ウ
ロ
ス
に
や
っ
て
来
て
、
ア
ス
ク
レ
ー
ピ
オ
ス
を
出
産
し
、
ミ
ュ
ル
テ
ィ
オ
ン
山
に
捨

て
た
。
こ
の
赤
子
は
ヤ
ギ
に
養
わ
れ
、
羊
飼
ア
レ
ス
タ
ナ
ス
に
発
見
さ
れ
た
と
き
、
神
々
し
く
光
っ
て
い

た
』
。
『
な
お
、
一
説
に
ア
ス
ク
レ
ー
ピ
オ
ス
の
母
は
レ
ウ
キ
ッ
ポ
ス
の
娘
ア
ル
シ
ノ
エ
ー
と
も
い
わ
れ
、

古
代
で
も
意
見
が
分
か
れ
て
い
た
が
、
ア
ポ
ロ
パ
ネ
ー
ス
と
い
う
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
人
が
デ
ル
ポ
イ
で
ど
ち

ら
の
伝
承
が
正
し
い
か
神
に
質
問
す
る
と
、
コ
ロ
ー
ニ
ス
の
子
で
あ
る
と
い
う
答
え
が
返
っ
て
き
た
と
い

う
』
と
あ
る
。 

「G
ro

te, ′H
isto

ry
 o

f G
reece,′  L

o
n
d
o
n
, Jo

h
n
 M

u
rray, 1

8
6
9
, v

o
l.i, 1

7
4

」
イ
ギ
リ
ス
の
国
会
議
員
で
歴
史

家
で
も
あ
っ
た
ジ
ョ
ー
ジ
・
グ
ロ
ー
ト
（G

eo
rg

e G
ro

te 

一
七
九
四
年
～
一
八
七
一
年
）
が
一
八
四
年
か

ら
十
年
か
け
て
も
の
し
た
「
ギ
リ
シ
ャ
史
」。「In

tern
et arch

iv
e

」
で
探
し
た
が
、
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
合
わ

な
い
も
の
ば
か
り
で
、
当
該
ペ
ー
ジ
を
見
て
も
、
違
っ
て
い
た
。 

「
女
神
パ
ラ
ス
」
処
女
神
ア
テ
ー
ナ
ー
は
『
少
女
の
頃
、
友
達
で
あ
る
パ
ラ
ス
と
槍
と
楯
を
持
っ
て
闘
技

で
遊
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
間
違
っ
て
パ
ラ
ス
を
殺
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
を
悲
し
ん
だ
女
神
は
、
自
分
の

名
の
前
に
「
パ
ラ
ス
」
を
置
き
、
パ
ラ
ス
・
ア
テ
ー
ナ
ー
と
名
乗
る
こ
と
に
し
た
と
い
う
』
と
ウ
ィ
キ
の

「
ア
テ
ー
ナ
ー
」
に
あ
る
。
こ
こ
は
ア
テ
ー
ナ
ー
の
こ
と
で
あ
る
（
次
注
参
照
）。 

「
其
義
兄
へ
フ
ア
イ
ス
ト
ス
」
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
炎
と
鍛
冶
の
神
（
本
来
は
雷
と
火
山
の
神
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
）
ヘ
ー
パ
イ
ス
ト
ス
は
、
当
該
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、
ア
プ
ロ
デ
ィ
ー
テ
ー
と
結
婚
す
る
も
、

『
相
手
に
さ
れ
な
か
っ
た
』
彼
は
、
『
ア
テ
ー
ナ
ー
が
仕
事
場
に
や
っ
て
来
た
と
き
に
欲
情
し
、
ア
テ
ー

ナ
ー
と
交
わ
ろ
う
と
し
て
追
い
か
け
た
。
ヘ
ー
パ
イ
ス
ト
ス
は
処
女
神
で
あ
る
ア
テ
ー
ナ
ー
か
ら
固
く
拒

ま
れ
た
が
、
ア
テ
ー
ナ
ー
の
足
に
精
液
を
漏
ら
し
た
。
ア
テ
ー
ナ
ー
が
そ
れ
を
羊
毛
で
ふ
き
取
り
、
大
地

に
投
げ
る
と
、
そ
こ
か
ら
上
半
身
が
人
間
で
下
半
身
が
蛇
の
子
供
エ
リ
ク
ト
ニ
オ
ス
が
誕
生
し
た
。
そ
れ

を
見
つ
け
た
ア
テ
ー
ナ
ー
は
見
捨
て
は
せ
ず
、
自
分
の
神
殿
で
エ
リ
ク
ト
ニ
オ
ス
を
育
て
た
と
い
う
』
と

あ
る
。
な
お
、
『
軍
神
ア
テ
ー
ナ
ー
は
、
頭
痛
に
悩
む
ゼ
ウ
ス
が
痛
み
に
耐
え
か
ね
、
ヘ
ー
パ
イ
ス
ト
ス

に
命
じ
て
斧
（
ラ
ブ
リ
ュ
ス
）
で
頭
を
叩
き
割
ら
せ
る
こ
と
で
、
ゼ
ウ
ス
の
頭
か
ら
生
ま
れ
た
と
い
』
わ

れ
、
ヘ
ー
パ
イ
ス
ト
ス
は
ゼ
ウ
ス
と
ヘ
ー
ラ
ー
の
第
一
子
で
あ
る
し
、
彼
の
妻
ア
プ
ロ
デ
ィ
ー
テ
ー
の
父

https://archive.org/search.php?query=creator%3A%22Grote%2C+George%2C+1794-1871%22
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%86%E3%83%BC%E3%83%8A%E3%83%BC
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%86%E3%83%BC%E3%83%8A%E3%83%BC
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%86%E3%83%BC%E3%83%8A%E3%83%BC
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%86%E3%83%BC%E3%83%8A%E3%83%BC
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%98%E3%83%BC%E3%83%91%E3%82%A4%E3%82%B9%E3%83%88%E3%82%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%98%E3%83%BC%E3%83%91%E3%82%A4%E3%82%B9%E3%83%88%E3%82%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%98%E3%83%BC%E3%83%91%E3%82%A4%E3%82%B9%E3%83%88%E3%82%B9


も
ゼ
ウ
ス
と
も
さ
れ
る
か
ら
、
単
性
生
殖
の
処
女
神
と
姻
族
関
係
か
ら
見
る
と
「
義
兄
」
と
い
う
の
は
腑

に
落
ち
る
。 

「G
u
b
ern

atis, v
o
l.ii, p

.2
5
4

」
本
書
電
子
化
で
複
数
回
既
出
既
注
の
イ
タ
リ
ア
の
文
献
学
者
コ
ォ
ウ
ト
・

ア
ン
ジ
ェ
ロ
・
デ
・
グ
ベ
ル
ナ
テ
ィ
ス
（C

o
u
n
t A

n
g
elo

 D
e G

u
b
ern

atis 

一
八
四
〇
年
～
一
九
一
三
年
）

の
「
動
物
に
関
す
る
神
話
学
」。「In

tern
et arch

iv
e

」
の
第
二
巻
原
本
の
当
該
部
は
こ
こ
。
左
ペ
ー
ジ
の
七

行
目
以
下
に
記
さ
れ
て
あ
る
。 

「S
m

ith
, ′D

ictio
n
ary

 o
f G

reek
 an

d
 R

o
m

an
 B

io
g
rap

h
y
 an

d
 M

y
th

o
lo

g
y,′ 1

8
4
6
, v

o
l.ii, p

.4
8

」
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
の
辞
書
編
集
者
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
ミ
ス
（S

ir W
illiam

 S
m

ith
 

一
八
一
三
年
～
一
八
九
三
年
）
の

「
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
伝
記
神
話
事
典
」。「In

tern
et arch

iv
e

」
の
こ
ち
ら
の
「E

R
IC

H
T

O

’N
IC

U
S

」
の

条
。 

「
プ
リ
ニ
ウ
ス
の
博
物
志
十
卷
十
五
章
に
、
鴉
の
卵
を
屋
根
下
に
置
く
と
其
家
の
女
難
產
す
と
載
す
」
既

出
既
注
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
『
ワ
タ
リ
ガ
ラ
ス
は
一
腹
で
せ
い
ぜ
い
五
つ
の
卵
し
か
生
ま
な
い
。
彼
ら

は
嘴
で
生
み
、
あ
る
い
は
交
尾
す
る
（
し
た
が
っ
て
懐
妊
し
て
い
る
婦
人
が
そ
の
卵
を
食
べ
る
と
口
か
ら

分
娩
す
る
。
そ
し
て
と
に
か
く
そ
れ
を
家
に
持
ち
込
む
と
難
産
す
る
）
と
一
般
に
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
』

の
部
分
を
ざ
っ
く
り
纏
め
た
も
の
で
、
や
や
言
い
方
が
悪
い
。 

「
一
六
〇
八
年
出
板
ホ
ー
ル
の
キ
ヤ
ラ
ク
タ
ー
ス
に
、
迷
信
の
人
、
隣
屋
に
鴉
鳴
く
を
聞
け
ば
直
ち
に
遺

言
を
爲
す
と
有
る
由
（H

azlitt, v
o
l.ii, p

.5
0
8

）」
既
出
既
注
の
イ
ギ
リ
ス
の
弁
護
士
・
書
誌
学
者
・
作
家
ウ

ィ
リ
ア
ム
・
カ
ル
ー
・
ハ
ズ
リ
ッ
ト
（W

illiam
 C

arew
 H

azlitt 

一
八
三
四
年
～
一
九
一
三
年
）
著
の

「
信
仰
と
民
俗
学
」
。
「In

tern
et 

arch
iv

e

」
の
当
該
書
の
こ
ち
ら
の
左
ペ
ー
ジ
の
中
段
下
方
に
、

「N
A

T
IO

N
A

L
 F

A
IT

H
S

」（「
国
民
の
信
仰
」）
の
最
後
に
、 

 
 

 

＊ 

M
o
resin

 in
clu

d
es th

e cro
ak

in
g
 o

f rav
en
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o
n
g
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m
en

s.  H
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 h
is ′C

h
aracters,′ 1

6
0
8
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s th
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th
e su

p
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u
s m
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en
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ak
 fro

m
 th

e n
ex

t ro
o
f, h

e at o
n
ce m

ak
es h

is w
ill. 

 
 

 

＊ 

こ
の
引
用
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
司
教
で
風
刺
作
家
で
も
あ
っ
た
ジ
ョ
セ
フ
・
ホ
ー
ル
（Jo

sep
h
 H

all, B
ish

o
p
 

o
f E

x
eter 

一
五
七
四
年
～
一
六
五
六
年
）
が
一
六
〇
八
年
に
発
表
し
た
「C

h
a

ra
cters o

f V
irtu

es a
n
d
 

V
ices 

」
（
「
美
徳
と
悪
徳
の
特
性
」
）
の
一
節
。
英
文
サ
イ
ト
で
全
文
が
こ
こ
で
活
字
化
さ
れ
て
い
る
。

「B
O

O
K

 II. C
H

A
R

A
C

T
E

R
IS

T
IC

S
 O

F
 V

IC
E

S
.

」
の
「T

h
e su

p
erstitio

u
s.

」
の
中
に
以
上
の
一
節
が
あ

る
。 

「
ブ
ラ
ウ
ン
の
プ
セ
ウ
ド
ド
キ
シ
ア
」
こ
ち
ら
に
既
出
の
人
物
で
、
そ
の
私
の
注
「S

ir T
h
o
m

as B
ro

w
n
e

」

で
本
書
に
も
言
及
済
み
。 

「
ウ
ヰ
ル
キ
ン
」
不
詳
。 

https://archive.org/details/cu31924092293962/page/n267/mode/2up
https://archive.org/details/bub_gb_870_AQAAIAAJ/page/47/mode/2up
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/12/post-14bc17.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/12/post-14bc17.html
http://www.luminarium.org/renascence-editions/hallch.htm
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/12/post-14bc17.html


「
埤
雅
」
「
ひ
が
」
と
読
む
。
北
宋
の
陸り

く

佃で
ん

に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
辞
典
。
全
二
十
巻
。
主
に
動
植
物
に

つ
い
て
説
明
し
て
あ
る
。 

「
風
俗
通
」
後
漢
の
応
劭

お
う
し
ょ
う

が
著
し
た
事
物
考
証
本
で
あ
る
「
風
俗
通
義
」
の
こ
と
。
著
者
は
制
度
・
典

礼
・
故
事
に
詳
し
く
、
後
漢
末
の
混
乱
期
に
、
そ
れ
ら
が
忘
れ
ら
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
「
漢
官
儀
」
な
ど

を
著
わ
し
て
い
る
が
、
本
書
も
、
そ
の
博
識
を
も
と
に
，
当
時
の
一
般
人
の
考
え
の
誤
り
を
正
す
た
め
に

書
か
れ
た
も
の
。
も
と
は
三
十
巻
或
い
は
三
十
二
巻
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
現
存
す
る
の
は
皇
覇
・
正

史
・
愆け

ん

礼れ
い

（
「
愆
」
は
「
不
正
」
の
意
）
・
過
誉
・
十
反
・
声
音
・
窮
通
・
祀
典
・
怪
神
・
山
沢
の
十
巻
の

み
で
あ
る
。 

高
麗
の
忠
烈
王
二
十
七
年
」
一
三
〇
〇
年
。 

「T
av

ern
ier, ′T

rav
els in

 In
d
ia,′ v

o
l.ii, p

.2
9
4

」
十
七
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
の
宝
石
商
人
で
旅
行
家
で
あ
っ
た

ジ
ャ
ン
＝
バ
テ
ィ
ス
ト
・
タ
ヴ
ェ
ル
ニ
エ
（Jean

-B
ap

tiste T
av

ern
ier 

一
六
〇
五
年
～
一
六
八
九
年
）。
一

六
三
〇
年
か
ら
一
六
六
八
年
の
間
に
ペ
ル
シ
ャ
と
イ
ン
ド
へ
の
六
回
の
航
海
を
行
っ
て
お
り
、
諸
所
の
風

俗
を
記
し
た
。
そ
の
著
作
は
、
彼
が
熱
心
な
観
察
者
で
あ
り
、
注
目
に
値
す
る
文
化
人
類
学
者
の
走
り
で

あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
彼
の
そ
れ
ら
の
航
海
の
記
録
は
ベ
ス
ト
・
セ
ラ
ー
と
な
り
、
ド
イ
ツ
語
・

オ
ラ
ン
ダ
語
・
イ
タ
リ
ア
語
・
英
語
に
翻
訳
さ
れ
、
現
代
の
学
者
も
貴
重
な
記
事
と
し
て
、
頻
繁
に
引
用

し
て
い
る
（
英
文
の
彼
の
ウ
ィ
キ
に
拠
っ
た
）。「In

tern
et arch

iv
e

」
で
、
こ
の
原
本
を
見
つ
け
、
指
示
す

る
ペ
ー
ジ
を
見
た
が
、
載
っ
て
い
な
い
。
ペ
ー
ジ
数
か
、
巻
数
の
誤
り
か
。 

「A
stley, ′A

 N
ew

 G
en

eral C
o
llectio

n
 o

f V
o
y
ag

es an
d
 T

rav
els,′ 1

7
4

5
, v

o
l.i, p

.4
8
2

」「In
tern

et arch
iv

e

」

の
こ
ち
ら
の
左
ペ
ー
ジ
左
の
中
央
附
近
に
記
載
が
あ
る
。
但
し
、
そ
こ
で
は
「D

o
g
s an

d
 F

o
w

ls

」
と
あ
り
、

「F
o
w

ls

」
は
広
義
の
鳥
類
を
指
す
語
で
、
カ
ラ
ス
に
は
限
ら
な
い
。
］ 

  

序
で
に
言
ふ
、
牛
黃
を
祕
密
法
に
用
ゐ
る
事
、
佛
敎
に
限
ら
ぬ
。
摩
利
支
天
は
、
も
と
梵
敎
の
神
で
、

唐
朝
に
吾
邦
へ
傳
へ
た
兩
界
曼
陀
羅
に
は
見
え
ぬ
。
趙
宋
の
朝
に
譯
さ
れ
た
佛
說
大
摩
里
支
菩
薩
經
に
牛

黃
を
も
つ
て
眞
言
を
書
く
と
有
る
な
ど
、
明
ら
か
に
梵
敎
か
ら
出
た
作
法
だ
。
馬
鳴
大
士
の
大
莊
嚴
經
論

十
に
、
牛
黃
を
額
に
塗
つ
て
我
吉
相
を
な
す
と
云
ふ
者
に
佛
僧
が
問
ふ
と
、
吉
相
は
能
く
死
す
べ
き
者
を

死
な
ざ
ら
し
め
鞭
繋
ら
る
べ
き
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
む
ち
う
ち
く
く
ら
る
べ
き
」
。
］
者
を
解
脫
せ
し
む
。

此
牛
黃
は
牛
の
心
肺
の
間
よ
り
出
づ
と
答
ふ
。
僧
曰
く
、
牛
自
身
に
牛
黃
を
持
な
が
ら
耕
稼
の
苦
を
救
ふ

能
は
ず
、
何
ぞ
能
く
汝
を
し
て
吉
な
ら
し
め
ん
や
と
。
又
其
よ
り
ず
つ
と
前
に
出
來
た
根
本
說
一
切
有
部

毘
奈
耶
雜
事
一
に
、
諸
婆
羅
門
、
額
に
白
土
や
白
灰
を
點
畫
す
る
事
有
り
。
又
六
衆
（
六
人
の
惡
僧
每
度

釋
尊
に
叱
ら
る
ゝ
者
）
入
城
乞
食
、
見
諸
婆
羅
門
、
以
牛
黃
點
額
、
所
有
乞
求
、
多
獲
美
味
［
や
ぶ
ち
ゃ

ん
注
：
「
又
、
六
衆
（
六
人
の
惡
僧
。
每
度
、
釋
尊
に
叱
ら
る
ゝ
者
。
）
、
城
に
入
り
て
食
を
乞
ふ
。
諸
婆

羅
門
を
見
る
に
、
牛
黃
を
以
つ
て
額
に
點
ず
。
所
有

い
は
ゆ
る

、
乞
ひ
求
め
ば
、
多
く
、
美
味
を
獲う

。
」
。
］
六
衆
之

https://en.wikipedia.org/wiki/Jean-Baptiste_Tavernier
https://archive.org/details/travelsinindia00tavegoog/page/293/mode/2up
https://archive.org/details/travelsinindia00tavegoog/page/293/mode/2up
https://archive.org/details/travelsinindia00tavegoog/page/293/mode/2up
https://archive.org/details/travelsinindia00tavegoog/page/293/mode/2up
https://archive.org/details/b30414283_0001/page/482/mode/2up
https://archive.org/details/b30414283_0001/page/482/mode/2up


を
眞ま

似ね

し
て
佛
に
越
法
罪
を
科お

は

せ
ら
る
と
有
り
。
密
敎
に
牛
黃
を
眉
間
に
點
ず
る
は
梵
敎
か
ら
移
れ
る
の

で
、
原も

と
佛
敎
徒
の
所
作
で
無
か
つ
た
の
ぢ
や
。
牛
黃
梵
名
ゴ
ロ
チ
ヤ
ナ
、
支
那
の
み
な
ら
ず
印
度
で
も

藥
用
す
る
（B

alfo
u
r, v

o
l.ii, p

.5
4
7

）。
諸
派
の
印
度
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
選
集
で
は
『
ヒ
ン
ズ
ー
』
。
］
敎

徒
が
今
も
額
に
祀
神
の
印
相
を
點
畫
す
る
樣
子
一
斑
は 

D
u

b
o
is, 

′H
in

d
u
 
M

an
n
ers, 

C
u
sto

m
s 

an
d
 

C
erem

o
n
ies,′ ch

. ix
 

に
就
い
て
見
る
べ
し
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
馬
鳴
大
士
」
馬
鳴

め
み
ょ
う

（
紀
元
後
八
〇
年
頃
～
一
五
〇
年
頃
）
は
古
代
イ
ン
ド
の
仏
教

僧
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
名
「
ア
シ
ュ
ヴ
ァ
ゴ
ー
シ
ャ
」
の
漢
訳
。 

「
大
莊
嚴
經
論
十
に
、
牛
黃
を
額
に
塗
つ
て
我
吉
相
を
な
す
と
云
ふ
者
に
佛
僧
が
問
ふ
と…

…

」
「
大
莊

嚴
論
經
卷
第
一
」C

B
E

T
A

（
中
華
電
子
佛
典
協
會
）
電
子
版
（P

D
F

）
の

1
2

4

コ
マ
目
（
原
本
で
も
同
ペ

ー
ジ
）
の
頭
に
出
る
。 

「
根
本
說
一
切
有
部
毘
奈
耶
雜
事
一
に
、
諸
婆
羅
門
、
額
に
白
土
や
白
灰
を
點
畫
す
る
事
有
り…

…

」

「
維
基
文
庫
」
の
同
書
同
巻
の
電
子
化
に
（
コ
ン
マ
を
読
点
に
代
え
、
一
部
の
漢
字
を
正
字
化
し
た
）、 

 
 

 

＊ 

緣
處
同
前
、
時
諸
苾
芻
日
初
分
時
、
執
持
衣
鉢
入
城
乞
食
、
見
諸
婆
羅
門
以
自
三
指
點
取
白
土
或
以
白
灰
、

抹
其
額
上
以
爲
三
畫
、
所
有
乞
求
多
獲
美
好
。 

 
 

 

＊ 

と
あ
る
。「
六
衆
」
は
熊
楠
が
添
え
た
も
の
か
。「
六
衆
之
を
眞ま

似ね

し
て
佛
に
越
法
罪
を
科お

は

せ
ら
る
」
の
文

字
列
も
単
語
で
分
解
し
て
検
索
し
た
限
り
で
は
、
同
書
に
は
な
い
。 

「B
alfo

u
r, v

o
l.ii, p

.5
4
7

」「In
tern

et arch
iv

e

」
の
原
本
で
は
こ
こ
だ
が
、
見
当
た
ら
な
い
。 

「D
u
b
o
is, 

′H
in

d
u
 
M

an
n
ers, 

C
u
sto

m
s an

d
 C

erem
o
n
ies,′ 

ch
. 

Ix

」
以
前
に
言
っ
た
通
り
、
「In

tern
et 

arch
iv

e

」
で
は
後
代
の
合
巻
し
か
な
い
の
で
、
当
該
部
は
探
せ
な
い
。］ 

   
 

 
 

 
 

結 

論 

  

と
云
ふ
と
大
層
だ
が
、
こ
ん
な
に
長
く
書
て
は
何
と
か
締
り
を
附
け
ざ
成
ら
ぬ
。
本
篇
牛
王
の
事
を
一

寸
書
く
積
り
で
、
烏
の
事
が
以
て
の
外
長
く
成
つ
た
。
上
述
の
外
に
烏
に
關
す
る
俗
信
古
話
は
甚
だ
多
く
、

其
は
其
は
山
烏
の
頭
が
白
く
成
る
迄
懸
つ
て
も
書
き
悉
さ
れ
ぬ
か
ら
、
善
い
加
減
に
果は

て

と
し
て
結
論
め
き

た
者
を
短
く
口
上
と
致
さ
う
。
文
獻
乏
し
き
世
の
事
が
永
く
後あ

と

へ
傳
は
ら
ぬ
は
、
北
米
の
印
甸
人

イ

ン

ジ
ア

ン

、
印
度

の
ト
ダ
人
、
南
洋
や
亞
非
利
加
に
、
其
例
、
頗
る
多
き
は
、
先
輩
の
定
論
有
り
。
然
し
な
が
ら
未
開
の
民

と
て
も
既
に
人
間
た
る
上
に
、
多
少
の
信
念
も
習
慣
風
俗
も
有
つ
た
に
相
違
無
い
か
ら
、
後
日
追
々
他
方

か
ら
種
々
と
文
化
を
輸
入
し
て
も
、
固
有
の
習
慣
信
念
、
全
く
は
滅
び
ず
、
幾
分
か
殘
り
留
ま
る
。
斯
る

http://buddhism.lib.ntu.edu.tw/BDLM/sutra/chi_pdf/sutra2/T04n0201.pdf
http://buddhism.lib.ntu.edu.tw/BDLM/sutra/chi_pdf/sutra2/T04n0201.pdf
http://buddhism.lib.ntu.edu.tw/BDLM/sutra/chi_pdf/sutra2/T04n0201.pdf
http://buddhism.lib.ntu.edu.tw/BDLM/sutra/chi_pdf/sutra2/T04n0201.pdf
https://zh.wikisource.org/wiki/%E6%A0%B9%E6%9C%AC%E8%AA%AA%E4%B8%80%E5%88%87%E6%9C%89%E9%83%A8%E6%AF%98%E5%A5%88%E8%80%B6%E9%9B%9C%E4%BA%8B/%E5%8D%B7%E7%AC%AC_01
https://archive.org/details/cyclopaediaofind02balfuoft/page/546/mode/2up


事
物
を
總
稱
し
て
フ
オ
ー
ク
ロ
ー
ル
（
俚
俗
）
、
之
を
硏
覈
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
け
ん
か
く
」
。
底
本
は

「
硏
劒
」
だ
が
、
選
集
で
訂
正
し
た
。
「
覈
」
は
「
調
べ
る
」
の
意
で
、
事
実
を
詳
し
く
調
査
し
明
ら
か

に
す
る
こ
と
。
「
研
究
」
に
同
じ
。
］
す
る
學
を
も
フ
オ
ー
ク
ロ
ー
ル
（
俚
俗
學
）
と
云
ふ
。
舊
俗
の
一
朝

に
し
て
亡
び
難
き
は
、
舊
曆
の
正
月
祝
や
盆
踊
が
何
に
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
い
か
に
」
。
］
禁
制
し
て
も

跡
を
絕
た
ず
動や

ゝ

も
す
れ
ば
再
興
せ
ら
る
ゝ
で
知
れ
る
。
さ
れ
ば
、
熊
野
烏
の
尊
ば
れ
た
な
ど
も
之
に
關
し

て
外
國
と
異
な
る
事
共
多
き
よ
り
推
す
と
、
も
と
熊
野
に
烏
を
神
視
す
る
固
有
の
古
俗
有
つ
て
、
其
事
或

は
外
國
に
類
例
有
り
或
は
こ
れ
が
無
か
つ
た
。
然
る
處
へ
外
國
か
ら
牛
王
の
崇
拜
入
來
つ
た
の
で
、
本
來
、

烏
を
引
い
て
誓
言
す
る
と
、
新
來
、
牛
王
を
援ひ

い
て
盟
證
す
る
と
丁
度
似
た
所
か
ら
、
烏
像
を
點
じ
て
牛

王
寶
印
と
し
、
牛
王
と
云
へ
ば
烏
の
畫ゑ

札ふ
だ

と
解
す
る
迄
、
因
習
流
行
し
た
事
と
惟
ふ
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

「
お
も
ふ
」
。
］
。
扨
偶
然
の
符
合
な
が
ら
、
印
度
で
烏
と
牛
と
親
愛
す
る
事
實
話
な
ど
も
大
に
此
融
通
を

助
成
し
た
ゞ
ら
う
。
其
牛
王
と
云
ふ
は
、
印
度
に
牛
を
裁
判
の
標
識
と
し
誓
言
の
證
據
に
立
つ
る
事
有
り
、

又
大
自
在
天
や
大
威
德
明
王
如
き
强
勢
な
神
も
、
閻
魔
王
如
き
冥
罰
を
宰
る
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
つ
か

さ
ど
る
」。
］
神
も
皆
、
牛
を
使
物
と
す
る
所
か
ら
、
本
邦
に
佛
法
入
つ
て
よ
り
牛
を
誓
言
や
冥
罰
の
神
と

し
た
の
で
、
曾
我
物
語
に
牛
王
の
渡
る
と
見
え
て

○

○

○

○

○

○

○

○

○

と
有
る
も
、
祈
禱
が
聽
か
れ
た
標
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

「
し
る
し
」
。
］
に
祭
神

さ
い
し
ん

の
裁
可
通
り
、
法
を
執
行
し
來
る
神
を
指
し
た
者
で
、
先
は
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

「
ま
づ
は
」。］
牛
頭
馬
頭

ご

づ

め

づ

が
人
の
死
際
に
火
の
車
も
て
迎
ひ
に
來
る
樣
な
事
と
思
ふ
。 

（
大
正
五
年
鄕
土
硏
究
第
三
卷
第
十
二
號
） 

 
 

 
 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ト
ダ
人
」
イ
ン
ド
の
タ
ミ
ル
・
ナ
ー
ド
ゥ
州
に
あ
る
ニ
ー
ル
ギ
リ
丘
陵
に
居
住
す

る
少
数
民
族
ト
ダ
族
。 

「
曾
我
物
語
に
牛
王
の
渡
る
と
見
え
て

○

○

○

○

○

○

○

○

○

と
有
る
」
後
の
「
追
記
」
の
「
二
」
に
も
「
病
氣
を
人
に
移
す
修

法
成
就
の
際
、
牛
王
と
い
ふ
神
が
渡
る
と
同
時
に
供
物
が
自
ら
動
き
出
す
」
と
あ
る
の
で
あ
る
が
、
所
持

す
る
三
種
の
異
本
の
電
子
デ
ー
タ
で
検
索
し
て
も
、
場
所
が
判
ら
な
い
。
岩
波
文
庫
で
王
道
本
は
持
っ
て

い
る
が
、
通
覧
す
る
気
力
は
な
い
。
識
者
の
御
教
授
を
乞
う
。］ 

  

追 

記 

一
、
牛
王
に
就
て 

（
鄕
硏
三
卷
六
四
二
頁
參
照
）
牛
黃

ご

わ

う

を
確
か
に
牛
王
と
書
い
た
例
は
、
川
角
太
閤
記

卷
四
、
「
慶
長
元
年
遊
擊
（
遊
擊
將
軍
沈
惟
敬
）
參
る
時
、
秀
吉
へ
進
物
は
、
沈
香
の
ほ
た
一
か
い
餘
り
、

長
さ
二
間
、
間
中

ま
ん
な
か

高
さ
三
寸
、
廻
り
一
尺
の
香
箱

か
う
ば
こ

に
入
れ
申
候
。
八
疊
釣
の
蚊
帳
、
但
し
色
は
蟬
の
羽
毛

（
蟬
と
は
カ
ワ
セ
ミ
な
る
べ
し
）
、
藥
種
、
龍
腦
、
麝
香
、
人
參
、
牛
王

○

○

の
由
、
以
上
七
色
、
其
外
、
卷

物
、
綾
、
羅
、
錦
紗
の
類
也
云
々
」
と
あ
る
。
此
序
に
申
す
。
印
度
の
烏
が
水
牛
の
爲
に
牛
虱
を
除
く
由

を
述
べ
た
が
（
三
卷
六
四
九
頁
）
、
十
八
世
紀
の
英
人
ギ
ル
バ
ー
ト
、
ホ
ワ
イ
ト
の
セ
ル
ボ
ー
ン
博
物
志

https://www.google.com/maps/place/%E3%83%8B%E3%83%AB%E3%82%B8%E3%83%AA%E3%83%BB%E3%83%9E%E3%82%A6%E3%83%B3%E3%83%86%E3%83%B3%E3%82%BA/@12.2132917,74.0509953,6.25z/data=!4m5!3m4!1s0x3ba895b9644c677d:0x15697615e474b2c3!8m2!3d11.3743885!4d76.7619796
https://www.google.com/maps/place/%E3%83%8B%E3%83%AB%E3%82%B8%E3%83%AA%E3%83%BB%E3%83%9E%E3%82%A6%E3%83%B3%E3%83%86%E3%83%B3%E3%82%BA/@12.2132917,74.0509953,6.25z/data=!4m5!3m4!1s0x3ba895b9644c677d:0x15697615e474b2c3!8m2!3d11.3743885!4d76.7619796
https://www.google.com/maps/place/%E3%83%8B%E3%83%AB%E3%82%B8%E3%83%AA%E3%83%BB%E3%83%9E%E3%82%A6%E3%83%B3%E3%83%86%E3%83%B3%E3%82%BA/@12.2132917,74.0509953,6.25z/data=!4m5!3m4!1s0x3ba895b9644c677d:0x15697615e474b2c3!8m2!3d11.3743885!4d76.7619796


に
も
、
「
白
種
、
灰
色
種
の
鶺
鴒
が
牛
の
腹
や
鼻
邊
か
ら
脚
邊
に
走
り
廻
り
、
牛
に
と
ま
る
蠅
を
食
ふ
。

又
足
下
に
踏
殺
さ
れ
た
蟲
を
も
食
ふ
な
ら
ん
。
造
化
經
濟
の
妙
、
乃
ち
斯
る
不
近
緣
の
二
物
を
し
て
能
く

相
利
用
せ
し
む
」
と
あ
る
。
吾
邦
の
鶺
鴒
に
も
亦
斯
く
の
如
き
行
爲
あ
り
や
否
。 

（
大
正
五
年
鄕
硏
究
第
四
卷
第
一
號
） 

 
 

 
 

二
、
鄕
硏
三
卷
六
四
二
頁
に
曾
我
物
語
か
ら
、
病
氣
を
人
に
移
す
修
法
成
就
の
際
、
牛
王
と
い
ふ
神
が
渡

る
と
同
時
に
供
物
が
自
ら
動
き
出
す
一
條
を
引
い
た
。
頃
日
、
義
經
記
卷
五
「
吉
野
法
師
が
判
官
を
追
掛

奉
る
事
」
を
讀
む
と
、
義
經
、
衆
徒
を
追
却
け
て
後
、
餅
を
取
出
だ
し
て
從
者
に
頒
つ
に
「
辨
慶
を
召
し

て
是
れ
一
つ
づ
ゝ
と
仰
せ
け
れ
ば
、
直
垂
の
袖
の
上
に
置
て
ゆ
づ
り
は
を
折
て
敷
き
、
一
つ
を
ば
一
乘
の

佛
に
奉
る
。
一
つ
を
ば
菩
提
の
佛
に
奉
る
。
一
つ
を
ば
道
の
神
に
奉
る
。
一
つ
を
ば
さ
ん
じ
ん
ご
わ
う

○

○

○

○

○

○

○

に

と
て
置
た
り
け
り
」
。
是
は
山
神
牛
王
で
、
牛
王
と
い
ふ
特
種
の
神
が
中
古
崇
敬
せ
ら
れ
た
今
一
つ
の
證

據
と
見
え
る
。
或
は
ご
わ
う

○

○

○

は
護
法
の
假
名
を
誤
寫
し
た
の
か
と
も
惟
ふ
が
、
曾
我
物
語
に
牛
王
と
書
き
、

印
度
で
牛
を
神
視
す
る
事
既
に
述
べ
た
如
く
だ
か
ら
、
多
分
は
矢
張
り
牛
王
で
有
ら
う
。 

 

又
烏
で
占
ふ
例
を
種
々
擧
げ
た
が
、
多
く
は
其
鳴
聲
に
由
る
も
の
で
、
其
坐
位
を
察
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：「
み
て
」。］
卜
ふ
の
は J. T

h
eo

d
o
re B

en
t,′T

h
e C

y
ck

ad
es,′ 1

8
8

5
, p

.3
9

4
 

に
一
つ
見
え
る
。
云
く
希
臘

の
ア
ン
チ
パ
ロ
ス
島
は
史
書
載
す
る
事
無
く
唯
海
賊
の
巢
栖

す

み

か

な
り
し
。
又
只
今
も
碌
な
者
棲
ま
ず
。
パ
ロ

ス
島
人
、
此
島
民
を
蔑
ん
で
烏
と
呼
ぶ
。
以
前
は
尤
も
迷
信
深
く
主
と
し
て
烏
を
相み

て
占
へ
り
。
例
せ
ば

烏
が
樹
に
止
る
に
北
側
な
ら
ば
萬
づ
無
事
だ
が
、
南
側
な
ら
ば
海
賊
海
峽
に
入
れ
る
徵
と
斷
じ
、
忙
ぎ
走

つ
て
邑
の
諸
門
を
閉
じ
た
と
。
熊
楠
謂
ふ
に
、
烏
は
眼
至
つ
て
明
か
に
且
つ
注
意
深
い
者
故
、
自
然
、
海

賊
の
來
る
の
を
怪
ん
で
其
方
を
守
り
坐
る
の
だ
ら
う
。
從
つ
て
此
占
ひ
な
ど
を
單
に
迷
信
と
笑
ふ
て
の
み

過
す
べ
き
で
無
い
。 

 

六
四
八
頁
に
地
獄
で
烏
が
罪
人
を
食
ふ
ち
う
佛
說
を
擧
げ
た
が
、
現
世
に
烏
に
人
を
食
は
せ
た
基
督
敎

國
の
例
も
あ
る
。
十
三
世
紀
に
ク
ー
ロ
ン
ジ
ユ
の
大
僧
正
ア
ン
リ
一
世
は
、
フ
リ
デ
リ
ク
伯
の
手
足
、
頸
、

脊

を

輾し
き

折を

り

、

扨

、

餘

喘

あ

る

ま

ゝ

烏

に

與

へ

て

倍
ま
す
ま

す

苦

ん

で

死

せ

し

め

た

（H
en

ri 

E
stien

n
e, ′A

p
o
lo

g
ie p

o
u
r H

ero
d
o
te,′ ed

. 1
8
7
9
, P

aris, to
m

.i, p
.6

5

）。
次
に
、
七
三
八
頁
に
比
丘
尼
等
賤

妓
と
烏
の
關
係
を
一
寸
述
べ
た
が
、
延
寶
四
年
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
一
六
七
六
年
。
］
板
談
林
十
百
韻
第

十
の
百
韻
の
う
ち
、
「
比
丘
尼
宿
は
や
き
ぬ
ぎ
ぬ
に
歸
る
雁
、
卜
尺
」
、
「
か
は
す
誓
紙
の
か
ら
す
鳴
く
也
、

一
朝
」
、
「
終
は
是
れ
死
尸

し
か
ば
ね

さ
ら
す
衆
道
ご
と
、
志
計
」
。
賣
色
比
丘
尼
や
男
色
の
徒
が
烏
を
畫ゑ

が

い
た
牛
王

で
誓
ふ
を
詠よ

ん

ん
だ
物
た
る
事
勿
論
だ
が
、
當
初
、
熊
野
比
丘
尼
が
牛
王
を
賣
り
あ
る
い
た
に
因ち

な

ん
だ
作
意

で
も
あ
ら
う
。
西
鶴
の
好
色
一
代
女
に
、
大
阪
川
口
の
碇
泊
船
を
宛あ

て

込こ
ん

で
婬
を
鬻
い
だ
歌う

た

比
丘
尼
を
記
し

て
、
「
絹
の
二ふ

た

布の

の
裾
短
か
く
、
と
り
な
り
一
つ
に
拵

こ
し
ら

へ
、
文
臺
に
入い

れ

し
は
、
熊
野
の
牛
王
、
酢す

貝が
ひ

、

耳
姦

み
ゝ
か
し
ま

し
き
四
つ
竹
、
小
比
丘
尼
に
定
ま
り
て
の
一
升
干び

杓
し
や
く

」
と
云
へ
る
が
其
證
據
だ
。 

（
大
正
五
年
鄕
硏
究
第
四
卷
第
七
號
） 

 
 

 
 



［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
川
角
太
閤
記
卷
四
」
「
慶
長
元
年
遊
擊
（
遊
擊
將
軍
沈
惟
敬
）
參
る
時
、
秀
吉
へ
進

物
は…

…
」
「
川
角
太
閤
記
」
は
「
か
わ
す
み
た
い
こ
う
き
」（
現
代
仮
名
遣
）
と
読
む
。
江
戸
初
期
に
書

か
れ
た
と
さ
れ
る
豊
臣
秀
吉
に
関
す
る
逸
話
を
纏
め
た
も
の
。
全
五
巻
。
主
に
「
本
能
寺
の
変
」
か
ら

「
関
ヶ
原
の
戦
い
」
ま
で
の
期
間
が
記
さ
れ
て
い
る
。
本
来
は
単
に
「
太
閤
記
」
と
い
っ
た
が
、
後
に
な

っ
て
他
の
「
太
閤
記
」
と
区
別
す
る
た
め
に
著
者
川
角
三
郎
右
衛
門
の
名
を
冠
し
て
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

作
者
は
、
大
名
で
筑
後
国
主
で
あ
っ
た
田
中
吉
政
（
天
文
一
七
（
一
五
四
八
）
年
～
慶
長
一
四
（
一
六
〇

九
）
年
）
に
仕
え
た
武
士
。
当
該
部
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
明
四
二
（
一
九
〇

九
）
年
共
同
出
版
刊
の
共
同
出
版
株
式
会
社
編
輯
局
編
「
川
角
太
閤
記 

下
卷
」
の
こ
こ
（
左
ペ
ー
ジ
四

行
目
以
降
）。 

「
ギ
ル
バ
ー
ト
、
ホ
ワ
イ
ト
の
セ
ル
ボ
ー
ン
博
物
志
」
「
南
方
熊
楠 

小
兒
と
魔
除 

（
５
）
」
の
私
の

「G
. W

h
ite, ′T

h
e N

atu
ral H

isto
ry

 an
d
 A

n
tiq

u
ities o

f S
elb

o
rn

e′

」
の
注
を
参
照
さ
れ
た
い
。
訳
本
を
所

持
し
て
い
る
の
だ
が
、
書
庫
の
底
に
沈
ん
で
見
当
た
ら
ず
、
当
該
箇
所
を
示
せ
な
い
。
悪
し
か
ら
ず
。 

四
卷
第
一
號
） 

『
義
經
記
卷
五
「
吉
野
法
師
が
判
官
を
追
掛
奉
る
事
」
を
讀
む
と
、
義
經
、
衆
徒
を
追
却
け
て
後
、
餅
を

取
出
だ
し
て
從
者
に
頒
つ
に…

…

』
所
持
す
る
岩
波
古
典
文
学
大
系
（
東
洋
文
庫
藏
本
底
本
）
で
確
認
。 

「
さ
ん
じ
ん
ご
わ
う

○

○

○

○

○

○

○

」
は
「
山
神
護
法

さ
ん
じ
ん
ご
わ
う

」
と
表
記
し
、
岡
見
正
雄
氏
の
頭
注
で
は
、 

 
 

 

《
引
用
開
始
》 

 

山
神
午
王
と
す
る
校
注
本
も
あ
る
が
、
田
中
本
「
さ
ん
し
ん
こ
ほ
う
」
と
あ
る
。
山
神
護
法
、
即
ち
山

の
神
と
解
す
べ
き
で
、
護
法
は
元
来
仏
教
を
擁
護
す
る
護
法
善
神
の
意
で
、
平
安
時
代
以
来
験
徳
あ
る
僧

侶
に
は
護
法
（
乙
護
法
）
が
つ
き
仕
え
、
そ
の
意
の
ま
ま
に
駆
使
さ
れ
た
。
書
写
の
性
空
上
人
や
信
貴
山

縁
起
絵
巻
の
乙
（
お
と
）
護
法
な
ど
有
名
で
あ
る
が
、
修
験
道
で
も
験
者
の
使
い
と
な
っ
て
走
り
廻
る
所

謂
使
神
、
み
さ
き
神
と
考
え
た
よ
う
で
、
山
神
も
護
法
の
一
人
と
考
え
て
、
山
神
護
法
と
い
っ
た
の
だ
ろ

う
。
な
お
護
法
は
古
く
か
ら
ゴ
オ
ウ
と
訓
じ
た
の
で
、
宮
内
庁
書
陵
部
、
九
条
家
旧
蔵
諸
山
縁
起
な
る
鎌

倉
期
慶
政
上
人
筆
の
一
冊
に
は
（
熊
野
参
詣
還
向
ノ
次
第
先
ツ
護
法
（
コ
ヲ
ウ
）
送
り
次
第
」
な
る
詞
句

が
見
え
、
ゴ
ヲ
ウ
と
訓
を
つ
け
る
の
で
、
湯
沢
幸
吉
郎
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
西
源
院
本
太
平
記
（
刀

江
書
院
本
）
に
は
「
満
山
護
法
（
コ
ウ
ヲ
ウ
）
」
（
一
一
〇
頁
）
、
「
常
随
宮
仕
之
護
法
（
・
ウ
ヲ
ウ
）
」
等

と
見
え
る
（
湯
沢
氏
、
国
語
学
論
考
）。
「
五
し
き
に
そ
め
た
る
七
尺
の
は
た
を
さ
ゝ
け
て
申
や
う
、
山
に

は
山
神
こ
わ
う
、
か
わ
に
は
す
い
し
ん
、
う
み
に
は
り
う
し
ん
と
申
て
、
よ
る
ひ
る
お
こ
た
ら
す
」
（
横

山
氏
校
、
室
町
時
代
物
語
集
第
一
、
古
梓
堂
文
庫
本
、
く
ま
の
ゝ
本
地
上
）
、
「
き
さ
き
御
く
し
あ
ま
た
ゆ

い
わ
け
て
一
ゆ
い
を
は
、
ほ
ん
て
い
た
い
し
や
く
を
は
し
め
て
よ
ろ
つ
の
ほ
と
け
に
ま
い
ら
す
る
、
こ
の

わ
う
し
三
に
た
り
給
は
ん
ま
て
ま
ほ
り
給
へ
、
一
ゆ
り
を
は
こ
の
山
の
山
神
こ
ふ
う
に
ま
い
ら
す
る
」

（
同
下
）
、
「
山
王
七
社
王
子
眷
属
東
西
満
山
護
法
聚
衆
」
（
覚
一
本
系
平
家
巻
七
、
平
家
山
門
連
署
）
、

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/899815
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/899815
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/01/post-622273.html


「
七
仏
五
十
余
代
仏
祖
幷
満
山
護
法
善
神
神
」
（
相
田
氏
、
日
本
の
古
文
書
所
引
、
肥
後
広
福
寺
文
書
、

菊
池
武
茂
起
訓
文
）、「
伏
乞
当
寺
の
諸
尊
満
山
の
護
法
」（
勅
修
御
伝
第
三
十
一
）、
「
下
野
ノ

国
宇
都
宮
の

御
殿
に
納
め
る
。
乙
護
法
使
者
た
り
」
（
平
治
巻
一
、
叡
山
物
語
の
事
）
、
「
さ
り
と
も
年
月
頼
み
を
か
く

る
大
聖
不
動
明
王
の
威
力
、
又
は
山
神
護
法
善
神
、
殊
に
は
開
山
役
の
優
婆
塞
」（
謡
曲
、
谷
行
）。→

補

注
一
六
。 

 
 

 

《
引
用
終
了
》 

と
あ
る
。
聊
か
引
用
が
長
く
な
る
の
で
あ
る
が
、
明
ら
か
に
南
方
熊
楠
が
牛
王
と
す
る
説
を
退
け
る
内
容

で
あ
る
か
ら
、
補
注
も
引
い
て
お
く
。 

 
 

 

《
引
用
開
始
》 

一
六 

山
神
護
法
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
当
該
ペ
ー
ジ
数
を
略
し
た
。］ 

護
法
に
つ
い
て
は
頭
注
の
如
く
諸

例
が
あ
る
が
、
な
お
宮
地
直
一
氏
の
熊
野
三
山
の
史
的
研
究
第
六
編
第
四
章
、
三
山
祭
神
の
組
織
の
条
に
、

熊
野
の
十
二
所
以
外
の
附
属
せ
る
若
干
の
小
神
あ
り
と
し
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
の
引
用
は
変
則
的

に
改
行
部
分
の
途
中
で
一
字
下
げ
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
改
行
し
て
頭
か
ら
示
し
た
。
］、 

「
護
法 

護
法
と
は
所
謂
正
法
を
護
持
す
る
梵
天
・
帝
釈
・
四
天
王
等
の
謂
に
し
て
、
之
が
中
に
あ
つ
て
、

是
等
善
神
の
使
者
と
な
り
駆
使
の
役
に
当
る
も
の
を
護
法
天
童
又
は
護
法
童
子
と
い
ひ
、
又
略
し
て
単
に

護
法
と
も
い
へ
り
。
而
し
て
こ
の
種
類
に
属
せ
る
護
法
は
、
有
徳
の
験
者
に
常
侍
し
て
そ
の
用
を
勤
め
、

又
道
心
者
に
随
つ
て
之
を
擁
護
す
と
信
ぜ
ら
れ
て
、
上
下
の
信
仰
頗
る
篤
く
、
日
本
霊
異
記
（
中
、
打
法

師
以
現
得
悲
病
而
死
縁
第
卅
五
）
を
始
め
、
そ
の
後
の
記
録
物
語
類
に
尠
か
ら
ぬ
記
事
を
留
め
た
り
。
例

へ
ば
伝
教
又
は
性
空
の
使
役
せ
し
と
伝
ふ
る
乙
護
法
の
如
き
は
、
そ
の
一
に
し
て
（
平
治
物
語
叡
山
物
語

事
・
元
亨
釈
書
十
一
・
太
平
記
十
一
書
写
山
行
幸
事
・
栂
尾
明
恵
伝
記
上
）
、
本
社
に
あ
つ
て
は
、
御
幸

を
始
め
参
詣
の
輩
が
帰
途
稲
荷
の
社
頭
に
護
法
を
送
る
の
習
あ
り
、
そ
の
式
折
敷
に
餅
を
盛
り
て
地
土
に

安
き
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
お
き
」
。
］
、
先
達
幣
を
収
つ
て
拝
礼
を
行
ふ
と
い
へ
り
（
中
右
記
、
天
仁
二
年

十
一
月
十
目
・
長
秋
記
、
大
治
五
年
十
二
月
廿
二
日
、
長
承
三
年
二
月
七
日
）
。
こ
は
往
還
の
道
程
余
り

に
長
途
に
及
ぶ
が
故
に
、
途
中
の
安
全
を
祈
請
せ
ん
と
す
る
自
然
の
要
求
よ
り
起
り
し
風
習
な
る
べ
し
と

雖
も
、
護
法
そ
の
も
の
ゝ
本
体
に
関
し
て
は
全
然
そ
の
所
見
を
欠
き
た
り
。
さ
れ
ど
今
さ
き
に
記
し
き
金

剛
童
子
の
性
質
よ
り
推
考
す
る
に
、
か
く
道
者
の
為
に
護
身
の
用
を
勤
め
し
は
即
ち
こ
の
童
子
に
し
て
、

護
法
の
名
は
之
が
功
能
の
一
方
面
を
表
示
せ
し
称
呼
な
る
べ
く
、
又
さ
き
に
引
け
る
御
記
文
に
、
各
々
付

払
天
魔
云
々
と
あ
る
も
、
道
中
の
護
持
を
含
め
し
意
に
外
な
ら
ざ
る
か
。
走
湯
山
縁
起
（
四
）
に
よ
る
に
、

さ
き
に
掲
げ
し
雷
電
童
子
を
南
山
護
法
五
体
王
子
之
中
と
い
へ
り
。
五
休
の
称
は
い
か
ゞ
な
ら
ん
も
、
金

剛
童
子
を
以
て
護
法
と
す
る
思
想
は
充
分
に
之
を
認
む
る
を
得
べ
く
、
又
太
平
記
（
五
、
大
塔
宮
熊
野
落

事
）
に
も
三
所
権
現
の
下
に
満
山
護
法
十
万
眷
属
八
万
金
剛
童
子
と
連
記
し
た
り
。
か
ゝ
れ
ば
古
く
は
さ

き
の
一
万
十
万
社
以
外
に
之
を
祭
る
社
を
見
ざ
り
し
が
、
鎌
倉
時
代
に
入
り
独
立
の
崇
拝
を
う
け
、
満
山



護
法
と
い
は
れ
て
、
別
に
そ
の
本
地
を
定
め
、
又
別
社
と
し
て
祭
祀
せ
ら
る
ゝ
に
至
り
ぬ
（
宴
曲
抄
上
、

譲
羽
山
熊
野
権
現
、
康
正
三
年
注
文
、
垂
跡
絵
）
。
さ
れ
ど
遂
に
十
二
所
の
数
に
加
へ
ら
る
ゝ
に
及
ば
ざ

り
き
」（
三
八
八
頁
）
と
書
か
れ
る
。［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
略
。］ 

 
 

 

《
引
用
終
了
》 

「J. T
h
eo

d
o
re B

en
t,′T

h
e C

y
ck

ad
es,′ 1

8
8
5
, p

.3
9
4

」
イ
ギ
リ
ス
の
探
検
家
・
考
古
学
者
で
作
家
で
も
あ
っ

た
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
セ
オ
ド
ア
・
ベ
ン
ト
（Jam

es T
h
eo

d
o
re B

en
t 

一
八
五
二
年
～
一
八
九
七
年
）
の

「
キ
ク
ラ
デ
ス
諸
島
」
（
エ
ー
ゲ
海
中
部
に
点
在
す
る
ギ
リ
シ
ア
領
の
二
百
二
十
以
上
の
島
か
ら
成
る
諸

島
。
位
置
は
当
該
ウ
ィ
キ
の
地
図
を
参
照
さ
れ
た
い
）。
当
該
箇
所
は
「In

tern
et arch

iv
e

」
の
こ
ち
ら
。 

「
ク
ー
ロ
ン
ジ
ユ
の
大
僧
正
ア
ン
リ
一
世
は
、
フ
リ
デ
リ
ク
伯
の
手
足
、
頸
、
脊
を
輾し

き

折を

り
、
扨
、
餘
喘

あ
る
ま
ゝ
烏
に
與
へ
て
倍

ま
す
ま

す
苦
ん
で
死
せ
し
め
た
（H

en
ri E

stien
n
e, ′A

p
o
lo

g
ie p

o
u
r H

ero
d

o
te,′ ed

. 

1
8
7
9
, P

aris, to
m

.i, p
.6

5

）
」
ア
ン
リ
・
エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
（H

en
ri E

stien
n
e 

一
五
二
八
年
～
一
五
九
八

年
：
パ
リ
生
ま
れ
の
古
典
学
者
・
印
刷
業
者
。
ラ
テ
ン
語
名
ヘ
ン
リ
ク
ス
・
ス
テ
フ
ァ
ヌ
ス
（H

en
ricu

s 

S
tep

h
an

u
s

）
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
一
五
七
八
年
に
彼
が
出
版
し
た
「
プ
ラ
ト
ン
全
集
」
は
、
現
在
で
も

「
ス
テ
フ
ァ
ヌ
ス
版
」
と
し
て
標
準
的
底
本
と
な
っ
て
い
る
。
以
上
は
当
該
ウ
ィ
キ
に
拠
っ
た
）
の
「
ヘ

ロ
ド
ト
ス
の
謝
罪
」
。
当
該
書
の
当
該
部
は
こ
こ
。
こ
の
二
人
の
人
物
に
つ
い
て
は
、
よ
く
判
ら
ん
の
だ

が
、
以
上
の
原
記
載
に
「H

en
ri I d

e m
o
len

ark
 1

2
2
5
-1

2
3
8

」
と
あ
り
、
ず
た
ず
た
さ
れ
て
カ
ラ
ス
の
餌
に

さ
れ
た
「F

red
eric

」
な
る
人
物
と
、
そ
の
関
係
も
私
に
は
よ
く
判
ら
ぬ
。 

「
談
林
十
百
韻
」
（
だ
ん
り
ん
と
つ
ぴ
や
く
ゐ
ん
（
だ
ん
り
ん
と
っ
ぴ
ゃ
く
い
ん
））
は
江
戸
前
期
の
俳
諧

撰
集
。
延
宝
三
（
一
六
七
五
）
年
板
行
。
田
代
松

し
ょ
う

意い

編
・
自
序
・
自
跋
。
全
二
冊
。
同
年
夏
、
東
下
し
た

西
山
宗
因
に
発
句
「
さ
れ
ば
爰
に
談
林
の
木
あ
り
梅
の
花
」
を
請
い
受
け
、
江
戸
神
田
鍛
冶
町
の
松
意
の

草
庵
に
集
っ
た
、
俳
諧
談
林
の
連
衆
で
あ
る
松
意
・
雪
柴
・
在
色

ざ
い
し
き

・
一
鉄
・
正
友

せ
い
ゆ
う

・
志
斗
・
一
朝
・
松

臼
・
卜
尺
の
九
人
で
詠
じ
た
百
韻
十
巻
。
以
下
の
二
句
は
、
「
愛
知
県
立
大
学
図
書
館 

貴
重
書
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
」
の
「
古
俳
書
」
の
こ
ち
ら
（
以
上
は
当
該
箇
所
の
画
像
デ
ー
タ
。
同
書
の
ト
ッ
プ
・
ペ
ー
ジ
は
こ

ち
ら
）
で
原
本
の
当
該
句
が
見
ら
れ
る
。
左
丁
の
四
・
五
・
六
句
目
で
あ
る
。
な
お
、
本
文
で
「
志
計
」

と
あ
る
の
は
、
「
志
斗
」
に
同
じ
。
辞
書
に
よ
り
、
前
者
で
出
、
読
み
を
「
し
け
い
」
と
す
る
。
し
か
し

前
掲
原
本
を
見
る
に
、
一
貫
し
て
「
志
斗
」
と
書
い
て
い
る
。
こ
れ
だ
と
「
し
と
」
と
読
む
の
が
普
通
で

あ
る
が
、
「
計
」
は
「
ば
か
り
」
と
副
助
詞
で
訓
ず
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
副
助
詞
「
ば
か
り
」
を
「
斗
」

の
字
で
略
し
て
書
く
こ
と
が
近
代
以
前
で
は
頗
る
多
い
。
さ
す
れ
ば
、
「
志
斗
」
も
「
し
け
い
」
と
読
む

べ
き
で
あ
ろ
う
か
。 

『
西
鶴
の
好
色
一
代
女
に
、
大
阪
川
口
の
碇
泊
船
を
宛あ

て

込こ
ん

で
婬
を
鬻
い
だ
歌う

た

比
丘
尼
を
記
し
て
、
「
絹
の

二ふ
た

布の

の
裾
短
か
く
、
と
り
な
り
一
つ
に
拵

こ
し
ら

へ
、
文
臺
に
入い

れ

し
は
、
熊
野
の
牛
王
、
酢す

貝が
ひ

、
耳
姦

み
ゝ
か
し
ま

し
き
四

つ
竹
、
小
比
丘
尼
に
定
ま
り
て
の
一
升
干び

杓
し
や
く

」
と
云
へ
る
』
巻
三
の
「
調
謔

た
は
ぶ
れ

の
歌う

た

船ふ
ね

」
の
一
節
。
国
立
国

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AD%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%83%87%E3%82%B9%E8%AB%B8%E5%B3%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AD%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%83%87%E3%82%B9%E8%AB%B8%E5%B3%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AD%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%83%87%E3%82%B9%E8%AB%B8%E5%B3%B6
https://archive.org/details/cycladesorlifeam00bent/page/396/mode/2up
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%B3%E3%83%AA%E3%83%BB%E3%82%A8%E3%83%86%E3%82%A3%E3%82%A8%E3%83%B3%E3%83%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%B3%E3%83%AA%E3%83%BB%E3%82%A8%E3%83%86%E3%82%A3%E3%82%A8%E3%83%B3%E3%83%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%B3%E3%83%AA%E3%83%BB%E3%82%A8%E3%83%86%E3%82%A3%E3%82%A8%E3%83%B3%E3%83%8C
https://archive.org/details/apologiepourhro07estigoog/page/64/mode/2up
https://opac.aichi-pu.ac.jp/kicho/kohaisyo/books/027_36_1/102714900/image/L/102714900_0026.jpg
https://opac.aichi-pu.ac.jp/kicho/kohaisyo/books/027_36_1/102714900/image/L/102714900_0026.jpg
https://opac.aichi-pu.ac.jp/kicho/kohaisyo/books-outline/027_36_1.html
https://opac.aichi-pu.ac.jp/kicho/kohaisyo/books-outline/027_36_1.html


会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
国
民
図
書
刊
の
「
近
代
日
本
文
学
大
系
」

第
三
巻
所
収
の
同
作
の
当
該
部
を
リ
ン
ク
さ
せ
て
お
く
。
右
ペ
ー
ジ
後
ろ
か
ら
五
行
目
末
か
ら
。
所
持
す

る
小
学
館
「
日
本
古
典
文
学
全
集
」
の
暉
峻

て
る
お
か

・
東

ひ
が
し

共
校
注
・
訳
「
井
原
西
鶴
集
」
（
昭
和
四
九
（
一
九
七

四
）
年
第
二
版
）
に
よ
れ
ば
、
「
歌
比
丘
尼
」
は
『
熊
野
の
護
符
を
売
り
念
仏
を
唱
え
、
地
獄
極
楽
の
絵

解
き
を
し
て
米
銭
を
乞
う
た
尼
。
「
も
と
は
清
浄
の
立
て
派
に
て
熊
野
を
信
じ
て
諸
方
に
勧
進
し
け
る
が
、

い
つ
し
か
衣
を
り
や
く
し
歯
を
み
が
き
頭
を
し
さ
い
に
つ
み
て
、
小
哥
を
便
り
に
色
を
う
る
な
り
」
（
人

倫
訓
蒙
図
彙
）
』
と
あ
る
。
以
下
、
「
二
布
」
は
腰
巻
の
こ
と
で
、
「
と
り
な
り
一
つ…

…

」
は
『
み
な
一

様
の
い
で
た
ち
を
し
て
』
、
「
文
臺
」
は
『
か
た
箱
。
比
丘
尼
が
脇
に
は
さ
ん
で
持
つ
小
箱
』
、
「
熊
野
の
牛

王
」
は
無
論
、
熊
野
牛
王
印
で
た
ま
さ
か
の
男
と
起
請
文
を
交
わ
す
の
に
使
う
小
道
具
、
「
酢
貝
」
は

『
し
た
だ
み
（
栄
螺
』
『
に
似
た
小
さ
い
貝
）
の
蓋
を
酢
の
中
に
入
れ
る
と
旋
回
す
る
。
春
の
初
め
熊
野

に
参
詣
し
て
紀
州
の
海
辺
で
拾
い
、
比
丘
尼
が
児
女
に
玩
具
と
し
て
与
え
る
』
と
あ
る
（
こ
れ
に
つ
い
て

は
後
述
す
る
）
。
「
四
つ
竹
」
は
『
扁
平
な
竹
片
を
両
手
に
二
個
ず
つ
持
ち
、
掌
を
開
い
た
り
、
閉
じ
た
り

し
て
鳴
ら
す
楽
器
』
、
「
一
升
干
杓
」
に
つ
い
て
は
、
『
比
丘
尼
は
腰
に
檜
の
柄
杓

ひ
し
ゃ
く

を
差
し
、
米
や
金
を
受

け
』
た
と
あ
る
も
の
を
指
す
。
「
酢
貝
」
は
私
の
守
備
範
囲
で
、
腹
足
綱
前
鰓
亜
綱
古
腹
足
目
サ
ザ
エ
（
リ

ュ
ウ
テ
ン
（
サ
ザ
エ
））
科
リ
ュ
ウ
テ
ン
亜
科
オ
オ
ベ
ソ
ス
ガ
イ
属
ス
ガ
イ L

u
n

ella
 co

rreen
sis 

の
サ
ザ
エ

と
同
じ
よ
う
な
石
灰
質
の
蓋
を
指
す
。
本
邦
の
全
域
の
磯
の
潮
間
帯
で
普
通
に
見
ら
れ
る
に
殻
径
二
～
三
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
食
用
に
も
な
る
巻
貝
で
あ
る
が
、
例
え
ば
、
当
該
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、
『
日
本
で
は
磯
で

普
通
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
昔
か
ら
磯
遊
び
の
対
象
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
。
著
名
な
例
と
し
て
こ
の

貝
の
蓋
を
半
球
面
側
を
下
に
し
て
酢
に
浸
す
と
、
酸
で
蓋
の
石
灰
質
が
溶
解
す
る
際
に
、
二
酸
化
炭
素
の
気

泡
を
出
し
つ
つ
、
く
る
く
る
と
回
転
す
る
こ
と
か
ら
、
古
く
か
ら
子
供
の
遊
び
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
冒

頭
に
述
べ
た
よ
う
に
「
酢
貝
」
と
い
う
名
は
こ
の
遊
び
に
由
来
し
、
本
来
は
蓋
の
み
の
呼
称
で
、
本
体
の
方

に
は
カ
ラ
ク
モ
ガ
イ
（
唐
雲
貝
）
の
名
が
あ
る
。』
と
あ
り
、
「
ぼ
う
ず
コ
ン
ニ
ャ
ク
の
市
場
魚
類
図
鑑
」
の

ス
ガ
イ
に
も
、
『
フ
タ
の
丸
く
盛
り
上
が
っ
た
方
を
下
に
し
て
、
酢
に
浸
す
と
泡
を
出
し
て
ク
ル
ク
ル
と
回

る
。
「
ス
ガ
イ
」
は
こ
の
蓋
の
呼
び
名
。
貝
本
体
は
カ
ラ
ク
モ
ガ
イ
（
唐
雲
貝
）
と
い
言
っ
た
』
と
あ
っ
て
、

幼
少
時
以
来
、
海
岸
生
物
に
魅
せ
ら
れ
て
き
た
私
も
、
小
さ
な
頃
か
ら
、
諸
図
鑑
の
解
説
で
そ
う
覚
え
て
い

た
の
だ
が
、
実
は
実
際
に
何
度
か
、
試
し
て
み
た
が
、
泡
は
出
た
が
、
旋
回
は
し
な
か
っ
た
の
で
、
六
十
四

に
な
っ
て
も
、
そ
の
運
動
を
見
た
こ
と
が
な
い
。
昔
か
ら
そ
ん
な
に
知
ら
れ
た
遊
戯
で
あ
る
な
ら
、
ネ
ッ
ト

上
の
動
画
に
あ
る
だ
ろ
う
と
調
べ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
な
か
っ
た
。
今
回
も
調
べ
た
が
、
見
当
た
ら
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
個
人
サ
イ
ト
「
五
島
列
島 

福
江
島
の
博
物
誌 

知
ら
れ
ざ
る
五
島
の
海
」
で
ズ
バ
リ
！ 

「
フ
タ
は
回
る
の
か
？ 

ス
ガ
イ 

酢
貝 

（
サ
ザ
エ
科
） 

T
u

rb
o
 (L

u
n

ella
) co

reen
sis 

」
を
見
つ
け
た
。

而
し
て
実
験
の
結
果
は―

―

『
泡
は
確
か
に
出
て
く
る
の
で
す
が
、
数
時
間
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
て
も
回

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
使
っ
た
フ
タ
は
直
径
』
八
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
『
ほ
ど
で
、
小
さ
な
泡
で

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1883436/179
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1883436/179
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B9%E3%82%AC%E3%82%A4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B9%E3%82%AC%E3%82%A4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B9%E3%82%AC%E3%82%A4
https://www.zukan-bouz.com/syu/%E3%82%B9%E3%82%AC%E3%82%A4
https://www.zukan-bouz.com/syu/%E3%82%B9%E3%82%AC%E3%82%A4
http://fukuejima.la.coocan.jp/sea-kaigan/sugai.html
http://fukuejima.la.coocan.jp/sea-kaigan/sugai.html


動
く
に
は
大
き
す
ぎ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ
る
い
は
、
も
っ
と
強
烈
に
反
応
す
る
よ
う
な
強
い
酢
（
？
）

が
必
要
な
の
か
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
調
べ
て
み
て
も
、
有
効
な
情
報
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、

私
と
同
じ
よ
う
に
「
や
っ
て
み
た
け
ど
回
ら
な
い
」
と
い
う
人
は
い
ま
し
た
。
と
り
あ
え
ず
、
も
っ
と
小
さ

い
も
の
で
試
し
て
み
よ
う
か
と
は
思
っ
て
い
ま
す
が…

。』（
二
〇
一
五
年
三
月
の
記
事
）
と
あ
っ
た
。
う
～

～
ん
、
私
も
何
時
か
、
小
型
の
も
の
で
、
や
っ
て
み
よ
っ
と
！
］ 

   

「
南
方
隨
筆
」
版 

南
方
熊
楠
「
牛
王
の
名
義
と
烏
の
俗
信
」（
全
） 

 

藪
野
直
史 

オ
リ
ジ
ナ
ル
注
附 

完 


